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プロ ロー グ 神童 の 信念 。 

第 一 章 益 ま す 荒 ら 男 お た ちの 再来 。 
章 ほつれ た ツイ ン テ ー ル 。 
章 龍神 の 神 型 ツ イン テー ル 。 

第 四 章 今 、 始 まり の 日 を 超え て 。 
章 結ば れ た ツイ ン テ ー ル 。 

第 六 草 不滅 VS 不屈 。 

第 七草 奇跡 の ツイ ン テ ー ル 。 

エピ ロー グ 新た な る 約束 。 
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総 
異 世界 か ら や っ て きた 美 少 女 科学 者 。 
主人 公 。 総 ニ た ち に テイ ルギア を 託す 。 
ツイ ン テ ー ル を 世界 一 愛す る 高校 一 年 生 。 痴女 
テイ ルレ ッ ド に 変身 し エレ メリ アン と 戦う 。 
神 堂 六 理 那 
つ べ あい か 
津 辺 愛 香 
総 た ちの 通う 高校 の 生徒 会 長 。 
総 二 の 幼 馴染 。 テ イル ブル ー に 変身 する 。 テイ ルイ エロ ー に 変身 。 
貧 乳 を 気 に し て お り 、 ネ タ に され る と 激しく 怒る 。 ド M で 総 二 を ご 主人 様 と 墓 う 。 
さく ら が わ みこ と 
桜川 尊 
問 理 那 の 専属 メイ ド 兼 ボ ディ ガー ド 。 善 沙 則 子 の 名 で 活動 する アイ ドル 。 
婚 期 を 焦っ て お り 、 テイ ル ブ ラ ッ ク に 変身 。 
必死 に 婚 如 届 を 配っ て いる 。 普段 は スト ー カ ー で 引き こも り 。 
み つか み は る いわ ば ね ゆ の 
観 束 未 春 結 唯 乃 
総 二 の 母親 で 、 自 宅 で 喫茶 店 を 経営 する 。 フェ ニッ クス ギル ディ が 
現役 中 二 病 患者 で 、 ボニー テー ル の 少女 と な っ た 姿 。 


常連 客 に 暮 わ れ て いる 。 圧倒 的 な 戦闘 力 を 誇る 。 


アル ティ メ ギ ル 首領 


全 エ レ メ リア ン の 頂点 に 立つ 総 対 の 存在 。 


較 ド 首領 直属 戦士 BU や 委 K の 
kb 用 ダー ク グ ラス パー 2 ラク と な な 。 


癌 Su 邊 き 


は ざこ で H 計 で 玉 
帰 き letY き で 下 放 さ 則 
EN に た さま: 上 : に 3 
留 桐 S 鞭 邊 畠 慌て き 0K 剖 
に ゃ 只 に に 1 い ゃ コト に に 3 
NVY へ N の 半 川 再 汗 下 環 号 
軸 田 き ヽ 山 で せ さ こせ で ささ 
・ 器 陽 9 党 1S 其 せ で 消 居 

で ざさ し び 計 日 朋 沿 刺 
ざ 畠 へ O(Y 放 本 「 愉 さ ボ 」 
持 問 痛 失 さゆ 寺 吾 避 麻 
ミーJHIV へ ざ ・ 沖 > モーNIV 
ささ へ 2 の 中 人 泊 午 S 逆 叶 
ぴき Wi 計 V ざ ざこ で H・ と 呈 
の 油 征 舌 曽 rt 。 モ モネ ペ ュ 中 
で ・ 秋 並 S 聞 吐 舞 ざ 庫 N 寺 
大 光一 共 モ 日 鞭 天 で 電 
琶 避 き (c 沙 諾 慌 柚 S 型 と 


アル ティ メ ギ ル 中 項 還 


ar イド Pr 紀 二 半 革 I 組 織 国 
EN 答 異 陳 界 の 侵攻 部 隊 
内 家人 ドラ グ ギ ルディ 部 隊 


(| 隊長 : ド ラグ ギル ディ 


5 只 隊員 : ス ワン ギル ディ 、 ス パロ ウ ギ ルディ な ど 
右近 の 宙 香 : プ テラ ギル ディ 総 二 た ちの 世界 に 初め て 侵攻 し て きた 隊 。 
左 好 の 副 持 : ト リ ケ ラ トッ プ ギ ルディ 


の ・ リ ヴァ イア ギル ディ 部 隊 隊長 : リ ヴァ イア ギル ディ 
・ ク ラー ケ ギ ルディ 部 隊 隊長 : ク ラー ケ ギ ルディ 
・ タ イガ ギル ディ 部 隊 隊長 : タ イガ ギル ディ 


ドラ グ ギ ルディ が 倒さ きれ た こと で 侵攻 部 隊 に 増援 きれ た 各部 隊 。 
いずれ も 現在 まで に 隊長 が ツイ ン テ イ ルズ に 例 さ れ て いる 。 


田 そ の 他 ( 引 退 戦 士 な ど ) : ケ ル ベ ロ スギ ルディ 


隊長 : ビ ピー トル ギル ディ 
副 隊長 : ア ラク ネギ ルディ 2 | [EE 写 ] フェ ニッ クス ギル ディ 


隊長 補佐 : ス タッ グ ギ ルディ ペガサス ギル ディ 
ダー ク グ ラス バー と 共に 参戦 し た 部 隊 。 水 い 死 闘 の 末 、 完 全敗 北 し た 。 香織 に 反旗 を 普 す な ど し た エレ メリ アン た ち 。 


プロ ロー グ 神童 の 舘 念 。 


ドラ グ ギ ルディ 様 、 覚 えて お いで で し ょ うか 。 
あな た の 部 隊 の 戦士 、 看 護 服属 性 ナー ス の スワ ン ギ ルディ に ご ざい ま 
す 。 


ドラ グ ギ ルディ 様 と いう 指導 者 を 失っ た 後 、 若 造 の 私 は それ は 多く の 
流 る 転 て ん を いた し まし た 。 

あな た 様 の 無念 を 晴らし た いと 、 根 限り の 修行 を 重ね 、 そ の 果て に 宿 
敵 テ イル レッ ド に 挑ん だ の で す 。 

素晴らし き ツ イン テー ル で し た 。 完 か ん 膚 ぶ 無 きま で に 敗北 し た 私 で 
す が .…… 運 命 の 悪戯 いた ずら か 、 何 と か この 生命 を 繋 つ な ぎました 。 
そし て 出会っ た の が 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ 展 一 私 の 最後 の 師匠 と 決 
め た 方 で す 。 

彼 の 生き 方 に 憧 あ めこ が れ ..…… 反 逆 者 の 謗 そし り を 受け る こと を 覚悟 
で 、 私 は アル ティ メ ギ ル を 出し ゆ つ 春 ぽ ん いた し まし た 。 
再び テイ ルレ ッ ド に 挑む べく 、 更 な る 修行 を 積む た めで す 。 

ドラ グ ギ ルディ 様 の 達成 され た スケ テイ ル ・ ア マ ・ ゾ ー ン の みな ら 
ず 、 全 て の アル ティ メ ギ ル 五大 修練 を 収め る 覚悟 で 。 

人 間 の 属性 カエ レ メ ー ラ を 食らう こと が で き な く な り 、 い ずれ 朽ち 果 
て て も いい いり 。 

私 は 、 た だ あな た に 誇り た か っ た 。 ド ラグ ギル ディ 最後 の 弟子 と し 
て 、 こ の 世界 に 生ま れ 生 きた 証 あ か し を 残し た か っ た の で す 。 

いつ し か 私 は 、 視野 が 狭く な っ て いた の で し ょ う 。 初 対面 の 者 が 差し 


出し て きた 希望 に 、 甘 い 吉 葉 に 、 疑 うこ と な く 飛 び つ いて し まっ た 。 
曰く 「 ツ イン テイ ルズ の 倒し た 全て の エレ メリ アン が 、 も うじ き 復 活 
する 。 今 の あな た の 立場 を 白紙 に 戻し 、 恩 師 に 会 わせ て あげ る の で .……… 
私 に つい て 来 て 」 と 。 

お 恥ず か し な が ら 、 歓 喜 に 心 踊っ た 私 が 記憶 し て いる の は 、 そ こま で 
な の で ご ざい ます 。 

混濁 する 意識 の 中 、 己 の 手 が 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ 尻 に 向け られ る 
様 だ けが は っ きり と 知覚 で きた の で す 。 あ あ 、 私 は 一 この マー メイ ド ギ 
ルディ と いう 科学 者 に 騙 だ まさ れ た の だ 。 

ドラ グ ギ ルディ 様 に 顔 向け で き な い 。 フ ェ ニ ックス ギル ディ 殿 に 申し 
訳 が 立た な い 。 

それ で も 、 許 され る の な ら ば 。 あ な た が 再び 生 を 得る と いう こと が 、 
嘘 う ら そ で な い の な ら ば 。 


ドラ グ ギ ルディ 様 一 どう か 一 目 だ け で も 、 お 会 いし と う ご ざ いま す 。 


第 一 章 人 益 ま す 荒 ら 協 お た ちの 再来 。 


『 来 い 世 つか .………、 ま た 逢 あ お う ぞ 』 


『 お 前 が ツイ ン テ ー ル を 愛す る 限り .… そん な こと も ある か も な 』 


空 を 引き 有 裂 さく 激しい 雷鳴 で 、 俺 は 我 わ れ に 返っ た 。 

宿 散 ドラ グ ギ ルディ 。 

奴 や つと 俺 一 テイ ルレ ッ ド が 死闘 を 繰り 広げ 、 そ の 果て に 交わ し た い 
つか の 約束 が .……… ま さか 、 こ ん な 形 で 果たさ れる こと に な る な ん て 。 


最後 の アル ティ メ ギ ル 四 し 頂 ち よう 軍 ぐ ん ・ 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ 
ソー ド に 連勝 を 続け る 俺 た ち ツ イン テイ ルズ の 前 に 現れ た 、 戦 いく さ 女 
め 神 が み ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ 。 

それ は 、「 ひ と た ひび 出撃 すれ ば その 世界 を エレ メリ アン の 世界 に 塗り 
替え る 」 と 異 世界 を 恐怖 させ た 最強 軍団 、 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー 
ド の 伝説 の 体現 者 一 。 

元 よ り 死 し た エレ メリ アン を 操る 力 を 持っ て いた 彼女 は 、 フ ェ ニ ッ ク 
スギ ルディ の 再生 能力 を 取り 込ん だ 。 そ れ に より 、 意 志 無 き 劣化 コピ ー 
で は な く 、 人 格 も 戦闘 力も 全て 完 か ん 璧 べき に 再生 させ る と いう 、 も は 
や 神 の 力 そ の も の の 能力 へ と 昇華 させ て し まっ た 。 

今 、 俺 た ちの 前 の 崖 が け の 上 に は 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 死 し て 
沿 変 態 ヴ アル ハラ , で 交 よ み が え っ た 戦士 た ち が -ー ド ラグ ギル ディ を は 
じ め と する 、 こ れ ま で に ツイ ン テ イ ルズ が 倒し た 全て の エレ メリ アン た 


ち が 居 並ん で いる 。 
現行 侵略 部 隊 と 使命 を 異 に する 独立 思 連 隊 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル と し 
て o 


「 みん な 、 数 に 惑わ され る な ! こい つら は 全部 、 一 度 倒 し た 相手 な ん 
だ ! も う 一 度 倒せ ば いい だ け の 話 だ !!」 

俺 は 崖 の 上 を 上 に ら み 、 仲 間 た ち を 鼓舞 し た 。 

「 そ 、 そ う ね .…… 一 発 で ブッ 飛ば し た よう な 奴 が 大 半 な ん だ し .…. 四 

「 再 生 し た 怪人 は 弱体 化し て いる の が 、 ヒ ー ロ ー も の の お 約束 で す 
わ ! 」 

「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ と 戦う より 、 む し ろ 楽 が で きる か も し れん な 」 
ブル ー も イエ ロー も プラ ッ ク も 、 懸 命 に 俺 の 吉 葉 に 応 こ た えて くれ 
る 。 

「 そ うし て 希望 を 持た せる の も 不 ふ 翼 び ん 、 は っ きり と 教え て お こう 
し か し 、 そ ん な 俺 た ちの か 細い 闘志 を 、 冷 然 と 一 いつ 跡 し ゆう する 声 
が 響い た 。 

この 場 の エレ メリ アン で た だ 一 人 地 に 立ち 、 崖 が け 下 か ら 蘇 よみ が 
えっ た 戦士 た ち を 見 上 げ る 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ だ 。 

「 も う 一 度 で は 足り ぬ よ 。 彼ら は 不滅 の 存在 。 君 た ち が 何 度 倒 そう と 
も 、 い ずれ 蘇る の だ 」 

De !」 

つま り 俺 た ち は 、 永 遠 に エレ メリ アン と 戦い 続け る と いう の か 。 
倒し て も 倒し て も 、 終 わり は 訪れ な いと いう の か .……… 

これ 以上 、 君 た ちの た め に 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア で す 
うわ け に は いか ん 。 消滅 と 再 誕 を 繰り 返す 死人 を 相手 に 、 気 の 済む まで 
戦い 続け る が いい 」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ の 非情 な 吉 葉 が 、 定 め ら れ し 運 命 を 刻む 。 


「 そし て 気 が 済 ん だ ら 一 固 髪 ツイ ン テ ー ル を 終 し ゆう 区 え ん せよ 」 

し か し 、 締 め に 告げ た 一 吉 が 、 逆 に 俺 を 蓋 起 させ た 。 

「 ツ イン テー ル を .……… 諦 あき ら め る も の か っ !!」 

俺 が 唆 た ん 叫 か を 切っ た 瞬間 。 

ドラ グ ギ ルディ が 歩 を 進め 、 崖 を 滑り 下り て くる 。 

それ を 皮切り に 、 戦 士 た ち が 次 々 と 崖 か ら 降 下 し 始め た 。 

無数 の 戦士 た ちの 地滑り 音 が 只 う な り 、 削 れる 岩肌 は 砂嵐 と な っ て 周 


囲 に 渦 う ず 巻 く 。 
「 さ あ 者 ども 征 ゆ く ぞ 、 ツ イン テー ル の 名 の 下 に ! 」 「 百 ゆ 合 
けけ! 」 
「 人 形 を 持て ーーーーー っ !!」 時 
「 百 合 一 ! 」 「 巨乳 だ ! 」 「 い や 貧 
乳 だ !」 
「 い ざ 参 らん 、 男 お と この 娘 こ !!」 「 文 ! 学 !」 
「 割 腹筋 で すじ ゃ 」 「 お 転 て ん 疲 
Sp 
「 ス ク 水 ウ ウ ウ ウ ウ ! 」 「 被虐 ね えん ! 」 
「 唇 くち びる を で すね -~ .……… W 「 三 つ 編 あみ 
よ !」 「 ブ ル マ だ !!」 
「 百 合 ! 」 「 コ スプ レ !!」 「 邪険 だ ろ ! 」 
「 匂い だ オラ アァ アア 『!」 「 幼馴染 お さ な な じみ ..……… !」 
「 お 、 お 漏 も らし (ボソッ ) 」 「 う な ーーーーー じ !!」 
「 リ ボン で す 」 
「 有 わき が 見 た い !!」 「 性 転換 
| 
「 恋愛 だ ろ つ 」 「 教師 で す よ ね ? 」 


「 お み 脚 が!!」 「 虚 うつ ろ 目 」 
「 方 音 だ べ 」 
「 江 よだれ 」 「 類 ほお 」  「 濡 ぬれ 透け 」 「 多 弁 
「 閉 所 」 「 腰 」 「 汗 」 
1 
天 と 地 を つん ざき 、 上 か ら 右 か ら 左 か ら 、 戦 士 た ちの 喘 ほ う 呼 こう が 
爆発 する 。 


1 演 


一 変態 が 、 土 石 流 と な っ て 押し 寄せ て くる .……。 


思わ ず 気 け 圧 お され 、 ツ イン テー ル が 張 すく みそ うに な っ た 。 
何やら 一 体 だ け 、 や た ら 頑 張っ て 自己 主張 し て いる 奴 や つが いる よう 


だ が 、 舘 念 の 強 さ で 負け て な る も の か 。 
「 うお お お お お お お お お お お お お お お お ! ツイ ン テ 
ル !」 
俺 は ブ プレイ ザー ブレ イド と 、 た だ ー つ の 舘 念 を この 手 に 握り 締め 
裂 れつ 作 ば ぱく の 喘 叶 と 共に 、 和 蘇 よ み が え っ た エレ メリ アン ・ 0 
男 ま し き 者 エイ ン ヘ へ リアル, , た ち へ と 突 と つ 貫 か ん し た 


や 
戦士 た ちの 再 誕 に 驚 き よう 憎 が くし た の は 、 何 も ツイ ン テ イ ルズ だ け 


で は な い 。 
この 世界 に 侵攻 し て いる 、 ア ル テ ィ メ ギル の 残存 部 隊 も 同じ だ 。 


神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 戦士 は 、 現 地 逗 留 し て いる 彼ら な ど 
ー い つ 顧 こ だ に せ ず 独自 に 出撃 し て いる 。 今 回 も 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル 
ディ の 存在 に 気づい た の は ツイ ン テ イ ルズ と の 戦闘 が 始ま っ て か ら だ 。 

属性 エレ メー ラ の 反応 を 頼り に 撮影 要員 の 戦闘 員 ア ル テ イ ロ イド を 
派遣 し 、 基 地 の 大 ホー ル で 中 継 を し て いた 彼ら が 見 た も の 。 

それ は 一 自分 た ち を 遺 の こし て 逝 い っ た は ず の 隊長 、 そ し て 同僚 た ち 
だ つた だ 。 

「 ド ラグ ギル ディ 様 ! 」 

「 リ ヴァ イア ギル ディ 様 に クラ ー ケ ギル ディ 様 .…… W 
「 ビー トル ギル ディ 様 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 様 も - 一 」 

「 人 バカ な 、 こ れ は 夢 か .…………!?」 

いつ も は 興奮 必至 の テイ ルレ ッ ド の キュ ー ト な 映像 集 で さえ も 行儀 良 
く 着席 し 観覧 し て いる 彼ら が 、 我 われ 先 に と 正面 の 大 モニ ター に 殺到 し 
て いる こと で 、 衝 撃 の 度合 い が 有 玩 う か が える 。 

「 どう し た の みん な 、 モ ニタ ー に か ぶり つい ちゃ っ て 」 

男 お さい ホー ル に 響く 、 女 性 の 声 。 

入り 口 か ら 歩 を 進め て きた の は 、 今 や 指導 者 を 失い 下級 戦士 し か 残っ 
て いな い 残 存 軍 に と っ て 最後 の 希望 で ある 、 ア ル テ ィ メ ギル の 女 科学 
者 。 マ ー メ イド ギル ディ だ 。 

白衣 の よう な 腰 バ パー ツ を は た めか せ 、 ま る で 人 間 の 女性 の よう な 豊 : 
な 胸部 を 存 分 に 揺らし な が ら 近 づい て くる 彼女 に 、 エ レ メ リ アン た ち は 
血 相 を 変え て 報告 する 。 

「 マ ー メ イド ギル ディ ちゃ ん ! あれ を ご 覧 くだ さい .………!」 

奇跡 に も 等 し い 緊 急 事態 を 月 に し な が ら 、 マ ー メ イド ギル ディ は 楽し 
そう に 手 を 合わ せ た 。 

「 ああ .…… 始ま っ た の ね 。 あ れ は 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の ヴァ 
ル ち ゃ ん .…… ヴァ ルキ リア ギル ディ の 能力 よ 。 倒 され た エレ メリ アン を 


復活 させ る こと が で きる の 」 
こと も な げに 奇跡 の 絡 か ら 繰 くり を 説明 され 、 戦 士 た ち は 吉 葉 を 失 


「.……… で は 、 隊 長 た ち は 自 分 の 力 、 自 分 の 意思 で 蘇 よ み が え っ た わけ で 
は な い の で す な !? 」 

「 い か に 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 幹部 と は いえ 、 こ ん な こと が 
許さ れ て も よい の で すか !!」 

や が て 彼ら に こみ 上 げ て きた の は ..…. 理不尽 に 対す る 怒り だ っ た 。 

「 あ ら 、 嬉 うれ し く な い の ? 」 

「 聖戦 に 狗 じ た 戦士 た ち を 、 再 び 戦 い に 駆 り 出 す な ど ! 」 

「 安 ら か に 眠る 魂 た まし い を 、 辱 は ず か し め て いる の も 同然 で は あり ま 
せん か !!」 

義 ぎ 慎 ふん に 駆 られ る 戦士 た ち だ が 、 マ ー メ イド ギル ディ は 軸 ひ よ 
う 々 ひよ うと し た 態度 を 月 さ な い 。 

「 それは あな た た ち が 今 、 生 き て いる か ら こ そ 吉 える 余裕 ね -。 当 の 彼 
ら は 、 許 され る な ら も う 一 度 ツ イン テイ ルズ と 戦い た いと 願っ て いた か 
も し れ な いわ ..……. 違う? 」 


「 ま あま あ 。 ひ と まず 、 こ の 戦い を 見 守り まし ょ う ! 」 

冷静 さ を 取 り 戻 し て いく 戦士 た ち 。 

彼ら が めい めい に 画面 の 隅 に まで 視線 を 巡ら せ 、 復 活 し た 同僚 や 隊長 
の 姿 に あら た め て 懐 旧 に 浸 ひ た る 中 、 一 人 困惑 を 続け る 者 が いた 。 
スパ ロウ ギル ディ 。 老 参謀 が 隊長 ドラ グ ギ ルディ の 次 に 姿 を 捜し た の 
は 、 彼 が 後援 を 惜しま な か っ た 若き 戦士 。 ド ラグ ギル ディ 部 隊 の 忘れ 形 
見 、 ス ワン ギル ディ だ っ た 。 

だ が 、 あ の 澄ん だ 湖面 に 仔 た た ず お 白鳥 の よう に 精 せ い 避 か ん な 神童 
の 姿 は 、 ど こ を 見 て も 存在 し な い 。 


スワ ン ギ ルディ 以外 の エレ メリ アン は 、 強 さ 階 級 関係 な く 全て 復活 し 
て いる と いう の に 。 

「 何 な 故 ぜ だ 、 何 故 お 前 は 復活 し て いな い の だ 、 ス ワン ギル ディ .……… 四 
偽 い つわり の 再 誕 で も 構わ な い 。 も う 一 度 姿 を 見 た い 。 

追 懐 に 拳 こ ぶし 震 ふ る わせ て いた スパ ロウ ギル ディ は 、 や が て 一 つの 
推論 に 辿 た どり 着く 。 


「 ま さか 一 お 前 は 、 死 ん で は いな か っ た と いう の か .…… せ !?」 


の 


ー 際 巨大 な 地 揺れ を 巻き 起こ し 、 崖 が け を 滑る どこ ろか も は や 砕き な 
が ら 落 下 し て きた "大 怪獣 , ユグドラ シル ギル ディ を 最後 に 、 無 数 の エ 
レ メ リ アン た ち が 俺 た ち を 取り 囲む 。 

つる つる 頭 好き の 戦い くさ 女 め 神 が み が 不毛 の 大 地 か ら 再 誕 さ せ た 、 
ツイ ン テ ー ル の 剛 剣 士 一 ドラ グ ギ ルディ 。 先陣 を 切っ て 俺 に 突っ 込ん で 
きた の は .…… や は りこ いつ だ ! 

乱 み だ れ 急 ば の 大 剣 が 、 襲 け 装 さ 上 聴 が け に 振り 下ろ され る 。 

俺 は ブレ イザ ー ブ レ イド で 応戦 し 、 炎 と 火花 が 周囲 に 爆裂 する 。 

その 余波 だ け で 、 俺 を 取り 囲 も うと し た 数 体 の エレ メリ アン が 吹き 飛 
ば され て いっ た 。 

地面 を 踏み し め る 轟 ご う 音 お ん と 、 猛 た ける 大 音声 が 絡み 合う 。 こ こ 
は まる で 合戦 場 だ 。 

「 く の 字 に 曲がっ て 震 ふ る える 小さ な お み 足 .……. 最高 だ な ! 類 ほ お 擦 
ずり 不可 避 !!」 

横 合い か ら に じ り 寄 っ て 来 た の は 、 脚 フェ チ の 戦士 ・ フ リ イ ギ ルディ 
だ 。 


「 だ ああ 、 寄 る な !」 
「 あ り が と う ご ざ いま す - 一 一 ーーーーー っ !!」 
く の 字 か ら 一 文字 に 伸ばし た 足 で 蹴 けり 飛ば し 、 目 の 前 の ドラ グ ギ ル 
ディ に 集中 する 。 
「 こ そば ゆい ぞ 、 テ イル レッ ド ! 我 わ れ に じゃ れつ いて いる の か が !?」 


鎧 つば 迫 ぜ り 合 い の 膨 こう 着 ち や く が 、 じ わ じ わ と 崩さ れ て いく 。 

ドラ グ ギ ルディ の 剣 に 押し 抜か れる の を 堪え て 岩 え る ブレイ ザー プレ 
イド の 急 や い ば の 向こう 、 ド ラグ ギル ディ の 背後 に 、 悠 々 と 立つ ヴァ ル 
キリ ア ギ ル ディ の 姿 が 見 える 。 

「 苦 戦 し て いる な .……… ぼ … 無 理 も な い 。 ド ラグ ギル ディ は 予 か ね て より 、 神 
の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド と し て 迎え る べく 声 を か けら れ て いた 優秀 
な 戦士 だ 。 彼 か の 者 が 戦い 始め た ば か り の ツイ ン テ ー ル の 戦士 に 倒さ れ 
る な ど 、 考 えら れ ぬ こと 」 

全て を 見 下 し 、 全 て を 剃 そ り 落 と す と 購 お ご っ て いた ヴァ ルキ リア ギ 
ルディ が 、 ド ラグ ギル ディ に は 幾 分 か の 敬意 を 払っ て いる よう に 見 え 
8 
「 ド ラグ ギル ディ 敗北 の 事実 が 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド に まで 届 
いて いれ ば 、 も っ と 早く に この 私 が 動い て いた 。 即座 に この 世界 を 危険 
だ と 間断 し て な 」 

ie まかり 間違え ば 、 ド ラグ ギル ディ と 戦っ た 直後 .…… ノ イエ ロー も プ 
ラッ ク も 仲間 に な っ て いな い 時 期 に 、 俺 は こい つと 戦う 羽目 に な っ て い 
た か も し れ な いと いう の か .……… ! 

紙 一 重 で この 世界 を 守り 抜い て き て いた の だ と いつ 実感 が 、 俺 の ツイ 
ン テ ー ル を 賑わせ る 。 
see お お お お お お !!」 

ドラ グ ギ ルディ の 剣 を 強引 に か ち 上 げた 俺 は 、 


背後 に 殺気 を 感じ て 振り 返る 。 

大 く 張 り 詰 め た 、 リ ヴァ イア ギル ディ の 股間 の 槍 や り が 迫っ て いた 。 

600 高速 で 突き 出さ れ て くる 股間 を 回 避 す る 。 

左手 で 側 転 し 、 体 勢 を 立て 直す 。 だ が 間 か ん 髪 は つ 容 いれ ず 、 今 度 は 
頭上 か ら 猛 烈 な 勢い で 梅 こん 棒 ば ぼう が 振り 下ろ され て きた 。 

「 お お お お お ! 」 

超重 量 級 の 戦士 、 トリ ケラ トッ プ ギ ルディ だ 。 

受け 止め た ブ プレイ ザー ブレ イド も ろ と も 弾 は じき 飛ば され た 俺 は 、 砲 
弾 の よう に 地面 を 転がる 。 

「 ど うし た テイ ルレ ッ ド 、 母 性 が 足り ん ぞ ! SN 

さら に 、 無 理 難 題 を ほざい て 上 空 か ら 超 高速 で の 飛 ひ 翔 し よう 攻撃 
し て くる 、 プ テラ ギル ディ 。 

395xs 炎 がら 次 避 So ) ! 所 さ ば きき れ ね え !」 

巻き 上 が る 土砂 で 汚濁 する 視界 の 先 で 一 仲間 た ち も 、 大 苦戦 を 強し い 
られ て いた 。 

復活 し た エレ メリ アン は 、 ブ ルー に 無惨 に 倒さ れ た 者 も 多い 。 

だ か ら だ ろう 、 率 先 し て ブル ー に か か っ て いく 物好き は さほど 多く な 
が ら た だ が. その 中 で 、 特 攻 服 を まとっ た よう な 見 た 目 の エ レ メ リ アン 
が 、 嬉 き 々 き と し て 乱 激 を 繰り 出し て いる 。 

「 ヘ イ ヘ イ ど ー し た テイ ルプ ブ ルー ! て ん で カリ キ 入 っ て ね え ぞ お !?」 

貴 の 三 葉 ノー・ ブ ル ・ ク ラブ の 特攻 隊長 、 ラ フレ シア ギル ディ だ 。 
の で つう 上 

ブル ー は 、 い つ 取 り 落 と し て も お か し く な い ほ ど 弱 々 し く 握 られ た 
ウェ イブ ラン ス で 攻撃 を 凌 し の ぐ 。 防 戦 一 方 だ っ た 。 

「 聞 いた 話 じ ゃ お め え 、 四 し 頂 ち よう 軍 ぐ ん の 幹部 の 旦那 た ち 相手 に 金 


2 それ が あたい みて えな チン ピラ に ボコ に さ 
、 情 け ね えと 思わ ね え の か !? 」 
の 奈 な 因縁 を つけ 、 ブ ルー へ の 攻撃 を さら に 昔 か 烈 れ つ に する ラ 
フレ シア ギル ディ 。 
「 つる つる 頭 好き に 悪 趣味 な 攻撃 され て 、 疲 れ て ん の よ .………… !」 
「 吉 い 訳 は よし な よ ! ド タ マ じゃ ね え .………. 剃 そ られ た の は て め え の 心 
の 毛 だ ろう ! 気合 い が 足 ん ね え だ け な ん だ よ お !!」 

駄目 押し と ば か り に 鉄 パ イプ 状 の 武器 を 振り 上 げた ラフ レシ ア ギ ル 
ディ の 横 腹 に 、 強 烈 な 砲撃 が 着弾 し た 。 イ エロ ー の 放っ た 胸 の ホー ミン > 
ゲ ミ サイ ル だ 。 

「 ブ ルー、 大 丈夫 で .………) き ゃ あっ !!」 

何と か ブル ー を 援護 し た イエ ロー だ が 、 彼女 自 和 映 に も そん な 余裕 は な 
い 。 

「 あ は ぁ ん 、 雨 の よう な 攻撃 を 必死 に 我慢 する その 姿 .…… 素 敵 だ 
わぁ ! 」 

イエ ロー に は 被虐 属性 マゾ ヒス テイ ツク の マン ドラ ゴ ラ ギ ルディ を は 
じ め と し た 無数 の エレ メリ アン が 導 到 し 、 身 を 守る の で 精 一 杯 と いう 状 
況 だ 。 

「 お の れ 、 お むさ 苦し い ! これ が 握手 会 な ら 剥 は が し どこ ろか 出 禁 案件 
じゃ ぞ 、 貴 様 ら ああ ああ ああ ああ ああ あ !!」 

プ ブラッ ク も 健闘 し て いる 。 

だ が エネ ルギー を 使い 果たし 、 つ い に 休 止 状態 スリ ー プ モー ド に まで 
陥 お ちい っ た メガ ・ ネ を 底 か ば いな が ら 戦 っ て いる の で 、 動 き に 精彩 を 
欠い て いた 。 

「 み ん な ! くそ 、 こ の まま じゃ .……. 1 」 

みん な の 苦戦 が 見 えて いな が ら 、 援 護 も まま な ら な い 自 分 が 歯 は 痺 が 

ゆい 。 


混迷 を 極め た 戦場 で 翻 ほ ん 弄 ろ つう つ され る 俺 た ち に 、 ト ゥ アー ル の 通信 
が 届く 。 

『 退 却 し て くだ さい ! 皆さん の 今 の 状態 コン デイ シヨ ン で は 、 そ れ ほ 
どの 敵 戦力 は 退け られ ませ ん !!』 

「 無 奈 吉 つ な ! その や ば い 量 の 敵 が 、 一 気 に 街 に 向かっ た ら ど うす 
る !?」 

ユグドラ シル ギル ディ に 至っ て は 、 体 長 百 メー トル 以上 も ある 大 怪獣 
だ 。 

ここ は 人 里 離れ た 岩場 だ が 、 こ れ だ け の 巨体 .……… 相 当 離 れ た 市 街 地 か 
ら で も こい つの 存在 は 視認 され て し まっ て いる は ず だ 。 

『 こ こ で ツイ ン テ イ ルズ が 全滅 し た ら 、 そ れこ そ 世 界 の 終わ り で す ! 
今 は 耐え て 、 ど うか 退却 を !!』 

エレ メリ アン の 方 か ら 理 由 を つけ て 撤退 し 、 勝 負 が 流れ た こと は 何 度 
も あっ た 。 

だ が 、 俺 た ち ツ イン テイ ルズ が 、 健 在 の エレ メリ アン を 目 の 前 に し て 
逃げ る な ん て .… グ …。 

「 ブ プ ブルー! イエ ロー! プ ブラック! 」 

指示 を 出し て いる トゥ アー ル が 一 番 辛 つら いん だ 。 そ れ に 、 俺 の 意地 
で これ 以上 みん な を 危険 に 遇 さら すわ け に は いか な い 。 

ツイ ン テ ー ル を 解 ほ どく 思い で 、 み ん な に 退却 を 促 う な が そう と し た 
瞬間 一 

「 テ イル レッ ド ち ゃ ん -~、 私 に 近づい ちゃ っ て ます ! 危な いで す よ 
ー コ 

し な や か で 強 き よう 東 じ ん な 神 樹 の 枝 が 、 巨 大 な ムチ と な っ て 眼前 に 
振り 下ろ され る 。 

た だ の 一 打 が 地面 を 叩 た た くそ の 衝撃 だ け で 、 周 囲 の 戦士 た ちの 身体 
か ら だ が 浮き 上 が る 。 


「- ぐ あつ ユダ ドラ シル ギル ディ 。。, 1 」 

見 上 げ る 崖 が け か ら 降 り て な お 、 そ の 頭頂 は 崖 よ り 高く 。 ア ル テ ィ メ 
ギル 最 巨 体 の 怪獣 が 、 俺 た ちの 退却 を 予期 し た か の よう に 触手 を 乱舞 さ 
せ 、 動 き を 封じ て きた 。 

思い 出し た ぞ 。 ユ グ ド ラ シル ギル ディ の 触手 は 、 自 身 の 意志 と は 関係 
な く 飛 旋 し 障害 を 排除 する 、 危 険 な 防御 兵器 だ 。 ま と も に 食らえ ば た だ 
で は 済ま な い ! 

すま な い ト ゥ アー ル 。 逃げ た く て も 、 こ いつ ら が 許し ちゃ くれ な いみ 


「 こ っ ち だ っ て 、 し な く て いい な ら 自 分 か ら お 前 に 近づき は し ね え 
よ !」 

「 で は 、 私 と 創作 活動 を する か 、 テ イル レッ ド .…………。 戦 いと いう 名 の 
な !」 

長大 な 一 本 角 づ の を 頭 部 に 携 た ず さ え た 戦士 が 、 手 に し た 剣 で 鮮やか 
な 刺し 突 と つ を 繰り 出し て くる 。 

「! ビー トル ギル ディ ! 」 

名 画 の よう に 、 見 る 者 を 魅了 する 華麗 な 剣 拘 さ ば き 。 懸命 に それ を 回 
避 し て いる と 、 

「 え えい 、 お 前 は 引っ 込ん で お れ ! 」 

今度 は ビー トル ギル ディ を 押し の け 、 砂 さ 塵 じん 舞う 戦場 に 聖 剣 を 煙 
きら めか せる 戦士 が 。 

「 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ まで .……… リ 」 

「 ド ラグ ギル ディ ご と き を 無 む 闇 や み に 美 化し お っ て ! お 前 の 最大 の 
ライ バル は 、 こ の 帝王 ティ ラノ ギル ディ だ ! そこ を 間違え て は いか ん 
を 人 

「 そう 吉 う お 前 は 相変わらず だ な ! 美化 の し よう が ね えよ !!」 

ビー トル ギル ディ 、 ユ グ ド ラ シル ギル ディ 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ .…… ! 


アル ティ メ ギ ル 四 し 頂 ち よう 軍 ぐ ん の うち 三軍 の 隊長 が 、 一 度 に 襲 お 
CS の まさ に 悪夢 か ! 

「 イエ ロー、 大 丈夫 か ! わら わ の 肩 に 掴 つ か まれ !!」 

「 す み ま せ ん 、 プ ラッ ク .………。。 あ あ 、 も う 脱 ぐ 装 甲 ふ く が あり ませ ん 


「 わ ら わ の 胸 と お 股 隠し 三 点 セ ッ ト .…… チ ョ コ 菓 子 の お まけ シー ル し か 
な い が 、 使 うか !!」 

「 全部 キラ キラ の シー ル で すわ ね !!」 

俺 に 追撃 し よう と し て いた ティ ラノ ギル ディ は 弾 は じ か れ た よう に 背 
後 を 振り 返り 、 身 を 寄せ 合っ て か な けり 危険 な 女子 トー ク を し て いる イエ 
ロー と ブラッ ク に 注目 する 。 

「 こ れ は どう いう こと だ ? 俺 が 戦っ た 時 に は さほど 感じ な か っ た 、 テ 
イル イエ ローx テ イル プ ブラック に 幾 い く 許 ば く か の 百 ゆ 合 り コス モ を 感 
の As プル ト 、 フフ フ 、 さ さや か で 、 健 け な 気 げ で 、 未 成熟 で 、 績 
粋 な 百合 ポテ ン シ ャ ル .………. フッ フッ フッ フッ フ 、 何 が あっ た の や ら フ フ 
フュ 
「 ね っ と り し た 視線 で わら わた ち を 洞察 する な 気持 ち 悪 いわ 

つり! ュ 

俺 た ち が 何 を 吉 お う が 、 ど う 抗 議 し よう が 、 エ レ メ リ アン た ちの 雄 叫 

びに か き 消 され る 。 
ふれ 出す 主義 イズ ム 。 

乱れ 飛ぶ 感情 エモ ー シ ヨ ン 。 

無数 の 愛 、 趣 味 嗜 し 好 こ う 一 属性 カエ レ メ ー ラ が 高波 と な っ て 俺 た ち 
を 呑 の み 込み 、 源 お ば れ さ せよ うと 荒 ぶ る 。 


悪 お 塞 か ん が し て 視線 を 落と す と 、 地 面 に 寝転ん で 俺 の 足 と 足 の 間 に 
頭 を 買 く 不 ふ 眉 て い の 墓 や か ら が 。 


ゴキ ブリ 型 の エレ メリ アン 。 お 漏らし 属性 ピー イン グ の コッ クロ チ ギ 
ルディ だ 。 

こい つ 、 い つか らい た の .……… 

コッ クロ チ ギ ルディ は くわ っ と 目 を 見 開き 、 俺 に 抗議 し て きた 。 

「 こ の 大 軍勢 に 恐怖 し た 今 が お 漏 も らし を 注文 する チャ ンス と 思っ た の 
2 注文 し た ドリ ンク バー が いつ まで 待っ て も 来 ぬ ぞ で 、 テ イル レッ 
ド !!」 

「 ド リン ク バ パー は 自分 で 取り に 行け ーーーーーーーーー ッ !!」 

バン カー に 芝 は まっ た ゴル フ ボ ー ル を 打ち 上 げ る か の よう に 、 プ レイ 
ザー ブレ イド の 一 いち 斬 ざ ん で コッ クロ チ ギ ルディ を 空 高く 舞 わ せる 。 
喫茶 店 の 息子 に ドリ ンク バー を 頼む ん じゃ ね えよ ! 

Se っ て 、 な ん だ この 反論 は !? 混乱 し まく っ て る じゃ ね え か 俺 は ! 
さら に 、 コ ッ ク ロ チ ギ ルディ の クレ ー ム に 引き 寄せ られ 、 注 属性 スロ 
バー の チェ リー ブロ ギル ディ 、 汗 属性 スウ エ ツ ト の トリ ロバ ギル ディ ま 
で も が 群がっ て きた 。 

「 よだれ の ドリ ンク バー 注文 よー! 四 ヨ 露口 死 シ 苦 ク ー ん ! 」 

「 こ っ ち は 汗 の ドリ ンク バー を 頼む ! 他 の メニ ュー の 注文 は 不要 、 そ 
れ が メイ ン デ ィ ッ シュ だ か ら な !!」 

「 貴 様 ら ー! テイ ルレ ッ ド の ドリ ンク バー を 最初 に 考え た の は 俺 だ 
ぞ ー!!」 

部 隊 を 超え て 結成 し た 液体 属性 トリ オ が 仲間 割れ を 始め た 隙 す き に 、 
俺 は 事態 の 打開 を 図る 。 

し か し 。 

「 な る ほど 確か に .…… ほ の か に 汗 が 洪 に じ び うな じ も また 、 趣 お も お むき 
が ある !!」 

後ろ を 向け ば 、 う な じ 好 き の ク ラブ ギル ディ が 。 

「 一 般 兵 士 に し て は いい 目 の 付け どこ ろだ 。 し か し 汗 と くれ ば 用 わ き 


だ 、 覚 えて お け !!」 

横 を 向け ば 、 用 を 愛す る メガ ネ ウ ラ ギル ディ が 。 

「 い や ぁ - よ だ れ で すか ぁ ~- 。 よだれ と くれ ば や っ ぱり 大 くち びる で す 
ね ぇ え 、 は い 」 

一 前 を 向い た ら 、 大 フェ チ の パピ ヨン ギル ディ が 。 

嫌 す ぎる 結界 が 、 俺 を 取り 囲む 。 


「 ぐ ああ ああ ああ ああ ああ ああ あど こ を 向い て も 変態 し か いね ええ ええ 


ニニ ニー ニー ーー ニュ ーー 一 


残さ れ て いた 最後 の 力 ま で 、 変 質 者 た ち に 吸い 取ら れ て いく よう だ 。 
SS ( 志 選 まあ の が ll 
そこ まで で す !!」 

慌 し よ う 蛋 すい し て 白目 を 剥 む きか けた 俺 は 、 凛 りん 然 ぜ ん と 戦場 に 
響く 声 に 意識 を 引き 戻さ れ た 。 

「 私 の 名 は 、 世 界 を わた る 復 ふ く 警 し ゆう 者 、 仮 面 ツ イン テー ル !!」 
白衣 を マン ト の よう に は た めか せ 、 崖 が け の 上 に 立つ の は .…『… 仮面 ツ 
イン テー ル だ っ た 。 

「 ほう 、 仮面 ツイ ン テ ー ル .……… 貴 様 も 健在 で あっ た か 」 

崖 の 上 に 立つ 仮面 ツイ ン テ ー ル を 、 懐 か し げに 見 上 げ る ドラ グ ギ ル 


r 


ディ 。 
それ に つら れる よう に 、 他 の エレ メリ アン た ち も 視 線 を 崖 上 に 集中 さ 
せ た 。 


「 来 る な ! 今回 ば っ か り は 危険 すぎ る !!」 

俺 の 忠告 も 届か ず 、 仮 面 ツ イン テー ル は ドラ グ ギ ルディ へ と 不 敵 な 吉 
葉 を 投げ か ける 。 

「 ド ラグ ギル ディ 、 聞 いて いま すか 。 今 の テイ ルレ ッ ド た ん は 、 あ な た 


と 戦っ た 時 より も 、 一 回 り も 二 回 り も 強く 可 か 愛 わ いく な っ て いる 。 そ 
れ ど ころ か 、 あ な た が 追い 求め た 究極 の ツイ ン テ ー ル を も 超越 し た こと 
を 」 
「 究 極 の ツイ ン テ ー ル を .… ぼ ……!?」 
ドラ グ ギ ルディ の 貌 か お が 、 緊 飼 し た 硬質 感 を 帯 お びる 。 
「 疲 ひ 幣 へ いし た 今 で は 、 そ の 姿 に な る こと は 叶 か な いま せん が ね 」 
こい つら の 誇り を 、 あ えて 刺激 し て いる 。 トゥ アー ル の 狙 ね らい は 、 


「 どう で す ? 武人 な ら ば 、 最 高 の ツ イン テー ル と 戦い 、 そ れ を 手 に し 


た いと は 思い ませ ん か ? …… それ と も ネオ アル ティ メ ギ ル と や ら は 、 
へ と へ と の 小 ち っ ちゃ な 女の子 を いじ め て 悦 に 入 る 、 ろ く で な し の 集 ま 
り で すか !!」 


仮面 ツイ ン テ ー ル の 挑発 に に 、 エ レ メ リ アン た ち が 殺 気 立つ 。 

当 の ドラ グ ギ ルディ は 、 不 敵 な 微笑 で それ を 受け 流し た 。 

「 相 変わ ら ず 熱き 女 だ 。 貴 様 の 執念 に 、 我 われ は 辛酸 を 舐 な め た の だ っ 
た な 」 

「 あ いつ は エレ メリ アン に 一 吉 ぶ ちか ます の が ライ フワ ー ク な だ け で 


ツイ ン テ ー ル を ハラ ハラ させ な が ら 、 ブ ルー も モ 二 人 の 対 た い 財 じ を 見 


守る 。 

「 確 か に 、 究 極 の ツイ ン テ ー ル を 求め て 戦う 我ら が 、 そ れ を 目 に せ ず 春 
うな ど 無 粋 よ な 」 

仮面 ツイ ン テ ー ル へ 向け 、 勇 まし き 戦士 の 貌 か お を 見 せる ドラ グ ギ ル 
ディ 。 

「 全 くだ 。 新 か 様 よ うに ひ弱 な 支援 者 まで も が 駆け つけ る ほど 、 貴 様 ら 
が 余裕 を 失う と は .……… 興 が 削 そ が れ た わ !!」 


先ほど 俺 に 攻撃 を 仕掛 け て きた リヴ ァ イ ア ギル ディ が 再び 近寄っ て く 


る と 、 ド ラグ ギル ディ の 一 考 を 援護 する よう に 胴 ど う 間 ま 声 ご え を 響 か 
せ た 。 

そう いえ ば こい つ は 、 ブ ルー が 戦い の 最 中 に 触手 に 居 お び え て 泣い た 
時 、 優 位 を 放棄 し て 撤退 し た こと が ある 。 荒 い 吉 葉 と は 裏腹 、 正 々 堂々 
た る 戦い を 重んじ る 、 生 きつ 粋 すい の 武人 だ 。 

周囲 の エレ メリ アン た ち も 、 二 人 の 吉 葉 に 賛同 する よう に 闘気 を 収め 
始め た 。 だ が 、 問 題 は ここ か ら だ 。 

ドラ グ ギ ルディ た ち は 、 騎 士道 に 訴え れ ば 駆け 引き に 応 お うじ る 打算 
は あっ た 。 し か し 、 そ れ を 統 す べ る ヴァ ルキ リア ギル ディ は 、 勝 利 到 上 
主義 者 。 こ いつ を どう 切り 抜け る .….…. ! 

俺 の 焦 し よう 燥 そう を 見 透かし た か の よう に 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ 
SSRS2S223 

ei 私 は 構わ ん 」 

『 

意外 な 吉 葉 に 、 思 わ ず 息 を 呑 の お む 。 

「 神 の 部 隊 に 妨 や い ば を 向け た 大 罪 も 、 君 た ちの その 滑稽 な まで の 悪 あ 
が き を 見 れ ば 溜り ゆう 飲 U\ ん も 下 が ろ うと いう も の 」 

何と で も 吉 え 。 今 は 、 ト ゥ アー ル や 愛 あ い 香 か た ち を 無事 に 帰す こと 
が 最 優先 だ .…… ! 

「 一 何 な 故 ぜ わざ わざ 勢 揃 ぞろい し た 様 を 見 せ た と 思う 。 君 た ちの 記憶 
に 、 こ の 光景 を 深く 深く 刻み 込む た め だ よ 。 これから 奮起 する 度 た び 
に 、 君 た ちの 心 の 髪 は 供 は か な く 剃 そり 落ち る だ ろう 。 今日 見 た 悪夢 を 
思い 出し て な 」 

そう 断 じ る 彼女 の 背後 に 、 極 彩色 の ゲー ト が 出現 する 。 

「 ま .………. 待 ちな さい よ ! まだ 勝負 は つい て な い の に 、 逃 げ る 気 !? 」 
闘争 心 が そ うさ せる の か .……… ブルー が 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ を 呼び 
止め て し まう 。 


俺 は 叩 と つ 叶 さ に ブル ー の 肩 を 掴 つ か ん だ が ..…… そ の 小さ な 診 は 、 か 
2 

AS 憐 あ われ な 。 立 ち 去 っ て 欲し いと 懇願 し つつ 、 自 尊 心 を 満た す た 
め に 咲 ほ え ず に は いら れ な い .……… 私 に 待た れ て 困る の は 、 ほ か な ら め ぬ 君 
だ ろう つう 」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ は 、 乾 いた 嘱 あ ざけ り と と も に こち ら へ と 腕 を 
突き 出し た 。 

た だ の 挑発 めい た その 仕草 に 、 ブ ルー は 身 を 強 こ わ 張 ば ら せ て 後 あ と 
退 ず さっ て し まう 。 

「 君 の ツイ ン テ ー ル な ど 、 す で に 死ん だ も 同然 。 亡 者 と 戯 た わび お れ て い 
る の が 似合い な の だ よ 」 

Lo PP !」 

屈辱 に 記 ふ る える ブル ー を 見 下す よう に 一 いち 堅 べ つ し 、 つ い に 戦 場 
か ら 姿 を 消す ヴァ ルキ リア ギル ディ 。 そ れ に 続い て 、 「 無 毛 で 勇 ま し き 
者 エイ ン ヘ へ リアル, た ち も 次 々 と ゲー ト の 中 へ 消え て いく 。 

ティ ラノ ギル ディ は し つこ く 、 俺 の 方 を ちら ちら と 見 て いる が .……… 槍 
リ ケ ラ トッ プ ギ ルディ に 背中 を 押さ れ 、 撤 退 し て いっ た 。 

「 テ イル レッ ド よ 、 楽 し み に し て いる ぞ 。 全力 の お 前 と 再び 相 あ い 見 ま 
みえ る の を な 」 

そう 吉 い 残す と 、 ド ラグ ギル ディ は マン ト を 翻 ひ る が え し て 下 き びす 
を 返す 。 
ー 番 最後 に 、 全 エレ メリ アン の 背景 同然 に 高々 と そびえ 立っ て いた ユ 
グ ド ラ シル ギル ディ が 姿 を 消し 一 周囲 は 、 静 寂 に 包ま れ た 。 
Pe 助かっ た ん 、 で す の .…『……. ?」 

思わ ず へ た けり 込む イエ ロー。 ブル ー と プラ ッ ク も 膝 ひ ざ を つき 、 俺 も 
精 根 尽き 果て て 大 の 字 に 倒れ た 。 

仮面 ツイ ン テ ー ル を 見 る と 、 そ の 両脚 は 微か すか に 誠 え て いる 。 


ここ は 紛 ま ぎれ も な い 地 獄 だ っ た 。 怖 か っ た だ ろう 、 トゥ アー ル 。 無 
理 を させ て すま な い .………。 

これ より も っ と 長い 時 間 戦 い 続 けた こと な ん て 、 何 度 も あっ た 。 

それ で も 、 お そら く 俺 を 含め た 全員 が こう 思っ て いる こと だ ろう 。 

ツイ ン テ イ ルズ の も っ と も 長い 一 日 が 、 よ う や く 終 わっ た - 一 と 。 


へ 
「 や ば いで すね 」 
基地 に 帰っ て 開口 一 番 。 仮 面 を 外 し た トゥ アー ル は 、 深刻 な 顔 で そう 
妻 こ ば ぼ し た 。 


俺 、 愛 あい 香 か 、 頑 え 理 り 那 な 、 イ ー ス ナ は 同時 に 変身 解除 。 ま ず 
は 、 休止 状 態 に 追い 込ま れ た メガ ・ ネ を 整備 室 へ と 運ぶ 。 

そし て コン ソー ルル ー ム で 、 い つも の 女 幹部 コス の 母さん に 迎え ら 
れ 、 各 々 の 席 に つい た 。 

だ が 揃 そ ろ っ て 着席 し て も 、 い つも の よう に 早速 会 議 だ ! と は いか 
な い 。 

「 色 々 な こと が あり すぎ て 、 頭 が 回 ら ね え .…… 何 が どう な っ て ん だ 」 
俺 は 椅 い 子 す の 背もたれ に 深く 身体 か ら だ を 沈め 、 虚 空 へ と 嘆 息 し 
5s 

いや 、 ど う も こう も な いか 。 こ れ 以 上 な い 緊 急 事 態 だ が ..…… 俺 の ツイ 
ン テ ー ル が 、 事 実 を 受け 容 い れる こと を 拒 こ ば ん で いる か の よう 


「 あ いつ の 吉 う と お り 、 あ た し た ちの 戦い .………… 全 部 や り 胡 し リス ター 
| 6】 lp ?」 

最初 期 か ら 俺 と と も に 戦い 続け て きた 愛 香 の 溜 た め 息 いき は 、 実 感 を 
伴っ て 重い 。 


「 ま さか アル ティ メ ギ ル の 作戦 が 、 こ こま で 完 か ん 璧 べき な も の だ っ た 


「 アルティ メ ギ ル の 、 作 戦 .… せ … ? コ 

俺 が 聞き 返す と 、 ト ゥ アー ル は 無念 を 洪 に じ ま せ な が ら 語 けり 始め た 。 
「 侵攻 する 世界 の 人 間 に あ え て 技術 を 渡し 、 ツ イン テー ル 属 性 を 世界 に 
拡散 する 女神 を 自分 た ちの 手 で 作り 上 げ る .………。 私 一 人 で は 乗り 越え ら 
れ な か っ た この 常 じ よう 廊 と う 作戦 すら 、 奴 や つら に は 第 一 段階 に 過ぎ 
な か っ た 」 

「 け ど そ の 作戦 は 、 俺 と 愛 あ い 香 か と トゥ アー ル で 、 力 を 合わ せ て 粉砕 
し た じゃ な いか ,」 

押し 黙る 他 の 面々 に 代わ り 、 俺 は トゥ アー ル へ 穏やか に 反論 。 意 見 の 
応酬 が 始ま っ た 。 

「 第 二 段 階 。 作 戦 の 一 が 頓 と ん 挫 ざ し た 場合 、 次 々 に 補充 部 隊 を 送る 
6 
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「 そ し て 第 三 段 階 。 通 常 の 侵攻 部 隊 で は 持て 余す ほど 強大 に な っ た ツイ 
ン テ ー ル の 戦士 は 、 首 領 赴 属 の アル ティ メ ギ ル 四 し 頂 ち よう 軍 ぐ ん を 投 
入 す る こと で 、 確 実に 倒す 」 

「 それ は 、 イ ー ス ナ や メガ ・ ネ が 仲間 に な っ て くれ た お か げ で 、 乗 り 越 
えた 」 

正確 に は 、 乗 り 越え て いる 途中 だ が .…… その ぐら い は いい だ ろう 。 
「.…… 最 終 段階 。 四 頂 軍 で すら 倒し きれ な い ほ どの 戦士 が も し 現れ た 場 
合 一 それ まで に 倒し た 戦士 を 復活 させ 、 反 抗 す る 気力 が 無く な る まで 永 
久 に 戦い を ルー プ さ せる .……… 

「 ト ゥ アー ル 」 

場 が さら に 沈 ち ん 錦 う つ な 空 気 に な っ た の を 感じ 、 俺 は トゥ アー ル を 
制止 し た 。 


「 す み ま せ ん 、 総 そう 二 じ 様 、 皆 さん ..…… 不 必要 に 危機 感 を 煽 あ お る つ 
も り は な いん で す 」 
と は いえ 、 ト ウゥ アー ル の 吉 っ た こと は 誇張 じゃ な い 。 紛 ま ざ れ も な い 
事実 だ 。 
伊 だ 達 て に 無数 の 世界 を 侵略 し て きた わけ で は な い 。 二 重 三重 どこ ろ 
で は な い 、 そ の さら に 数 手先 まで も 見 越し て 張り 巡ら され た 
アル ティ メ ギ ル は 、 絶 対 に ツイ ン テ ー ル の 戦士 に 敗北 する つも り は な 
い の だ 。 
「 大 お お 親 げ 装 さ に 考え すぎ だ と 思う ぜ 。 新 し い エ レ メ リ アン が 現れ て 
そい つら と 戦う か 、 今 まで の エレ メリ アン と も うつ 一 度 戦う か の 違い じゃ 
な いか 」 
気軽 に 吉 きっ た と ころ で 、 や っ ぱり みん な 、 シ ョ ッ ク は 大 きい よ な 。 か 
くい う 俺 も 、 半 分 は や せ 我 慢 み た いな も ん だ 。 
けど 、 と に か く 一 秒 で も 早く 、 場 を 支配 する 空気 を 払 ふ つ 拭 し よく し 
た しい!\。 
意気 消沈 が 長引く だ け 、 後 に 引き ずる 。 そ れ は 、 心 の 力 で 戦う 俺 た ち 
に と っ て 、 深 刻 な 戦力 低下 を 招く だ ろう 。 
「 アルテ ィ メ ギル は .… 誇 り を 捨て まし た ..………。 持 久 戦 に 持ち 込ん で 
私 た ち が 、 根 負け する の を 待つ 、 つ も り で す ..………」 
イー スナ が 親指 の 爪 つ め を 噛 か みな が ら 、 失 望 を 口 に する 。 
「 そう ね 。 ど ん な に 変態 で も 、 あ いつ ら 根 っ こ で は 誇り を 大 事 に し て た 


「 これ まで 、 一 度 に 無数 の エレ メリ アン が 攻め て 来 た こ と は 何 度 か あり 
まし た が .………、 そ れ は 癌 部 隊 の 最終 戦 と 覚悟 し た か ら こ その 全 戦 力 。 今 回 
と は 全く 意味 が 違い ます も の 」 

愛 あ い 香 か も 示 え 理 り 那 な も 、 あ る 種 の 信頼 が エレ メリ アン に あっ た 
は ず だ が 、 そ れ が 崩れ か け て いる 。 


「 隊長 級 の エレ メリ アン まで も が 均 よみ が えり 、 徒 党 を 組ん で 肖 お そっ 
て くる の は 、 確 か に 恐る べき 脅威 で す 。 け れ ど 、 今 の 総 そ う 二 じ 様 た ち 
な ら 決 し て 退 し り ぞ けら れ な い 戦 力 で は あり ませ ん 」 
「 一度 きり の 、 下 せ ん 滅 め つ 戦 な ら .……. で すね 」 
イー スナ の 吉 葉 に 人 額 う な ず き 、 ト ゥ アー ル は 続け た 。 
「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ が 蘇 ちせ た あの エレ メリ アン た ち は 、 能 力 を 取 
り 込 ん だ 元 の フェ ニッ クス ギル ディ と 同じ く 無 限 再生 の 能力 を 備え て い 
る と の こと 。 そ こ が 今 回 の 一 番 の 痛 点 で す 」 
「 何 度 倒 そ うと も 、 際 限 な く 復活 し て くる と いう こと で す の ね .……」 
考え れ ば 考え る だ け 、 深 み に は まっ て いく 。 雰囲気 が 暗く な っ て い 
ここ は 一 つ 、 ギ ャ グ で も 飛ば し た いと ころ だ が .……… 俺 に は 、 愛 香 と 
トゥ アー ル の よう な 笑い の オ 能 が な い 。 誰 だ れ か を 笑わ せら れる よう な 
人 間 じ ゃ な い の が 口 惜しい 。 
それ まで 押し 黙っ て いた 母さん が 俺 た ちの 様子 を 見 て 、 仕 切り 直す よ 
うに 手 を 叩 た た いた 。 
「 ね え 、 み ん な 。 トゥ アー ル ち ゃ ん が さっ き 、 今 が 作戦 の 最終 段階 だ っ 
て 喜 っ た で し ょ う ? で も 逆 に 吉 え ば それ っ て 、 総 ちゃ ん た ち が こ れ を 
乗り 越え れ ば 、 ど うし よう も な く な る の は アル ティ メ ギ ル の 方 っ て こと 
よね ? 悪い こと ば か り じ ゃ な いと 思う けど 
悪 の 女 幹 部 コス プレ を し て 、 悪 に ひる まめ ぬ 頼 も し いこ と を 吉 っ て くれ 
る 。 
「 母さん の 吉 う 通り だ 。 全員 集 合 の あま り の イン パク ト に 気 け 圧 お され 
ちまっ た が .……… ひと まず は いつ も どおり 、 現 れ た エレ メリ アン を 倒し て 
いく こと に 集中 し よう 
「 観 み 束 つか 君 .…… 1 」 
EC の AT ます 」 


よう や く 村 理 那 や め イ ー ス ナ の 顔 が 綻 ほ ころ び 、 俺 も ょ っ と する 。 

「 そうね 。 あ の 変態 た ちと また 一 か ら 戦わ な きゃ いけ な いと 思う と 気 が 
滅 め W 入 いる けど .………… ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は 、 き っ ちり プッ 飛ば し て 借 
り を 返し て や ら な いと 収まら な いし 」 

隣 に 座る 愛理 が 、 俺 に ウイ ンク を し て くる 。 

俺 が 一 番 気がかり な の が 、 そ うし て 強気 に リベンジ を 口 に する 愛理 
だ 。 

今回 の 戦い で は 、 身 体 か ら だ より も 、 精 神 こ ころ に 大 き な 傷 を 負っ て 
し まっ た の で は な いか 。 

愛理 の ツイ ン テ ー ル を 淫 視 す る 。 

心 な し か 、 髪 の 毛 の ハリ や 艶 つ や が 薄れ て いる よう に 見 える が 
じっと 見 つめ て いる と 、 や が て 愛理 の ツイ ン テ ー ル は 、 俺 に か 細く 訴 
え か け て きた 。 


( 全 と ん 。 全 半 革 PE 0 ) 
俺 は 両手 で テー ブル を 叩 た た き 、 お も お むろ に 立ち 上 が っ て いた 。 
や は り 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ と の 戦い で 深刻 な ダメ ー ジ を !! 


る 、 ど つう 必 ーー 
「 愛理 の ツイ ン テ ー ル !!」 


心 が 締 め 付 けら れ た 俺 は 、 愛 香 の 右 の ツイ ン テ ー ル を 抱き 締め た 。 
「 ひ や ゃ わっ !?」 

甲 か ん 高 だ か い 声 を 上 げ て 公 く 愛 香 。 

ああ 。 すま ん 。。 。 愛理 の ツイ ン テ ー ル が 傷つい て る の を 感じ て 、 つ 


「 そん な 無意識 で 、 ど うし て 器用 に ツイ ン テ ー ル だ け 抱 き 締め る の 
よ ! 心配 し て くれ る な ら 、 も っ と 簡単 な 抱き 締め 方 が ある で し ょ !?」 
愛理 が 、 自 分 の 腰 を ぽん ぽん と 叩い て 抗議 し て くる 。 
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俺 は 、 愛 香 の 腰 の 左右 で ふわ っ と 揺れ る ツイ ン テ ー ル に 、 そ れ ぞ れ 交 
与 に 視線 を 馳 は せ た 。 

「 左右 じゃ な く て 真ん中 ア !!」 

「 真ん中.……… ? コ 


ああ 、 よ う や く 合 が 点 て ん が いっ た 。 扱い が 未熟 だ 、 抱 き 包 お む な ら ば 
ツイ ン テ ー ル の 正中 線 を 捉え ろ - 一 と 、 そ う 喜 いた いん だ ろう つう 、 愛 あい 香 
か ! 


「 わ か っ て な いい!.…… 絶 対 わ か っ て な い 顔 だ わ .……. 四 
両手 で 頭 を 抱か か え 、 崩 れ 落 ち て し まう 愛理 。 や は り 、 ツ イン テー ル 
が 痛む の か .… 
M っ は ーー わか りや すい で すね 和 族 は も う ! 総 そ う 二 じ 様 、 


愛理 さん に 新鮮 な ネタ を 提供 する の は 慎 つ つ し ん で くだ さい 。 こ の 人 が 
夜 ソ ロ で ハッ スル し た ら 、 そ こ が 誠 源 地 に な っ て 凄 す さま じい 揺れ が 町 
内 を 襲 お そい ます ! 隣 に ある 総 二 様 の お 家 や 、 こ の 基地 も 甚大 な 被害 
を 受け て し まい ます よ !!」 

「 耐震 性 に 優れ て る ん だ ろ 、 こ の 基地 .…… そ れ を 揺るが す ハ ッ ス ル っ て 


「 わ っ か り ま し た ! 私 が 今 、 い つも 愛理 さん が や っ て そう な ハッ スル 


を 、 総 二 様 の 前 で 実演 し て みせ - 一 」 

白衣 を 放り 、 上 着 の ボタ ン を 外し 始め た トゥ アー ル の 唐 を 、 後 ろか ら 
力強く 掴 つ か お 手 が 。 

「 そ の 前 に 、 リ クエ スト に お 応 こ た え し て 地震 を 起こ し て や る わ 。 あ ん 
た の 体内 に ね 」 

「 う ぎゃ ああ ああ ああ ああ あーーーーーーーーーーーー す く ぇ えい く !!」 

愛 香 の 掌 底 が 、 ト ゥ アー ル の 体内 に 波紋 の よう に 反響 し 、 烈 震 を 巻き 
起こ す 。 

や っ ぱ 俺 が 俺 が 場 を 明る くし よう と か 考え て も 、 二 人 の リズ ム に は 太 
た 有 刀 ち 打ち で き な い な 。 

で も これ で 、 い つも の 二 人 だ 。 元気 に な っ て くれ て 良かっ た ぜ 。 

他 の みん な の 様子 を 類 う か が お うと し た 俺 は 、 申 え 理 り 那 な が こち ら 
を じっと 見 て いる こと に 気づい た 。 

「 う ー、 う ー、 痛 いで すわ .……… ツ イン テー ル が 痛い で すわ .………… 戦 い の ダ 


唐突 に 直 理 那 が 床 に こ て ん と 転び 、 痛 み を 訴え 始め る 。 

心 な し か 台詞 せり ふ が 棒 読み に 聞こ える が .………. 才 理 那 は まだ まだ 、 他 
人 に 弱音 を 吐く こと に 慣れ て いな い の か も し れ な い 。 

「 大 丈夫 か 、 刻 理 那 」 

「 あ と 三 〇 秒 で ツイ ン テ ー ル が 爆発 し ます わ 」 
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俺 は 慌 あ わ て て 直 理 那 の ツイ ン テ ー ル を さす る 。 ツ イン テー ル 爆 弾 処 
理 班 と し て の 初 仕事 だ 。 

0 売 基 2 2 

層 こ う 惚 こつ の 表情 を 浮か べ る 理 那 。 

よかっ た 、 起 爆 は 阻止 で きた よう だ な ..………。 

Ao ? コ 


今度 は 、 ポ ケッ ト の トゥ アル フォ ン が 引っ 切り な し に 鳴動 する 。 画 面 
を 確認 する と 、 メ ー ル アイ コン の 右上 に 表示 され る 新着 数 が 九 九 九 に 到 
達し て いた 。 

起動 し た メー ル ア プ リ の 一 覧 表示 に 同じ 送信 者 が 列挙 され て いた の を 
見 て 、 そ っ と 閉じ る 。 

イー スナ の 方 を 向く と 、 彼 女 は 半 笑 い を 浮か べ て 一 吉 。 

「 い た い 」 

その 僅 わ ず か 三文 字 を 何 な 故 ぜ 、 メ ー ル を 九 九 九 件 も 作成 し て 訴え る 
必要 が ある ん だ .……!? 

「 私 の ツイ ン テ ー ル が 、 勝 手 に 伸び よう と 、 し て いま す .……… ぼ …。 苦 し いで 


「 髪の毛 が 自分 の 意志 と 関係 な く 伸 びる の は 、 普 通 の こと じゃ な い の 
が ? コ 
と りあ え ず 、 イ ー ス ナ の ツイ ン テ ー ル も さす っ て お く 。 こ うす る と 余 
計 に 伸び そう な 気 が す る な あ .……。 
「 そう そう 。 こ うい う 時 は 思い っ きり 甘え させ て あげ る の が 、 男 の 甲 か 
斐 い 性 よ 、 総 そう ちゃ ん ! 」 
「 お 義 か 母 あ 様 .………. 私 だ け 甘 えら れ て な いん で す が .…… 力 加減 を 知ら な 
い 野 生 の 獣 け も の が じゃ れつ いて くる だ け な ん で す が .…… 四 
ダメ ー ジ か ら 回 復 し た トゥ アー ル が 割り 込み 、 俺 か ら イ ー ス ナ を ペ 
いっ と 引き 剥 は が す 。 
「 皆さん 恥 も 外 聞 も な く 牝 メス る こと を 覚え ちゃ っ て ! そう いう の は 
この トゥ アー ル ち ゃ ん の 役目 だ っ た は ず で す よ ! お 互い の た め に も 
キャ ラ 被 か ぶり は 避け て いき まし ょ う !!」 
た ま に 聞 き 逃 の が し か ね な い 気 軽 さ で 新語 を 生み 出し て る よ な 、 ト ゥ 
アー ル は 。 
「 みん な 今日 の 戦い と か 、 再 生 怪 人 の 問題 で 疲れ て る ん だ よ 、 ト ウゥ アー 


ル 。 多 少な り と も 元気 な 俺 が 、 ツ イン テー ル を ケア し な いと な 」 

「 どう で も いい で す よ 再生 怪人 な ん て ! 行き 当たり ば っ た り で 何と か 
な り ま す !!」 

作戦 を 段階 分 け ま で し て 環 威 を 痛感 し て いた の は 、 ほ ん の 数 分 前 だ っ 
大 浴 雇 

「 と ー に ーー か ー く ーー! ネオ アル ティ メ ギ ル が 本 格 的 に 行動 する の は 明 
日 以降 で し ょ う 。 皆さん 、 今 日 は ゆっ くり 休み まし ょ う ! 特に 総 そう 
ニニ じ 様 、 ご 自身 の 身体 か ら だ も 労い た わっ て くだ さい !!」 

「 ああ 、 そ うし よう か 」 

俺 は 最後 に も う 一 度 愛 あ い 香 か の ツイ ン テ ー ル を さす ろう と 、 手 を 伸 
ば す 。 

ーー その 手 が 、 虚 むなしく 補 く う を 切っ た 。 


今 、 愛 香 が 後 あ と 退 ず さっ た .……… の 

愛理 は 不思議 そう に 自分 の ツイ ン テ ー ル を 見 つめ る 。 

も う 一 度 伸ばし た 俺 の 手 は .…… 今 度 は 、 愛 香 の 手 で 軽く 払わ れ て し 
まっ た 。 
| - 圭 え !? な ん で !?」 

当 の 愛 香 自身 が 、 自 分 の 行動 に 戸惑っ て いる 。 先 ほど の 俺 の ツイ ン 
テー ル の 抱き 方 が 下手 だ っ た の で 、 拒絶 反応 を 示し て いる の か も し れ な 
し 1。 

「 す まな しい 愛 香 、 俺 の ツイ ン テ ー ル 所 さ ば き が 未熟 な ば か り に 、 不 快 な 


「 違 うか ら ! 全然 大 丈夫 だ か ら ! いつ で も オッ ケー だ か ら ! か 
お ー ん みぞ そ ー 
テン ショ ン が お か し く な る 愛理 。 


0 いや 、 今 日 は ゆっ くり と 休 も う 。 愛理 も 、 ツ イン テー ル を 休養 さ 
せ て くれ 」 

「 ああ 、 そ ん な あ .…… 

衣 し の は の に の 母さん が 旨 に 提案 する 。 

「 みん な 、 今 日 は うち で お 風 ふ 上 呂 ろ 入 る ? 狭い けど 、 裸 の 総 そ うち ゃ 
ん が お まけ で つい て くる わ よ 」 

「 お 義 か 母 あ 様 ! その よう に お まけ が 本 編 な コン テン ツ は みだりに 会 
員数 を 増やさ な いで くだ さい ! ちな み に 私 は 会 員 ナ ン バ ー 〇 〇 一 で 
す !」 

「 未 み 春 は る お ば さん 、 簡 単に そつ いう こと 吉 っ た ら 駄 目だっ て ば ! 
今日 は ちゃ ん と そ ー じ が 無事 に お 風呂 入り 終わ る まで 、 あ た し が 見 張っ 
て ます か ら !!」 

頼む お か ら 、 愛 あい 香 か も トゥ アー ル も 今日 くら い 、 徹 夜 で じゃ れ 合 わ 
ず に 休ん で くれ よ .……。 

閣 え 理 り 那 な と イー スナ も 、 二 人 で 何やら 相談 を し て いる 。 

「 じ 、 じ ゃ あ 私 は 、 総 そう 二 じ さん の 、 バ スタ オル に な る .…… 。 え 、 志 
理 那 は 、 足 拭き マッ ト が 、 い いん だ よね .…… ?」 

「 それ は 変身 時 に 経験 し まし た し 、 新 し い 役 職 に 挑戦 し た いで すわ 」 
全う が 守れ がら 。 ス 、 スポ ンジ 。 ?」 

「 シ ャ ンプ ー は いか が で し ょ うか ? 」 

お 嬢 様 が 、 液 体 生命 の 道 を 歩も っ と し て いる .……… ぼ … 

微 ほ ほ 笑 えま し い 親 友 同 士 が 微笑 まし く な い 会 話 を し て いる の が 気 が 
か り だ が .…… 今 は と に か く 、 ツ イン テー ル を 休め る こと が 第 一 だ 。 
明日 か ら の 戦い は 、 過 酷 な も の に な り そ う だ か ら な .…… 


の 


超大 部 隊 ・ ネ オア ル テ ィ メ ギル の 面々 は 、 古 巣 で ある 母艦 基地 へ と 立 
ち 寄 っ て いた 。 

お そら く は アル ティ メ ギ ル の 長い 歴史 の 中 で も 、 こ れ だ け の 数 の 戦士 
が 統合 され た 部 隊 は 存在 し な か っ た だ ろう 。 

巨大 な 移動 艇 を 何 隻 も 格納 可能 な 基地 最 奥 の 搬入 口 が 、 今 や エレ メリ 
アン だ け で 溢 あ ふれ か えり そう に な っ て いる 。 

残存 部 隊 の 一 般 兵 た ち は 、 何 度 と 新 部 隊 を 迎え て きた この 場所 で 、 か 
つて の 同僚 や 隊長 と 再会 を 果たす 。 

"ドド ラダ ギル ディ 様 .。。。、」 

し か し その 面 に 見 える の は 、 隠 し よう の な い 戸 惑 い だ っ た 。 

「 行 く 当 て も な い 故 ゆえ こう し て 押し 寄せ て し まっ た が 、 も は や 我 わ れ 
ら は この 侵攻 部 隊 か ら 独 立 し た 存在 。 か つて 仲間 だ っ た こと は 忘れ 、 互 
い の 使命 に 届 ま い 進 し ん せよ 」 

ドラ グ ギ ルディ は 、 半 ば 突き 放す よう に 残存 部 隊 の 戦士 た ち に 命じ 


ey ドラ グ ギ ルディ 殿 は 、 あ あい うお 方 だ 。 吉 葉 や 行動 は 厳し く と 
も 、 心 で 部 下 の こ と を 誰 だ れ よ り も 思っ て くだ さる 。 お 前 た ち が 気 を 緩 
ませ ぬ よ う 、 あ えて 突き 放し て いる だ け の こと 」 

気落ち する 部 下 た ち を 慰 な ぐさ め て 回 る スパ ロウ ギル ディ 。 

「 ス パロ ウ ギ ルディ は 、 貴 様 亡 き 後 も ずっ と この 部 隊 の まとめ 役 と し て 
尽力 し て いた 。 奴 や つ に は も う 一 圭二 吉 あ っ て も 、 罰 は 当たら ん ぞ 」 
よき 特 し よう と し て 兵 た ち に 愛さ れ た ビー トル ギル ディ が 、 ド ラグ ギ 
ルディ の 記 を 力強く 叩 た た く 。 

2 そう だ な 」 

それ を 見 て 、 ド ラグ ギル ディ の 顔 か ら は 仮 初 め の 険 が 薄れ て いく 。 
還 実に 絵 に な る 揃 そ ろ い 立ち だ 。 

な 二 体 を 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ が じっと 見 つめ て いる 。 


死 の 二 凌 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス の 参謀 トリ ケラ トッ プ ギ ルディ が 横 
ee 無 喜 の ティ ラノ ギル ディ に 耳打ち し た 。 

ds 『 あ いつ ら と 俺 の 違い は 何 な の だ ..………』 と か 思っ て いる よう だ 
が .……… 残 念 な が ら 、 ほ ぼ 全 部 だ 」 

「 お お お 思っ て お ら め ぬ わ !!」 

吐い た 嘩 つば は 飲め ん と ば か り 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ は 誠 を 怒ら せ て 
の っ し の っ し と ドラ グ ギ ルディ に 近づい て いく 。 

「 ほ ー ん 、 随 分 と 偉 そ う で は な いか 、 お ? ドラ グ ギ ルディ よ 」 

「 お 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 」 

「 貴様 、 ど こ 部 隊 出 身 だ ? 俺 は 死 の 二 其 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス だ 
ぞ 、 首 領 様 直 属 部 隊 の な 。 し か も 隊長 だ ! は ー い 、 俺 の 勝ち ー!!」 
高校 デビ ュー し た ヤン キー の よう な 小 ち っ さい プラ イド で 、 ド ラグ ギ 
ルディ へ と 因縁 を つけ る ティ ラノ ギル ディ 。 

死 の 二 凌 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス の 部 下 た ち は 、 悲 痛 な 面 お も 持 も ち 
で 旨 すがり 付い た 。 

「 お や めく だ さい ティ ラノ ギル ディ 様 !」 

「 あ な た の 部 下 で ある こと が 恥ず か し い !!」 

「 皆 で 話し 合っ た の で す が .………… 我 われ ら 、 死 の 二 其 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ 
アス で は な く ド ラグ ギル ディ 部 隊 所 属 で あっ た こと に する の も あり か 


「 な に いい !? 隊長 の 目 の 前 で 堂々 と 経歴 詐称 の 相談 を !?」 

頭 を 抱か か える ティ ラノ ギル ディ の 脇 わ き を 、 ぬ い ぐ る み サ イズ に 縮 
小 化し た ユグドラ シル ギル ディ が 、 ち ょ こち ょ こと 移動 し て いく 。 

「 あ 、 マ ー メ イド ギル ディ ちゃ ん ! 」 

「 お 帰り 、 ユ グ ち ゃ ん 」 

搬入 口 の 壁 に も た れ か か っ た まま 、 マ ー メ イド ギル ディ が 手 を 振る 。 


彼女 は 、 教 師 ユ グ ド ラ シル ギル ディ に 腐 女子 の 何たる か を 叩き 込ん だ - 一 
吉 わ ば 、「 先生 の 先生 」 で も ある 。 

「 ユグドラ シル ギル ディ 、 こ ちら だ 」 

まる で マー メイ ド ギ ル ディ と 会 話す る の を 遮 さ え ぎ る よう に 、 ビ ー ト 
ル ギ ル ディ は 横 か ら ユ グ ド ラ シル ギル ディ に 声 を か けた 。 む くれ て いる 
ティ ラノ ギル ディ に も 近付き 、 三 角 に 向き 合う 。 

アル ティ メ ギ ル の 四 頂 点 の うち 三 頂 が 揃 そ ろ い 、 語 らい に 花 を 咲か せ 
is 

「 私 た ちの 部 隊 は 、 こ の 世界 に 来る の は 初め て で す 一 ! 」 

「 初め て と 吉 え ば 、 私 た ち 三 属し よう が こう し て 顔 を 揃え る な ど 、 ま さ 
に 初め て の こと で は な いか ? どう せな ら ば 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア 
ソー ド の 属 も この 場 に いれ ば 、 勢 揃い だ っ た の だ が な ,」 

「 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 隊長 は 、 同 じ 貴 属 軍隊 長 の 俺 た ち で 
さえ 知ら ん か ら な 。 ど ん な 戦士 な の や ら 」 

搬入 口 の 隅 で 、 マ ー メ イド ギル ディ が 静か に 微 ほ ぼ 笑 えん だ 。 


し ば し の 間 、 同 窓 会 の 雰囲気 で ほのぼの と し た 空気 が 流れ る 。 

し か し 同窓 会 と いえ ば 、 格 差 が つき も の 。 人 望 の ある ビー トル ギル 
ディ と ユグドラ シル ギル ディ が 引く 手数 あま 多 た で 傍 じ そ ば を 離れ て し ま 
い 、 気 が つい た ら テ ィ ラ ノ ギ ル ディ は 軽く ば ぼっ ち に な っ て いた 。 所在 な 
く な り 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ は 不 必要 に 声 を 荒 ら げ る 。 

「 い つま で 和 わ 気 き 議 あ い 々 あい と 同窓 会 を し て お る ! お いそ こ 
の rr ラフ レシ ア ギ ル ディ と いっ た か ! 貴様 、 貴 の 三 葉 ノー・ ブ ル ・ 
クラ ブ の 戦士 を 整列 させ よ ! これ より 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル は この 帝 
王 の 指揮 の 元 で 戦う と いう 結団 式 を 行う ぞ !!」 

は ぐれ 者 の レデ ィ ー ス た ち を 旨く み し や すし と 上 に らん だ の か 、 ラ フ 
レシ ア ギ ル ディ へ と 居 丈 高 に 命令 を 下 し た .………、 の だ が 。 


「 あ た いら は ユグドラ シル ギル ディ 先生 の 生徒 チー ム だ 。 あ ん た に 下げ 
る 頭 ア ね えな 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ さん 」 
「 何 を つ ! 俺 に 送ら うと ひど い ぞ !!」 


「 は う ! い 、 い や 、 何 で も な い .……. コ 

女傑 の ガン つけ で 身 を 頃 すく ませ 、 す ご すご と 引き 下がる ティ ラノ ギ 
ルディ 。 

「 ぐぬぬ .…… ! 伊 だ 達 て に 番 バ ン 張 っ て は お ら ぬ 、 こ の 帝王 相手 に な 
か な か の 胆 力 ..…… 旧 コ 

「 どの みち 私 た ち は 、 は ぐれ 者 で す も の ぉ ー。 他 の 部 隊 の 人 に は 従え な 
いわ ぁ ん 」 

被虐 属性 マゾ ヒス テイ ツク ー ド M の マン ドラ ゴ ラ ギ ルディ に まで 、 正 
面 切っ て 盾 た て 突 か れる 始 未 。 

人 望 の 無 さ まで 完全 復活 し た ティ ラノ ギル ディ は 、 悔 し さ に 歯 は 噛 が 
みす る 。 

トリ ケラ トッ プ ギ ルディ は 、 そ ん な 世話 の 焼け る 幼馴染 お さ な な じみ 
空回り を 見 て 、 居 た た まれ な く な っ た の だ ろう っ う 。 

「 ビー トル ギル ディ 。 こ ん な 不 遥 な 態度 だ が 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 殿 は お 
前 が 死 し た 時 、 一 人 静か に 庄 し まれ て お られ た ぞ 」 

まる で イー スナ に 誰 だ れ も 友 達 が いな か っ た 時 の メガ ・ ネ の ご と き 涙 
ぐま し い フ ォ ロ ー で 、 何 と か ティ ラノ ギル ディ の 心証 を 良く し よう と す 


ビー トル ギル ディ は 、 何 か を 期待 する よう に そわそわ し て いる ティ ラ 
ノ ギ ル ディ を 見 て 、 柔 和 に 微 ほ ほ 笑 えん だ 。 

「 何 ッ 、 終 わり か !?」 

憎 が く 然 ぜん と する ティ ラノ ギル ディ を 気 に せ ず 、 ビ ピー トル ギル ディ 


は 部 下 た ち に 枝 げ き を 飛ば す 。 

「 フ ッ 、 今 は 一 二 月 か ..……… いい 時 期 に 復活 し た も の だ 。 美 の 四 心 ビー・ 
テイ フル ・ ハ ー ト 、 総 員 で 冬 コ ミ 原 稿 に か か れ ! 印刷 料金 二 割 増 の 締 
切 日 を デッド ライ ン と する !!」 

『「『T『T「T は つけ 」」」」 

自分 の 元 い た 部 屋 に 久々 に 帰っ て いく 、 美 の 四 心 ビー・ テ イフ ル ・ 
ハバ ハー 人 


3 午 き に お 7 ビ 
育 座り を 始め た 。 

それ で も 往生 際 悪 く 、 誰 だ れ か が 気 に し て くれ な いも の か と チラ ッ チ 
ラ 視 線 を 送っ て くる の が 面倒 臭い 。 

残存 軍 戦 ② 士 と ネオ アル ティ メ ギ ル は 搬入 口 を 後に し 、 大 ホー ル へ と 移 
動 し て いっ た 。 

格納 庫 は 、 潮 が 引く よう に 静けさ を 取り 戻す 。 

残っ た の は 置き 去り に され た ティ ラノ ギル ディ と 、 そ し て マー メイ ド 
ギル ディ だ け だ 。 

百合 属性 ガー ルズ ラブ と 男子 愛 属性 ボー イズ ラブ 一 対極 の 属性 を 持つ 
二 体 が 、 久 方 ぶり に 顔 を 合わ せる 。 

「.……… 此 こ 度 た び の この 騒ぎ 。 貴様 の 差し 金 か 、 マ ー メ イド ギル ディ 」 
先ほど まで の どこ か 愛 あ い 嬉 きよ う の あ る 語り 口 と は 人 変わ り し た か 
の よう な 醍 さ め た 声 で 、 マ ー メ イド ギル ディ を 詰問 する ティ ラノ ギル 


ディ 。 
体育 座り し た まま だ が 、 そ の 周囲 は 闘気 で 陽炎 か げろ つの よう に 揺 ら 
めい て 見 えた 。 


「 つ うふ ふ 。 私 は 科学 者 と し て ヴァ ルキ リア ギル ディ ちゃ ん に 協力 し た だ 
け よ 。 せ っ か く 生 き 返 っ た ん だ し 、 あ な た も 新た な 命 を 楽し め ば い い 


じゃ な い 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 君 」 

「 ま た くだ ら ぬ こと を 企 た くら ん で いる よう だ が 、 あ まり 俺 た ち を 見 く 
びら ぬこ と だ 。 無論 、 ツ イン テイ ルズ も な ,」 

「 も ちろ ん 。 そ の どちら も 、 誰 より も 評価 し て いる わ よ ? 私 は 」 

「 俺 は 確か に 吉 っ た ぞ 。 忘 れる な 」 

ティ ラノ ギル ディ は 、 マ ー メ イド ギル ディ の 研究 の 功罪 を 身 を 以 も つ 
て 知る 数 少な い 戦 士 。 

部 下 た ちの 前 で 散々 振り まい た 失態 と 裏腹 、 狂 科学 者 に 向け られ た そ 
の 双 そ う 上 旦 ぼう は 、 油 断 な く 底 深い 光 を 留 と ど め て いた 。 


大 ホー ル に 足 を 踏み 入れ た ドラ グ ギ ルディ は 、 感 慌 深 げに 天井 を 見 上 
げた 。 

その 隣 に 、 寄 り 添 つう よう に し て 立つ 、 か つて の 参謀 。 

「 こ の 場 で ドラ グ ギ ルディ 殿 が 指揮 を 取ら れ て いた の が 、 ま る で 昨日 の 
こと の よう で ご ざい ます な .…『… W 

スパ ロウ ギル ディ は 、 未 いま だ に 複 維 そう な 表情 の まま だ 。 

共に 過ごす 時 間 に 喜 ん だ 分 だ け 、 0 ie 多く の 属し 
よう と 隊 を 見 送っ て きた 老 参 謀 の 悲哀 が 、 背中 に あり あり と 溢 あ ふ 
れ て いる 。 

「 ス パロ ウ ギ ルディ よ 。 一 体 、 姿 の 見 え ぬ 部 下 も の が いた 。 後 で 行方 を 
聞き た い 」 

すぐ に それ が 誰 だ れ の こと な の か を 悟っ た の だ ろう 、 ス パロ ウ ギ ル 
ディ が 小さ な 首 し ゆ 育 こう の み で 応 こ た える と 、 ド ラグ ギル ディ は マン 
ト を 翻 ひ る が え し て 登壇 台 へ と 向かっ た 。 

「 ま ず は 、 我 われ ら が 倒さ れ て 以後 の ツイ ン テ イ ルズ の デー タ 、 見 せ て 
も らい た い の だ が ,」 

デー タ と は 、 す な わ ち この 部 隊 が 命 を 片 け て 築い て きた 財産 。 


戦っ て きた 戦士 た ち に 敬意 を 表す る よう に 、 そ う 伝 える ドラ グ ギ ル 
ディ 。 

戦闘 貞 ア ル テ イ ロ イド た ち が モ ケモ ケ と 準備 を 始め る 。 

「 仮面 ツイ ン テ ー ル ..…… ぼ … あ の 白衣 の 少女 が 吉 っ て いた こと だ が 、 ツ イン 
テイ ルズ は 生来 の ツイ ン テ ー ル 属性 に も う 一 つの ツイ ン テ ー ル 属性 を 合 
わせ る こと で 、 あ の 強 き よう 征 じ ん な 鎧 よろ い を 稼働 させ て いる と い 
う 。 つ まり 、 我 の ツイ ン テ ー ル 属性 も 、 あ の 戦い の 後 、 新 た な 戦士 の 確 
いし ず え に な っ た と 見 込ん だ の だ 。 す な わ ち 、 唯 一 我 の 知ら ぬ 戦 士 。 テ 
イル 、 イ エロ ー の な 」 

さす が は 人 智 勇 を 兼ね 備え た 閣 。 切れ て 欲し く な か っ た 局面 で 名 推理 
が 潮 さ え 渡り 、 残 存 部 隊 戦 士 た ち は 冷 や 汗 を ダラ ダラ と 流し 始め た 。 
PKG いえ 、 あ の 、 ド ラグ ギル ディ 様 .…… テ イル イエ ロー の 映像 


エレ メリ アン た ち は 、 ツ イン テイ ルズ に 己 の 心臓 と も いえ る 属性 玉 エ 
レ メ ー ラ オー プ ブ を 使わ れる こと に 、 嫌 悪 感 を 示し て は いな い 。 

自分 た ち も 人 間 の 心 を 食らう 以上 、 人 間 が 勝者 で あれ ば それ は 当然 の 
権利 。 

むし ろ 、 己 を 打ち 負かし た 戦士 に 紅 た まし い が 受 け 継 が れ て いく の 
は 、 準 ほ ま れ と さえ 思え る 。 

00 テイ ルプ ブル ー に 使わ れる の が 嫌 な だ け で 。 

そう な る と 、 ド ラグ ギル ディ ほど の 戦士 が 自分 の 魂 の 行く 未 を 知り た 
が る の は 、 当 然 の こと だ っ た 。 

「 ド ラグ ギル ディ 隊長 の 魂 を 受け 継い だ と あら ば 、 テ イル イエ ロー な る 
戦士 の 戦い は まっ こと 勇猛 な る も の で あり まし ょ う ! じっくり と 目 に 
する の が 楽し み だ わ !!」 

ドラ グ ギ ルディ 部 隊 の 斬 きり 込み 隊長 ・ リ ザ ド ギル ディ も ウッ キ ウ キ 
で 乗っ か る が 、 周 囲 の 空気 が どう も お か し い 。 


残存 軍 の 兵 ど ころ か 、 ド ラグ ギル ディ 部 隊 以 外 の ほぼ 全て の ネオ アル 
ティ メ ギ ル すら 、 微 妙 な 表情 で あさ っ て の 方 向 を 向い て いる 。 

美 し き は 自我 之 と ば し き 戦 闘 員 アル テイ ロイ ド 、 場 の 空気 を 察する こ 
と が で きず 、 喜 われ る が まま に ツイ ン テ イ ルズ の 戦闘 デー タ を 再生 し て 
じ ま ち うた だ 。 

画面 に 、 黄 色 い 装 そ う 甲 こう を まとっ た 少女 が 大 写し に な る 。 

『 ご 主人 様 ぁ ん 見 て くだ さい まし ーー 一 一 ーーーーーー っ !!』 


脱い で いる 。 あ の ツイ ン テ イ ルズ 、 脱 いで いる 。 
豊満 な 肢 し 体 た い を 惜しげ も な く 満 天下 に 晒さ らし て いる 。 
肉 め す 犬 いぬ じみ た と ろ け 顔 で テイ ルレ ッ ド に 迫っ て いる 。 


猛 客 ド ラグ ギル ディ が 吉 葉 を 失い 立ち 尽く す 姿 を 、 部 下 た ち は 初 め て 
目 ま の 当たり に する 。 

鳴り 物 入 り で 結成 され た 新 組 織 ・ ネ オア ル テ ィ メ ギル だ が 、 そ の 行く 
未 は 色々 と 不安 を 隠せ ぬ も の だ っ た 。 


の 


基地 で の 話し 合い の 後 、 観 み 束 つか 家 の 風 ふ 呂 ろ 場 ば で は 、 愛 あい 香 
か と トゥ アー ル た ちの 小競り合い が 繰り 広げ られ た 。 

総 そ うっ 二 じ が 無事 に 入浴 を 終え 、 ト ゥ アー ル も や っ と 諦 あ きら め て 基 
地 に 帰り 、 解 散 し た 後 。 

内 ご めん ね 、 そ ーー じ .…… 手 を 払っ た り し て .……。 嫌 じゃ な い の 


自宅 の 洗面 所 で 、 愛 和 理 は 鏡 に 映っ た 自分 を 族 視 し た 。 
一 不意 に 、 鏡 に 映っ た 自分 の ツイ ン テ ー ル が 和解 ほど け 始 め る 。 


条件 反射 で 髪 に 手 を 伸ばし 、 瞬 まばたき を 繰り 返す 。 

触れ た 髪 も 、 鏡 に 映る 自分 も 、 変 わら ず に ツイ ン テ ー ル だ 。 愛 香 は 大 
ぐ 和 まう be: 

た だ の 幻覚 だ ろう 。 ツ イン テー ル 絡 み の 白 昼 夢 に 襲 お そ わ れ る な ど 、 
総 二 の こと を 注意 し て いら れ な い 。 

何より 、 せ っ か く 総 二 が ツイ ン テ ー ル を 労 ね ぎら っ て くれ て いる の 
に 、 そ れ を 拒 こ ば む な ど 勿 も つ 体 た いな い 。 

鏡 に 、 自 分 の ツイ ン テ ー ル に 優し く 手 を 伸ばし て くれ る 総 二 が 映 リ - 一 
和 ツ 
ーー その 手 が 、 自 分 の ツイ ン テ ー ル 属性 を 奪 お うと する ヴァ ルキ リア ギ 
ルディ に 変化 し た 。 

震 ふ る えな が ら 後 あと 退 ず さり 、 ツ イン テー ル を 抱き し め る 愛 香 。 
総 二 の 手 を 拒ん だ の は 、 不 快感 か ら で は な い 。 ツ イン テー ル に 触れ ら 
れる こと に 、 無 意識 の うち に 恐怖 を 感じ 始め て いる の だ .………。 

無 モ ー ツ イン テー ル で は な く な っ て し まっ た 自分 の 幻影 と 、 戦 い の 中 
で 下面 し た 。 

敗北 し た 果て の 姿 を 、 ツ イン テー ル 属 性 を 奪わ れ た 自分 の 未来 を 見 て 
し まっ た 恐怖 。 

そし て 何より - 一 その 恐ろし い 敵 と 、 再 び 戦 わな けれ ば な ら な いと いう 
恐怖 。 

総 二 が 吉 っ て いた 。 愛 香 の ツ イン テー ル が .………. 喝 つ いて いる と 。 
戦い の 傷痕 は 、 か つて な い ほ ど に 愛理 の ツイ ン テ ー ル を 人 触 お し ば ん で 
し だ ーー。 


第 二 草 ほつれ た ツイ ン テ ー ル 。 


欠 伸 あ く び を 噛 か み 毅 し な が ら 、 通 学 路 を 歩く 。 一 二 月 の 空気 は 冷た 
く 、 目 覚まし に ] ち よう 度 ど いい 。 

昨夜 ゆう べ は ネオ アル ティ メ ギ ル の こと を 考え て 、 ろ くに 眠れ な か っ 
りー 

横 を 歩く 愛 あ い 香 か や トゥ アー ル も 疲れ て いる よう だ し .………… 今 朝 は 類 
え 理 り 那 な や イー スナ も 俺 の 部 屋 に 現れ な か っ た の は 、 疲 れ が 尾 を 引い 
て それ どこ ろ じ ゃ な か っ た の か も し れ な い 。 

俺 は 、 朝 風 に 卒 な びく 愛 香 の ツイ ン テ ー ル に 眼 ま な 差 ざ し を 送る 。 
いつ も の 愛理 らし く な い 。 ひ どく 乱れ た ツイ ン テ ー ル だ 。 

左右 で 結び 位置 が 少し ずれ て いる し 、 ま と め た 髪 の 量 も 一 目 で わか る 
ぼ ほど に 違う 。 

何より 、 リ ボン の 結び が ゆる く 、 あ の まま で は その うち 解 ほ は どけ て し 
まし い ぞ づつ だ 。 

すっ げ ー 気 に な る けど .……. 女 の 子 っ て 、 身 だ し な み の 沙 ち 度 に つい て 
男 か ら 指 摘 さ れ た けり し た ら 、 恥 ず か し いん じゃ な いか な お あ 。 

な の で 、 ト ウゥ アー ル に 小声 で 頼ん で みる 。 

「 な あ ト ゥ アー ル .…… お 前 か ら 伝 えて や っ て くれ な いか 。 愛 香 、 ツ イン 
テー ル が 解け そう な ん だ けど .… コ 

「 え っ 、 す み ま せ ん 、 よ く 聞 こえ な く て .……… も う 一 度 お 願い し ます ! 」 
そう 吉 っ て 胸 を 持ち 上 げ 、 俺 の 顔 に 近づけ て くる トゥ アー ル 。 耳 の 位 
置 お か し く な いか !? 

仕方 な い 、 指 摘 は し な いで ささ っ と 俺 が 結び 衣 し て あげ よう 。 そ の た 


め に は 一 
Ss 愛理 。 抱 か せ て くれ 」 
の 渋 ADPCMRSUNDESOV200SRURRORS0 は あ !? ちょ 、 え え !?」 
生 返 事 の あと 長 考 に 入り 、 や が て 顔 を 真 ま っ 赤 か に する 愛 香 。 俺 は さ 
ら に 近寄る 。 
「 大 丈夫 、 今 度 は 嫌 な 思い を させ な い 、 上 う 手 まく 抱く か ら !!」 
通り が か っ た クラ ス メ イ ト の 女子 た ち が 白 目 を 剥 お む おき 、 や が て 奇声 と 
喜 き 声 せ い を 発し な が ら ダ ッシュ し て いっ た の が 気がかり だ が .…… EE 
ト ア ッ プ し て し まい 、 そ れ ど ころ で は な い 。 
「 で も 、 こ ん な 往来 で 一 学校 の 子 た ち も 見 て る の に ! 」 
「 仕 方 な い だ ろ 、 ツ イン テー ル を 抱い て 固定 し て か ら じ ゃ な いと 、 ま た 
避け る ん じゃ な いか っ て 思っ て .………… あ 」 
し まっ た 、 結 局 ツ イン テー ル が 解け か け て いる こと を 愛理 に 悟ら せ て 
し まっ た 。 


あっ と いう 間 に 普 通 の テン ショ ン に 戻る 愛 香 。 溜 た め 息 いき を つか れ 
GLx ま SS た だ 。 

すま な い 、 そ うし て 恥ず か し が られ る と 思っ た か ら 、 俺 も 指摘 し まい 
と し た ん だ が .…………。 


つぶ ら な 瞳 ひ と み で 半 笑 い を 浮か べ 、 上 体 で 小さ な ビー ト を 刻む トゥ 

アー ル 。 
お 
。 肩車 の 要 叙 で 飛び 乗る と 、 両 脚 を トゥ アー ル の 首 に 巻き 付け 、 

間 和 0 

「 何 も 吉 っ て な い の に ひど すぎ ます よこ の 大 怪獣 ム ハ ッ ツリ ン は ぎゃ や ああ 

ああ ああ ああ あ !!」 


「 ん な アス キー アー ト み た いな 顔 で 笑っ て 、 何 喜 い た いか わか らい で 
か っ !!」 
「 し いや 


愛理 さん の 下腹 部 の 感触 を 感じ る の は いや 

つり 

「 下腹 部 っ て 吉 つ な あ !!」 

野生 味 溢 あ . ふ れる ギプス に よっ て 、 首 を 極限 まで 絞ら れる トゥ アー 
ル 。 

愛理 は よう や く 自 分 の ツイ ン テ ー ル を 手 で 拘 す くう と 、 

「 寝 不足 で 、 ち ょ っ と 油断 し て た だ け よ 。 あ り が と そ ー じ 、 気 を つけ る 
わ 」 

いや に 素っ気 な くそ う 吉 い 、 緩 ん で いた リボ ン を 締め 直し た 。 


今 ま で どん な 辛 つ らい 戦い が あっ て も 、 愛 香 は ツイ ン テ ー ル だ け は 絶 
対 に 疎 お ろ そ か に し な か っ た 。 

昨夜 ゆう べ 愛 香 の ツ イン テー ル の 昔 し げ な 声 を 聞い た こと も あり 、 俺 
の 不安 は 徐々 に 増し て いく 。 


愛理 、 お 前 の ツイ ン テ ー ル は 本 当 に 大 丈夫 な の か ーー? 


の 


悩ん で いる の は 総 そ う 二 じ だ け で は な か っ た 。 

人 間 は 社会 や 組織 の 中 で 他 者 と の 関わ り 合い に 悩ま され る が 、 ア ル 

ティ メ ギ ル と いう 組織 に 所 属す る 以上 、 エ レ メ リ アン も それ は 同じ だ 。 

対処 に 困る 上 司 、 使 えな い 部 下 、 開 く 同 僚 と の 差 。 様々 ある 組織 内 の 
悩み の 中 、 や は り も っ と も 面倒 な も の の 一 つが 、 も つれ た 札 愛 関係 で は 
な い だ ろ つか 。 


エレ メリ アン は 戦士 だ 。 最 後 の 瞬 間 、 思 い の た け を ぶち まけ て 散る こ 
と も 少な く な い )。 

そん な 彼ら が 生き 返っ て し まっ た その 時 。 も つれ た 関係 や ぶち まけ た 
感情 も 、 も れ な く セ ッ ト で 復活 し て し まう わけ だ が 一 。 


久しく 主 あ る じ を 失っ て いた 、 基 地内 に ある 唯一 の 和室 - 一 武道 場 。 
中 央 に は 、 三 人 の 戦士 が 正座 し て いる 。 

その うち の 二 体 は 厳 お びそ か な 雰囲気 で 押し 黙 り 、 彼 ら と 向かい 合っ 
た も う 一 体 は 、 裕 気 に 戸 惑 っ て 視線 を 初 竹 さ ま よ わせ て いた 。 

多く の 門下 生 を 抱か か え 、 男 お と この 娘 こ と いう 名 の 武士 道 に 由 ま い 
進 し ん し た 侍 、 ア ラク ネギ ルディ 。 

そし て 巨大 な 殻 を 育 負 っ た カタ ツ ム リ 型 の エレ メリ アン 、 性 転換 属性 
トラ ンス セク シヤ ル の スネ イル ギル ディ 。 

押し 黙る 彼ら と 向かい 合っ て 戸惑い 気味 に 視線 を 移っ わせ る の は 、 ミ 
ミズ じみ た ウネ ウネ し た 外見 が キュ ー ト な 、 美 の 四 心 ビー・ テ イフ ル ・ 
ハー ト の アイ ドル 。 ワ ー ム ギル ディ だ 。 

アラ ク ネ ギ ルディ に 大 事 な 話 が ある と 呼ば れ や っ て 来 た ワ ー ム ギル 
ディ だ が 、 当 の 本 人 は いつ まで 待っ て も 一 吉 も 発し よう と し な い 。 


沈黙 に 耐え きれ な く な っ た の か 、 ワ ー ム ギル ディ が お ず お ず と 質問 し 
よう と し た 瞬間 。 

アラ ク ネ ギ ルディ は 、 居 合い も か く や と いう 神速 で 起立 し た 。 

「 ワ ー ム ギル ディ ! 」 

「 は 、 は い ! 」 

ー 押 者 プ お寺 ! で 候 そ うろ う !!」 

気 の 張 り 詰め た 道場 で 、 不 器用 な アイ ラブ ユー が 省 さ く 有 裂 れつ する 。 
「 え 、 え ええ え !? 師 男 せ ん せい が 、 僕 を !?」 


だ が 、 仁 じん 第 あつ き サ ムラ イ は 、 己 が 心 の 神 う ち を 明か す だ け で は 
是 と し な か っ た 。 
「 そ し て この スネ イル ギル ディ も .……… お 主 の こと を 想っ て お る 」 
「 は ええ えつ !?」 
父 き の 許容 量 を 超え 、 ウ ネ ウ ネ ボヨン ボヨン と 上 体 を パン チン グマ シ 
ン の よう に 激しく 揺らす ワー ムギ ルディ 。 
「 厳し き お 方 だ 。 自 分 で 打ち 明け る こと すら 許し て いた だ け ぬ と は ,」 
観念 し て 嘆 息 する スネ イル ギル ディ に 、 ア ラク ネギ ルディ は 頭 を 低く 
じ た 。 


「 い いえ 。 師範 が 吉 っ て くだ さら な ん だ ら 、 私 は いつ まで も この 想い を 
胸 に 秘め た まま だ っ た で し ょ う .……… W 

不器用 な 思い や り が 生ん だ すれ 違い だ っ た 。 

アラ ク ネ ギ ルディ も スネ イル ギル ディ も 、 ワ ー ム ギル ディ の こと を 誰 
だ れ よ り も 想い な が ら 、 大 切 に する が ゆえ に 、 つ い に 本 人 に 思い を 打ち 
明け られ ず 仕 舞い だ っ た 。 

し か し こう し て 新た な 生命 を 得 た こと で 、 よ う や く 生 前 の 心残り は 消 
え 去 っ た の だ 。 


ちな み に 、 三 体 と も 男 で ある 。 


as まあ 、 そ うい うこ と だ 、 ワ ー ム ギル ディ 。.…. 師 男 と 幸せ に な 」 
未練 は 晴れ た と 、 疾 と く 立 ち 去 ろう と する スネ イル ギル ディ 。 潔 いさ 
ぎ よ く 身 を 引 こ うと する 彼 の 診 を 掴 つ か ん で 止め た の は 、 ア ラク ネギ ル 
ディ だ っ た 。 

「 う つけ 者 め 。 抽 者 に 今 一 度 所 ざ ん 選 き を 懐い だ か せる つも り で ご ざる 
か 」 


逃げ る な 、 向 き 合 えと 、 そ の 精 せ い 恒 か ん な 眼 ま な 差 ざ し が 語っ て い 
る 。 

「 我 われ ら は これ まで どおり で よい 。 た だ し 、 も う 隠 し 事 や 遠 え ん 慮 り 
よ は 無し で ご ざる よ ? 」 

これ ぞ で 武士 の ー い ち 分 ぶん 。 

師範 の 思い や り に 、 ス ネイ ル ギ ル ディ の 類 ほ お を 男 の 涙 が 伝 う 。 

「 僕 も ! 僕 も 二 人 の こと 、 大 好き で す .………!」 

感 枯 ま っ た ワー ムギ ルディ が 、 ウ ィ ン ウ ィ ン と 上 体 を バイ プ ブレー ショ 
ン さ せ た 。 

その 時 、 入 り 口 の 戸板 が 外れ 、 何 体 も の エレ メリ アン た ち が 閣 模 倒し 
に な だ れ 込 ん で きた 。 

尼 虫 の エレ メリ アン た ち .……… 美 の 四 心 ビー・ テ イフ ル ・ ハ ルー ト 、 ア ラ 
ク ネ ギ ルディ 門下 の 戦士 た ち だ 。 

覗 の で き 見 が 明る み に な っ た こと で 気 恥ず か し そう に 立ち 上 が り 、 居 
胡 っ て 堂々 と 祝い の 吉 葉 を 贈っ た 。 

「 や あや あや あ 、 御 三方 に 祝福 あれ ! し か し 我ら も 皆 、 ワ ー ム ギル 
ディ に 想い を 寄せ て いる の は 同じ な の で す が な !!」 

「 お 前 た ち .…… せ … 」 

さしも の アラ ク ネ ギ ルディ も 、 そ の 目 に うっ すら と 光る も の が 。 

みん な 、 ワ ー ム ギル ディ が 大 好き な の だ 。 そ れ で いい で は な いか 一 。 


ちな み に 、 全 員 男 で ある 。 

如 る べき 破壊 力 。 

美 の 四 心 ビー・ テ イフ ル ・ ハ ー ト アラ ク ネ ギ ルディ 門下 名 物 、 ワ ー ム 
ギル ディ の 逆 ハ ー レ ム 一 目撃 し た だ け で ダー ク グ ラス パー が 絶命 し か け 
た だ け の こと は ある 。 


入り 口 で その 光景 を 見 な が ら 何 度 も 人 額 う な ず き 、 号 泣 し て いる の は カ 
ブ ト ムシ 型 の エレ メリ アン 。 美 の 四 心 ビー・ テ イフ ル ・ ハ ー ト 隊長 、 
ビー トル ギル ディ だ 。 

「 最高 だ ね 、 兄 さん .…… 最高 だ ね !!」 

そし て 、 ク ワ ガ タ ムシ 型 の エレ メリ アン に し て 美 の 四 心 ビー・ テ イフ 
ル ・ ハ ー ト の 頭 脳 プレ ー ン 、 ス タッ グ ギ ルディ も いる 。 彼 に 至っ て は 、 
頭 の 二 本 角 づ の を チョ ッ キ ンチ ョ ッ キ ン さ せ て 喜び を 表し て いる 。 

恋愛 属性 ラブ の 彼ら は 、 コ イ バ ナ が 大 好き な の だ 。 

高度 すぎ て 、 ゆ る い ス イー ツ 忘 愛 と は 一 線 を 画 し た 次 元 に そびえ て い 
る コイ バナ だ が 。 

し か し 恋愛 と いう 事象 を 尊 た つと ぶ 純 粋 な 属性 で ある 彼ら と は 異な 
り 、 よ り ピ ン ポ イン ト に 、 よ り 業 深き 魔界 に 踏み 入っ た 属性 を 宿す エレ 
メリ アン が いた 。 

ビー トル ギル ディ 、 ス タッ グ ギ ルディ の さら に 後ろ る で は 、 妖 あや し く 
不気味 な 含み 笑い が 木 こ 圭 だ まし て いる 。 

「 腐 腐 腐 .……」 

エレ メリ アン の か け 人 算 の 始祖 、 マ ー メ イド ギル ディ だ 。 

男子 愛 属性 ボー イズ ラブ の 彼女 に と っ て 、 ア ラク ネギ ルディ た ちの ロロ 
マン ス は 剛 速 球 の スト レー ト 。 

そし て 当然 、 彼 女 の 影 響 で か け 算 が 大 好き に な っ た 、 貴 の 三 葉 ノー・ 
ブル ・ ク ラブ の 女傑 た ち も 勢 揃 ぞろい し 、 廊 下 は 嗜む せ 返 る よう な 腐 の 
香り に 侵さ れ て いた 。 

まさ し く 、 デ バ ガ メ の 数 じ ゆ 珠 ず つなぎ だ 。 

「 嬉 つれ し いわ ユ グ ち ゃ ん 、 こ ん な 絶景 を あな た た ちと 一 緒 に 見 られ る 


「 わ た し も で す 一 。 は ぁ ん 、 い し い ! で すね え 、 師 弟 三 角 関 係 ! 」 


マー メイ ド ギ ル ディ と ユグドラ シル ギル ディ 。 

ベス ト 腐 レン ズ の 彼女 た ち は 思 い を 一 つ に し 、 基 地 そ の も の を 消し 飛 
ば し か ね な い エ ネル ギー を 溢 あ ふれ させ て いる 。 

廊下 を 通り か か っ た 残存 部 隊 の エレ メリ アン た ち は 、 腐 女子 た ちの 邪 
悪 な オー ラ に 当て られ て ぎょ っ と し た 。 

「 こ の 妖 あ や し すぎ る 湖 動 の 女史 た ち は 一 体 !? 


38 頃 ら に 邊 穫 き の 寺 き 電 な の お 吉 葉 に 甘え て お 構わ 
な いこ と に する 。 

「 何 と いう 恐る べき 化学 反応 .…………。 こ 、 こ れ が 四 し 頂 ち よう 軍 ぐ ん 、 貴 
の 三 配 ソノ ーッ ブル テク ラブ |.。。 0 


残存 部 隊 の エレ メリ アン た ち は 、 遠 巻き に 見 える その 光景 に 寂し げ な 
表情 を 浮か べた 。 

「 この 雰囲気 。 今 まで の 日 常 が 、 帰 っ て きた よう だ な .…… 四 

同窓 会 は 、 楽 し いも の だ 。 

だ が 同時 に 、 二 度 と 返ら ぬ 青 春の 日 々 と 向き 合う 儀式 で も ある 。 

吉 葉 に し な い だ け で 、 皆 、 胸 に 去 来 する も の は 同じ だ っ た の か も し れ 
な い 。 

いつ か 醍 さめ る 夢 を 現実 で 見 て ! い る よう な 、 こ の 供 は か な さ は 


oO 


の 


放課後 、 教 室 を 出 て 部 室 に 向かう 俺 と 愛 あ い 理 か 、 ト ゥ アー 
還る 


の こと に つい て 話す 。 

「 お嬢様 か ら 聞 いた ぞ 。 昨 日 は 大 変 だ っ た らし いな ,」 

桜川 先生 が 心配 そう に 俺 の 診 を 叩 た た いた 。 俺 は 違和感 を 感じ 、 視 線 
を 肩 か ら 下 へ 落と す 。 

「 そ う で すね .……… 居 を 叩か れ た の に プレ ザー の ポケ ッ ト に 婚 こ ん 敵 いん 
届 と どけ が 入れ られ て る の は どう いう マジ ッ ク な ん で すか ね .… 四 

コッ プ の 砥 を 硬貨 が 突き 抜け る マジ ッ ク を 見 た よう な 気分 に な る 。 
「 観 み 束 つか 、 達 観 し た よう な リア クシ ョ ン だ が 、 よ く 確 認 し ろ る 。 ブ プレ 
ザー の ポケ ッ ト は 両側 、 胸 ポケ ッ ト と ズボン の 腰 ポ ケッ ト に も 左右 入れ 
て ある 。 合計 五 か 所 、 婚 こん 燃 い ん 届 と どけ の ファ イブ カー ド だ ,」 

「 ぎ ゃ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ホン ト だ ああ ああ ああ ああ ああ あ 
ああ ああ ああ あ !!」 

意識 すら させ ぬ 間 せ つ 那 な の 五 連 撃 。 西 部 劇 の 早 撃ち ガン マン で すら 
こう は いか な い 。 

この 人 は この 人 で 、 ど こま で 進化 し て いけ ば 気 が 済 むん だ .……… ! 
愛 あ い 香 か と トゥ アー ル に 抗議 され る も 、 さ ら り と か わす 桜 さ くら 
川 が わ 先生 。 

賑 に ぎ 々 に ぎし く 部 室 に 到着 し 、 ド ア を 開け る と 、 長 机 に は すでに 一 
人 座っ て いた 。 

「 遅 か っ た で は な いか 。 暇 ひま すぎ て エロ ゲー を 一 本 コン プ し て し も う 
た わ 」 

ノー ト PC を 閉じ て ぼや いた の は 、 善 沙 聞 子 ア イド ル 姿 の イー スナ 
Me 

壁 に 貼っ て ある 、 イ ー ス ナ 専 用 スケ ジュ ー ル 表 を 確認 する 。 

「 あ れ ? 夜 か ら 生 放送 に 出る ん じゃ な か っ た の か ? 」 

「 これ か ら 何 が ある か わか らん か ら な 。 今日 、 事 務 所 や 局 と 話し 合っ 
て 、 今 月 分 の スケ ジュ ー ル を 見 直し た 。 よ うす る に 、 仕 事 を 抽 え め に 変 


更 し て きた の じゃ 」 
8 全局 まで し な か なく て で も.。。 四 
彼女 自身 が 決断 し 、 実 行 し た の だ 。 俺 が 吉 っ て も 仕方 の な いこ と だ 


「 それ に 、 メ ガ ・ ネ が 療養 メン テ ナ ン ス 中 じゃ か ら な 。 今 や 、 メ ガ ネ ド 
ン 抜 き で で きる 仕事 は 限ら れる 」 
アイ ドル の 仕事 と 両立 させ る の が 奈 件 で 、 ツ イン テイ ルズ に 加入 し た 
パー ズ 天 。 
アル ティ メ ギ ル 時 代 か ら 大 切 に し て きた 仕事 を 減ら し て まで 、 戦 い に 
備え る な ん て .……。 
「 そ の 代わ り 、 中 旬 に ある 大 き な ラ イブ だ け は 、 絶 対 に お 流れ に は で き 
ん ! 何せ 、 そ の 日 は 示 え 理 り 那 な を 初め て 招待 する の じゃ か ら な !!」 
「 え え 。 そ の 日 は わた くし の 誕生 日 が 近い の で 、 と 吉 っ て くだ さっ 


閣 理 那 が 嬉 つ うれ しそ うに 答え る 。 俺 も 自分 で 行っ た り 、 何 度 か 招待 さ 
れ た こと も ある 善い い 沙 す な 闇 あん 子 こ の ライ ブ だ が 、 と うと う 問 理 那 
が 友達 と し て 招待 され る よう に な っ た ん だ な .…『… ぼ …。 感 慌 深 い 。 

「 友達 の 誕生 日 を ライ ブ で 祝う ら ! アイ ドル で ある わら わ に し か で きん 
こと じゃ !!」 

「 へ えー。 イース ナ に し て は 気 が 利 い て いま すね 」 

吉 葉 こそ 素っ気 な い が 、 ト ゥ アー ル が 浮か べた 微か すか な 笑み に は 、 
お 姉さん の よう な 優し さ が 浴 に じみ 出 て いた 。 愛 香 や 桜川 先生 も 、 嬉 し 
そう に 見 守っ て いる 。 

「 疾 理 那 以 外 も 全員 招待 する が 、 エ レ メ リ アン が 現れ た 時 は 、 わ ら わ た 
ち 以 外 で 頼む ぞ !!」 

「 ああ 、 も ちろ ん さ ,」 

スケ ジュ ー ル カレ ンダ ー で も 、 そ の ライ ブ は 花 丸 で 強調 され て いた 。 


目 め 略 まい が する よう な 戦況 の 中 で ささ や か な 幸せ が ある こと は 、 勇 
気 が 湧い て くる 。 

「 で は 皆さん 、 今 日 は ネオ アル ティ メ ギ ル の 対策 に つい て 会 議 し まし ょ 
う 」 

トゥ アー ル が 唐突 に ホワ イト ボー ド を 押し て き て 、 長 机 の 前 に 設置 し 
記 

昨日 は 再生 怪人 な ん て どう で も いい 、 な ん て 路 う そ ぶ いて いた の に 。 
何だ か ん だ 吉 っ て 、 イ ー ス ナ の こと を 大 切 に 思っ て いる トゥ アー ル 
だ 。 彼 女 が アイ ドル 仕事 を 抽 え て まで 今後 を 考え て いた こと に 、 人 触発 さ 
れ た ん だ ろう っ つ 。 

「 今 まで 倒し た 変質 者 ども が 復活 し た と は 聞い た が .…… そ ん な 気軽 に 死 
ん だ けり 生き 返っ た り で きる 奴 や つら だ っ た の か 、 エ レ メ リ アン っ て いう 
の は 」 

桜 さ くら 川 が わ 先生 の 疑問 も も っ と も だ 。 俺 は 簡単 に 説明 する 。 

「 あい つら の 中 に 一 体 だ け 、 完 全 復活 能力 を 持っ て る 奴 が いた ん で す 。 
そい つの 能力 を 、 ど うに か し て 取り 込ん だ の が 、 今 回 の 敵 で .…… 四 

「 な る ほど 、 別 の 奴 の 力 を な あ .…………。 津 つ 辺 べ が 戦い で よく 使っ て る 、 
属性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ ヨ ン っ て や つみ た いな も の だ な ,」 


「 


」 

桜川 先生 の 何気ない 発 吾 に 、 ト ゥ アー ル が 表情 を 硬く し た よう に 見 え 
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「 わら わが 処刑 人 時 代 に 倒し た 数 あま 多 た の エレ メリ アン は 、 あ の 時 集 
結 し た 中 に は いな か っ た 。 で は この 世界 で 倒れ た エレ メリ アン だ け を 菊 
よみ が えら せ た の か と 思え ば 、 わ ざわ ざ 双 子 姫 の 異 世 界 に 出向 いて 貴 の 
三 葉 ノ ー・ プ ル ・ ク ラブ を 復活 させ て き て お る 。 つ まり .…… 四 

1 『 ツ イン テイ ルズ が 倒し た 』 エ レ メ リ アン だ け を 、 徹 底 し て 復活 
させ た と いう こと で す の ね 」 


「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 狙 ね らい は 、 ツ イン テイ ルズ の 心 が 折 れる こ 
[Ge じゃ か ら の つう 」 

重い 日 調 で 結論 づけ る イー スナ 。 そ れ を 聞い て 、 愛 あい 香 か が 息 を 呑 
の 8 お 。 
「 ネ オア ル テ ィ メ ギル と は 常に 、 余 力 を 残し て 戦う べき で すね 。 連戦 が 
当たり 前 に な る か も し れ ま せん か ら .…… 

トゥ アー ル が 液晶 表示 に 切り 替え た ホワ イト ボー ド に は 、 ネ オア ル 
ティ メ ギ ル の 構成 員 が 表示 され て いる 。 け ど ア イコ ン が 多 す ぎ て 、 一 体 
ー 体 を 識別 で き な い 有 様 だ 。 そ れ だ け 無 数 に いる ん だ よ な .…… ほ …。 


トゥ アー ル の お っ ぱい 
トゥ アー ル の お っ ぱい 


トゥ アー ル の お っ ぱい 


エレ メリ アン の 出現 アラ ー ト が 、 ト ゥ アー ル の ノー ト PC か ら 鳴 り 洲 


So 
「 早速 現れ た か .…… よ し 、 出 撃 し よう ! 」 
「 お 待ち くだ さい 総 そ っ 二 じ 様 .………. 皆 さん も 」 
転送 ロッ カー を 通っ て 基地 に 行こ うと し た 俺 た ち は 、 ト ゥ アー ル に 呼 
び 止 め ら れ た 。 


「 これ か ら の 出撃 に つい て 、 も う 一 つ 提 案 が あり ます 
や 
放課後 の と ある 高校 の グラ ウン ド に 現れ た 、 数 体 の エレ メリ アン 、 そ 


し て 戦闘 貞 ア ル テ イ ロ イド た ち 。 
部 活 中 の 体操 服 の 女子 た ち は 慌 あわ て て 走り 出す が 、 戦 闘 員 アル テイ 


ロイ ド た ち が 包 囲 し て し まう 。 

ここ が 、 い い ブ ル マ を 採掘 で きる 穴場 な の だ ! 

行き つけ の 飲み 屋 を 友人 に 紹介 する よう な ノリ で 豪 笑 する の は - 一 タ ト 
ル ギ ル ディ 。 

そし て 、 フ ォ ク スギ ルディ 、 ラ ビッ ト ギ ルディ が 続く 。 

彼ら は テイ ルレ ッ ド が 初期 に 戦っ た 、 ド ラグ ギル ディ 部 隊 の エレ メリ 
アン た ち だ 。 

「 フ フフ 、 運 動 す る た め に 髪 を アッ プ に する リボ ン も よい も の で 


「 うう お む お 、 そ れ は また 別に 探 そ う 」 

今時 珍し く ブ ル マ 着 用 の この 学校 の 女 生 徒 た ち は 、 タ トル ギル ディ の 
ター ゲッ ト と な っ て し まっ た の だ 。 

瞬間 - 一 黒い 旋 せ ん 風 ぷ つう が 吹き 荒れ 、 戦 闘 貞 アル テイ ロイ ド た ち が 
次 々 と 空 に 打ち 上 げ ら れ て いく 。 

2 モモ が ゲー 」 

モモ が ゲーw リ W』 

死神 の 鎌 か ま ・ ダ ー ク ネス グレ イプ を 翻 ひ る が え し 立つ は 、 黒 衣 の 戦 
キー デイ ルプ ラッ ク 。 

し 2o 0 ルプ ラ ツ ク 密 』 

助け られ た 女 生 徒 た ち は 周 囲 に テイ ルレ ッ ド の 姿 を 捜す も 、 テ イル プ 
ラッ ツク ター 人 だ けけ 

「 悪 か っ た の う ! と りあ えす 避難 せい !!」 

きゃ いき ゃ い 姦 か し まし く 逃 げ て いく 女 学 生 を 見 て 、 溜 た め 息 いき を 
プラッ ク 。 

「 カ メ と ウサ ギ と キツ ネ が 應 が ん 首 く び 揃 そ ろ え て 、 何 の 悪 配 み じ ゃ 。 
童話 の よう な メル ヘン な 組み 合わ せ を し お っ て ! 」 


「 一 人 だ け か ?2 他 の ツイ ン テ イ ルズ は どう し た 」 

メル ヘン な 亀 が 質問 を 返す 。 

「 その 物 吉 1 を つけ る に は 、 貴 様 ら で は 実力 不足 じゃ 。 自 惚 つ ぬ ぼ れる 
で な い 」 


気色 ば む タ トル ギル ディ を 制 し 、 フ ォ ク スギ ルディ が 進み 出 た 。 

「 お 会 いす る の は 初め て で すね 、 ア ル テ ィ メ ギル 処刑 人 、 首 領 直 属 戦 士 
ダー ク グ ラス パー 様 。 今 は 、 テ イル ブラ ッ ク と 名 乗ら れ て いる そう で す 
が 」 

「 わ ら わ も お 前 の こと は 聞い て お っ た ぞ 。 初 め て テイ ルレ ッ ド を 追い つ 
め 、 そ の 結果 テイ ルプ ブルー と いう 論 族 を 覚 か く 醒 せい させ て し まっ た 大 
四 人 一 髪 紐 属性 リボ ン の フォ クス ギル ディ 」 

恭 つ や う や し い 礼 で 応 こ た える フォ クス ギル ディ 。 

「 そ し て 体操 服属 性 ブルマ の タ ト ル ギル ディ 、 移 耳 属性 ラビ ツ ト の ラ 
ビッ ト ギ ルディ じゃ な 」 

「 私 の よう な 未 端 兵 の こと まで 記憶 に 留 と ど め て いた だ き 、 光 栄 の 至 
けり! 」 

ラビ ッ ト ギ ルディ は ウサ 耳 じ みた 頭 部 パー ツ を ピコ ピコ と 揺らし 、 喜 
び を 表現 する 。 

「 先陣 八 ナ は 俺 が 切る ぞ 。 せ っ か く 交 よ み が え っ た 命 だ 、 こ の 世界 に 再 
び ブ ル マ を 再興 し て みせ る !!」 

世界 の 大 半 の 男性 諸氏 の 願い を 背負 っ た か の よう に 、 タ トル ギル ディ 
が 拳 こ ぶし と 拳 を 打ち 合わ せ て 賠 志 を 燃やす 。 

「LUU い や 、 次 魚 で 我慢 し て お け 」 

プラ ッ ク は 、 神 眼鏡 ゴツ ド め が ね の レン ズ を 不 敵 に 光ら せ た 。 

「 何 !?」 

不意 に 足 を 止め た タ ト ル ギル ディ の 後ろ で 、 ラ ビッ ト ギ ルディ が 全身 


か ら 放 電 し 始め た 。 
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直後 、 断 未 魔 の 声 と と も に 爆発 が 巻き 起こ る 
「 ま さ に ウサ ギ の ご と く か が 弱き 奴 や つよ 。 わ ら わ が 腰 か ら ダー ク ネ ス 
ウィ ッ プ を 抜き 、 打 ち 、 そ し て 戻し た 一 その 一 連 の 動作 が 、 何 一 つ 見 え 
て いな か っ た と は 」 

倒さ れ た こと すら も 相手 に 気づか せ ぬ 、 高 速 の 一 撃 。 プ ラッ ク の 本 領 
0 

8 面白 い ! 受け て 立つ ぞ テ イル ブラ ッ ク !!」 

タ ト ル ギル ディ は ブラ ッ ク に 背 を 向け 、 暗 緑色 の 鈍い 光彩 を 放つ 甲 弘 
を 見 せつ けた 。 

「 テ イル レッ ド と の 戦い で は その 可 か 愛 わ いさ に 見 と れ て あっ さり 敗れ 
て し まっ た が 、 こ れ が 俺 の 本 来 の 戦い 方 ! 背 に し た 鉄壁 の 盾 た て を 習 
た の お 、 無 敵 の 後 の 先 よ !!」 

辛抱 強く 我慢 し て 、 最 後に は 勝利 を 掴 つ か む 。 先 ほど 只 た と え に 出 
た 、 童 話 の 亀 と 同じ だ 。 

プ ブラック は 数 瞬 の 思案 の 後 、 神 眼鏡 ゴツ ド め が ね の ブリ ッ ジ を 指 で 押 
し 上 げ る 。 

グラ スギ ア が 解 ほ どけ て 全身 が 黒い 旋 せ ん 風 ぶ ぷう に 包ま れ 、 新 た な 夜 
装 が 現れ た 。 

上 は 普段 着 の 群 ぐ で ん 青 じ よ う 色 の 長袖 そ で ジャ ー ジ 、 そ し て 下 は 一 入 
え 英 び 茶 ちや 色 の ブル マ だ っ た 。 

ブル マ か ら す ら っ と 伸び る 未成 熟 な 脚 が 、 背 徳 的 な 美 し さ を 放っ て い 
る 。 

「 甲 座 に 身 を 隠し て いて よい の か ? ほれ 、 貴 様 の 大 好き な ブル マ が こ 
こ に ある ぞ 」 

1 お お お お .…… 上 ジャ ー ジ 下 ブ ル マ ! 再興 どこ ろか ブル マ の 爆 


発 隆 盛 ル ネツ サン ス が 起こ っ て いる で は な いか !!」 

タ ト ル ギル ディ は 歓喜 の あま りあ っ さり と 防御 態勢 を 解き 、 そ の 亀 か 
め 頭 あ た ま を プラ ッ ク の ブル マ へ と 急 接近 させ た 。 

「 乙 お と 女 め の お 股 を ガン 見 する で な いわ !!」 

「 ウ アー」 

神 眼 鏡 ゴ ツ ド めがね か ら 放 た れ た 光輪 で 一 い つ 関 せん 。 打 ち 上 げ 花 火 
の よう に 、 真 まっ 直す ぐ 識 に 飛ん で いく 。 

戦術 的 優位 を 得 て も 趣味 嗜 し 好 こ うに は 逆らえ な い 、 エ レ メ リ アン の 
本 能 が 徒 あ だ と な っ た 。 

打ち 上 げ 花 火 は 爆 は ぜ る が 道理 、 タ トル ギル ディ は 室 中 で も う 一 度 プ 
ラッ ク の ブル マ へ 視線 を 落と す と 、 満 足 げ な 表情 で 爆発 し た 。 

過ち は 繰り 返さ れる 。 い や 、 こ の 場合 童話 に は 童話 を 一 北風 と 太陽 作 
戦 を 敢行 し た ブラ ッ ク が 一 枚 上 手 だ っ た と 吉 う べき か 。 

「.……… や はり どちら も 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ が 出現 せ ぬ 。 貧 乳 が 二 度 
目 に 倒し た カン ガ ギ ルディ と 同じ じゃ 」 

拍手 が 聞こ え 、 振 けり 返 る ブラック 。 

フォ クス ギル ディ が 、 屋 いん 勲 ぎ ん 無礼 に 今 一 度 の 礼 を する 。 

「 見 事 な 幻 術 で す 。 処 刑 人 の 手並み 、 し か と 拝見 致し まし た 」 

「 た わけ 、 幻 術 や 幻覚 で は な い 、 た だ の お 着替え じゃ 。 ア イド ル な ら ば 
必須 の 嗜 た し な みよ 」 

変身 し た まま 衣装 を 着替え る の は 、 ブ ラッ ク の 得意 技 。 

装い を グラ スギ ア に 戻す と 、 最 後 の 一体 で ある フォ クス ギル ディ と 対 
た い 財 じ し た 。 

「 で は 私 は 、 真 な る 幻覚 を お 見 せ し ま し ょ う 。 揺 れる リボ ン で 心 に 癒し 
を .……… め くる めく リボ ン の 世界 が 貴女 あな た を 待っ て いま す ,」 

プラ ッ ク の 周囲 を 、 い つの 間 に か リボ ン が 旋回 し て いた 。 

気 け 怠 だ る げに 一 いち 菅 べ つ す る ブラ ッ ク の 傍 〔 そ ば を 離れ 、 フ ォ ク ス 


ギル ディ の 元 へ と 届か える リボ ン 。 

それ は 、 磁 性 流体 の よう に ボコ ボコ と 波打ち 、 変 形 を 始め た 。 

「 結 晶 せ よ 一 我 わ が 愛 ! 」 

頭 が 、 胴 体 が 、 手 足 が 生え .…… ぼ …. リ ボン は つい に 、 人 型 へ と 変貌 する 。 
笑顔 で くり ん と し た 瞳 ひ と み を 眼鏡 めがね の 奥 に 光ら せる 、 等 身 大 テ 
イル プ ブラック フ ィ ギ ュ ア が 完成 し て いた 。 

テイ ルレ ッ ド を 恐怖 の どん 底 に 叩 た た き 落 と し た 悪夢 。 

リボ ン を 対戦 相手 の 形 に 模 信 す る 、 フ ォ ク スギ ルディ の 奥義 だ 。 

「 さ あ 、 私 と 踊り まし ょ う テ イル ブラ ッ ク - 一 」 

フィ ギュ ア の 手 を 取り 、 ダ ンス を 始め る フォ クス ギル ディ 。 

彼 が 見 つめ る 愛らしい ブラ ッ ク フ ィ ギ ュ ア は 一 脳天 か ら 真 っ 二 つ に 断 
ち 割 れ 、 左 右 に 裂 さ け て し まっ た 。 

「 こ の に せ イ ー ス ナ ち ゃ ん め が !!」 

絶 吊 す る フォ クス ギル ディ を 、 ジ ト 目 で 上 に ら の プラ ッ ク 。 ダ ー ク ネ 
スグ レイ ブ を 旋回 させ 、 衣 に 担 か つぐ 。 

「 何 と いう こと を .………. あな た 自身 を 模 し た 人 形 で す よ !?」 

プ ブラック は 決め 顔 で 横 ピ ー ス を し 、 

「 本 物 の わら わ は 、 こ う ! じゃ ! 一 億 信 は 可 か 愛 わ いい で あろ 
う ! 修正 せ ね ば 自 撮 り 画 像 も アッ プ で きめ ぬ 、 そ の 辺 の 木 っ 端 ア イド ル 
と 一 緒 に する で な い !!」 


ニュ ニー ニー ーー ニー ーー ニー ーー ニー ュー ニー ニー ーー 


写真 より 、 映 像 より 、 人 形 よ り 、 本 物 の 自分 に こそ 絶対 の 自信 を 持つ 
の だ 。 

「 で は .…… ソ これ な ら ば どう で す !!」 

フォ クス ギル ディ は 諦 あ きら め な い 。 再 び リ ボン を 室 中 で こね 始め る 


と 、 今 度 は か つて と 同じ 、 テ イル レッ ド の フィ ギュ ア が で き 上 が っ た 。 
すでに 一 度 作り 出し た フィ ギュ ア は 、 再 生産 が 可能 の よう だ 。 

「 あ な た は テイ ルレ ッ ド を 愛し て いる と 聞き まし た .……『… 自分 の 人 形 は で 
き て も 、 テ イル レッ ド の 人 形 に は 手出し で き な い で し ょ う !!」 

の 半 る ほ で 確か に 貧 乳 な ら お 構い な し じゃ ろう が 、 わ ら わ は 清らか 
な 忘 する 乙 お と 女 め 。 そ ん な 丘 道 な 真 ま 似 ね は で きぬ な 」 

真っ 二 つ に され て 地面 を 転がる ブラ ッ ク 人 形 、 物 吉 わ ぬ そ の 笑顔 が 恨 
めし げに 陰 っ て 見 える の は 、 角 度 の も た ら す 錯覚 だ ろう か が 。 

「 さ あ 、 も は や あな た は 目 を 人 逸 そ らち せま せん .…………. 私 と テイ ルレ ッ ド が 仲 
良く お 風 ふ 呂 ろ に 入る 様 を 、 指 を 只 く わ え て 見 て いな さい !!」 

レッ ド 人 形 の 手 を 取り 、 妖 あや し げに 微 ほ ほ 笑 えむ フォ クス ギル 
デイ 。 

プラ ッ ク の 目 に は 確か に 、 強 大 な 妄想 力 に よっ て 具現 化し た 、 お 風呂 
上 が り の レッ ド ち ゃ ん .…… バス タオ ル の 代わ り に リボ ン を 巻く 、 愛 らし 
い 少 女 が 映っ た の だ が 。 

の 、 八 八 八 八 八 八 八 ! テイ ルレ ッ ド を 恐怖 させ た 妄想 攻撃 、 ど 
れ ほ どの も の か と 思え ば 、 こ の 生 温 さ ! 

それ を 見 て プラッ ク は 、 眼 鏡 め が ね を 揺らし て 高笑い を 上 げ る 。 

「 そ れ し き の 妄想 ! わら わ は 自 主 的 に 毎日 欠か さ ず し て お る わ !!」 

「 な っ .………… こ の 桃源 郷 な 妄想 を 毎日 !! あま り に も 自分 に 甘 す ぎる の で 
は !? 」 

「 た わけ 、 何 が 悪い か ! 女の子 が 甘い 物 大 好き な の は 、 全 異 世 界 共通 
じゃ 『!」 

プ ブラック の 方 を 向き 、 し ょ ん ぼり する 妄想 レッ ド 。 入念 に リボ ン が 巻 
か れ た 胸 や 股 の 部 分 を 存 分 に 目 に 焼き 付け 、 プ ラッ ク は 確信 する 。 

「 庄 し きか な 、 丘 モテ の 空想 ! 貴様 は た だ リボ ン が 好き だ か ら 裸 リボ 
ン を し た わけ で は な い ! 地上 波 ア ニ メ で 描写 で きる 程度 の お 色気 し か 


知ら ぬ ゆ え 、 リ ボン で 隠さ ね ば 女 の 裸 を 完全 に 具現 化 で きん の じゃ !!」 
「 つ つっ! 」 

フォ クス ギル ディ の 精神 が 乱れ た た めか 、 テ イル レッ ド の フィ ギュ ア 
は ほつれ 、 次 第 に リボ ン の 形 へ と 戻っ て いっ た 。 

「 か く 吉 うわ ら わ も 、 他 の 女 の 裸 な ど エ ロ ゲ ー で し か 見 た こと が な か っ 
た が .………… 今 は 、 頼 も し き 仲 間 た ちがい る ! モザ イク の その 先 ま で 見 
せっ こし あえ る 、 友 達 が いる の じゃ !!」 

友達 の 定義 が いさ さか 不穏 だ が 、 テ イル ブラ ッ ク の 眼鏡 に は 一 点 の 曇 
り も な い 。 


「 無 論 !) わら わ は ツ イン テイ ルズ に な り 、 を そ .……… テイ ルレ ッ ド に 髪 を 
リボ ン で 結ん で も ら う 幸せ を 知っ た 。 貴 様 の 著 よ こし まな リボ ン な ど に 
縛ら れ は せめ ぬ !!」 
「 羨 うらや ま .………… い 、 い や ! 私 は まだ 負け て いま せん ! さら な る 幻 
覚 で 、 あ な た の 上 を いっ て みせ ます 『!!」 
「 残 念じ ゃ が 一 貴様 は と っ く の 昔 に 、 わ ら わ の 幻覚 カオ シ ツ クイ ン フ イ 
ニ ツ ト に 取り 込ま れ て お る 」 
フォ クス ギル ディ の 周囲 の 空間 が 、 < 型 に 歪め が お 。 
「 死に 装束 な ら ぬ 死に 髪 弓 リ ボン じゃ 。 せ め て 愛し 求め た 光景 に 包ま れ 
て 、 安 ら か に 旅 立 て !!」 
「 は ああ ! こ 、 こ れ は !!」 
暗黒 に 包ま れる フォ クス ギル ディ は 、 中 うめ き 声 の よう な むさ 苦し い 
呼び 声 を 聞い た 。 
天地 お ぼろ な 闇 や み の 中 で 、 む くつ け き 筋肉 の 塊 か た まり が 像 を 結 
ぷ 。 
「 フ ォ ク スギ ルディ よ 」 
「 フ フフ .…… フ ォ ク スギ ルディ 」 


「 こ の リボ ン ど うか の う 」 

師 影 の エレ メリ アン た ち が 類 ほお を 赤らめ 、 頭 に 、 身 体 か ら だ に リボ 
ン を 巻い て フォ クス ギル ディ へ と に じ り 寄 っ て いく 。 

「 ぐ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ あ 全 く 安 ら か 
で は あり ませ ん ーー 一 ーーーーー っ つっ !! 」 

属性 カエ レ メ ー ラ の 深 し ん 淵 に 呑 の み 込ま れ 、 消 えて いく フォ クス ギ 
ルディ 。 

同じ 妄想 で も 、 常 に 進化 を 止め な い プ ブラック が 敗北 する 道理 は な か っ 
た の だ 。 

完 か ん 璧 べき に 消滅 し た 暗黒 空間 か ら 視 線 を 切り 、 プ ラッ ク は 思案 顔 
に な る 。 

2 焼き 鳥 の 時 と 同じ か 。 封 El し て も 異 空間 その も の か ら 消 えて し ま 
えば 、 無 意味 じゃ 」 

フォ クス ギル ディ は 敗北 を 受け 容 い れ た 瞬間 、 一度 完全 に 消滅 し て し 
また だ: 

無限 に 再生 する 相手 な ら 異 空間 に 閉じ こめ て し まえ ば よい 、 と は いか 
な いと いう こと だ 。 

快勝 と は いえ 、 先 は 長い 。 ブ プラ ッ ク は 気 を 引き 締め 直す と 、 戦 場 を 後 
に し た 。 


や 
地下 基地 の モニ ター に 、 プ ラッ ク の 快勝 が 映し 出さ れる 。 
さす が は プ ブラック 、 俺 が 苦戦 し た フォ クス ギル ディ も 含め て 、 瞬 く 間 


に 三 体 の エレ メリ アン を 打ち 倒し て し まっ た 。 


出撃 し よう と し た 俺 た ち は ト ゥ アー ル に 呼び 止め られ 、 こ れ か ら の 作 


戦 を 提案 され た 。 

『 今 まで の よう に 、 出 撃 可 能 な 全 メ ン バ ー で 戦 , 閣 す る の は 、 し ば らく 控 
える べき で す 。 彼 ひ 我 が の 戦力 差 は 歴然 .…. 今 一 番 憂 具 す べき は 、 ネ オ 
アル ティ メ ギ ル に 同時 多発 攻撃 が 有効 だ と 確信 さ れ て し まう こと で すか 
ら 』 
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同時 侵攻 。 そ れ は 、 俺 も 一 番 危 き 尼 ぐし て いる こと だ 。 

『 あ ちら が 純粋 に 数 を 情 た の お な ら 、 こ ちら は シル バー 含め た っ た 五 人 
で も 、 そ の 全て が 一 騎 当 千 。 こ れ を E 象 づけ る の が 大 事 で す 』 

全員 が その 意見 に 納得 。 今回 は 、 イ ー ス ナ が 一 人 で 出撃 し た と いう わ 
け だ 。 


「 や る じゃ な い イ ー ス ナ 、 フ ィ ギ ュ ユア に 惑わ され な いで 戦え て た 」 
テイ ルレ ッ ド の フィ ギュ ア も 量 ち ゆう 踏 ち よせ ず 毅 や る じゃ な い 、 で 
お 馴 な 染 じ み の 愛 あい 香 か が プラ ッ ク の 思い 切り の よさ を 賞賛 する 。 
フォ クス ギル ディ 戦 の 先達 だ も ん な .………。 
その 間 に も トゥ アー ル は 戦闘 デー タ を 分 析 。 サブモニタ ー に 、 前 回 の 
フォ クス ギル ディ と 、 今 回 の フォ クス ギル ディ が 二分 割 で 表示 され 、 不 
等 号 で 結ば れ た 。 
「 再生 エレ メリ アン の 個別 反応 は 全て 、 以 前 戦っ た 時 と は 別物 で す 。 事 
前 に どの エレ メリ アン が 現れ た か を 調べ 、 ア ー カ イプ に 照会 し て 対策 を 
調べ て か ら 出 撃 す る の は 無理 で すね 」 
「 問題 な いさ 。 誰 だ れ と 面 合 わせ し た っ て 、 一 度 は 倒し て る 奴 や つら だ 
か ら な 」 
「 幹部 級 エ レ メ リ アン だ け な ら 、 二 〇 体 に 満た な い 数 で す 。 そ れ が 現れ 
た 時 だ け 、 こ ちら も 複数 人 で 戦闘 。 あ と は 各 個 撃 破 一 まず は 、 こ の ルー 
チン を 守り まし ょ う 」 


「 了解 で すわ !!」 

ブラ ッ ク の 完勝 を 見 て は し ゃ いで いた 直 え 理 り 那 む かも 、 元 気 よ く 賛 同 
する 。 

今日 の プラ ッ ク の 戦い で 、 ト ゥ アー ル は 他 に も いく つか の 情報 を 得 て 
いた 。 

再生 怪人 は 記憶 だ け で は な い 、 ツ イン テイ ルズ と の 対戦 経験 も 引き 継 
いで いる こと 。 

三 体 が 三 体 と も 倒さ れ た まま な こと か ら 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ と 違 
い 、 瞬 時 に 再生 する の は 不可 能 だ と いう こと 。 これ は 特に あり が た い 情 
報 だ 。 

そし て エレ メリ アン の 肉体 で ある 活性 体 シ ル エ ツ ト を 構成 する た め の 
核 コ ア 、 属 性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ が 存在 し な いこ と 。 

「 倒 し て も 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ が 出現 し な い .…… つ まり 核 コ ア が 無 
い 状 態 な 今 の 彼ら は 、 術 者 で ある ヴァ ルキ リア ギル ディ の 有力 無く し て は 
実体 を 維持 で き な い は ず で す 。 や は り 現 状 を 打破 する 鍵 か ぎ は 、 い か に 
し て 死 し て 沿 変 態 ヴ アル ハラ , の 起点 と な っ て いる ヴァ ルキ リア ギル 
ディ を も う 一 度 前 線 に 引っ 張り 出す か で すね .」 

トリ ケラ トッ プ ギ ルディ の 能力 で 、 愛 香 が 過去 に 飛ば され た 時 の 打開 
策 と 同じ だ な 。 


愛 香 が 表情 を 上 比 く らく し て いる 。 過 去 に 飛ば され た 時 の こと を 思い 出 
し た か ら か ? 

いや 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ と 聞く 度 た びに 反応 し て いる よう に 思え 
る が.…… 考 え 過 ぎ か 。 

と も あれ トゥ アー ル は 、 ど れ だ け 敵 の 規模 が 大 きく な ろう と 、 詰 まる 
と ころ は 今 ま で の 戦闘 と 根本 的 な 打開 策 は 同じ だ と 熱弁 する 。 わ か りや 
すく て いい 。 


た だ 迎撃 する だ け で は な い 。 こ つう や っ て 情報 を 集め 、 対 策 を 立て ..………. 
いずれ 必ず 、 こ ちら か ら 打 っ て 出 て みせ る ぞ 。 


の 


仏 ほ の 暗い 静寂 の 中 で 、 鳳 鳳 の 戦士 ・ フ ェ ニ ックス ギル ディ は 目 を 覚 
まし た 。 


無意識 の 身 み 動じ ろ ぎ は 、 金 属 の 擦 こ すれ る 音 と と も に 阻ま れ た 。 両 
手首 に 柳 か せ を 墳 は め ら れ 、 伸 び た 鎖 は 天井 に 撃つ な が っ て いる 。 足 が 
地面 に つか な いよ う 、 笛 吊 づ り に され て いた 。 

自由 に な る 首 を 動か し て 辺り を 確認 する と 、 果 て な き 広 大 な 闇 や み が 
広がっ て いる 。 

あれ か ら ど れ ほ どの 時 間 が 経た っ た の か .……. 意 識 の 潰 つ いえ た 瞬間 ま 
で 、 記 憶 を 湖 さ か の ぼる 。 


テイ ルレ ッ ド と の 再戦 を 繰り 広げ た フェ ニッ クス ギル ディ だ っ た が 、 
ドラ グ ギ ルディ の 姿 を し た 乱入 者 に より 、 勝 負 は お 流れ に な っ た 。 そ の 
後 の こ と だ 。 

ドラ グ ギ ルディ を 追う 途中 で 、 人 間 世 界 で 会 う は ず の な い エ レ メ リ ア 
ン と 遭遇 し た 。 

アル ティ メ ギ ル の 科学 者 、 マ ー メ イド ギル ディ だ 。 

そし て その 時 、 マ ー メ イド ギル ディ の 隣 に ある 知己 の 姿 を 見 て 油断 
し 、 そ の エレ メリ アン が 不意 に 放っ た 攻撃 を まとも に 受け て し まっ た 。 
記憶 は 、 そ こ で 途切れ て いる 。 


「 お は よ 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ 君 」 


闇 か ら 溶 け 出 す よ うに 、 マ ー メ イド ギル ディ が 現れ る 。 

し か も 先 の 苦い 記憶 の 再現 の よう に 、 隣 に 知 選 一 スワ ン ギ ルディ を 
伴っ て 。 

「 お い 、 ス ワン ギル ディ !!」 

フェ ニッ クス ギル ディ は 暑 命 に 呼び か ける が 、 ス ワン ギル ディ は まる 
で 無 反 応 だ 。 

いく ら 不 意 打 ち で も 、 自 分 を 倒す ほど の 力 を 今 の スワ ン ギ ルディ が 発 
揮 で きる は ず が な い 。 

魂 た まし い が 抜 けた よう に 虚 う つろ な 目 を し て いる こと と いい 、 マ ー 
メイ ド ギ ル ディ に 何ら か の 不 坪 を 施 ほ どこ され の だ ろう 。 

「 ス ワン ギル ディ に 何 を し や が っ た .……… Ea 

「 も うす ぐ で ドラ グ ギ ルディ 君 に 会 える っ て 教え て あげ た の 。 そ し た ら 
彼 、 今 の 未熟 な 自分 が 会 っ て 大 丈夫 か な 、 っ て 不安 そう だ っ た か ら .…… 
私 が 協力 し て 強力 に し て あげ た の よ ょ 」 

「 協力 !? 実験 の 間違い だ ろ 、 え え !?」 

顔 見 せ だ けが 目的 だ っ た の か 、 ま た すぐ 影 に 溶け 込む ひよ うに 消え て い 
く ス ワン ギル ディ 。 

完全 に マー メイ ド ギ ル ディ の 支配 下 に 置か れ て し まっ て いる よう だ 。 
「 制裁 の つも りか よ 。 ア ル テ ィ メ ギル を 抜け て 、 修 行 だ けし て る あい つ 


「 そ ん な 、 私 は 処刑 人 じゃ な いん だ か ら 。 野良 エレ メリ アン っ て いう 
の ? フェ ニッ クス ギル ディ 君 も スワ ン ギ ルディ 君 も 、 面 白い 生態 だ な 
あっ て 思っ て 、 声 を か けた だ け よ 」 

この 科学 者 と まとも な 会 話 に な ら な い の は 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ も 
散々 思い 知っ て いる 。 


さっ さと この 忌 い ま 忌 まし い 拘 束 を 脱し て や ろう と 腕 に 力 を 込め る 
が 、 鎖 が 放電 する だ け で ビク と も し な い 。 
「 ご めん ね 、 そ れ は 特別 製 よ 。 今 は あな た に お と な し くし て いて も らい 
た いか ら 」 
「 ヘ ッ 、 冗談 じゃ ね え 。 こ ん な モン 、 フ ル パ ワ ー で プチ 砕い て や る ! 」 
フェ ニッ クス ギル ディ の 身体 か ら だ が 、 炎 の 普 まゆ に 包ま れる 。 
移し や く 熱 ね つ を 吹き 散ら し て 聞 や み を 斬 き り 妊 さき 、 姿 を 現し た の 
は 一 煙 こう 々 こう と 煙 き ら め く ポニ ー テ ー ル を た な び か せる 、 白 磯 の 裸 
身 だ っ た 。 


強 き よう 東 じ ん な 怪人 で は な く 、 こ の 可 か 憐 れ ん な 少女 ・ 結 いわ 細 ば 
ね 唯 ゆ 乃 の こそ が 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ の 最強 の 姿 な の だ 。 


予想 に 反し て 頑強 な 拘束 に 遮 さ え ぎ られ 、 唯 乃 の 反撃 は た だ 身 を よじ 
る だ け で 終わ っ た 。 

反動 で 一 終 纏 わ ぬ 胸 が 、 腰 が 、 導 の 中 で 弾む 。 

「 お 生 あ い 憎 に く 様 .… ぼ …… そ の 柳 か せ は 、 力 を 加え られ れ ば 加え られ る ほ 
ど 硬度 を 増す わ 。 鉄 を 打っ て 鍛 き た える よう な も の ね 」 


アル ティ メ ギ ル 首 償 の 封印 か ら 脱出 し た フェ ニッ クス ギル ディ で さえ 
翻 ほ ん 弄 ろ つう され る 、 恐 る べき 拘束 .… た だ の 手 て 柳 か せ が も は や 、 強 
固 な 結界 だ 。 

「 と うと う 見 せ て くれ た わ ね 、 あ な た の 最終 闘 体 .…… 真 の ポニ ー テ ー ル 
に 到達 し た 姿 」 

マー メイ ド ギ ル ディ の 細 指 が 、 唯 ゆ 乃 の の 類 ほ お に 触れ る 。 

「 き れい .……。 それ が 人 間 の 女の子 の 身体 か ら だ な の ね 」 

し な や か な 首 を 、 す っ きり と 浮き 出 た 鎖骨 を 、 程 よく 豊か な 胸 を 、 均 
整 の 取れ た 腹 か ら 腰 を .… 羨 う らら や お よう に そっ と 、 指 で な ぞ っ て い 
Ka 

総 そ う 二 じ に 身体 を 触れ られ た 時 と は 真 逆 に 不快 感 に 襲 お そ わ れ 、 唯 
乃 は 自由 に な る 足 で マー メイ ド ギ ル ディ を 蹴 け 飛 ば し た 。 

「 お い お い 、 腐 女子 が 女 見 て うっ と りす る な ん ざ 、 笑 い 話 に も な ん ね え 
41 上 
「 腐 女子 わた し が つっ と りす る ぐら い 、 あ な た の その 姿 が 似合っ て いる 
の よ 。 た だ そう ね 、 服 は 着 た 方 が いい と 思う わ .」 

鼻 白 みな が ら も 、 裸 の まま だ っ た こと に 今さら 気づき 、 炎 の ドレ ス を 
身 に まとう 唯 妃 。 


「 私 も な っ て みた いわ ね .………… 人 間 に 」 

「 俺 様 は 人 間 に な けり た か っ た ん じゃ ね え 、 ポ ニー テー ル に な り た か っ た 
ん だ よ 。 人間 の 身体 その も の に そこ まで 憧 あ こ が れ る な ん て 、 て め え 本 
当 に エレ メリ アン か が か!?」 

「 何 に で も な り た い だ け よ 」 

唯 乃 は 、 背 せ 筋 すじ を 昇る 悪 お 寒 か ん に 身 を 硬く し た 。 

「 私 の 属性 は 男子 愛 属性 ボー イズ ラブ ..……… エ レ メ リ アン の 生来 の 特性 と 
し て 、 ツ イン テー ル へ の 愛 も ある 。 け ど ..……… た っ た 二 つ ! 少な い 
わ ! 私 は 色々 な 属性 を 味わい た い .……… も っ と 多く の 欲望 を この 身 に 宿 
し た い !」 

科学 者 は 、 自 ら の 好奇 心 を 満た す た め に あら ゆる 和 努力 を 惜しま な い 生 
物 。 フ ェ ニ ックス ギル ディ は 、 親 友 べ ガサ スギ ルディ を 見 て それ を 思い 
知っ て いる 。 

し か し この エレ メリ アン は .…………. マ ー メ イド ギル ディ は 、 好 奇 心 が 底 知 
れ め ぬ 欲 望 に 転化 され 、 そ れ そ の も の に 支配 され て いる か の よう だ 。 

「 ま さか て め え .……… 俺 様 や ヴァ ルキ リア ギル ディ を 騙 だ まく ら か し て 、 
全 エ レ メ リ アン を 復活 させ や が っ た 目的 は .…… ぼ 『……!」 

「 騙す な ん て 人 聞き が 悪い わ 。 私 は ちゃ ん と 協力 の 対価 を 支払 っ て い 
る 。 あな た に は 首領 の 間 へ の 鍵 か ぎ 。 ヴ ァ ル ちゃ ん に は .………, あ の 子 が ラ 
ブラ ブ な 首領 を 絶対 に 守り 切れ る 戦力 を 、 ね 」 

自分 た ちの 関係 は 、 あ くま で 対等 だ と 断 じ る 科学 者 。 

「 対等 だ ? その 戦力 は 結局 、 最 後に は て め え の 欲望 と や ら の 糧 か て に 
な る ん だ ろう が !!」 

「 あ まり 怒ら な いで よ 。 私 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ 君 の こと 好き よ 。 だ 
か ら 、 私 の 秘め た 欲望 ここ ろ を 打ち 明け た 。 あ な た が 初め て な の よ ? 」 
「 へ ん 、 し いい 迷惑 だ ぜ ! 」 

「 し ば らく じっと し て て ね か ゅ 囚われ の お 姫 様 を や る の は 、 慣れ て る で 


し よ で 」 
マー メイ ド ギ ル ディ が 去り 、 唯 ゆ 乃 の は 、 薄 暗い 空間 に 一 人 残さ れ 


る 。 
屈辱 的 な 挑発 に 歯 は 噛 が み し な が ら も 、 唯 乃 は 痢 や み の 中 で 精神 を 集 
中 し 始め た 。 


あの 科学 者 に 、 この 大 き な 代 け を 返 し て や る た め に 。 


の 


ブラ ッ ク の 戦闘 か ら 明け て 翌日 。 仮 閣 性 コス プレ の シ ケ ー ダ ギル 
ディ と モス キー ト ギ ルディ な ど 、 数 体 の 再生 エレ メリ アン が 出現 。 今 度 
は イエ ロー が 出撃 し た 。 

地下 基地 で は 俺 と 愛 あい 香 か 、 ト ゥ アー ル 、 桜 さく ら 川 が わ 先 生 が そ 


EC《 よ の Sa シ ケ ー ダ ギル ディ 君 、 あ れ .……… a 
『 ひ いっ ! テ 、 テ イル イエ ロー!!』 
イエ ロー の 姿 を 認め 、 身 を 縮 こ ま ら せ て 居 お び え る エレ メリ アン た 


0 そう か 、 完 全 再 生 し た 怪人 人 っ て 、 生 前 の トラ ウマ も 持ち 越し ス 
ター ト に な る わけ か 。 
そう な る と 、 ブ ルー に や られ た 連中 は も っ と 心 を 病 ん で る か も し れ な 


内 

『 く そう 、 俺 た ち は 冬 コミ に 向け て 新た な 衣装 作り に 忙し いと いう の 
に !!』 

『 ゆこ み ? まあ 、 冬 に も こみ けが あり ます の ね ! わた くし も 行き 
ます わ !!』 


"また 来る つも りか 貴様 !? コミ ケ は 紳士 の 社交 場 、 痴 ち 女 じ よ の 出る 


幕 な ど な い わ !!』 
怪人 人 が イベ ント マナ ー に つい て 、 生徒 会長 を 務め る 女の子 に 語っ て い 


イエ ロー は エレ メリ アン の 出現 現場 か ら 上 う 手 まく 誘 お びき 出し 、 近 
くに ある 球場 の 中 に 移動 し た 。 

あの 広 さ な ら 、 存 分 に 火力 を 発揮 で きる は ず だ 。 

『 レ ッ ド た ち に は 内 緒 で す が .………… わた くし 、 ち ょ っ と だ け 今 わく わく し 
て いま すわ 』 

モニ ター に 映る イエ ロー は 、 吉 葉 の と お り 目 を 輝 か せ て いる 。 

『 た くさ ん の 再生 怪人 を 相手 取っ て の 大 立ち 回 り ! ヒー ロー の 成長 が 
如 に よ 実 じつに 描か れる 、 花 形 エ ピ ソ ー ド で すわ ー っ !!』 

すみ ませ ん わ イ エロ ー、 レ ッ ド の 中 の 人 が その 内 緒 話 を 聞い ちゃ っ て 


で も その で ぐらい の 心 構え の 方 が 、 頼 も し いっ て も ん さ 。 


SI ニーーーー ニ が 、 来 で くれ ーーーーー テ ーー の うり, 
だ 、 お 前 の 顔 も 見 ず に また 死ぬ の は 嫌 だ ーーーーーー っ !!』 
思 に 9 ko 1 ! ョ 


慈 痛 な 叫び を 上 げん な よこ っ ち が 悪 く 思 えて きち まう だ ろ !! 

モニ ター に は も う 、 イ エロ ー の 完全 脱衣 形態 フル プラ スト モー ド が 巻 
き 起 こし た 爆風 し か 見 えな い 。 シ ケー ダ ギ ルディ 、 モ スキ ー ト ギル ディ 
に 続き 、 次 々 と 吹き 飛ば され て いく エレ メリ アン た ち 。 

「 好き 勝手 に 現れ て は 倒さ れ て る けど 、 ち ゃ ん と 統制 取れ て ん の か ? 
ネオ アル ティ メ ギ ル の 連中 は .… 四 

軽い 頭痛 に 襲 お そ わ れ る 。 

すっ か り 脱 ぎ 散 らち か し た 姿 で 飛び 跳ね 、 こ み け で すわ 、 ふ ゆこ み で す 
わ 、 と 喜ん で いる イエ ロー が 、 た だ 微 ほ ほ 笑 えま し か っ た 。 


の 


アル ティ メ ギ ル 基地 の 大 ホー ル は 、 何 と も 吉 え め ぬ 雰 囲 気 に 支配 され て 
いた 。 

僅 わ ず か 数 日 で 、 す で に 三 五体 も の エレ メリ アン を 撃破 され て いる 。 
生前 の 彼ら の 戦闘 と 比べ れ ば 、 憂 慮 すべ き ハ イペ ー ス だ 。 

そし て 明らか に 戦力 を 絞り 、 余 力 を 残し て 戦う ツイ ン テ イ ルズ の 意図 
に 、 何 体 か の エレ メリ アン は 気づき 始め て いた 。 ド ラグ ギル ディ も その 
ー 体 だ 。 

「 数 度 の 対戦 を 経て 、 初 期 戦力 し か 知ら な か っ た 我 わ れ ら ドラ グ ギ ル 
ディ 部 隊 も 、 十 二分 に ツイ ン テ イ ルズ の 現 戦力 を 理解 で きた 。 こ の 辺り 
で 、 本 格 的 な 作戦 行動 に 移り た い 」 

大 ホー ル の 登壇 合 に 立ち 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル 、 そ し て 少数 の 残存 当 
隊 兵 士 へ と 向け 語る ドラ グ ギ ルディ 。 

自身 の ツイ ン テ ー ル 属性 を 受け 継い だ テイ ルイ エロ ー が 脱ぎ 散ら か し 
な が ら 戦 う 様 を 、 つ い に リ アル タイ ム で 見 て し まっ た た めか 、 こ ころ な 
し か その 貌 か お に も 疲れ が 見 える 。 

「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は 侵攻 に どれ だ け 時 間 を か け て も よい と 吉 っ て 
いた が .………. ツイ ン テ イ ルズ .……… いや 、 テ イル レッ ド は 、 追 いつ め ら れ た 
時 の 爆発 力 は 恐ろし いも の が ある か ら な , 

そん な ドラ グ ギ ルディ の 演説 を 聴き さながら 、 面 白く な さそ うに 立っ た 
まま 貧乏 揺 す り を する ティ ラノ ギル ディ 。 

あの 登壇 台 に は 、 常 に 帝王 が 立つ べき な の だ 。 

「 ド ラグ ギル ディ よ 、 テ イル レッ ド の こと を 知っ た ふう な 口 を 利 い て い 
る が 、 そ の テイ ルレ ッ ド を も っ と も 追い つめ た の は 、 こ の 俺 な の だ 
が ?2 ん ー?」 

周囲 の 戦士 た ち は 、 ま た 始ま っ た 、 と 呆 あ きれ る 。 


「 そ うか 、 凄 すご いな 」 

「 え つっ 」 

ドラ グ ギ ルディ に 大 人 の 対応 で あし ら わ れ 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ は いよ 
いよ 子供 じみ た 対抗 意識 を 燃やし 始め た 。 

「 あ .……. そ 、 そ うだ ! 俺 は 貴様 も 知ら ぬ 、 テ イル レッ ド の すご い 秘 密 
を 知っ て お る ぞ ! 聞き た か ろう ! まあ 、 そ ん な 態度 の まま で は 教え 

ん が な ー!!」 
その 秘密 と は 、 テ イル レッ ド の 正体 が 男 で ある こと 。 

ニッ クス ギル ディ 以外 で 初め て その 秘密 を 知っ た の が 、 テ ィ ラ ノ 
0 

それ を 優越 感 に 浸 の た る 材料 に し て いる の が 、 ひ どく 危う い 。 

し か し 、 そ こ は さ す が ド ラグ ギル ディ 。 大 人 の 対応 で や り 過 ご す 。 
「 我 われ は テイ ルレ ッ ド の 秘密 な ら ば 、 い か な る も の で あろ うと 驚か ず 
に 受け 容 い れる つも り だ 。 そ れ で は 貴様 も つま ら な か ろう 、 テ ィ ラ ノ ギ 
ルディ 」 

「 ぐぬぬ ーー ぬ ぬ ぬ ぬ ぬ め ぬ .… ! 」 

大 古 の 軸 者 の 歯ぎしり が 止ま ら な い 。 
組織 内 の 立場 は 上 で あり な が ら 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ は 明らか に 器 の 大 
き さ で 負け て いた 。 

死 の 二 姜 ダ ー・ イ ノ ン ヴ アス の エレ メリ アン た ち が 、 テ ィ ラ ノ ギ 
半生 ら に 和 和 
「 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 様 、 テ イル レッ ド の 秘密 な ら 我 ら も 知っ て お り ま す 


テイ ルレ ッ ド の 正体 が 男 だ と いう 秘密 は 、 死 の 二 姜 ダー・ ラテ ジン 
ヴ ア ス の 最終 決戦 に 参 IE 
ティ ラノ ギル ディ だ け の 切り 札 で は な い の だ 。 

「 吉 うな よ ! 絶対 う な よ ! 吉 っ た ら 許 さ ぬ ぞ !!」 


喜 わ れ な く て も 口外 は し ませ ん よ 、 と 、 死 の 二 凌 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ 
アス の 戦士 た ち は 誠 を 落と し た 。 

「 頃 ころ 合い だ 。 世界 の 人 間 た ち へ と 向け 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル の 肛 光 
を 示 そ うと 思う つう.」 

ドラ グ ギ ルディ の 宣 吉 に 、 戦 士 た ち は わ っ と 湧き 上 が っ た 。 

「 待 て UN! で し ゃ ば る な ドラ グ ギ ルディ 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル の リー 
ダー は 俺 だ ! 世界 へ の 決意 表明 は 、 こ の 帝王 に こそ 相応 ふさ わし いで 
あろ つう が !!」 

淡々 と リー ダー シッ プ を 発揮 する ドラ グ ギ ルディ に 、 し つこ く 噛 か み 
つく ティ ラノ ギル ディ 。 

帝王 の 診 書 き の 後 ろ に ( 笑 ) が 固定 され る の も 、 そ う 遠 く な さそ う 
大 

「 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 様 が まとめ 役だっ た の で すか !? 俺 は て っ き リ ドラ 
グ ギ ルディ 殿 か と 」 

お 漏らし 属性 ピー イン グ の コッ クロ チ ギ ルディ が 、 本 心 ま で お 漏 も ら 
し て じ まう 。 

「 ぬ おお! より に よっ て 死 の 二 姜 ダ ー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス の お 前 が ド 
ラグ ギル ディ 推し と は 、 何 た る 不敬 !!」 

この まま で は 駄々 を こね て 床 を 転がり 回 りか ね な い の で 、 ユ グ ド ラ シ 
ル ギ ル ディ が 前 に 進み 出 て 、 優 し く フ ォ ロ ー す る 。 

「 帝王 は どっ し り と 構え て いれ ば いい じゃ な いで すか 、 テ ィ ラ ノ ギ ル 
ディ ちゃ ん ! ドラ グ ギ ルディ ちゃ ん が や り た が っ て る ん で すか ら 、 気 
持ち よく 譲る の が 上 の 立場 の 人 で す よ !!」 

さす が は 教師 属性 テイ ー チ ヤー、 駄 々 っ 子 を 諭 さ と す の は お 手 の も 
の 。 小声 で の 感嘆 が あちこち で 聞こ える 。 

「 お むう 、 確 か に そう だ な 。 俺 は 広報 も こなせ る 多 オ な 隊長 だ が 、 そ の よ 
うな 革 さ 未 ま つ 事 、 格 下 の 隊 長 に 任せ る と し よう か ! わ ー っ は っ は っ 


は !! 」 
か くし て 、 手 綱 の 取り や すさ を その 辺 を 歩い て いる 幼児 に すら 笑わ れ 
る レベ ル の 帝王 は 、 高 笑い と 共に 登壇 合 か ら 離れ て いっ た 。 


他 部 隊 の 戦士 た ち は 、 呆 あき れ も 失 望 も せ ず 、 た だ 困惑 を まとっ た 視 
線 で 帝王 を 見 送る 。 

そし て その 視線 は 、 彼 の 部 下 で ある 死 の 二 凌 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス 
の 戦士 た ち へ と 移動 し た 。 

「 や め て くれ ! そん な 目 で 見 な いで くれ ! 隊長 と 俺 た ち は 無関係 
だ !!」 

いよ いよ 窮 き わ ま っ た 死 の 二 其 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス の 戦士 た ち 
は 、 そ れ ま で の 自分 た ち を 否定 する 覚悟 で 保身 を 試み る の だ っ た 。 


の 


俺 た ち ツ イン テイ ルズ と ネオ アル ティ メ ギ ル と の 戦闘 が 始ま っ て か 
ら 、 数 日 が 経過 し た 。 

懸念 の 一 つ だ っ た 、 倒 し た エレ メリ アン の さら な る 再 復活 は 、 今 の と 
ころ まだ な いり 。 

今日 は 閣 え 理 り 那 な は 生徒 会 の 用 事 、 イ ー ス ナ は 仕事 と いう こと な の 
で 、 ツ イン テー ル 部 も 早め に 切り 上 げ 、 愛 あい 香 か と トゥ アー ル と 一 緒 
に 学校 を 後に し た の だ が .…… 愛 香 の 足取り が 重く 見 える 。 

「 愛理 。 ま だ 疲れ が 抜け な い の か ? 」 

「 そ ん な こと な いっ て 、 も う 全 快 !!」 

万 全 を アピ ー ル し て いる が .…… ツイ ン テ ー ル は 未 い まだ に 乱れ た まま 
な の が 、 心 配 だ 。 


『 こ の 世界 に 住ま うつ 、 全 て の 人 類 に 告ぐ で!!』 


田 ま し い 声 が 響き 、 俺 た ち は 同 時 に 空 を 見 上 げた 。 

空 に 超 巨 大 な スク リー ン 映 像 が 浮か び 上 が っ て いる 。 

0 1 」 

「 総 そう 二 じ 様 !」 

「 あ あ 、 ド ラグ ギル ディ だ .……… 旧 コ 

あれ は 、 初 め て テイ ルレ ッ ド に 変身 し た 翌日 だ っ た 。 あ の 時 も こう し 
て 、 学 校 か ら の 帰り 道 で 全 世 界 同時 映像 ジャ ッ ク .……… アル ティ メ ギ ル の 
宣戦 布告 を 聴い た ん だ 。 

『 我 われ ら は 一 度 ツ イン テイ ルズ に 敗れ 一 そし て 今 再び 交 よ み が え っ 
た ! 異 世界 を 超え 、 蓄 よ 泉 み の 国 を も 超え 、 死 を 超越 し た 我ら は 、 神 
の 師団 ! ネオ アル ティ メ ギ ル !!。 

か つて あい つ は 、 自 分 た ち を 神 の 使徒 と 只 た と えて いた 。 

ネオ アル ティ メ ギ ル は 、 そ の 神 と 同等 の 存在 に な っ た と 吉 い た い の 
か .…『… ! 

『 も は や 挑ん で 来い と は 吉 わ ぬ ! 今度 は 我ら が 、 総 力 を 以 も つて ツイ 
ン テ イ ルズ に 挑む !!』 

その 後 も 鱗 じ よう 舌 ぜ つ に 、 ツ イン テイ ルズ へ の 雪辱 と 、 人 類 へ の 降 
伏 勧 告 を 語り ー ド ラグ ギル ディ の 映像 は 消え た 。 

背景 で 不 敵 に 腕組み し て いる ティ ラノ ギル ディ が 右 に 左 に ちょ こま か 
移動 し て 自己 主張 し て いた の で 、 気 が 散っ て 仕方 な か っ た が .……。 
侵略 者 で は な く 、 挑 戦 者 と し て 、 か 。 宣戦 布告 、 確 か に 受け 取っ た 。 
「.……… エ レ メ リ アン の 反応 で す ! 」 

今 ま で の パタ ー ン か らし て 、 演 説 の 後に は 必ず や っ て 来る だ ろう と は 
思っ て いた が ..……… や は り ト ゥ アー ル が 、 エ レ メ リ アン の 出現 を 探知 し 
た 。 三 人 で 基地 へ と 急ぐ 。 


この ツイ ン テ ー ル の 導 う ず き ..………… 因 縁 の ある 相手 の 予感 が する 。 今日 
は 、 俺 が 出撃 を 希望 し た 。 


の 


トゥ アー ル に 指示 され 向かっ た の は 、 建 設 途中 の 高層 ビル だ 。 

骨組 み の 鉄 骨 が 剥 お むき 出し で 、 か ろう じ て 足 場 が 敷設 され た 屋上 に 、 
エレ メリ アン が いた 。 

「 お 前 は .… ぼ …… ア ラク ネギ ルディ !!」 

美 の 四 心 ビー・ テ イフ ル ・ ハ ー ト 副 隊 長 .… アラ ク ネ ギ ルディ 。 そ の 
左右 に は 、 ワ ー ム ギル ディ と スネ イル ギル ディ が いる 。 俺 が 女 の 身体 か 
ら だ か ら 元 に 戻れ な く な っ た 時 に 戦っ た 、 強 敵 た ち だ 。 

「 お 前 ら 、 男 お と この 娘 こ 好き だ っ た だ ろ ! こん な 場所 に 何 の 用 
だ !」 

俺 の 問い か け に 、 眼 下 の 建 物 を 指 半 す アラ ク ネ ギ ルディ 。 

大 き な 県 民 体 育 館 だ 。 ト ゥ アー ル の 通信 に よる と 今 、 大 人 数 アイ ドル 
ユニ ッ ト と ファ ン の 交流 会 の よう な も の が 開催 され て いる らし し !。 

「 あ の 会 場 に いる アイ ドル ユニ ッ ト の 中 に 二 人 、 男 の 娘 が いる の で ご ざ 
る - 一 」 

渋い 声 で 、 芸 能 週刊 誌 が 泡 を 吹く よう な と ん で も な い 情 報 を リー ク す 
る アラ ク ネ ギ ルディ 。 

Ce し か も 待て 、 今 二 人 っ て 吉 わ な か っ た か !? 何だ その 危険 な 
アソ ー ト 率 は !? 

「 再戦 の 前 に .…… ー 句 」 

アラ ク ネ ギ ルディ は 筆 と 句 札 を 取り 出し 、 天 高く 詠 い 上 げ る 。 


et っ 衝 


脈 打 つ 血 潮 
選 み グン ビクン 


( 訳 : 命 が 蘇 よみ が えっ て 、 股 間 に も あれ が 蘇っ て いた わ 。 
それ を 見 て ほっ と し て し まう 私 は 、 や っ ぱり どこ まで も 
男 の 娘 な の ね 。 ) 


な ん て 物 圧 し い 旬 な ん だ 。 

奴 や つ は 、 か つて 俺 と の 戦い の 前 に 一 句 認 し た た め た が ..…『… それ は 、 
凛 り 々 けり し さと 気 け 高 だ か さ を 併 せ 持っ た 強い 心 の 発露 だ っ た 。 

それ が どう だ ろう 。 今 の 句 か ら は 、 戸 惑 い と 、 ど こ か 寂し さ の よう な 
も の を 感じ て し まっ う 。 

「 俺 は 、 交 っ た お 前 た ち を 脅威 だ と し か 思っ て いな か っ た が .………… お 前 た 
ち 自 身 も 、 今 の 状況 に 惑 っ て いる の か も し れ な いな ,」 

「 剣 の 道 と は 迷い 道 。 惑 い 、 心 乱れ る こと も また 、 立 派 な 修行 で ご ざ 
る 」 

フォ ー ス リヴ ォ ン を 叩 た た き 、 抜 き 放 っ た ブレ イザ ー プ ブレ イド を 胸 の 
前 で 構え る と 同時 。 

アラ ク ネ ギ ルディ が 、 腰 に 帯 お び た 刀 の 柄 つ か に 手 を か けた 。 

「 さ れ ど 、 一 度 戦場 に 身 を 置き 、 剣 を 抜い た その 時 は 一 己 が 心 の 迷い す 
ら も 切り 捨て る が 男 お と この 娘 こ の 生き 様 !!」 

霞 の よう な 妖 あ や し い 光 荘 を 空 に 揺 ら め か せ 、 妖 刀 ・ 男 の 娘 の 棒 ア マ 
ノム ラク モ が 猛々 し く 天 に そそ り 立 つ 。 

「 今 再び ! 参る ッ !!」 

一 足 飛び で 距離 を 詰め た 剣客 の 鋭い 唐 か ら 竹 た け 割 わ り を 、 す ん で の 
所 で 受け 止め た 。 

「 行 く ぞ ワー ムギ ルディ ! 雪辱 を 果たす 時 だ !!」 


「 う ん 、 ス ネイ ル ギ ル ディ 君 !」 

さら に 、 左 右 か ら 追 繋が 。 ス ネイ ル ギ ル ディ が ボウ ガン を 撃ち 込み 、 
ワー ムギ ルディ が 腕 を 伸ばし て 捉え よう と し て くる 。 

俺 は 階下 の 鉄骨 に 飛び 降り 、 進 化 装 備 エ ヴ オ ルプ アー ムズ ・ プ ログ レ 
スバ レッ ター を 出現 させ る 。 

「 形態 変化 チエ イン カス タム ! フォ ー ラ ーッ !!」 

ツイ ン テ ー ル を 下 結 びに 変え 、 高 速 機動 形態 へ と チェ ンジ 。 鉄骨 と 鉄 
骨 の 間 を 抜け て 再び 屋上 に 飛び 出し 、 勢 いそ の まま に 腰 に 装着 され た 太 
基 の 全 方 位 斬 撃 装 備 サ テラ イト ソー ド を 射出 し た 。 


P 代 は 。 イ バー テー デー 党 和 県 

右 腰 の 三 本 が アラ ク ネ ギ ルディ に 、 左 腰 の 三 本 が ワー ムギ ルディ た ち 
目 掛け て 飛 ひ 交 し よう つ す る 。 

「 わ つ 『」 


に 9 ワー ムギ ルディ ! う ぬ お お お お お お お お !!」 

上 体 を ボヨン ボヨン させ て 逃げ 惑う ワー ムギ ルディ の 前 に 立ち は だ か 
り 、 殻 の 中 に 身 を 隠し て 防御 態勢 を 取る スネ イル ギル ディ 。 

殻 に 赴 撃 し 傷 こ そつ けた が 、 曲 面 で 勢い を 級 さ れ た セイ バー は 滑る よ 
うに 空 を 旋回 し た 。 

「 知 っ て の と お り 、 私 の この 鎧 よろ い は 美 の 四 心 ビー・ テ イフ ル ・ ハ ー 
ト で 最強 の 防御 能力 を 誇る ! 先 の 戦い で は テイ ルイ エロ ー の 脱衣 の 覚 
悟 に 共感 し 、 私 も 勢い で 脱い で し まっ て 倒さ れ た が ..※………. 今 回 は 絶対 に こ 
の 殻 を 脱が ん ! いい か 、 絶 対 に だ !!」 

人 な る ほど 、 復 活 エ レ メ リ アン を 一 度 倒し た 相手 だ か ら と 作 あ な ど 
る の は 危う いな 。 

人 迄 は た か ら 見 れ ば 楽勝 だ っ た 戦い も 、 実 は 偶然 や 幸運 に 助け られ て い 
た こと も ある の だ か ら 。 

し か し 、 こ れ が 本 来 の 戦い 方 な の だ ろう 。 吉 に 身 を 隠し て 仲間 の 前 に 


強力 な 盾 た て と し て 立ち 塞 ふ さ が る こい つ は 、 ま さ に 移動 式 の 城壁 
ee ! 

『 総 そう 二 じ 様 ! 味方 の 増援 が 向かっ て いま す の で 、 し ば らく 持ち 堪 
こたえ て くだ さい !!』 

トゥ アー ル か ら の 通信 を 受け な が ら 、 ラ イザ ー チ ェ イ ン に チェ ンジ 。 
アラ ク ネ ギ ルディ と 斬 き り 結 ぶ 。 

確か に アラ ク ネ ギ ルディ だ け で も と ん で も な い 強 さ な の に 、 さ ら に 門 
下 生 が 脇 わ き を 固め る この 状況 は ピン チ だ が .………… 愛 あい 香 か は 不調 だ 
し 、 誰 だ れ が 来る ん だ ? 

「 う お お お お お お っ !!」 

「 鋭 ツ 」 

刀剣 を 性 た の お エレ メリ アン は 大 勢い る が .…… ぼ や は り 、 そ の 中 で も ア 
ラク ネギ ルディ は 別格 だ 。 

ー ひ と 方 か た な ら ぬ 道 で ある 男 お と この 娘 こ を 極め た サム ライ は 、 そ 
の 太 た 刀 ち 筋 も し な や か に し て 精 妙 。 

何 十 何 百 と 斬 き り 結 び を 重ね 、 互 い に 焦 じ れ た よう に 撃ち 合わ せ た 剣 
で 負 つ ば 迫 ぜ り 合い を 始め る 。 

目 の 前 の 刀 に 集中 する 俺 の 意識 の 死角 か ら 、 奴 や つの 背中 の 次 昧 足 が 
一 斉 に 飛び 出し て きた 。 

間 一 填 SS 絶妙 の タイ ミン グ で ワー ムギ ルディ と ス 
ネイ ル ギ ル ディ の 攻撃 が 迫 

瞬間 、 EE 撃 す る 二 体 の 足元 に 弾 着 し た 。 
「 お 待た せ や 、 レ ッ ド ちゃ ん ! メン テ し ゅ ー リ ワリ ょ ー や で !!」 

「 メ ガ ・ ネ !?」 

トゥ アー ル が 吉 っ て た 増援 っ て 、 整 備中 の メガ ・ ネ だ っ た の か !! 
戦闘 機 形 態 メ ガ ネ ウ イン ガー の メガ ・ ネ が ワー ムギ ルディ た ち を 牽 け 
ん 制 せ いす る よう に 眼前 を 飛 ひ 敬 し よう し 、 空 で トン ボ 返 り 。 爆 走 機 形 


態 メ ガ ネ ス トラ イカ ー に 変形 し 、 俺 目 掛 け て 落下 し て きた 。 
意図 を 察し た 俺 は 、 跳 訣 し て 空中 で メガ ・ ネ の シー ト に 乗り 移る 。 
レッ ド の 小さ な 身体 か ら だ に は 大 きす ぎる バイ ク だ が 、 逆 に 包ま れる よ 
うな 安心 感 を も た らし て くれ た 。 
三 体 の エレ メリ アン は メガ ・ ネ の 機動 を 封 級 す る べく 、 階 下 に 移動 。 
鉄骨 だ け の 不安 定 な 足場 に 待ち 構え る 。 
「 頼む ぞ 、 メ ガ ・ ネ !!」 
「 よ っ し ゃ ! 飛ば す で 一 っ !!」 
タイ ヤ の 幅 よ り も 人 遥 は る か に 細い 鉄骨 の 上 を 、 喰 うな り を 上 げ て 爆走 
する メガ ・ ネ 。 
ワー ムギ ルディ の 前 で 、 ス ネイ ル ギ ル ディ が 防御 態勢 を 取る 。 
「 レ ッ ド ちゃ ん ! あれ じゃ 、 た だ 体 当 た りす る だ け や と あか ん っ ぱ ぽい 
で 1」 
「 も う 一 手 必要 か - 一 わか っ た ! 」 
属性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ ヨ ン が 得意 じゃ な い 俺 で も 、 髪 型 の 属性 
な ら 何 と か 使え る ! 
「 カ メレ オギ ルディ ! お 前 の 髪 の 色 ちか ら 、 使 わせ て も ら う ぜ ! 属 
性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ 一 赤 髪 属性 レツ ド ヘ アー!!」 
バイ ク の ハン ドル を 握っ た まま 、 を 左腕 の 属性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ 
ヨン を 起動 。 
俺 の 身体 と 爆走 機 形態 メガ ネス トラ イカ ー が 激しい 火災 に 包ま れ 、 巨 
大 な 火の玉 と な り 只 り を 上 げ て 猛 走 する 。 
ツイ ン テ イ ルズ の パー ソナ ルカ ラー に 対応 する 火 ・ 水 ・ 雷 ・ 導 や み の 
力 を 瞬間 的 に 付加 で きる .… ぼ これ が 髪 の 色 の 属性 力 エ レ メ ー ラ の 能 
だ ! 
「 う っ .………. お ああ ああ ああ ああ ああ あ !!」 
炎 を まとっ た バイ ク で の 体 当 た り に 苦く 関 も ん する スネ イル ギル 


ディ 。 衝撃 が 内 部 へ と 突き 抜け る 上 に 、 こ の 高熱 一 スネ イル ギル ディ は 
た ま ら ず 殻 を 脱ぎ 捨て た 。 

衝突 の 反動 で 鉄骨 か ら 落 ちな が ら も 、 メ ガ ・ ネ は 空中 で 戦闘 機 形 態 メ 
ガ ネ ウ イン ガー に 変形 する 。 

「 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ 一 金髪 属性 ゴー ルド へ ヘアー!!」 

俺 の 発動 し た 金髪 属性 ゴー ルド へ ヘアー の 力 で 略 ま ば ゆい 雷 を まとい 、 
猛然と 飛行 する メガ ・ ネ 。 

雪 と と も に 放 た れる 衝撃 波 ア ニ ツ ク ブ プー ム が 、 ワ ー ム ギル ディ と スネ 
イル ギル ディ を 吹き 飛ば し た 。 

「 わ ああ あ 、 せ 、 師 せん 範 せ リーーー ッ ! 」 

上 ご 武運 を !!」 

門下 生 を 助け よう と 駆け つけ た アラ ク ネ ギ ルディ だ が 、 一 歩 遅い 。 手 
を 伸ばし た その 先 で 、 二 体 の エレ メリ アン は 揃 そ ろ っ て 爆発 し た 。 
「ー ワ ー ム ギル ディ 、 ス ネイ ル ギ ル ディ !!」 

アラ ク ネ ギ ルディ が 、 慈 痛 な 表情 を 浮か べ る - 一 が 、 あ の 放心 は .………。 
ビル を 飛び 出し て 欠 き り も み し な が ら 上 昇 し 、 屋 上 へ 急降下 する メ 
ガ ・ ネ 。 搭乗 シー ト か ら 弾 丸 の よ うに 撃ち 放 た れ た 俺 は 、 勢 いそ の まま 
に ライ ザー チェ イン に チェ ンジ 。 

ブ プ ブレイザー ブレ イド ツイ ン を 左右 二 刀 構 え 、 背 中 の バッ ク パ ッ ク を 最 
終 噴射 フフ イナ ル ブ ー ス ト さ せ た 。 

ラル ジッ グル レイ サテ ーー 

「 お お お お お お お お お .…… 1」 

同時 の X 字 斬 ぎ りな 通常 と は 大 た 刀 ち 筋 を 異 に する 、 左 右 時 間 差 の 十 
字 斬り 。 

見 事 ア ラク ネギ ルディ の 合 け ん 関 せ ん を か い 潜 くぐり 、 そ の 身体 か ら 
だ に 和 炎 の 斬 ざ ん 痕 こ ん を 刻ん だ 。 

「 俺 の ツイ ン テ ー ル 道 も 、 あ れ か ら 随 分 と 迷い を 重ね た が .……… そ れ 以 上 


に 成長 し た ぜ 。 お 前 た ち が 何 度 蘇 よみ が えっ て こよ うと 、 俺 の ツイ ン 
テー ル は 負け な い !!」 

「 フ ッ .……… 研 けん 鎖 さ ん を 聞 た ゆま ぬ ツ イン テー ル 、 見 事 ! 此 こ 度 た 
び も 抽 者 の 負け に ご ざる .… ぼ …!」 

全身 を 放電 させ な が ら 鉄 骨 の 上 に 正座 を する と 、 ア ラク ネギ ルディ は 
爆散 し た 。 

「 サ ン キ ュー、 メ ガ ・ ネ ! 助かっ た ぜ !!」 

「 5 ふい 、 レッ ド ち ゃ ん めっちゃ 軽く て 、 最 初 に イー スナ ちゃ ん 乗せ た 中 
ころ を 思い 出し た わあ 

母性 も 完全 復活 し た メガ ・ ネ と と も に 、 基 地 へ と 戻る 。 

し か し 、 俺 に は ー つ 気 に な る こと が あっ た 。 

ワー ムギ ルディ 、 ス ネイ ル ギ ル ディ を 倒し た 時 に アラ ク ネ ギ ルディ が 
見 せ た 表情 。 

あれ は 、 部 下 を 失っ て 不 し ん で いた の で は な い 。 

お そら く は 、 砺 し い は ず な の に 、 甘 し く な けれ ば いけ な い の に .…… 
今 、 自 分 は 武 し く な いと 気づい て し まっ た 一 戸惑い だ 。 

人 間 も エ レ メ リ アン も 、 生 命 は ーー つ 。 

何 度 で も 交 る こと の で きる 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル ,, と 
な っ て し まっ た こと で 、 逆 に 生命 の 尊 と うと さ を 見 失っ て いる 。 
た っ た 一 つの 命 を 上 著 け て 付 念 に 狗 じ な が ら 、 再 び 交 り 、 戦 い を 強し い 
られ る あい つら は .………. 魂 た まし い を 磨り 減ら し て いる の で は な い だ ろ う 
か 。 


第 三 章 龍神 の 神 型 ツ イン テー ル 。 


「 


私 自ら 対戦 し た こと で 、 テ イル レッ ド の 環 威 を 認識 し .…… 四 
神秘 の 空間 、 ア ル テ ィ メ ギル 首領 の 間 に 響 く 、 凛 り 々 り し き 女 性 の 
声 。 
聖 布 ヴ エー ル で 隠さ れ た 首領 の 玉座 の 前 に 、 現 状 の 報告 を する ヴァ ル 
キリ ア ギ ル ディ と マー メイ ド ギ ル ディ の 姿 が あっ た 。 
「 一 顕 け ん 現 げ ん し た 「 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル ,, た ち が 、 ツ 
イン テイ ルズ を 追い つめ て お りり ます, 
「 今回 は 私 も 協力 し まし た 一 ゅ 」 
マー メイ ド ギ ル ディ を 上 に ら み 付け る ヴァ ルキ リア ギル ディ 。 そ の と 
お りな の だ が 、 自 分 が 報告 し て いる 模 か ら わ ざわ ざ 主 張 し な く て も いい 
だ ろう に 。 
「 後 は ツウ イン テイ ルズ が じわじわ と 絶望 に 染まり 、 心 砕け 、 倒 れる の を 
待つ ば か り で す 」 
「 ほ う 、 じ わ じ わ と 、 か .…… ぼ …。 つ まり ツイ ン テ イ ルズ ら が 心 折 れ て 力 尽 
きる まで 、 余 は 待ち ば うけ か ..…… そ れ は 何と も 、 退 屈 な こと よ な 」 
常に 余裕 を 温 た た えて いた 戦い くさ 女 め 神 が み が 、 首 償 の 小さ な 落胆 
に 初め て 狼 ろ う 狼 ば い を 見 せる 。 
「 じ 、 時 間 は か か り ま せん 。 も ちろ ん 、 究 極 の ツイ ン テ ー ル は 必ず 春 取 
いた し ます ,」 
「 本 当 に そお ? まだ まだ 元気 いっ ぱい っ て 感じ よ 、 レ ッ ド ちゃ ん た 
ち 」 
「 口 を 慎 つ つ し め 、 マ ー メ イド ギル ディ !!」 


平静 を 取り 戻し 、 ヴァル キリ ア ギ ル ディ は 続け た 。 

「 究極 の ツイ ン テ ー ル 、 テ イル レッ ド の 懐 ふ と ころ 有 刀 と で も いう べき 戦 
Nesdes テイ ルプ ブル ー に は 、 格 別 の 痛 手 を 負わ せ て お り ま す 。 あ れ の ツイ 
ー ル は 内 か げ り きり 、 も は や 十 全 に は 戦え ませ ぬ 」 

つの ?」 
聖 布 ヴ エー ル の 奥 で 揺れ る 首領 の 影 が 、 天 を 指 差し た 。 
不意 に 天井 の 空間 が 歪め が み 、 宇 宙 空 間 が 映し 出さ れる 。 

立体 映像 で は な い 。 も は や 、 こ の 空間 その も の が 宇宙 に 転移 し た と 錯 
覚 す る ほど に 、 リ アル な 光景 だ っ た 。 

「 見 よ 。 宇 宙 て ん の ツイ ン テ ー ル 座 が か つて な い ほ ど 輝 いて お る 」 

見 よ と 喜 わ れ て も 、 あ の 星々 の 中 の どれ が そう な の か 、 ど こ が ど う ツ 
イン テー ル な の か 、 全 く 者 然 と し な い 。 

52 代 デ 此 持 ウ ス 。。 シリ ウス の o 央 の ラン し か し 、 
ツイ ン テ ー ル な の だ 」 

「 ち ょ っ と よく わか り ま せん ね 」 

明け 透け に 感想 を 述べ る マー メイ ド ギ ル ディ 。 

「 口 を 慣 つ つ し め 、 マ ー メ イド ギル ディ !!」 

無論 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ も ちょ っ と よく わか っ て いな い 。 

「 究極 の ツイ ン テ ー ル と は 、 全 宇宙 を 照ら す 極 星 、 そ の ツイ ン テ ー ル 座 
の 周り を 飛ぶ 星々 を 内 か げ ら せる こと 、 容 易 で は な い ぞ 」 

oe 民 は うき 。。 上 」 

首領 の いつ も どおり の 謎 な ぞ ポ エム を 、 自 身 の 仙 ご う 慢 まん へ の 勅 ち 
よく 吉 げ ん な の だ と 桶 限 の 好意 的 な 解釈 を し 、 徐 えり を 正す ヴァ ルキ リ 
ア ギ ル ディ 。 

「 そ こま で か し こま らん で よい 。 余 は 、 此 こ 度 た び の お 前 の 働き を 高く 
評価 し て お る 。 お むし ろ 、 褒 ほ う 美 び の 一 つも 取ら せ て や る に 音 や ぶさ か 
で は な い 、 申 せ 。 タ ロッ ト 、 チ ェ ス 、 ピ アノ 、 何 で も 良い ぞ 」 


日 ら 刷 


首領 が 散々 部 下 た ち を ポカ ー ン と させ て きた 中 二 グ ッ ズ 、 使 い 終 わっ 
た ガラ クタ を ご 褒美 に あげ る と 吉 わ れ 、 マ ー メ イド ギル ディ は げん な り 
する 。 
和 は どの まう な も の で お も 、、。 四 
「 余 の 心 は 全 異 世界 を 合わ せ た よ り 広 大 な 迷 図 メイ ズ 。 何 な り と 申す が 
よい 」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ は 、 意 を 決し 、 毅 き 然 ぜん と し た 面 お も 持 も ち 
で 願い を 吉 葉 に し た 。 
「 そ れ で は 、 恐 れ な が ら .……………。 アル ティ メ ギ ル の 韻 願 、 究 極 の ツイ ン 
テー ル 。 首領 様 の 御 お 希望 の ぞ で み を 果たし た あか つき に は .………… こ の 私 
に 、 首 領 様 の 御 尊 顔 を 拝 論 さ せ て いた だ きた く 」 

聖 布 ヴ エー ル の 奥 の 首 償 の シル エッ ト が 、 こ み 上 げ る 怒り を 抽 え きれ 
ぬ と ば か り に 岩 ふ る え 出 す 。 

御 機嫌 を 損 そ こね て し まっ た と 、 平 伏 す る ヴァ ルキ リア ギル ディ だ っ 
た だ が 一 
ビレ プ ツ ue 八 八 八 八 八 ! よい 、 面 白い ぞ ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ ! よ 
か ろう ..……… テ イル レッ ド の ツイ ン テ ー ル 属性 を 見 事 奪 っ て みせ た な ら 
ば 、 我 わが 素顔 を し か と 晒さ ら そ う で は な いか ! 」 

聖 布 ヴ エー ル の 奥 の 首 償 は 、 愉 快 そ うに 衣 を 揺らし て いる だ け だ っ 
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首領 が 笑っ た 彫像 めい て 固まっ て いた ヴァ ルキ リア ギル ディ の 無 
貌 が 、 それ を 見 て 必 女 の 笑 顔 の よう に 華 や い だ 。 
「 は っ ! あり が た き 幸 せ !!」 
Ss も っ と も 、 そ ん な 愉快 な 願い を 請 わ れ て は 一 余 は 尚 な お の こと 、 
退屈 は 堪 こ た える ぞ ? 」 

「 無論 、 早 急 に 作戦 を 完 か ん 遂 す い 致し ます 。 この 次 は 、 吉 報 と と も に 
御 お ん 前 まえ へ 」 


し か し 、 そ の 笑顔 も 一 瞬 の こと 。 表 情 を 引き 締め 、 継 さ つ 和 爽 そ つと 
去っ て 行く ヴァ ルキ リア ギル ディ を 見 送り な が ら 、 マ ー メ イド ギル ディ 
は 第 さ じ を 投げ る よう に 両 腕 を 多 か ぎ 曲 まげ た 。 

「 UIUUU ん で すか ぁ ? あん な 約束 し ちゃ っ て 」 

「 余 に 素顔 を 見 せろ な ど と 息 巻 い た 戦士 は 初め て だ 。 面 白い で は な い 
か 、 あ の 野心 

「 野心 、。 で すか ..……. フ フ 」 

聖 布 ヴ エー ル に 秘 ひ 匿 と くさ れ た シル エッ ト へ と 一 礼 し 、 マ ー メ イド 
ギル ディ も 首領 の 間 を 後に し た 。 

「 ヴァル ちゃ ん の 乙 お と 女 め な お 願い を 野心 っ て 思え ちゃ う あ た り 、 首 
領 様 も カワ イイ も の ね 」 

不敬 の 極み を 微笑 と 志 こ ば し 、 科 学者 は 己 が 秘め し 本 当 の 野心 に 胸高 
鳴ら せる 一 。 


の 


時 き 目 滞 の ド で 寝 て いる 俺 を 、 呼 ぶ 声 が 聞こ えた 。 

『 総 二 二 様 、 総 二 様 > く se で 本 
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ベッ ド の 枕元 の トゥ アル フォ ン か ら 、 ト ウゥ アー ル の 嘱 さ さや き 声 が 流 
れ て き て いる の だ 。 

『 エ レ メ リ アン が 出現 し まし た 。 場 所 は 一 イギリス 、 ロ ンド ン で す 』 
思わ ず 目 覚まし 時 計 を 再 確認 し た 。 何 度 見 よう と 、 夜 中 の 二 時 だ 。 
どう り で 、 ト ウゥ アー ル の 声 も 眠気 交じり に 聞こ える わけ だ 。 

「 な ん で こん な が 時間 に !? .… せ … っ て 、 時差 か .、.…」 

"は い 。 ロ ンド ン は 今 、 夕 方 の 五 時 で すか ら 』 


あい つら が 海外 を 柚 撃 する こと は 、 決 し て 少な く は な いん だ が .…… そ 
れ が 連戦 に 組み 込ま れる と 、 格 別に キツ さ が 増 す ぜ 。 

カー テン を 少し 開け て 、 向 か い の 家 の 部 屋 を 肝 つ うか が い 見 る 。 愛 あい 
吾 か は 、 起 き て な いな .…。 

「 あり が と う 。 これから も 夜中 に 出現 を 探 各 し た 時 は 、 俺 だ け に 教え て 
くれ 。 トウ ゥ アー ル も 後 は 休ん で 、 通 信 は 大 丈夫 だ か ら 」 

『 わ 、 わ か り ま し た .… ぼ …… お 気 を つけ て 』 

真夜 中 に 戦 つ な ん て 、 女 の 子 に は させ られ な い 。 

俺 は 類 ぼ お を 叩 た た いて 眠気 を 飛ば す と 、 地 下 基地 へ と 降り て いっ 


その 日 の 放課後 、 ツ イン テー ル 部 部 室 で 俺 は 必死 に 欠 伸 あく び を 噛 か 
み 殺 し て いた 。 

今日 も 部 室 に いる の は 俺 と 愛 香 、 ト ゥ アー ル だ け 。 

学期 末 は 、 生 徒 会 長 の 疾 え 理 り 那 な も 忙し いよ うだ 。 

今朝 一 いや 体感 的 に は 昨夜 ゆう べ だ - の エレ メリ アン その も の は 、 
名 前 も 覚え て いな い ぐ ら いい 印象 の 薄い 奴 や つら だ っ た ん で 、 あ っ さり 倒 
せ た ん だ が .… せ ……。 

時 差 の 何 が 恐ろし いっ て 、 こ っ ち が 寝 起き で し ん どく て も 、 現 地 の 人 
た ち は ハ ルイ テン ショ ン で 駆け 寄っ て きた りす る ん だ よ な 。 

ツイ ン テ ー ル に 国境 は な い 。 応援 し て くれ る 人 た ち を 、 緒 際 に する わ 
け に も いか な いし .…… そ の テン ショ ン に 交じっ て 帰っ て 来る 頃 こ ろ に 
は 、 寝 柚 す どこ ろ じ ゃ な く な っ て いる 。 

不意 に 背後 か ら 、 首 か ら 衣 に か け て 、 吸 い 付く よう な 柔らか さ が 包 み 
込ん で きた 。 

「 そ の まま 振り 返ら ず に リラ ックス な さっ て くだ さい 総 二 様 、 特 製 の 


ネッ クビ ピロ ー で す 」 
「 い いや トゥ アー ル の 胸 だ ろ !?」 
頭 を 引き 抜き 、 椅 い 子 すご と 横滑り する 。 や は り 、 俺 の 後ろ に は トゥ 
アー ル が 立っ て いた 。 
「 聞き まし た か 愛 あ い 香 か さん ! 総 そ う 二 じ 様 が ノー ルッ ク で 私 の 
お っ ぱい だ と 看 か ん 破 ば され まし た よ ! これ も 出現 アラ ー ト に 、 総 二 
『 ト ウゥ ウ ア ー ル の お っ ぱい 。』 を 延々 使い 続け た 成果 で すね !!」 
「 サ プリ ミナ ル だ っ た の か よ 、 あ れ !?」 
「 目的 達成 し た し なら ア ラー ト 変 えな さい よ 、 意 外 と 恥ず か し い の よ 聞い 


アウ eo 愛理 さん 、 あ まり 私 を 失望 させ な いで くだ さい 、 何 で すか 
その 論点 の ずれ た ツッコ ミ は 。 し か も 吾 葉 だ け で 、 手 が 出 な い !!」 
手 が 出 な い ツ ッ コ ミ が は び こ っ た 方 が 、 世 界 は 平和 だ と 思う が .…. 


愛理 の ア ン ニ ュ イ な 吐 と 息 い き が は っ きり と 聞こ えた 。 トゥ アー ル は 
日 か ら 出かけ た 魂 た まし い を 強引 に 手 で 押し 戻し 、 叫 ん だ 。 

「 愛理 さん ! あな た が テン ショ ン 低 いま まな ら 、 こ ちら に も 考え が あ 
!) ま す ! 総 二 様 に 私 の お っ ぱい を エン ドレ ス で 触っ て も らい ます ! 
何 な ら 生 ナマ 乳 に 粘着 剤 で 手の平 くっ つけ て も らい ます よ ! 剥 は が す 
時 の こと 考え る と ドキ ドキ し ます ね !!」 

愛理 を 元気 に させ た いと いう トゥ アー ル の 心遣い だ 。 恥ずかしい が 、 
俺 も 乗っ か ろう 。 

「 お .………. お う ! すげ え 和 触っ ちゃ う ぞ !!」 

ポン ほほ ぼぼ ほ 本当 で すか ? わぁ .……… 

トゥ アー ル は 半 笑 いで 自分 の 身体 か ら だ を 揺 か き 抱 いだい た 。 俺 が 悪 
人 みた いじ ゃ な いか !? 


類 ほ お 杖 づ え を つき 、 溜 た め 息 いき を 重ね る 愛理 。 

「 総 二 様 が お っ ぱい 触る と まで 吉 っ て る の に この 笛 気 の 無 さ .……… ぼ あれ は 
も う 愛 和 理 さ ん じゃ あり ませ ん 、 た だ 生き る だ け の 知性 な きま な 板 、 リ ビ 
ング 貧 乳 チオ ツ パ で す !!」 

0 っ て いう か が 愛 香 、 ま た ゆる く な っ て る ぞ 」 

テー ブル の 向かい に 座る 愛 香 に 歩み 寄り 、 俺 は リボ ン を 締め る べく 手 
を 伸ばし た 。 

「 っ .……… だ 、 大 丈夫 、 あ た し が 締め る か ら ! そ ー じ は 何 も し な く て い 
いか ら !!」 

愛理 は ツイ ン テ ー ル を 記 か ば う よ う に 抱き 、 い そい そ と 自分 で リボ ン 
を 締め 長 し て いた 。 

「 どん な に テン ショ ン 低 く て も 潜在 的 な エロ さ が 吉 葉 に 次 に じみ 出 て る 
ん で す よ 愛理 さん は !!」 

トゥ アー ル み た い に 元 気 よ く 向 か っ て いく の が 、 一 番 い いん だ ろう 


俺 は 徹夜 テン ショ ン も 相まって 、 愛 香 に 組み 手 じ みた 攻防 を 申し 出 
る 。 

「 よし 愛理 .……… ぼ ….… だ っ た ら 自 力 で 映 か わし て みろ 、 俺 の 手 を ! 

や は り 、 愛 理 は ツイ ン テ ー ル を 触ら れ ま いと 、 俺 の 手 を 避け て 身 を よ 
じ っ た 。 

「 どう し た 愛 香 、 ち ゃ ん と 油 し て みせ ろ ! 俺 は どん どん お 前 の ツイ ン 
テー ル を 触る ぞ !「」 

同和 ズ えー? よっ と 、 やめ て よ ...,, 

「 半 笑 いで 何 ほ ざい て る ん で すか この 論 族 !? 肉体 は じゅ ん じゅ ん させ 
て る くせ に 口先 だ け の 拒否 っ 気 は 出し て お く .…… そん な 薄 汚い 駆け 引き 
を あな た か ら 見 た く な いん で すけ ど !?」 

「 わ ー か っ た わ よ も つう! これ で 満足 ツ !?」 


「 必 だ 性 せい で 人 間 を 吹っ飛ば す 怪 獣 ツ ッ 」 
お っ .…… ト ゥ アー ル が 愛 あ い 香 か の 攻撃 で 壁 に 飛ば され た ぞ 。 よ し よ 


5 この 納得 は いく ら 何 で も 慣れ すぎ だ な 、 す まん 、 ト ゥ ア 

「 そ 、 そ ー じ .……. 触 る な らち 、 ツ イン テー ル 以 外 に し な い ? 
あたし も 訓練 に な る し .…… 

「 い いや ツイ ン テ ー ル だ !!」 

ここ で 記 協 し て 甘やかし て は 、 壁 画 に な っ た トゥ アー ル に 申し 訳 が 立 
た な い 。 俺 も 鬼 に な る ぞ 、 愛 香 ! 


eee 0 Seea 本 気 で 嫌 な の か ? ツイ ン テ ー ル を 触ら れる 


勝手 な 吉 い 分 だ が 、 半 身 を 失っ た よう な 空虚 な 寂し さ が 胸 に 去 来 し 
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「 違 うつ の! だ か ら - 一 」 

先ほど 話題 に な っ た 、 ト ゥ アー ル の お っ ぱい アラ ー ト が 部 室 に 鳴り 
Na 

俺 は 、 は っ と 意識 を 引き 戻さ れ た 。 

「 エレ メ リ アン 、 出 現 で すね 」 

壁 に 叩 た た きつ けら れ て 、 沙 下 し ざま に シリ アス に スイ ッ チ で きる 
トゥ アー ル は すご いな .……。 

「 イ ー ス ナ は も うす ぐ 来 ます が 、 ど うし ます ? 」 

「 そ れ じ ゃ あ 、 今 日 は あたし が 行く わ 。 最 近 戦 っ て な く て 、 身 体 か ら だ 
が な まっ て る か ら 」 

愛理 が 名 乗り 出 て 、 準 備 運動 に 蛋 を 回 し た 。 


の 


「 つい て こ な く て 大 丈夫 っ て 吉 っ た で し ょ 」 

「 愛理 は 久しぶり の 戦闘 だ ろ 、 念 の た め だ よ 」 

俺 は 結局 、 愛 香 の 出撃 に 半ば 強引 に 随行 し た 。 

大 丈夫 と は 吉 う が 、 い つも の よう に 髪 紐 属性 リボ ン の 細 を 発動 せ ず 、 
跳 訣 で ビル の 屋上 を 飛び 移っ て 現場 に 向かう の を 見 て も 、 ブ ルー が 未 い 
まだ に 不調 な の は 明らか だ 。 た だ 寝不足 な だ け の 俺 より 、 よ ほど コン 
ディ ショ ン が 悪く 見 える 。 

か つて 戦っ た 敵 と 再び 顔 を 合わ せる 毎日 な せい か 、 妙 に 懐古 的 な 思い 
に ひ た ら せる 。 

昔 も こん な 風 に 、 ブ ルー や イエ ロー だ け で 出撃 する の が 心配 で 、 俺 も 
無理 矢 理 つい て 行く こと が よく あっ た な .……。 

エレ メリ アン が 出現 し た の は フィ ッ ト ネ スジ ム - 一 その 室内 プー ル だ 。 

俺 と ブル ー は 、 独 特 の 塩素 の 匂い と 温 い 湿度 に 包ま れ た 、 室 内 ブ プール 
の 中 に お 邪魔 する 。 

お そら く 高 校 の 水泳 部 が ジム の プー ル を 使っ て いる の だ ろう か 、 ス 
クー ル 水 着 姿 の 女子 た ち が プ ー ル サイ ド に た くさ ん いる 。 

「 あ ー、 テ イル レッ ド ち ゃ ん だ ー!!」 

「 一 緒 に 更衣 室 ! こ 2 ね ?」 

エレ メリ アン を 視認 する より 先 に 、 水 着 の 女子 た ち が 俺 に 殺到 し て き 
た 。 さ ら に 、 一 番 育 の 高い 子 が 俺 を カー 杯 抱き 締め る 。 水着 の 独 得 の 肌 
触り と 類 ほ お に 当たる 胸 の 感触 に 戸惑っ て いる 隙 す き に 、 そ の まま プー 
ル サ イ ド を ずん ずん と 引き ずら れ て いく 。 
ーーーー 王 助 ば て ニー 
「 フ ッ フ ッ フ 、 俺 も 賛成 だ 。 テ イル レッ ド を スク 水 に お 着替え させ る の 


だ !!」 


一 列 に 並ん で 俺 の 前 後 を 挟み 、 更 衣 室 に 連れ て 行こ うと する 部 員 の 中 
に 一 虎 と ら 面 づ ら の 怪人 が 嬉 き 々 き と し て 参加 し て いた 。 

「 女子 水泳 部 に し れ っ と 入部 し て ん じゃ ね ー!!」 

「 我 わが 名 は タイ ガ ギ ルディ ! 」 

俺 の 蹴 け り を 食らっ て 吹っ飛び な が ら 、 器 用 に 自己 紹介 する タイ ガ ギ 
ルディ 。 

喜 わ れ な く て も 覚え て る っ て の 、 ド ラグ ギル ディ と 互角 の 力 と か 威 
張っ て お いて メチ ャ クチ ャ 劉 か っ た し .…! 

で も 幹部 戦士 が 相手 な ら 俺 た ち も 複 数 人 で 出撃 する 約束 だ か ら 、 今 回 
は 結果 オー ライ だ な 。 

「 屋外 プー ル の 方 が 俺 は 好み だ ..…… が 、 仕 方 な い ! 今 は 冬 ! スク 水 
を まとう 者 た ち に 幸 あ れ !!」 

学校 水着 属性 スク ー ル スイ ム の タイ ガ ギ ルディ が 冬 に 復活 し て 狙 ね 
ら っ た の が 、 室 内 プー ル だ っ た わけ だ 。 

女子 部 員 た ち を 避難 させ た と ころ で 、 違 和 感 に 気付 く 。 

振り 返る と .…… ブル ー が お と な し い 。 

いつ も な ら 、 ギ ャ ラリ ー の 女の子 が 俺 に 詰め 寄っ て くる と 率先 し て 散 
ら そ うと する の に 。 

「 ん ん ? フ 八 八 八 八 八 八 、 平 た いも の が ある か ら カ ー ド リー ダー か と 
思え ば 、 テ イル ブル ー の 胸 で は な いか ! つっ か り オ サイ フケ ー タ イ を 
か ざし そう に な っ て し まっ た わ !!」 

生前 の お 前 は ブル ー を 煽 あ お っ て 瞬 さ れ た の に 、 何 な 故 ぜ 来世 で も 
同じ こと を 繰り 返す !? 


ブル ー は お むす っ と し た 顔 で 賠 に ら み 付け る が 、 人 鼻先 に 鉄拳 も 鳩 尾 みぞ 
お ち に 剛 拳 も 頭 あ ご に アッ パー も 食らわ せ ず に その 場 に 棒 立 ち し て い 
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俺 と タイ ガ ギ ルディ が 、 同 時 に 篤 

「 お お お む 、 コ ンマ 数 秒 で 殴 な で りか か っ て くる の を 覚悟 し て の 挑発 が 、 
まさ か の スル ー だ と !?」 

タイ ガ ギ ルディ は どこ か ら と も な く 小 さ な ス ク 水 を 取り 出し 、 ス キッ 
プ を し な が ら 俺 に 近寄っ て きた 。 プロレスラー 体型 の 巨漢 と は 実に ミス 
マツ チ だ な 住 草 だ 。 

「 テ イル ブル ー が お と な し い 今 が チャ ンス だ ! テイ ルレ ッ ド よ 、 こ の 
スク 水 を 着 て 、 俺 の 腹 で 平泳ぎ を し て くれ い !!」 

1 ツ 3 いい 加減 に し な さい よ ! オー ラビ ピ ラー!!」 

さす が に ブル ー も 黙っ て いな い 。 ウ ェ イ プラ ンス か ら 射 出さ れ た 水球 
が タイ ガ ギ ルディ の 眼前 で 弾 は じ け 、 円 柱 の 結界 と な っ て 拘束 バイ ンド 
する 。 

「 エ グ ゼ キュ ー ト ウェ イプ ブ !」 

水流 を まとっ て 投 と う 抑 て き さ れ た 三 み つ 叉 また の 檎 や り 。 

し か し それ は 、 タ イガ ギル ディ の 腹筋 に あっ さり と 弾 か れ て 笛 を 舞 
い 、 プ ー ル サイ ド に 突き 立っ て し まっ た 。 

決定 的 だ 。 や っ ぱり プ ブルー は 今 、 テ イル ギア の 力 を 使い に こなせ て いな 
い 。 

心 が 不 安定 に な っ た 時 、 イ エロ ー が 何 度 か 陥 お ちい っ た 状況 と 同じ 
だ ! 

「 夢 で も 見 て いる の か 。 テ イル ブル ー の 攻撃 が と ん と 効か ぬ .…… いや 、 
どう や ら 俺 が 強く な りす ぎ て し まっ た よう だ な !!」 

自信 家 の タ イガ ギル ディ は 好 都 つ 合 ご うな 勘違い を し て くれ た が 、 こ 
の まま じゃ 敵 に も ブル ー の 不調 が 伝わり か ね な い 。 

俺 は 、 速 すみ や か に 必殺 剣 を プチ か まし た 。 

グラ ルド アレ イザ ーー 一 び リ 、 

「 ぐ ああ ああ ああ ああ ああ レッ ド の 攻撃 は 普通 に 効い た 


ツリ リュ 
タイ ガ ギ ルディ は 倒し た が 、 た っ た あれ だ け の 戦い で ブル ー の 息 が 乱 
れ て いる こと に 気づく 。 俺 は ブル ー の 手 を 引い て 、 プ ー ル を 飛び 出し 


薄暗い 路地 裏 に 二 人 で 入り 、 変 身 を 解除 する 。 

内 ちょ 、 ち ょ っ と いき な り ど うし た の よ 、 こ ん な 人 ひと 気 け の な い 
場所 に 連れ 込ん で .………. こ れ じ ゃ 、 大 声 出 し て も 誰 だ れ に も 聞こ えな い 
や が 0E ag 四 
「 だ か ら 連 れ て きた ん だ よ 」 

「 つり?」 

愛 あい 香 か が いや に 枯 動 不 衝 だ 。 決 まり だ な 、 や は り ま だ 体調 が 悪い 
ん だ ろう 。 

俺 が 手 を 伸ばす と 、 や は り 愛 香 は 拒 こ ば も うと し て 身 を よじ る 。 緊急 
事態 と いう こと で 許し て くれ .……… 多 少 強引 に 詰め 寄り 、 お で こ を 触る 要 
償 で 愛理 の ツイ ン テ ー ル に 平手 を 添 えた 。 

「 愛 香 .……… ツ イン テー ル が 、 す ご い 熱 だ !!」 
os は い ? 髪 に 体温 ある は ず な いで し ょ .… ぼ … せ ……!?」 

「 俺 に は わか る ん だ ! 」 

戦闘 の 疲労 や ダメ ー ジ だ け で 、 ツ イン テー ル が こん な 状態 に な る は ず 
が な い 。 

妙 に 落胆 し た よう に 俺 を ジ ト 目 で 上 明 に らん で くる こと と いい 、 い っ た 
い 、 愛 あい 香 か に 何 が 起こ っ て いる ん だ .… ぼ ………!? 

「 相 変わ ら ず 、 ツ イン テー ル に 関し ちゃ 名 医 顔負け ね 、 そ ー じ は .…… 

ツイ ン テ ー ル の お 医者 さん か 。 い つか 日 本 に 、 ツ イン テー ル 医 師 国家 
試験 が 新設 され た 時 は 、 そ の 合格 者 第 一 号 で あり た いと 思っ て いる 
が .……… 今 は 、 目 の 前 の 患者 の 容態 が 全て だ 。 


「 こ の まま じゃ ネオ アル ティ メ ギ ル に 、 お 前 の 不調 が 知ら れ て し まう 。 
そう し た ら .……… 」 
「 あ いつ ら の こと 散々 ボコ ボコ に し て きた か ら 、 こ ぞ っ て 仕返し され る 


戦闘 スタ イル が 災い し て 、 ブ ルー を 恨ん で いる 奴 や つ は 多い は ず だ か 
ら な 。 

「 ヴァル キリ ア ギ ル ディ の 能力 を 属性 玉 完 全 解 放 プ レイ クエ レ メ リ ー ズ 
し た こと が 原因 だ な ? あの 後 、 い っ た い 何 が 起こ っ た ん だ 」 

愛理 は 、 観 念 し た よう に 谷 う つ お むき..……… 岩 ふ る える 声 で 告白 し た 。 


「 な 、 何 だ っ て !?」 

和 父 き と 同 時 に 、 こ こ 数 日 の 違和感 が や っ と 貯 に 落ち た 。 

疎 お る そ か に し て いる の で は な く 、 普 段 し て いる こと が 、 で き な く 
な っ て いた の か ..… 

PO 放 お 10 に 、 埋 還 の が ニ ジ で きま う 寅 神 と に き が まい つ 
ちゃ っ て る の か も し れ な いけ ど ..………. そ れ は 必ず 治す わ 。 今日 は そ ー じ に 
甘え ちゃ っ た けど 、 次 は ちゃ ん と 戦う 
0 タイ ガ ギ 
ルディ 程度 の 奴 に 攻撃 用 し な い の に 、 無 理 に 出撃 し た っ て 他 の エレ 
0 は 

「 そ ー じ は 、 ツ イン テー ル 属 性 を 失っ て も 諦 あ きら め ず に 戦っ た ん だ 
に ? それ に 比べ れ ば ちゃ ん と ツイ ン テ ー ル が ある 今 の あたし が 、 
どれ だ け 幸 せ か 。 自 分 で 何と か する か ら .……… 信 じ て 」 

何 か し て いな いと 不安 で 仕方 が な い .………… 愛 香 の 気 持ち が 、 痛 い ほ ど わ 
か っ て し まっ う 。 


09 わか っ た 。 そ の 代わ り 、 こ れ か ら は 常に 俺 が フォ ロー する か ら 、 
ちゃ ん と 合わ せろ 。 俺 の 前 で だ け は 無理 する な 、 い いな ? 」 

5 の あり が と で そ ー じ 」 

愛理 が ツイ ン テ ー ル を 結べ な く な る な ん て .…… 天 地 が ひっ くり 返っ て 
も な いと 思っ て いた 。 俺 に と っ て は その ぐら いい 有り 得 な いこ と を 、 敵 は 
いと も 簡単 に や っ て の ける 。 

ヴァ ルキ リア ギル ディ は 、 ツ イン テー ル を 諦め ろ と 断 じ た 。 

ツイ ン テ イ ルズ の 完全 残せ ん 滅 め つ を 掲げ て 降臨 し 、 ネ オア ル テ ィ メ 
ギル と いう 無限 戦力 まで 手 に し な が ら 、 そ の 後 の 追い 込み が 思っ た より 
も 小 規模 だ と 油断 し て し まっ て いた が 。 

ツイ ン テ イ ルズ を 破滅 させ る 絶望 の 種 は 、 す で に 撤 ま か れ て いる の だ 
きじ 大 ら =ー。 


の 


深夜 。 俺 は 一 人 、 喫 共 店 の 奥 か ら エ レベ ー タ ー に 乗り 、 地 下 基地 へ と 
降り た 。 

夜通し コン ソー ルル ー ム で 作業 し て る トゥ アー ル に 会 い に 行 っ た こと 
は あっ て も 、 ト ウゥ アー ル の 部 屋 を 訪ね る の は 初め て だ か ら 、 少 し 緊張 す 
る 。 

ちょ っ と 気 が 引 ける が .……… 愛 あい 香 か に 内 緒 で トゥ アー ル と 話 を し よ 
うと 思っ た ら 、 こ うい う 方 法 し か 思い つか な い 。 

以前 案内 され た 時 の 記憶 を 頼り に 基地 内 を 進み 、 ト ゥ アー ル の 部 屋 
へ 。 時間 を 考慮 し て 、 控 え 目 に 何 度 か ノッ ク す る 。 

や や あっ て ドア が スラ イド し 、 中 か ら 気 け 怠 だ る げ な トゥ アー ル が 出 
迎え た 。 

「 ん も う 、 何 時 だ と 思っ て る ん で すか ..……. あな た は コン ソー ルル ー ム と 


転送 ゲー ト 以 外 に 入っ ちゃ 駄目 だ っ て あれ 程 吾 っ た で し ょ う イ ー 


「 夜 遅く に 悪い 、 ト ウゥ アー ル 」 

俺 は 軽く 手 を 挙げ て 換 あ い 拶 さ つ す る 。 

「 う そお お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お 
お お お お お じ さ ま !?」 

1 嘘 う そ 叔 お 父 じ 様 さま .… ?」 

「 すみません すみ ませ ん 、 だ っ て こん な 夜中 に ここ に 来る な ん て イー ス 
ナ ぐ らい し か 可能 性 を 考慮 で き な く て や ば い ど うし よう テン パ っ て 愛 香 
さん の 物 真 ま 似 ね ショ ー 始 めそ う で す !!」 

個人 的 に それ は すご い 見 て みた い が 、 あ まり トゥ アー ル を 困ら せる わ 
け に も いか な い 。 

「 ご めん 、 ト ゥ アール も 愛 香 も 寺 え 理 り 那 な も イー スナ も みん な 当たり 
前 の よう に 俺 の 部 屋 に いる か ら 、 ち ょ っ と 感覚 が 麻痺 し て た 。 こ ん な 時 
間 に 来る の は 非常 識 だ っ た な .…………… 明 日 に する よ 」 

「 さ せる か ああ ああ トゥ アー ルル エマージェンシー ウォ ー ル !!」 

トゥ アー ル は 、 壁 に 設置 され て いる 丘 常 ボタ ン の カバ ー を 握り 拳 こぶ 
し で 割っ て 作動 させ た 。 

背後 で 、 次 々 と 重厚 な 落下 音 が 響き 、 ド ッ プ ラー 効果 で 遠ざかっ て い 
く 。 

「 ぶ 、 ふ 、 ふ へ へ へ へ べ へ .……… こ の 基地 の 緊急 隔壁 を 全て 下ろ し まし た .…… 
これ で 二度と この 基地 か ら は 脱出 で きま せん よ 。 さ あど うそ ぞ 部屋 の 中 
へ .……. や が て 私 の 中 へ 」 

「 お 、 お 夏 魔 し ます .……」 

何気なく 、 ト ゥ アー ル の 服装 に 目 が いっ た 。 夜 や 早朝 に 会 う 時 は 露出 
度 の 高い 格好 の こと が 多 い が 、 今 は シン プル な 白い パジャマ だ 。 

俺 の 視線 に 気づい た の か 、 ト ゥ アー ル は 恥ず か し そう に 身 を よじ っ 
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「 ち 、 違 いま すか ら ね !? いつ も は スケ スケ の エロ エロ ネグリ ジェ で 寝 
て ます か ら ! こん な ギガ 地味 パジャマ 、 和 寝ぼけ て 着替え ちゃ っ た だ け 
で すか ら !!」 

「 そ うか ? 似 合 2 2 四 


さら に 芋 動 不審 に な りな が ら 、 ト ゥ アー ル は 壁 に ある 別 の ボタ ン を 押 
し た 。 部 屋 の 中 央 あたり の 床 に 穴 が 開い て 、 テ ー ブ ル が せり 出し て く 
る 。 色 ん な ボタ ン が ある な あ .………。 

科学 者 と いう イメ ー ジ か ら 連 想 する 実験 器具 な ど で 満 載 の 部 屋 と は 真 
逆 に 、 ト ゥ アー ル の 部 屋 は 女の子 っ ぽい 小物 や イン テリ ア で まとめ られ 
た 可 か 愛 わ いら し い 部 屋 だ 。 

テー ブル の 上 に は すでに 、 コ コア だ ろう か 、 飲 み 物 の 注 が れ た マグ 
カッ プ が つう 

わざ わざ クッ ショ ン を 用 意 し て も ら っ た の で 、 俺 は そこ に 座っ た 。 
ああ > 台 。 問う し しま な ん で いき な り けり.……… ね え ト ゥ アー ル お っ ぱい 
ちゃ ん 、 こ れ っ て 千載 一 胃 の チャ ンス で す よ ね !?」 
ウン ソウダ 、 ラ ァ イ ト ダ ョ 、 上 ドウ アー ル ホ シン タイ チャ ン ョ 

裏声 を 駆使 し て 自分 の 胸 と 会 話し 始め た ぞ .…………。 寝 ぼけ る ぐら い ぐ っ 
すり 寝 て た な ら 、 起 こし て 悪い こと し た な あ 。 

「 す 、 す み ま せ ん キョ ド っ て .……… 総 そう 二 じ 様 が 一 人 で 私 の 部 屋 に 来る 
な ん て 、 現 実感 が な さ 過ぎ て 舌 が 乾い て 回 ら な .……… ぼ あわ わ わ 下 は も う 
ちょ っ と で 潤っ て くる と 思う の で 少々 お 待ち を !! 」 

眼球 が ビリ ヤー ド の プレ イク 並み の 激しい 跳 弾 移動 を し 始め る トゥ 
アー ル 。 

「 し ょ し ょ し ょ れ で 総 二 様 ど ん な 体位 を お 望み で この 部 屋 に っ .……… 

あま り 庄 を 先 延ばし に で きる 雰囲気 じゃ な いな .… 早々 に 用 件 を 伝え 


よっ う 。 
「 その .………- 実 は 、 愛 あい 香 か の こと で 相談 が あっ て さ 」 


花 が 姜 し ぼ ば お よう に お と な し く な っ て いく トゥ アー 

「 あ 、 あ は 、 あ は は .………、 そ 、 そ ー で す よ ね - 一 一 っ ! 最近 論 族 が 胸 と 
同じ くら い テ ンション 薄く て 一 、 こ っ ち ま で ン 低 く な っ ちゃ い 
ます よ も う !!」 

何 が 無理 し て 笑っ て いる よう に 見 える が 、 そ れ だ け ト ウゥ アー ル も 愛 香 
の こと を 心配 し て くれ て いた の だ ろう か ? 

Pa es この 程度 で 凹 へ こん で られ ます か .… 総 二 様 に アタ ッ ク し 
始め て か ら 早 八 か 月 で 、 よ う や く 訪 れ た 処女 喪失 の チャ ンス 、 お むしろ こ 
こま で 総 二 様 を 運ん で くれ て あり が と う 論 族 ぐ らい 、 ポ ジテ ィ ブ に 考え 
る ん で す !!」 

トゥ アー ル は 小声 で 何 か 吉 っ た 後 、 壁 に 掛け て あっ た 白衣 を 掴 つか 
み 、 パ ジャ マ の 上 か ら 勢 いよ く 袖 そ で を 通し た 。 ま る で 、 ス イッ チ を 切 
り 替 える よう に 。 

「 と いう わけ で お 悩み 相談 は 五 分 で 解決 し ます 」 


「 私 は ツイ ン テ ー ル の 善し悪し は 痢 別 で きま せん か ら 、 あ くま で 愛 香 さ 
ん の 体調 で し か 州 断 で きま せん が .……… こ の 数 日 、 精 神 的 な 疲労 は 蓄積 さ 
れる 一 方 の よう で すね 」 

「 や っ ぱり か .…………。 す まな い ト ゥ アー ル 、 個 別 で 出撃 ロー テ を 組む よう 
に し た の は 、 愛 香 を 労い た わっ て の こと だ ろ ? 」 

RS そう いう と ころ だ け は 察し が 良い ん で すか ら .……… か っ こ 
いい で すね えも う !!」 

小声 で 何 か 咳 つぶ や く と 、 類 ほお を 両手 で 押さ えて 小刻み に 視線 を 投 
げ て くる 。 


「 で す が 、 そ れ で 限界 で す 。 ス トレ ー ト に 戦う な と 吉 え ば 、 か えっ て 意 
固 地 に な っ て 無理 を する に 決ま っ て いま す よ 、 あ の 戦闘 生命 は 」 
「 ああ 、 俺 も そう 思っ て 強く 吉 え な く て さ .…………。 何 せ 、 自 分 が そう だ っ 
た ん だ か ら 」 
不調 に な る と 、 無 理 を し て いな いと 不安 に な る ん だ 。 
「 それ に 原因 が は っ きり し な い 以 上 、 愛 あい 香 か さん は 根性 で 何と か し 
や が ろう と する は ず で す , 
時 0 愛理 へ の 強い 信頼 が 感じ られ る 。 

忙 せ わし な い 戦い が 少し 落ち 着け ば 、 愛 香 も 元気 出る と 思う ん だ 


「 すみません .……… ー つ 、 私 の 読み 違い が あり まし た 。 ネ オア ル テ ィ メ ギ 
ル に 快勝 を 重ね て も 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ が 戦場 に 出 て くる 気配 は 一 
向 に あり ませ ん .…… | 
「 そ りゃ あ 、 あ いつ は も う 奥 に 引っ 込ん で 戦い を 静観 し て る だ け で いい 
わけ だ か ら な 。 そ れ は まだ まだ 、 こ れ か ら の 話さ 」 
復活 能力 の 効果 に 時 間 制 限 が あっ た り 、 作 戦 に 期限 を 設け て た りす れ 
ば 、 話 は 別 だ けど 。 
2 そこ で 考え た ん で す が .……… どん な に スカ し て いて も 、 ヴ ァ ル キリ 
ア ギ ル ディ だ っ て エレ メリ アン 、 自 分 の 趣味 嗜 し 好 こ うに は 逆らえ な い 
の が 道理 で す 」 
「 それ は そう だ な 。 戦 闘 中 も すげ ー 熱 く 無 毛 に つい て 語っ て た し 」 
「 だ か ら 、 私 が .……………… 頭 頭 を つる つる に し て 、 あ いつ を お びき 寄せ よう 
か な っ て 」 
また いつ も の 冗談 を .… と 苦笑 し て 受け 流 そ うと し た 俺 は 一 トゥ アー 
ル が 痛ま し い 笑 顔 で 、 本 気 で 震 ふ る えて いる の を 見 て 憎 が く 然 ぜん と し 
炉 。 
「 わ 、 私 、 こ うい うこ と で し か 皆さん の 戦い の 役に立て ませ ん し .…… 9 


れ に 、 髪 は また 伸び ます か ら ! それ まで は 高 性 能 な トゥ アー ルウ ィ ッ 
グ を 使え ば いい で すし !!」 

戦果 を 焦 あ せる に は まだ 時 じ 期 き 尚 し よう 早 そ うだ と 、 ト ゥ アー ル も 
わか っ て いる は ず だ 。 

すでに ここ まで 追い 込ま れる ほど 、 愛 香 の 苦し み を 見 て いら れ な いん 


トゥ アー ル の 目 を 掴 つ か み 、 俺 は 自分 の 心 を が つけ る よう に 彼女 の 碧 
眼 を 真 ま っ 直す ぐに 射 抜く 。 

ey そん な に 思い 詰め る まで 、 気 づい て あげ られ な く て すま な い 。 け 
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「 修 は ツイ ン テ ー ル 語 ば 座 か だ けど 昌 ツイ ン テ ー ル じゃ な い 髪 に だ っ 
て 敬意 を 失わ な いよ う 、 自 分 を 戒 い まし め て きた 。 本 当 の 馬鹿 に だ け は 
な り た く な いか ら な ,」 

女の子 が 生命 と 同じ くら い 自 分 の 髪 を 大 切 に し て いる こと を 、 俺 は 
色々 な 人 た ち に 教え られ て きた 。 属性 力 エ レ メ ー ラ だ け じ ゃ な く 、 女 の 
子 の 生命 を 守れ な く て 、 何 が ツイ ン テ ー ル の 戦士 だ 。 

「 トゥ アー ル の ツイ ン テ ー ル は 、 ち ゃ ん と トウ ゥ アー ル の 中 に ある 。 それ 
が いつ も 俺 た ち を 勇気 づけ て くれ て いる ん だ 。 何 も で き な い な ん て 吉 わ 
な いで くれ 」 

「 中 っ て どこ に で すか ? 」 

「 心 に だ 」 

「 ここ で すね 」 

「 そ うさ ツイ ン テ ー ル 」 

小気味 いい 会 話 の リズ ム に 流さ れ 、 俺 は トウ アール に 導 か れる が まま 
に その 豊満 な 胸 に 右手 の 平 を 基 し 出し て いた 。 


この 世 の も の と は 思え な い 和 柔らか な 感触 。 手 の 平 で 包む どこ ろか 手 の 
平 が 包ま れ て いる こと に も 気づか ず 、 ヒ ー ト アッ プ し た 俺 は 推 まく し 立 
CeS 
「 そ ん な 作戦 、 俺 が 許さ な い 。 .…… そこ まで 愛 あ い 香 か の こと を 大 切 に 
思っ て くれ て いる 、 そ れ だ け で 十分 だ 。 トゥ アー ル は 、 立 派 に 俺 た ち を 
助け て くれ て いる よ 」 

「 す ご いで す .………… 女 の お っ ぱい 触り な が ら そ ん な か っ こい い 顔 で きる 
の 、 全 宇宙 で 総 そ う 二 じ 様 だ け だ と 思い ます .…………」 

「 だ か ら ト ゥ アー ル は 、 し ば らく 愛 香 の 日 常 を フォ ロー し て くれ な い 
か 。 が さ つ な 男 の 俺 じゃ 、 そ れ は 難し い 。 戦 い は 俺 が フォ ロー する か ら 
さ 」 

会 話 が あま り 噛 か み 合 っ て いな い 気 が する が 、 伝 える べき こと は 伝え 
た 。 

勇気 を 出し て 、 こ こ に 来 て よかっ た ..………。 何 か 手の平 が 柔らか いな 。 
「 マ ジ で すか ? ここ まで し て る の に 那 魔 が 来 な い !? マジ で 論 族 来 日 
中 止 な ん で すか !? …… 深夜 .… 男 女 二 人 き り .… ぼ …… パ イタ ッ チ ..……… こ こ 
まで 来れ ぽ も うー イ ゲ る .。、、 1」 

「 で も 、 属 性 力 エ レ メ ー ラ に 訴え る っ て の は いい 作戦 だ と 思う 。 活 路 が 
見 えて きた .…『…… 頑 張る ろう ぜ 」 

よう や く ト ゥ アー ル の 胸 を 触っ て いる こと を 自覚 し て ぎょ っ と し た 俺 
は 、 シ リア ス な 雰囲気 に 任せ て 斉 ご 魔 ま 化 か す よ うに 手 を 離す 。 

し か し その 離し た 俺 の 手 を 両手 で 包み 、 ト ゥ アー ル は 微 ほ ほ 笑 えん 
だ 。 

「…… 総 二 様 は 人 と 触れ 合う の を 恥ず か し が られ ます が .… ぼ ……. や っ ぱり 、 
不安 な 時 は 触れ て も ら っ た けり 、 抱 き 締 め て も ら う の が 一 番 落 ち 着く ん で 
す 。 生 き 物 の 本 能 で すね 」 

1 トゥ ウ アール. 『 


「 だから 、 ど こ か で お び え て いる 野生 動物 を 見 つけ た ら 、 抱 き し め て 
あげ て くだ さい 。 抱き 心地 ご こち の 悪い 身体 か ら だ か も 知れ ませ ん 

が .……… そこ は それ 、 殿 方 の 甲 か 慕い 性 で す 」 

誰 だ れ の こと を 吉 っ て いる の か は 明白 だ 。 俺 は 、 無 吉 で 件 う な ずく 。 
感謝 の 気持 ち に 溢 あ ふれ て トゥ アー ル を 見 る と ..…… ま た も や 挙動 不審 
に な り 始 め て いた 。 

「 キ ョ ウ ハ 八 モ ウオ ソイ デス カ や べ っ 間 違え ま した.… 今日 は も う 遅 いで 
すか ら 、 ど う ぞ ここ で 休ん で いっ て くだ さい 、 総 二 様 ! 」 

「 俺 ん 家 こ この 上 に ある ぞ 」 

先だって トゥ アー ル お っ ぱい ちゃ ん の 声 が 聞こ えた 気 が す る が .……… 

トゥ アー ル は 目 を ぐる ぐる に 回 し な が ら 、 顔 を 真 ま っ 赤 か に し て 白衣 を 
放り 捨て た 。 

「LUUU か ら ! と りあ え ず 服 を 脱ぎ まし ょ う ! せ 一 の で! ね !? 


その 時 、 唐 突 に 背後 で ドア の 開閉 音 が 響い た 。 

「! あー も う ! せっ か く あ と 一 歩 の と ころ で 邪魔 し て くれ ちゃ っ て 
この 族 は ー っ !!」 

心 な し か ほっ と し た よう に 見 える の は 、 気 の せい だ ろう つか.……. ? 
俺 と トゥ アー ル は 、 同 時 に 部 屋 の 出入 り 口 を 振り 返る 。 


ウデ や デ 」 

シュ タッ と 共 手 し て きた の は 、 メ ガ ・ ネ だ っ た 。 

メン テ ナ ン ス が 終わ っ た 後 も ちょ くち ょ く 基 地 に 出入 り し て る みた い 
だ っ た が 、 今 日 も 基地 に いた の か 。 

「 ご めん な ぁ 、 突 然 隔壁 が 閉まり だ し て 何 や と 思っ て 基地 を 歩い て た 
ら 、 ト ゥ アー ル は ん の 部 屋 が 騒が し いか ら 、 心 配 で 覗 の ぞい て も うた 。 
ウチ 、 す ぐに イー スナ ちゃ ん の 家 に 帰る か ら 」 

「 あ ああ ああ ああ あ ち ょ っ と 待っ て メガ ・ ネ さん ! まだ 行か な い 
で ! 後 で 後悔 する か も 知れ ませ ん が も 一 限 界 で す ! 今日 は ここ まで 
し が 無理 で す ! 私 を ゲラ ゲラ の 雰囲気 じゃ な きゃ エロ れ な く チ ュー ニ 
ング し や が っ た 間 族 が 何もかも 悪い ん で す よ お お お お お お お お お お !!」 
トゥ アー ル は 膝 ひ ざ 立 ち で メガ ・ ネ に 絹 す が り 付 き 、 魂 た まし い を 振 
り 絞 る よう な 叫び を ぶつ けた 。 

よく わか ら な い が 、 有 要約 する と 愛 あ い 香 か が 心配 と いう こと で 間違い 
な い だ ろ っ つ 。 

5 づつ 。 あと 少な の に 。。。 トゥ アー ル ち ゃ ん 可 か 愛 わ いい ん だ か 
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今 、 母 さん の 声 が .…. い や 、 幻 聴 だ よ な 。 

隔壁 全部 閉 の た っ て 吉 っ て た の に 、 こ こ に 母さん が いる は ず が な い 。 
俺 と 同じ タイ ミン グ で この 基地 に 降り て き て 、 こ こま で こっ そり つい て 
来 で も し な い 限 り .……。 


の 


登校 中 も 、 昼 休み も 、 放 課 後 の 今 も .…… 今 日 は トゥ アー ル が 、 や け に 
近しい 1。 


長 机 の 席 に つく 俺 の 背後 で 前 屈 か が み に 立 つ ト ゥ アー ル が 、 類 ぼ ほお を 
指 で つん つん 突い て きた 。 


「 総 そう 二 じ 様 の ほっ ぺ 、 ぷ る ぷる で すね ~ 。 私 の お っ ぱい は も っ と ぶ 
る ぶる で す ! 」 


部 室 で 愛 あ い 香 か と トゥ アー ル と 三 人 、 他 の メン バー を 待っ て いる 最 
中 だ が .…… トゥ アー ル が いつ も 以上 に ハイ テン ショ ン な の は 、 何 か いい 
こと で も あっ た ん だ ろう か 。 

1 トゥ アー ル ! いい 加減 に し な さい !!」 

愛理 が 、 計 で 風 を 切り な が ら こ ちら に 迫っ て きた 。 

っ て いう か 今日 の 愛理 は も う 、 ど うし て ツイ ン テ ー ル に 結べ て る か 不 
思 議 な ぐら い 、 リ ボン の 結び が ゆる く て 不安 定 だ な .………。 逆 に 物理 法則 
を 無視 し て いる よう な 気 が す る ぞ 。 

「 愛理 さぁ ん 、 気 安く 触ら な いで も ら え ます か ぁ ? 処女 が 感染 うつ り 
ます ぅ 」 

自分 の 診 を 掴 つ か ん で きた 愛理 の 手 を 、 トゥ アー ル は に や け 顔 で 払い 
の けた 。 

「15 トゥ アー ル 、 あ ん た まさ か .…… だ の 00 AA 
で 選 ス すま ど 」 

「 何で そこ で イー スナ が 出 て くる ん で すか ああ ああ ああ ああ ああ ああ あ 
ああ ああ あ !!」 

トゥ アー ル を 俺 か ら 引 き 剥 は が し た 反動 で 、 愛 香 の ツ イン テー ル が 不 
安定 に 揺れ る 。 どう いう 力学 で 形状 を 保っ て る ん だ 。 中 学生 の 時 だ っ た 
ら 、 自 由 研 究 の 対象 に し た か っ た ぐら い だ 。 

「 じゃ あ 何 よ 、 ど う せ 妄想 で し ょ ? 」 

「 え へ ヘー、 ど うし まし ょ うか ね ー、 吉 っ ちゃ お っ か な ーー? で も 人 香 
さん の 胸 が これ 以上 凹 へ こん だ ら 、 時 空 が 歪 ゆ が ん で 虚数 次 元 が 生ま れ 
そう で すし い !」 


「 骨格 歪 ま せる わ よ 」 

「 ま あ 、 何 て 吉 う ん で し ょ う ね 、 あ そこ まで いっ た ら 実 質 ロ スト バー ジ 

ン し た みた いな も の で すし ? も 2 う 愛理 さん ご と き と は 違う 世界 の 住人 
に な っ ちゃ っ た の か な あと 思う つと - 一 」 

「 質 う つつ 陶 と うし いわ ね 結論 を 吉 い な さい ! 」 

「 は は は は は は は は は は 聞こ えま せん よ 下 界 人 ! 天上 に 住ま う ト ゥ 
アー ル ち ゃ ん に 声 が 届く よう に も っ と 元気 よく 吉 っ て くだ さ ー い いい !!」 
只 う なり を 上 げ る アッ パー で 、 天 井 に 引っ 越し する トゥ アー ル ち ゃ 


ん 。 
し か し 愛 香 は 、 た っ た 一 発 で 息 を 荒 ら げ 、 床 に 膝 ひ ざ を つい て し ま 
ep 


残さ れ た 力 を 振り 絞っ て まで 、 義 務 感 で トウ ゥ アール に 突っ 込ま な く て 


ドア が 開き 、 桜 さく ら 川 が わ 先生 と 区 え 理 り 那 な が 部 室 に 入っ て く 
る 。 二 人 は 、 首 か ら 下 だ けが 天井 か ら 生 えた トゥ アー ル を 見 て 、 安 あん 
増 どの 笑み を 浮か べた 。 

「 お お 、 久 し ぶり に 見 た な 、 ト ゥ アー ル の それ 」 

天井 か ら 落 下 し た トゥ アー ル は 、 年 上 組 の 理不尽 な 反応 に 抗議 する 。 
「 皆さん この 慈 劇 に 慣れ すぎ で す よ !? 頭 ず 薔 が い 骨 こつ で コン クリ プ 
チ 抜 くっ て いう バイ オレ ンス を ほのぼの 四 コ マ 漫 画 み た いな 雰囲気 で ス 
ルー し な いで くれ ませ ん か が !?」 

いつ も 四 コ マ 漫 画 み た いな 綺 き 麗 れ いな 起承転結 で ブッ 飛ん で る か ら 
な 、 仕 方 な いな 。 

「 で も 今朝 の 職員 会 議 で 議題 に は な っ て いた ぞ 、 最 近 ト ゥ アー ル が 校舎 の 
壁 に 埋まる の を 見 な い が 、 津 つ 辺 べ に 何 か あ っ た の で は な いか と 」 

「 何で すか その 教育 委員 会 解体 不可 避 な 闇 や み の 職 員 会 議 は !? 何 か あ 


りす ぎ て いる 私 を 心配 すべ き で し ょ う 聖 職 者 な ら !」 

最近 校 合 の 中 が どこ か 寂し く 感 じ た の は 、 そ の せい だ っ た の か .………。 
「 それと .………… ニ ュー ス で 報道 され て いま し た が 、 世 間 の 方 々 の 不安 が 大 
きく な っ て いる こと が 問題 視 さ れ て いる よう で すわ 。 エ レ メ リ アン の 出 
現 問 ひん 度 ど が 増す 一 方 で 、 テ イル レッ ド は な か な か 現れ ず 、 テ イル プ 
少 一 上 :。。。。 その 、 元 気 が な いよ うに 見 える 、 と 」 

愛 あ い 香 か の 方 を 吾 つ うか が い 、 吉 葉 を 選ん で 報告 する 店 理 那 。 

「 それは 考え が 及び ませ ん で し た 。 レッ ド ち ゃ ん の 可 か 愛 わ いさ と プ 
ルー の 凶暴 さ 、 治 安 維 持 に 重要 な 二 つ の 要素 が 同時 に 少な く な れ ば 、 民 
衆 の 不安 を 煽 あ お り ま すね .……」 

上 う 手 まく いか な いも の だ な .…… 普 段 ど お り の 行動 が 、 何 事 に お いて 
も ベス ト だ っ て こと な ん だ ろう 。 英 戦力 に か か わら ず 必 ず 全 員 で 出撃 し 
て いた 今 ま で が 、 実 は 一 番 無駄 が な か っ た ん だ 。 

「 こ ん に ち イ ー ス ナ ! アン ド メ ガ ・ ネ !!」 

愉快 な 換 あ い 拶 さ つ と と も に 、 転 送 ロ ッ カ ー の 中 か ら イ ー ス ナ と メ 
ガ ・ ネ が や っ て 来る 。 

「 トゥ アー ル ! 昨日 も メガ ・ ネ の メン テ 、 さ ん き ゅ ー じ ゃ ! ちゅ 一 
し て や る ぞ !!」 

「 ん ふふふ ー、 普 段 な ら ム キ に な っ て いり ませ ん と 叫ぶ と ころ で す が 、 今 
日 の 私 は ひと 味 違い ます 。 あ な た みた いな お 子 ち ゃ ま と は レベ ル の 差 が 
開き すぎ て 、 余 裕 が 売る ほど あり ます !!」 

「 ぶ お 2 それ じゃ 」 

イー スナ は トゥ アー ル の 類 ほお ..……. で は な く 、 そ の 隣 の 俺 の に 司 く 
ちび る を 触れ させ た 。 

温か く 、 和 柔らか な 不意 打ち に 、 俺 は 思わ ず 飛 び 退 の いた 。 

「 何 し て る ん で すか イー スナ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ あ 
ああ ああ ああ ああ !!」 


「 お い イ ー ス ナ 、 気 軽 に こう いう こと し た ら 駄 目だっ て ! 」 

「 総 そう 二 じ は 古い の じゃ 。 こ の ぐら い 、 こ の 世界 で も 外国 な ら 挨拶 代 
わり で は な いか ,」 

5 だ つう け 2 。 W 

そこ を 突 か れる と 痛い 。 自分 の 感性 が 人 と 多少 違う と 、 散 々 自覚 し て 
きた つも りな ん だ が 。 

「 ひ あい ず じ ゃ ば ぱーん! で すわ イー スナ さん !!」 

顔 を 真 ま っ 赤 か に し て 抗議 する 赴 え 理 り 那 な 。 

「 え ー と 、 そ うじ ゃ 枯 理 那 。 わ ら わ た ちの 世界 で は 、 ほ っ ぺ べ に ちゅ ー は 
ボ ポピュラー で .,、。。。 | 

「 お 待ち な さい イー スナ ! 私 の 世界 で は ネタ , は 、 私 が 虚無 の 思 
時 間 シ ー ク タイ ム = ゼロ で 散々 作成 し て いま す ! た だ 設定 を 盛り すぎ 
る と 、『 ト ウゥ アー ル の 世界 っ て 簡単 に キス する ビッ チ ば っ か な ん だ な 』 
と 思わ れる 危険 性 が あっ た た め 、 没 に し た だ け で す !!」 

0 設定 っ て 吉 わ な か っ た か 、 今 。 

歯ぎしり が 導 こ える と 思っ て 振り 返る と 、 愛 あい 香 か が 目 を 逆 三 角 に 
し て イー スナ に 歩み 寄っ て いる と ころ だ っ た 。 

し か し イー スナ は 慌 あ わ て ず 逃 げ ず 、 俺 に と ん で も な い 無 茜 振 り を し 
て きた 。 

「 総 そう 二 じ も 貧 乳 の ほぼ ほっぺ に ちゅ ー ぐ らい し て や れ ば いい じゃ ろう 。 
こい つ 最 近 、 何 か 元気 が な いか ら の う 。 わ ら わ は 懐 ふ と ころ の 広い 彼女 
じゃ か ら 、 そ の くら い は 許す ぞ 」 

「 イ 、 イ ー ス ナ .………… あ た し 前 か ら あ ん た の 歌 、 す ご く 素 敵 だ どっ て 思っ て 
た の 。 善 いい 沙 す な 聞 あ ん 子 こ の ファ ンク ラブ に 入る わ 」 

愛理 は 態度 を 急変 させ 、 突 然 推 し メン に な っ た イー スナ に 握手 会 を 願 
い 出 た 。 すげ ー ち らち ら こ っ ち 見 て くる けど 、 普 通 は 気軽 に そん な こ 
され た ら 女 の 子 は 嫌 だ ろ ? 


8 そう 思い な が ら も 、 昨 夜 ゆ つべ の トゥ アー ル の 吉 葉 が 頭 を 過 よ 


きだ 
不安 な 時 は 、 人 の 温 ぬ くも けり が 必要 だ - 一 と 。 
("Np 7 」 


教師 で も ある 桜 さ くら 川 が わ 先生 の 、 丘 難 する よう な 視線 が 痛い 。 
「! お お っ と 、 エ レ メ リ アン で す よ 皆さん 一!!」 

タイ ム セ ー ル の 開催 を 告知 する 家電 量販 店 の 店 員 の よう な テン ショ ン 
で 、 エ レ メ リ アン 出現 を 告げ る トゥ アー ル 。 

が 、 続 く 情 報 で さす が に トー ン を 落と し た 。 

「 し か も 、 別 々 の 場所 に 同時 に 出現 し て いま す .…… ほ …」 

内 心 、 来 や が っ た か .………… と 毒 づ いて し まっ た 。 

警戒 し て いた 同時 侵攻 だ 。 も っ と も 、 こ の た め に 今日 まで 個別 出撃 を 
重ね て いた 俺 た ち は 、 予行 演習 も 万 端 っ て わけ だ 。 

「 両 方 と も 結構 な 数 が 来 て いま す 。 全 員 で 、 二 手 に 別れ て 出撃 し た 方 が 


良い か と 

「 で は お 嬢 様 、 今 日 も お 気 を つけ て .………。 私 は 帰り の 支 し 度 た く を し て 
お きま す 」 

いつ も どおり 梶 理 那 を 見 送 ろ うと する 桜川 先生 に 、 ト ゥ アー ル が 意外 
な 申し 出 を し た 。 

「 一 草 み こと さん 。 ネ オア ル テ ィ メ ギル と の 戦い が 終結 する まで 、 ま た 


愛理 さん と 交代 で アナ ザー テイ ル ブ ル ー と し て 戦っ て くれ ませ ん か ? 」 
72 記 

唐突 な 要請 に 不思議 が る 校 さ くら 川 が わ 先生 。 

「 今 は 一 人 で も 多く の 戦力 が 必要 で す 。 大 半 は 一 般 エ レ メ リ アン 、 力 押 
し で や り 合 えば 強化 形態 を 持た な い ア ナ ザ ー テ イル ブル ー で も 互角 以上 
に や り 合 える は ず で す 」 

「 津 つ 辺 べ さ えよ けれ ば 、 私 は 構わ ん が .… 四 


「 俺 か ら も お 願い する よ 、 桜 川 先生 

桜川 先生 に 負担 を か けた く は な い が 、 そ れ 以 上 に 愛 あ い 香 か を 労い た 
わる 方 が 先決 だ 。 

本 当 な らし ば らく 完全 に 戦い を 休め と 吉 い た いと ころ だ が 、 そ うし て 
どん どん 自信 を 失っ て いく こと は むし ろ 、 今 の 愛 香 の 精神 に は か えっ て 
悪影響 を 及ぼす だ ろう 。 

それ を わか っ て いる か ら こ その 、 ト ゥ アー ル の 提案 な ん だ 。 

だ っ た ら 桜 川 先生 と ロー テー ショ ン し て も ら っ て 、 少 し で も 出撃 回 数 
を 減ら す 方 が 得策 だ 。 

1 夫 あお)uae うん .……… よろしく お願い し ます 、 桜 川 先 生 」 

納得 し た と は いえ 、 愛 香 は 明らか に 別 の 吉 葉 を 吉 い か け 、 呑 の み 込 ん 
で いた 。 テ イル ブレ ス を 外し 、 桜 川 先 生 へ と 手渡 す 。 

や は り 大 人 だ 、 桜 川 先生 も 愛理 の 僅 わ ず か な 人 し ゆん 巡 じ ゆん に 何 か 
を 感じ 取っ た よう だ が .……… 黙 っ て プレ ス を 受け 取り 、 自 分 の 右手 首 に 填 
は め た 。 
りあ 。。、。 テイ ルオ ン ! 」 

紡 つ む が れる 変身 機構 起動 略語 スタ ー ト アツ プ ワ ー ド 。 メ イド 服 姿 の 
まま 、 蒼 あお い 光 の 黄 まゆ に 包ま れる 桜川 先生 。 

光 を 周囲 に 爆裂 させ 、 全 身 に 装 そ う 甲 こう を まとっ た 戦士 へ と 変わ 
る 。 

変身 が 完了 し た アナ ザー テイ ル ブ ル ー に 注 が れる 愛 香 の 視線 に は 、 正 
体 を 隠 そ うと し て 代理 を 頼ん だ 以前 より も 複雑 な 思い が 去 来 し て いる よ 
2 だ 。 

何と か 、 愛 香 を 元気 に する 方 法 を 見 つけ な きゃ な 。 

俺 と 桜川 先生 、 そ し て イー スナ と メガ ・ ネ 、 区 え 理 り 那 な の チー ム 
で 、 出 撃 す る こと に な っ た 。 


や 


ネオ アル ティ メ ギ ル が 合流 し 、 と て つも な く 人 口 密度 が 増し た 基地 大 
ホー ル 内 。 リ ヴァ イア ギル ディ と クラ ー ケ ギル ディ が 、 険 し さ を 面 に 貼 
けり 付け て モニ ター を 比 視 し て いた 。 

映し 出さ れ て いる の は 先日 の タイ ガ ギ ルディ と テイ ルレ ッ ド 、 ブ ルー 
の 戦い だ 。 

さす が の 貫禄 、 テ イル レッ ド は 可 か 愛 わ いい 。 自 ら の お 腹 な か の 上 で 
平泳ぎ ざし て 欲し いと 懇願 する タイ ガ ギ ルディ に 、 何 の 罪 が あろ うか 。 

問題 は N、 テ イル ブル ー だ 。 

巨乳 の 雄 ・ リ ヴァ イア ギル ディ の 眼 め が 、 カ ッ と 見 開か れる 。 

「 八 カ な 、 テ イル ブル ー の 胸 が 一 全く 成長 し て いな い 」 

わな わな と 戦 選 わ な な き な が ら 、 依 然 と し て 貧 乳 な テイ ル ブ ル ー に 驚 
きよ う 層 がく を 捧げ る 。 

「 俺 が 戦線 を 退 い て 、 半 年 以上 .……。 成 長期 の 少女 の 胸 が 、 半 年 の 時 を 
経て 一 ミリ も 変わ る こと が な いと は .…『…… 

巨乳 の 頂点 を 極め た リヴ ァ イ ア ギル ディ は 、 年 と し 頃 ご ろ の 女の子 の 
胸 の 成長 に 敏感 だ 。 

平均 的 に 見 て どの ぐら い の 年 代 が も っ と も 胸 の 成長 著しい 時 期 か も 、 
心得 て いる 。 

お そら く テ イル プ ブルー は 、 十 五 - 十 八 歳 ほど だ ろう 。 

この 年 頃 な ら ば 、 半 年 前 に 貧 乳 だ っ た 女の子 が 大 化け する 可能 性 は 十 
二分 に 有り 得る 。 

一 有り 得 た は ず な の だ が .……. 有り 得 な か っ た 。 

これ は 、 そ ん な 小さ な 胸 の 物語 だ 。 

「 聞け ば テイ ル ブ ル ー、 永 遠 の ツ イン テー ル の 極意 に 到達 し 、 エ ター ナ 
ル チ ェ イン な る 強化 を 果たし た と の こと 。 ゆ え に 、 そ の 貧 乳 も 永遠 の 理 


こと わり に 縛ら れ .……」 

手 に し た 資料 を 見 な が ら 補 足し た の は 、 リ ヴァ イア ギル ディ の 部 下 、 
巨乳 属性 ラー ジ バ ス ト の バッ ファ ロー ギル ディ だ 。 

彼 は 、 テ イル ブル ー が 一 番 貧 乳 に 対し て デリ ケー ト に な っ て いる 時 期 
に 出撃 し た の が 災い し 、 巨 乳 属性 ラー ジ バ ス ト の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー 
プ を 取る た め だ け に 瞬 級 され た 、 悲 劇 の 戦士 で も ある 。 

「 砺 し き は 闘神 .……。 強 さ の 代償 に 、 胸 の 小さ さま で 永遠 に 縛ら れ た と 
いう こと か .……I」 

リヴ ァ イ ア ギル ディ は 腕組み を 解き 、 憐 あわ れ み な が ら 総 括 す る 。 

「 何 を 嘆く ! 永遠 に 貧 乳 で いら れる の な ら ば 、 こ れ ほ ど 嬉 うれ し いこ 
と は ある まい !!」 

それ に 食っ て か か る の は 誰 だ れ あ ろう 、 高 潔 な る 貧 乳 の 騎士 ・ ク ラー 

ケ ギ ルディ だ 。 
「 一度 死 し て も まだ 治ら ぬか ! 貴様 の 時 昧 の 巣 の 張っ た 原始 時 代 の 貧 
乳 信仰 は !」 
「 ああ 治ら ぬ な ! 生命 ある 限り 、 正 し き 生き 方 を する の は 当然 な の だ 
か ら ! 邪道 巨乳 に 取り 混 か れ た お 前 こそ 、 死 ぬ 前 か ら 死人 だ っ た と し 
か 思え め ぬ !!」 

高尚 な お っ ぱい 論 で 火花 を 散ら す 両 雄 。 部下 た ち は は ら は ら と それ を 
見 守り 、 貴 の 三 葉 ノー・ ブ ル ・ ク ラブ の 腐 女傑 た ち は ニ ヤニ ヤ と し な が 
ら 観賞 し て いる 。 

一 人 触 即 発 の 大 ホー ル に 、 慌 あわ て て 飛び 込ん で くる 一 般 兵 。 

「 た っ た 今 出 撃 し た 戦士 と 、 テ イル ブル ー が 交戦 開始 し た と の こと .……… 
映像 を 回 し ます !!」 

お お お お お .…………、 と 戦士 た ちの ど よ めき が ホー ル を 支配 する 。 

スタ イル 抜群 の テイ ル ブ ル ー が 、 エ レ メ リ アン の 前 に 立ち は だ か っ て 
いる で は な いか 。 


切れ 長 の 目 に な り 、 何 より 全体 的 に 大 人 び て し まっ て いる 気 が す る 
が 、 そ れ は 胸 が 大 きく な っ た こと と の 等 価 交換 な の だ ろう つう 。 

リヴ ァ イ ア ギル ディ た ち は 知 る 由 も 無い が 、 そ れ は 愛 あ い 香 か が 戦え 
な い 時 の 頼れ る 代打 。 

桜 さ くら 川 が わ 末 み こと が 変身 し た アナ ザー テイ ル ブ ル ー だ っ た 。 

アナ ザー ブル ー を 知る 戦士 た ち は 、 面 白 が っ て いる の か 真実 を 吉 わ ず 
に 黙っ て いる 。 

「 お お 、 テ イル ブル ー の 胸 が 、 成 長 し た ! や は けり 成 長期 の 少女 は 作 あ 
な どれ め ぬ も の よ !!」 

歓喜 する リヴ ァ イ ア ギル ディ だ が 、 ク ラー ケ ギ ルディ は 大 切な も の を 
汚さ れ た と ば か り に 慎 怒 の 形相 で 食っ て か か る 。 

「 貴様 の 目 は 節 穴 か ! よく 見 る が いい リヴ ァ イ ア ギル ディ 、 胸 以外 も 
成長 し て し まっ て いる ! あれ は 姫 で は な い .……… 毒 り ん ご を 持っ て 現れ 
た 、 邪 悪 な る 魔女 だ !!」 

「 乳 が 小さ き お 姫 様 より も 、 乳 が 大 きい 魔女 が 正義 だ ! 童話 を 書き 直 
し て お けい !」 

も は や 部 下 の 戦い より も 、 ど ちら の テイ ル ブ ル ー が いい か で 口論 を 再 

開 す る 二 人 だ っ た 。 


ーー 時期 侵 攻 部 隊 の 名 物 だ っ た らし き 巨 乳 貧 乳 戦 争 を し ば らく 傍 そ ば で 
見 届け た 後 、 ホ ー ル を 離れ た ドラ グ ギ ルディ は 、 そ の まま 自室 へ と 向 
からだ 。 

基地 に 戻っ て き て か ら 、 こ の 部 屋 に も 何 度 と な く 入 り は し た が 、 ま だ 
戸惑い が 勝る 。 

彼 の 死後 、 こ の 部 屋 に は その 人 望 を 象徴 する か の よう に 多く の 人 鯖 は な 
お けが 送ら れ て いた 。 

何 か 意図 が あっ て か 。 ド ラグ ギル ディ は 、 未 いま だ に それ ら を 片づけ 


ず に いる 。 

育 後に 気配 を 感じ 、 振 り 返 る 。 同期 の 桜 に し て 別 部 隊 の 属し よう 、 リ 
ヴァ イア ギル ディ が 部 屋 の 中 に 踏み 込ん で きた 。 

「…… 死 後 の 角 を 生き て 見 る と いう の は 、 何 と も 無粋 な も の だ な 。 リ 
ヴァ イア ギル ディ 」 

「 全 くだ 。 俺 の と っ て お き の お っ ぱい マウ スパ ッ ド が 、 よ も や 手 た 向 む 
けた 当 人 に 見 られ る と は 。 い い 赤 っ 恥 よ 」 

照れ くさ い の は リヴ ァ イ ア ギル ディ も 同じ だ ろう 。 

亡き ドラ グ ギ ルディ の 部 屋 を 訪れ 、 お っ ぱい マウ スパ ッ ド を 手 向 けた 
の が 、 ま る で 昨日 の こと の よう だ 。 

「 辛 気 臭 い 顔 を し お っ て 。 ま だ 死人 の 時 の 癖 くせ が 抜け ぬ と 見 える な 、 
ドラ グ ギ ルディ 」 

「 こ の 顔 は 元々 だ 」 

「 お 前 は テイ ルレ ッ ド と の 尋常 の 勝負 で 悔い な く 散 れ た だ ろう が 、 俺 は 
未練 の ある 決着 だ っ た の で な 。 テ イル ブル ー に 一 泡 吹か ふせ て や る まで 
は 、 地 獄 の 釜 に 戻る つも り は な い ,」 

リヴ ァ イ ア ギル ディ の 吉 う と お り 。 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 
作戦 行動 の 一 環 と し て 黄 よ 泉 み 返 が えっ た に 過ぎ な い 自 分 た ち 亡 者 に 
も 、 心 が ある 。 心 が あれ ば それ は 、 未 練 を 呼ぶ 。 
「 我 われ と て 、 悔 1 が な いわ け で は な いさ 」 

ドラ グ ギ ルディ は 穏やか に 閣 う な ず き 返 し 、 リ ヴァ イア ギル ディ と 別 
れる 。 

ホー ル に 戻 ろ うと 、 基 地 の 廊 下 を 歩く 途中 。 ドラ グ ギ ルディ は 、 白 い 
ロー プ を まとっ た エレ メリ アン と 遭遇 し た 。 

フー ド を 下ろ し て 露 あら わ に な る 、 神 こう 々 ご うし き 容 貌 。 戦 いく さ 
女 め 神 が み 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ だ 。 
「 貯 え あ る 戦 女 神 が 、 こ の よう な お むさ 苦し い 基 地 に 何 の 御用 か な ? 」 


1 頃 こ ろ 合 い だ 。 お 前 の 真価 を 見 せ て も ら う ぞ 、 ド ラグ ギル ディ 」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ は 、 前 置き も そこ そこ に ドラ グ ギ ルディ に 勅命 
を 下 し た 。 

心 な し か 、 そ の 美しき 面 め ん 貌 ぼう に は 焦 し よう 燥 そう が 化粧 され て 
見 える 。 

「 首領 様 は 早々 の 戦果 を お 思 み で ある 。 准 ほ ま れ な ど 捨 て よ 。 今 の お 前 
は 、 も は や 多く の 兵 の 憧 ど う 慢 けい を 集め た 名 特 で は な い 。 ひ と 山 い く 
ら の 一 兵 で ある と いつ こと を 、 有 支 ゆ め 々 ゆめ 忘れ る な 」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ が 転送 ゲー ト に 消え た 後 、 剛 竜 の 戦士 は 静か に 
闘気 を 燃やす 。 

固く 握り 締め た 拳 こ ぶし に は 、 何 者 の 追随 を も 許さ ぬ 烈 は げ し き 気 迫 
が 浅 み な ぎっ て いた 。 


「 


我 わ れ は と っ くに た だ の 一 兵 だ と も 。 テ イル レッ ド と ツイ ン 
テー ル を 交え た 、 あ の 日 か ら な 」 


や 


「 う わあ ああ ああ ああ ああ ああ あ テ イル ブル ー の 胸 が 、 胸 が 大 きい !!」 
交 よ み が え っ た 死者 た ち が 、 幽 霊 で も 見 る か の よう な 驚き よう 憎 が く 
で 遇 する 。 
戦場 に 駆け つけ た 俺 と 桜 さ くら 川 が わ 先生 一 アナ ザー テイ ル ブ ル ー。 
ある 意味 正しく ブル ー の テイ ルギア の ポテ ン シ ャ ル を 引き 出す その 大 
人 び た ス タイ ル を 目 に し 、 エ レ メ リ アン た ち は 腰 を 抜か さん ば か り の 有 
様 だ っ た 。 
NE そん な に 大 きい か ? 今 ま で 生き て き て 、 胸 の 大 き さ な ん て 意識 
し た こと な い ぞ 」 


胸 を 確か め る よう に 両手 で 触れ る アナ ザー ブル ー。 

「 どう 思う ? 大 きい の か ?」 

「 お 、 俺 に 聞か な いで くだ さい 」 

返答 に 因 っ て いる と 、 エ レ メ リ アン た ち が 怒 けり を 燃やし 始め て いた 。 

「 お の れ .……. 幼 き テ イル レッ ド に 胸 を 自慢 する と は 、 何 と いう 大 人 げ な 
さ ! も は や 乳 の 大 き さ な どど う で も よい 、 か つて 無惨 に 倒さ れ た 恨み 
を 晴らし て くれ る ぞ !!」 

これ まで で も っ と も 再生 怪人 “らし い 。 口上 を 吐 は き 捨て 、 か か っ て 
くる エレ メリ アン た ち 。 

確か こい つら 、 ダ ー ク グラ スパ ー へ の 怒り で 暴走 し て いた 頃 こ ろ の プ 
ルー に 倒さ れ た 連中 だ 。 

アナ ザー ブル ー は ゆとり を 崩さ ず 、 俺 に 質問 し て きた 。 

「 な あ 、 観 みつ - 一 」 

「 レッド! テイ ルレ ッ ド で す よ !!」 

「 お お 、 そ うだ っ た レッ ド 、 武 器 っ て どう や っ て 出す ん だ っ た っ け 、 忘 
れ た で ぞ 」 

「 フ ォ ー ス リヴ ォ ン に 触れ て イメ ー ジ を 集中 させ る ん で す ! 基本 、 テ 
イル ギア は 使用 方 法 と か 求め れ ば 全部 頭 の 中 に 浮か ぶ 仕 様 で すか ら !!」 

喜 わ れる が まま フォ ー ス リヴ ォ ン に 触れ 、 向 ほう き 型 の 打 突 武 器 メ イ 
ス を 発動 。 忘 れ て いた と は 思え な い 見 事 な 旋回 で 動き を 慣らし た 後に 、 
迎撃 の 構え を 取っ た 。 

「 よ し 、 や る か っ 」 

さながら メイ ド が 住ま い を 掃除 する か の よう な 、 優 徐 に し て 可 か 憐 れ 

な 立ち 回 り 。 

アナ ザー テイ ルプ ブル ー の 振る う ウ ェ イ ブ メ イス が 、 次 々 に エレ メリ ア 
ン た ち を 跡 け 散ら す 。 

『 今 度 は も うっ .…… ! 総 そ う 二 じ 様 、 す ぐ 近 くに 新た な エレ メリ アン 


の 反応 で す ! 』 

慌 あ わた だ し く 通 信 し て くる トゥ アー 

「 も う 一 箇所 エレ メリ アン が 出現 し た ん で 、 俺 は そっ ち に 行き ます ! 
ここ は 働 せ まし た !!」 

「 う お む 、 行 っ て こい ! 私 も 、 勘 を 取り 戻し て きた ぞ !!」 

頼も し い 吉 葉 に 送ら れ 、 俺 は トゥ アー ル の 通信 で 指示 され た 場所 へ と 
坦 坊 6 記 。 

いつ も 細か な 移動 は ブル ー の 使う 髪 紀 属性 リボ ン に 頼っ て いた の で 、 
少し モタ つい て し まっ つ 。 


通信 で 指示 され た 高架 下 の 川 辺 に 着き 、 周 囲 を 確認 する 。 

「 ト ゥ アー ル 、 現 場 に 着い た けど エレ メリ アン が 見 当たら - 一 」 

學 視 感 。 

さす が に 三 度目 と も な れ ば 、 予 兆 に 任せ て 身体 か ら だ も 動く 。 
果たし て 見 上 げた 天空 か ら 舞い 降り て くる 、 黒 い 巨 きよ 取 く 。 

俺 は 抜き 放っ た プ ブレイザー ブレ イド で 、 放 た れ た 豪 剣 を 受け 止め て い 
=a 

「 いい 加減 、 不 意 打 ちな ん か で 試し 合う 間柄 じゃ ね え だ ろ う ! 」 

妃 や い ば の 腹 に 手 を 添え 、 力 任せ に 弾 は じき 上 げ る 。 

「ー ド ラグ ギル ディ !!」 

轟 ご う 音 お ん を 響かせ て 着地 し た 龍 の 戦士 に 、 共 いら 立 だ ち を ぶつ け 
る 。 

「 今 日 と て 、 本 当 は 我 わ れ が 真っ 先 に 飛び 出し た か っ た と も 。 し か し 我 
は 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ に 執 し つ 交 よ うに マー ク さ れ て いて な 。 内 密 に 出 
2 こう し て お 前 と 会 うこ と も まま な らん 」 


俺 は 末 あ きれ て 、 額 ひたい を 手 で 押さ えた 。 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ が 不 奈 


理 に 絡ん で くる 様子 が 、 目 に 浮か ぶ 。 

だ が 、 事 態 が まず い 方 に 動 ! い て し まっ て いる 。 

こい つら は 、 目 当て の 相手 と 戦う た め に は 、 す で に 戦闘 中 の ツイ ン テ 
イル ズ の と ころ へ 行く の が 手 っ 取り 早い と 考え る よう に な っ て し まっ た 
みた い だ 。 

俺 た ち は 万 一 の 連戦 に 備え て 余力 を 残し て いた は ず が 、 逆 に 不要 な 連 
戦 を 招く 結果 に な っ て し まっ た の か .…… 

「 くたびれ て いる よう だ な .……… テ イル レッ ド 」 

「 お か げ 様 で 最近 、 ろ くす っ ぱ ツ イン テー ル を 休ま せる 暇 ひ ま が な いん 
で な !!」 

es た だ 甘やかす だ け で は 、 ツ イン テー ル も 炊 か が よう まい ! 」 
大 剣 を 放り 捨て て 両 腕 を 交差 させ 、 闘 気 を 立ち 上 ら せ る ドラ グ ギ ル 
ディ 。 

「!| まさ か !!」 

両 の 側 頭 部 か ら 生 命 の 光 奈 が 疾 は し り 、 ツ イン テー ル の 形 と な っ て 顕 
けん 現 げん 。 天 に 地 に 、 そ の 美 し さ を 誇示 する 。 

「 いきなり 最終 闘 体 .… 2 本 !」 

俺 は 腕 を 顔 に か ざし 、! NE SE 


「 さ あ 、 約 束 の 刻 と きだ テイ ルレ ッ ド .………。 見 せ て も ら お う 、 “お 前 
, 究極 の ツイ ン テ ー ル を !!」 
1 
今 の 俺 が 結べ る 、 最 高 の ツ イン テー ル で 迎え 撃つ ! 

「 あ あ 、 見 せ て や る ぜ .………」 

顔 に か ざし た 腕 を 下ろ し 、 胸 の 前 で 握り 締め る 。 左 手首 に 現れ る 俺 の 

魂 た まし い の 結 晶 一 ツイ ン テ イ ルプ レス 。 

奇 く し くも 奴 や つの 最終 闘 体 変 身 と 同じ 両 腕 交差 の 構え で 、 俺 は 叫ん 


だ 。 
「 ツ イン テイ ルオ ン !!」 

全身 が 和 し や く 熱 ね つの 炎 に 包ま れ 、 テ イル ギア に 黄金 の ライ ン が 
走っ て いく 。 

巨大 な 細 を 育 に 拡 ひ ろ げ 、 紅 あか き 粒 子 を 全身 か ら 放 ち 、 ツ イン テー 
ル が 真 の 輝き に 有 販 動 し た 。 


「 これ が 俺 の 究極 の ツイ ン テ ー ル ! アル ティ メッ トチ ェ イ ン だ !!」 
「 お お お .……… 1 」 
俺 は 右 拳 こ ぶし を カー 杯 握り 締め る と 、 感 嘆 す る ドラ グ ギ ルディ へ と 
迫撃 。 
合わ せ 撃 っ て きた 奴 の 左 拳 と ぶつ け 、 激 し い ス パー ク が 周囲 の 砂利 を 
切り 刻ん だ 。 
行き 場 を 失っ た エネ ルギー は 大 地 を 砕く だ け で は 飽き 足ら ず 、 天 を 衝 
つい て 雲 を 散ら し 、 戦 い の 舞 台 に は 不相応 な 青空 を 頭上 に 輝 か せ る 。 
その 青空 に 、 俺 は ロ の ツイ ン テ ー ル を 実体 化 さ せ た 。 
CE 才 カ ア ニ ーー データ 5 
輝 光 を まとっ て 飛来 する 、 ツ イン テー ル 属 性 の 紋章 を 形 取 っ た 双 房 戦 
闘 支援 機 ツ イン テー ルアー マー 一 テイ ルレ ガリ ア 。 
090oneb ツイ ン テ ー ル を 召喚 する と は ! 成長 し た な 、 テ イル レッ 
ド !!」 
テイ ルレ ガリ ア の 放つ 光 弾 か ら 身 を 前 か わす ドラ グ ギ ルディ 。 
「 ド ラグ ギル ディ .……… 俺 は あの 時 の 、 未 叶 な ツイ ン テ ー ル じゃ な い ! 
た だ ツイ ン テ ー ル を 好き だ と は し ゃ ぐだ け じ ゃ な く .…………… 頼 も し い 仲 間 と 
し て 信頼 で きる よう に な っ た ん だ !!」 
「 どう や ら 、 己 の 中 の ツイ ン テ ー ル と の 対話 が 済ん だ と 見 える 


「 わ か る の か が !?」 
「 い いずれ 全て の 人 類 が 、 ツ イン テー ル と 対話 する 日 が 来る か も 知れ な 
の お 前 は それ に 種 さ き が けた 、 進 化し た 存在 な の だ !!」 
再び 乱 み だ れ 急 ば の 大 剣 を 手 に し た ドラ グ ギ ルディ の 前 で 、 俺 は テイ 
ルレ ガリ ア を ブレ イザ ー プ ブレ イド に 合体 。 
究極 双 房 剣 テ イル カリ バー を 完成 させ 、 素 振り で 星 を 宙 に 散ら し た 。 
「 ゆ く ぞ !!」 
「 あ あ !!」 
剣 と 剣 が ぶつ か り 合 う 。 か つて の 戦い の 再現 の よう に 、 た だ が お むし ゃ 
ら に 急 や い ば を 撃ち つけ 合う 俺 た ち 
2 ジ テニ 1 ウイ ジテ ニ リル の 間 間 屋 磨い た 技 や 力 を 誇示 し 合う の 
で は な い 。 
不器用 な 、 愛 の 語り 合い だ 。 
「 うお お お お お お お お お お お !!」 


に ぐ 和 ウラ ラコ 。。。 !」 
テイ ルカ リバ ー の 澤 こ ん 身 し ん の 一 いち 斬 ざ ん が 、 つ い に 乱 れ 刀 の 大 
剣 を 砕き 割る 。 


その 反動 で ドラ グ ギ ルディ は 吹っ飛び 、 地 面 を 陥 当 さ せ て 巨大 な ク 
レー ター を 作り 上 げた 。 

あの 時 は 、 こ いつ を ここ まで 力任せ に 吹っ飛ば す な ん て 、 一 度 も で き 
俺 の ツイ ン テ ー ル は 、 確 か に 成長 し て いる !! 

0 見 事 だ 、 テ イル レッ ド ! その ツイ ン テ ー ル を 見 る こと が で きた 
だ け で も 、 地 獄 か ら 吉 は い 出 て きた 甲 か 斐 い が ある と いう も の !!」 

ボロ ボロ に な っ た マン ト を 放り 捨て な が ら 立 ち 上 が り 、 ド ラグ ギル 
ディ は 満足 げ な 微 ほ ほ 笑 えみ を 浮か べた 。 

「 し か し 我 わ れ も .……… た だ 復活 し た わけ で は な い ぞ ! 」 

両 腕 を 交差 させ た .…※………… 精 神 集中 の 構え だ 。 


何 を する 気 だ ? 奴 や つ は すでに 、 最 終 闘 体 に な っ て いる の に .… ぼ ……!? 
「 我 を 、 た だ の 未練 が まし き 亡 者 と 思う な 。 お 前 と の 戦い を 通し 、 二 つ 
の ツイ ン テ ー ル 属性 が 共鳴 する こと で ..……… 我 の 中 に も 、 新 た な 力 が 芽生 
えて いた の だ !!」 

奴 の 最終 闘 体 一 ツイ ン テ ー ル の 童 細 陣 は ば た き 

光 の ツイ ン テ ー ル を 頭 に 宿 し た ドラ グ ギ ルディ は - 一 その ツイ ン テ ー ル 
の 光 を 、 さ ら に 全身 へ と 及ば せ て いっ た 。 

そし て その 闘気 は 、 ツ インテ ー ル は 、 新 た な る 息吹 に 躍動 し て いた 。 
「 お 前 の 神 の 髪 一 神 型 を 見 て 、 我 は 初め て 超え る べき 目標 を 得 た ..…………。 
羨 つ ら や まし い 。 美 し い 。 そ の ツイ ン テ ー ル に 追い つき 、 追 い 越し た い 
es !」 

心 の 中 で いつ も 敬意 を 払っ て いた 宿敵 か ら 不 意 に 送ら れ た 賛辞 に 、 ツ 
イン テー ル が 熱く 高鳴る 。 

俺 の 究極 の ツイ ン テ ー ル へ の 返礼 だ と ば か り 、 自 ら の ツイ ン テ ー ル を 
存 分 に 見 せつ け 、 全 身 を 略 ま ば ゆく 輝 か せ て いく ドラ グ ギ ルディ 。 

「 エ レ メ リ アン は 機械 で は な い 。 精神 生命 、 生 物 だ 」 

診 当 て が 鋭く 隆起 し 、 全 身 の 鎧 よろ い が さ ら に 球 と げ 張 っ て いく 。 そ 
し て 額 ひ た い の 角 つの が 、 神 の 冠 の よう に 先鋭 化 。 

その 雄 大 な 背 に は 、 ツ イン テー ル と は 別 の 神 こ う 々 ご うし き 細 を 拡 ひ 
ろ げ た 。 

「 生物 と は 進化 する も の 。 錬磨 し 、 競 い 合い 、 壁 を 超え て ゆく も の 。 
本 我 わ れ に と っ て の 壁 は 、 お 前 だ っ た の だ .…………) テ イル レッ ド !!」 

人 智 勇 を 兼ね 備え た エレ メリ アン は 今 、 新 た な る ツイ ン テ ー ル に 猛 た 
ける 。 

復活 し た だ け で は 満足 せ ず 、 更 な る 高み へ と 飛 警 は ば た いた の 


「 今 の 我 は 、 神 型 へ と 到達 し た 存在 ! ゴッド ドラ グ ギ ルディ だ !!」 


いわ ば 、 エ レ メ リ アン の 最強 変身 チエ イン エ ヴ オ ルプ ブ ..… 最終 闘 体 を 
超え た 姿 ! 
は ョ ドド ラダ ゲ ギ ルディ 。。。。 ! それ が お 前 の 新た な ツイ ン テ ー 
ル !」 
「 そう だ 。 死 を 超え た 先 に 、 た な びく ツイ ン テ ー ル も ある !!」 


究極 アル テイ メ ツ ト と 神域 ゴッド ー 二 つの 最強 の ツイ ン テ ー ル が 今 、 
必 か い 返 こ うす る 一 。 


へ 玉 抱 や HG ロ 


第 四 章 今 、 始 まり の 日 を 超え て 。 


進化 し た ドラ グ ギ ルディ の ツイ ン テ ー ル は 、 以 前 より も 人 遥 は る か に 成 
圧 感 を 増し た 。 

与 い の ツ イン テー ル と ツイ ン テ ー ル で 、 手 四 つ に 組み 合っ て いる か の 
よう だ 。 

賠 に ら み 合っ て いる だ け で 属性 力 エ レ メ ー ラ が 弾 は じ け 合い 、 周 囲 に 
存在 する 岩 を 塵 ちり 草 あ く た と 砕い て いく 。 

つの つう は あっ !!」 

ゴッド ドラ グ ギ ルディ は 砕け て 柄 つ か だ け と な っ た 大 剣 を 掲げ 、 必 性 
力 エ レ メ ー ラ を 集束 させ 始め た 。 

柄 つ か か ら 溢 あふ れ た 膨大 な 光 が 石 化す る か の よう に 押し 固め られ 、 
新た な 刀 や い ば が 顕 け ん 現 げ ん する 。 

妃 渡 り 、 重 厚 さ 、 全 て が 格段 に 大 きい が 一 久 が ツ イン テー ル の ご と く 
二 叉 に 割れ た 様 は 、 完 全 解 放 プ レイ クレ リー ズ し た 俺 の プレ イザ ー プ ブレ 
イド に そっ くり だ 。 

「 か つて 、 我 われ の 生命 を 絶ち 斬 き っ た お 前 の 炎 の 合 .… ぼ …… 新 た な る 生命 
に て 握る の は 、 こ れ を 置い て 他 に ある まい ! 」 

大 地 を 挫 め くり 上 げ る 肉 し ゆん 烈 れ つ な 疾 走 一 ゴッド ドラ グ ギ ルディ 
の 斬 ざ ん 撃 げ き が 迫る 。 

「 見 事 受け て みせ る か 、 テ イル レッ ド ! 我 わが 神剣 、 ツ イン テー ル の 
竜神 全 き ぎ きらめき の 放さ え を !!」 

斬り 上 げ る テイ ルカ リバ ー、 振 り 下 ろ す ツイ ン テ ー ル の 竜神 剣 。 切 と 
急 の 撃ち 合い が 、 そ の 度 た びに 巨大 な 爆発 を 大 気 に 生 み 出し 、 互 い の ツ 


イン テー ル を 激しく は た めか せる 。 
な ん て パワ ー だ 。 単純 な 戦闘 力 な ら 、 あ の ヴァ ルキ リア ギル ディ より 


「 ツ イン テー ル の 戦士 の 未 路 は .…… 渉 劇 だ ! 世界 の 命運 を 双 診 に 背負 
う が ゆ え 、 愛 が 霞 か すむ お 。 ツ イン テー ル へ の 愛 に 生き られ ず 、 潰 れ て し 
まう の だ !!」 
「 何 を .………. 他 ひ 人 と 事 ご と みて ぇ に .……!」 

テイ ルカ リバ ー も レッ ド の 身体 か ら だ か ら す れ ば か な り の 大 型 剣 だ 
が 、 ド ラグ ギル ディ が その 巨体 で 振る う 剣 は 、 そ れ さ えも 比べ も の に な 
ら な いで ぐら い 大 きい 。 

剣 で あり な が ら 、 丸 太 で 殴 な ぐら れ て いる よう な 衝撃 が 身体 を 突き 抜 
ける 。 
「 だ が お 前 は 実に り の び の びと ツイ ン テ ー ル を 愛し て いる 。 そ こま で の 強 
さ を 体 得 し た 今 で も 変わ ら ず .…… いや 、 お むしろ 人 遥か に ツイ ン テ ー ル へ の 
愛 を 増し て !!」 

応戦 する 俺 か ら 飛 びす さる ゴッド ドラ グ ギ ルディ 。 わ ず か 一 呼吸 の イ 
ンタ ー バ ル を 挟ん で 、 す ぐに 剣 撃 が 再開 され る 。 
「 そ れ が た ま ら な く 嬉 うれ し い .… そし て 、 我 が こと の よう に 誇らしい 
ぞ 、 テ イル レッ ド よ !!」 

ドラ グ ギ ルディ が 位 じ よう 舌 ぜ つ に な れ ば な る ほど 、 俺 は か ける 衣 葉 
を 失っ て いく 。 

今 有 返せ る の は - 一 この 妨 ツ イン テー ル だ け だ !! 

テイ ルカ リバ ー! 無限 装填 アン リ ミ テ ツ ドモ ー ド !!」 

俺 が 到達 し た ツイ ン テ ー ル の 真理 を 力 と 変え 、 数 あま 多 た の 力 を 発動 
する テイ ルカ リバ ー。 

か つて ドラ グ ギ ルディ と の 戦い で 見 み 出 い だ し た 真実 一 全て の 始ま り 
を 告げ る 無限 の 理 こ と わり を 奏で た テイ ルカ リバ ー は 、 柄 つか を 銘 か ぎ 


MI 


曲 ま げ て 展開 変形 。 振 り 放 つ 剣 速 を 加速 させ る 。 

3 の saas これ は !?」 

豪快 に 剣 を 振り 回 し 、 俺 の 放っ た 無数 の 紅 あ か き 合 けん 関 せん と 斬 き 
り 結 ぶ ゴ ッ ド ドラ グ ギ ルディ 。 

撃墜 し きれ ず 数 発 を 被弾 し な が ら も 天 高 く 跳 躍 。 驚 嘆 の 返礼 と ば か り 
こ 背 の 細 を 拡 ひ ろ げ て 逆手 に 剣 を 構え る と 、 己 の 身体 か ら だ も ろ と も 一 
本 の 妃 や い ば と 化す か の ご と く 、 猛 然 と 急 墜 し て きた 。 

M 覚悟 装填 レゾ リ ユ ー ド モー ド !!」 

覚悟 と は 、 す な わ ち 耐久 力 か く ご 。 

テイ ルギア の 防御 の 要 か な め ・ フ ォ ト ン ア プ ブ ソ ー バ ー が 、 テ イル カリ 
バー を 通し て 最大 化す る 。 

頭上 に 構え た 瞬間 防御 特 化 の 斬 剣 が 、 ゴ ッ ド ドラ グ ギ ルディ の 魂 こ ん 
上 晩 ば くの一 撃 を 弾 は じき 返し た 。 

不器用 で が むし ゃ ら な 戦い 方 .……. こ いつ は 何 も 変わ っ て な い 。 

無 奈 な 着地 で 地面 に 足 を 沈め る ゴッド ドラ グ ギ ルディ へ 、 胸 の 裸 う ち 
を ぶつ けた 。 

「 他 の 奴 や つ に は 聞い て も だ ん まり だ っ た けど .……… お 前 な ら 答 えら れる 
は ず だ 。 ど うし て ヴァ ルキ リア ギル ディ な ん か に 従う ! 」 

「 再び 生 を 得 ら れる と あら ば 、 攻 わ ら に も 縺 す が ろう 」 

「 嘘 うそ だ ! 少な く と も お 前 は 、 菓 に は 巡 っ て も 邪道 に は 染 ま ら な い 
戦士 だ っ た は ず だ !!」 

背 の 細 を 羽 ば た か せ 、 突 風 を 巻き 起こ す ゴ ッ ド ドラ グ ギ ルディ 。 
疾風 か ぜ に 乗っ て 加速 する 離れ 業 わ ざ 、 そ こ か ら 繰 り 出 され る 一 いつ 
肉 せ ん 。 

ー 体 何 度 剣 を 撃ち 合わ せ た か .…………. 互 ! の ツイ ン テ ー ル は 、 全 く の 互 
角 。 

乱れ る 呼吸 まで も が 、 等 し く 同じ リズ ム を 刻み 始め た 。 


「 一 髪 は 永久 に 伸ばし 続け る こと は で きん 。 い つか は 切ら ね ば 、 ツ イン 
テー ル は 地 に 堕 し て し まう 。 伸 びす ぎ た ツ イン テー ル は 、 切 ら ね ば な ら 
ぬ の だ .……… 1 」 

夏 つ れ う よう な その 忠 つ ぶ や き の 真 意 を 、 俺 が 捉え 供 あ で ね て いる と 
ao お お お お お お .……… !」 

突 と つ 如 じ よ と し て 、 ゴ ッ ド ドラ グ ギ ルディ の 肩 が 爆発 し た .…… ! 
舞い 上 が る 自ら の 身体 の 欠片 か けら を 浴び な が ら 、 全 身 か ら 紫 し 電 で ん 
を 放ち 始め て いる !! 

し: 選 、 選 うじ した ドラグ ギル ディ.、。。。 W 


この 苦し みよ う .………… 俺 の フォ ー ラ イザ ー チ ェ イ ン と 同じ だ 。 限界 を 超 
えた 負荷 を か けた こと で 、 ツ イン テー ル が 悲鳴 を 上 げ て いる !! 

「 お 前 まさ か 、 身 体 を ブッ 壊し か ね な い 無 茶 な 変身 を !?」 

「 ま だ まだ 、 こ れ か ら で は な いか !!」 

「 や め ろ ! 俺 も 一 度 、 そ うし て 自分 の ツイ ン テ ー ル を 傷つけ た か ら わ 
か る ! 力任せ に 強く きつ く 結 ん だ ツイ ン テ ー ル は 、 減 び を 招く だ け 
だ !!」 

「 我 わ れ は 滅び を 、 死 を 超え た と 吉 っ た は ず だ !!」 

自 壊し て いく 身体 か ら だ を 一 いつ 願 こ に だ に せ ず 、 猛 突進 し て くる 。 
俺 は テイ ルカ リバ ー を 地面 に 突き 立て る と 、 だ ら り と 両 腕 を 下ろ し 
た 。 そ れ を 見 る や 地面 を 踏み 砕い て ブ プレー キ を か け 、 困 惑 の 眼 ま な 差 ざ 

し を 向け て くる ゴッド ドラ グ ギ ルディ 。 

「 どう し た 、 剣 を 取れ !!」 

「 も う 、 お 前 と は 戦え な い .……!」 

「 一 何だ と 」 

「 これ 以上 自分 の ツイ ン テ ー ル を いじ め る な ! 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー 


プ 無 し で 生き 返っ た っ て こと は 、 今 の お 前 た ちな ら 人 の 心 を 奪わ な く て 
も 生き て いけ る ん じゃ な い の か !? 今 ま で 滅ぼし て きた 世界 に 悔い て 、 
これ か ら は - 一 」 

「 思い 上 が る な 、 幼 女 !」 

困惑 は 慎 怒 に 変わ り 、 史 ほう 叶 こ う が 響 きわ た る 

ゴッド ドラ グ ギ ルディ は 頭上 に か ざし た 手の平 に 巨大 な 輸 を 出現 さ 

せ 、 俺 目 掛け て 投げ て きた 。 

それ が 属性 力 エ レ メ ー ラ を 奪取 する リン グ と 認識 し た 瞬間 。 俺 は 中 と 
つ 叶 さ に 地面 に 突き 立つ テイ ルカ リバ ー を 抜き 放ち 、 両 断 し た 。 

「 我 は 吉 っ た は ず だ .……『… 人 間 と エレ メリ アン は 、 決 し て 相 あ い 容 いれ ぬ 
存在 だ と 。 た と え 一 度 決着 の 着い た 今 で も 、 そ れ は 変わ ら ぬ 」 

怒り と 慈しみ 。 二 つの 感情 を ツイ ン テ ー ル と 揺らし 、 ゴ ッ ド ドラ グ ギ 
ルディ は 激 げ つ 品 こう を 吉 葉 に 託し た 。 

「 そ し て こう も 吉 っ た 。 人 間 か ら の 恨み 喜 な ど 、 と うに 受け 慣れ た と 
生き る た め に 喰らっ た こと を 、 何 な 故 ぜ 悔い ね ば な ら ぬ ! それ は 生物 
に と っ て 、 最 大 の 矯 辱 ぞ !!」 

「 新 た な 生命 を 歩ん で 欲し いと 願う こと は 、 そ ん な に いけ な いこ と 
か ! 生き 方 が 相 容 れ な く た っ て 、 戦 友 と し て な ら わ か り 合 える は ず だ 
ろう !!」 

「 どれ だ け 佳 よき 闘い を 経 よ うと 、 我 ら は 戦友 に な る こと は で きめ ぬ 。 春 
い 奪 われ る 者 同士 一 吉 葉 む ど で わか り 合 える は ず も な い 」 


「 
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「 だ か ら こ そ 我 ら は 剣 を 交え る の だ ろう ! ツイ ン テ ー ル を 見 せ 合 う の 
で あろ うつ!!」 

激情 で ツイ ン テ ー ル が 乱れ て し まっ た の か 。 ゴ ッ ド ドラ グ ギ ルディ へ 
0 元 の ドラ グ ギ ルディ の 姿 へ と 戻っ た 。 

の と は いえ 、 無 様 を 晒さ らし た 我 に も 一 角 の 責 は ある 。 吉 わ ず と も 


よい こと を お 前 に 喜 わせ て し まっ た ,」 

「 違う 、 俺 は - 一 」 

戦友 に な る こと が で きる っ て 、 本 気 で 思っ て いる ん だ .…『…! 

「 今 日 の と ころ は これ で 引き 下がる .………… 素 晴らし き ツ イン テー ル を 見 せ 
て も ら っ た 礼 だ 」 

よろ めく 身体 か ら だ に 潜む お ち 打 ち 、 痛 後に 転送 ゲー ト を 出現 させ る ド 
ラグ ギル ディ 。 

「 だ が .………… 守 護 者 の 貴様 が 新 か 様 よ うに 煮え 切ら ぬ 態 度 の まま で あれ 
ば 、 こ の 世界 の ツイ ン テ ー ル は 消え て な く な る と 知れ !!」 

類 ほ お を 張る よう な 上 厳し い 吉 葉 を 残し た 後 .… ドラ グ ギ ルディ は ゲー 
ト の 中 へ と 消え て いく 。 

伸び すぎ た ツイ ン テ ー ル は 、 切 ら な けれ ば いけ な い 。 

その 吉 葉 に 込め られ た 意味 を 思い 、 俺 は いつ まで も その 場 に 立ち 尽く 
し て いた 。 


の 


総 そ う 二 じ が ゴッド ドラ グ ギ ルディ と の 再戦 を 繰り 広げ た その 日 の 
夜 。 

地下 基地 の コン ソー ルル ー ム で 、 愛 あい 香 か は トゥ アー ル と 二 人 き り 
で 向き 合っ て いた 。 

トゥ アー ル に 相談 し よう と 地下 基地 を 訪れ た の だ が 、 以 前 の よう に 奥 
RE 

ek 何で ここ な の よ 、 あ ん た の 部 屋 で 話さ せ て よ 」 
女の子 の 部 屋 で 相談 し 合う ..…… 思 春期 女子 の 華 が 、 場 所 が 変わ る だ け 
会 議 じ みた 無機 質 さ を 帯 お びる 。 

も う 、 愛 理 の ツイ ン テ ー ル は ツイ ン テ ー ル の 体 て い を 為 し て いな い 。 


髪の毛 に ギリ ギリ で リボ ン が 引っ か か っ て いる だ け 、 と いう 形容 が 正 し 
い 。 八 割方 解 ほ どけ て いる 状態 だ っ た 。 

「 す み ま せ ん 、 総 二 様 の 匂い を ずっ と 私 の 部 屋 に 残し て お きた く て .………… 
ウツ ュ 

「 は !? そ ー じ が あん た の 部 屋 に 行っ た の !? 」 

最近 トゥ アー ル が 妙 に 浮か れ て いた 理由 を 知り 、 軽 い 昔 いら 立 だ ち 
と 、 少 し の 災 し つ 始 と を 覚え る 愛理 。 

大 お お 仰ぎ よう に 溜 た め 息 いき を 突く 愛 香 の 前 に 、 白 い 小 箱 が 置か れ 
た 。 

「 ま ず は 、 こ れ を 差し 上 げ ま す 」 

中 を 開け て みる と 、 パ ッ ド に 電極 の 付い た マッ サー ジ 機 の よう な 形 を 
し た 発明 品 だ 。 

「 ア ンチ アイ カシ ステ ムー 三 号 、 ア イカ タ ギ ラ セー ル で す 」 

「 タ ギラ .……… え 、 深 た ぎら せる ? 」 

「 逆 転 の 発想 で す 。 私 が 研究 を 進め つつ ある 愛 香 さ ん の 生態 に 基づき 発 
見 し た 族 中 枢 ア イカ チ ヤ クラ に 特殊 な バル ス 波 を 流す こと で 愛理 さん 
の 性 を 過度 に 活性 化 さ せ 、 自 滅 に 追い 込む た め の シ ステ ム で す が .………… 
今 の 弱 々 し い 愛 香 さ ん に な ら 逆 に 普通 の 効果 が 出る か も し れ ま せん ,」 

「 あん た 、 こ ん な 時 に よく あたし を 倒す 機械 な ん て 発明 する 余裕 ある わ 


「 マッサ ー ジ 機能 も つい て いま す が 、 妙 な 用 途 に 使わ な いで くだ さい 
ね 。 防 水性 に は 難 有 り で す の で ,」 
「 使わ な いわ よ !!」 
この よう な 余興 で は 、 ろ くに 場 の あたため に も な り は し な い 。 
トゥ アー ル は 椅 い 子 す を 揺らし な が ら 、 ス トレ ー ト に 本 題 を 吉 い 当て 
8 
「 怖い で すか 。 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ と 戦う つの が .……. ツ イン テー ル 属 性 


を 奪わ れる の が 」 

肩 を 震 ふ る わせ る 愛 あ い 香 か 。 

「 わ か っ て いた こと で し ょ う 。 ツ イン テー ル の 戦士 は 、 負 けれ ば 真っ 先 
に ツイ ン テ ー ル 属性 を 奪わ れる ん で す よ 。 二度と ツイ ン テ ー ル は 結べ な 
いん で す 」 


「 ツ イン テー ル で は いら れ な く な る ん で す 。 あな た は 今 ま で 一 度 も 、 そ 
の ヴィ ジョ ン を 思い 描か な か っ た ん で すか ? 自分 が ツイ ン テ ー ル に で 
き な く な っ た 姿 を 」 
「 そ こま で 自信 家 じ ゃ な いわ よ 。 .………. それ に 、 そ ー じ が ツイ ン テ ー ル を 
奪わ れる と ころ を 見 て る の よ 。 当然 、 自 分 も .…… っ て 思う で し ょ 」 
愛 香 は 自分 の 髪 を 搬 すく い 取る 。 
「 エ レ メ リ アン に 勝て な いっ て 、 初 め て 思っ た の .………。 す ご く 強 い 奴 や 
つが 相手 で .…… し か も そい つ は ツイ ン テ ー ル の 天敵 で .………。 初 め て 、 本 
気 で ツイ ン テ ー ル を 盗 ら れる っ て 思っ た 」 
エレ メリ アン に 明 い 怖 ふ され 続け て きた 戦士 テイ ルプ ブ ルー、 愛 香 。 
彼女 は 初め て .…… 戦 い が 怖 いと いう 、 当 た り 前 の 感情 に 囚われ て し 
まっ て いた 。 
「 そ う よ 、 怖 い の .…………。 ず っ と 、 戦 女神 あい つと また 戦う こと に な っ た 
ら ど うし よう っ て 、 そ れ ば っ か り 考 えて る ! あたし 、 ツ イン テー ル 
じゃ な く な っ た ら 、 他 に 何 も 取 り 柄 えな いか ら .…… 四 
愛 香 が 手 に 拘 す くっ た それ は 、 失 敗 し た ツイ ン テ ー ル な の か 、 そ れ と 
も も は や 別 の 何 か な の か 。 
ニニ つ に 結ぶ と いう 単純 作業 さえ で き な く な っ た 、 入 力 の 結晶 の な れ の 
果て だ 。 
「 そ し た ら .…… 結 べ な く な っ て た の 。 十 年 も の 間 、 毎 日 旨 勤 賞 、 何 千 回 
も 結ん で きた ツイ ン テ ー ル が ..…… ぼ …… た っ た それ っ ぽ っ ち の 恐怖 で 、 上 う 手 


まく 結べ な く な っ ちゃ っ て た .……… 四 

今度 は 、 ト ゥ アー ル が 自 じ 哨 ち よう を 返す 番 だ っ た 。 

コン ソー ルル ー ム の 奥 出 口 、 自 分 の 部 屋 に 続く 通路 を 見 つめ な が ら 。 
「 私 ね 、 総 そう 二 じ 様 に 吉 っ た ん で す よ 。 頭 つる つる に し て 、 ヴ ァ ル キ 
リア ギル ディ 誘 お びき 出す っ て .………、。 め っ ちゃ 怒ら れ ま し た 。 .…… 真剣 
に 、 怒 っ て くれ まし た 」 

『 還 ー ル ーー 

何 も で き な い 、 役 に 立て な いと いう 不安 は 、 等 し く 誰 だ れ に で も あ 
る 。 

それ に 任せ て 先走っ て も 、 た だ 相手 を 傷つけ る だ け だ 。 

「 いい 加減 、 あ な た も 総 二 様 に 甘え た ら ど う で すか 。 戦い な ん て 、 い つ 
や め た っ て いい ん で す 。 愛 香 さ ん に は 、 何 の 責任 も あり ませ ん 」 


『ー! な ん で よ 、 あ た し だ っ て ツイ ン テ イ ルズ で し ょ !!」 
弱気 に な れ ば 、 厳 し く 叱 路 し て も ら え る と 思っ た の だ ろう 。 そ れ が 欲 
し か っ た の だ ろう 。 


トゥ アー ル の 想像 以上 に 優し い 吉 葉 に 、 愛 あい 香 か は 動揺 する 。 

「 あな た に 責任 が ある と し た ら 、 最 後 ま で ツイ ン テ ー ル 属性 を 失わ な い 
ここ ど と ど で す 。 ツ イシ デー ル で ある こ ご と ど ,。.、 ツイ ン テ ー ル を 愛す る こと 。 そ 
れ を 守る の は 、 あ な た に テイ ルプ ブレ ス を 託し た 私 の 責任 で も ..………. 願 いで 
も あり ます 」 

幅 み こと に ブレ ス の 管理 を 任せ きり の 、 寂 し く な っ た 右腕 を 見 て 一 愛 
香 は 、 深 く 項 うな 垂 だ れ た 。 

「 今 は 無理 に 戦わ ず 、 ゆ っ くり 休ん で くだ さい 、 愛 香 さ ん 。 これ 以上 苦 
し お あな た を 見 た ら 、 そ れこ そ 総 そう 二 じ 様 が 先 に 心 折 れ て し まい ま 
す 。 こ の 世界 は それ で 終わ り で す 」 

吉 外 に 足 手 まとい だ と 告げ る の も 、 ト ゥ アー ル の 思い や り だ っ た 
が .… ぼ ……… 今 の 愛理 に は 、 格 別に 堪 こ た えた 。 


コン ソー ルル ー ム か ら 地 上 に 出 て 、 ど う や っ て 帰っ た か 覚え て いな 
い 。 

気がつい た ら 自 分 の 部 屋 に いて 、 そ れ を 自覚 し た 瞬間 、 愛 和 理 は ぐに ゃ 
り と 揺らい で いく 視界 に よろ めい た 。 

額 ひ た い を 触る と 、 ひ どく 熱い 。 ツ イン テー ル に 熱 が ある と 吉 っ て い 
た 、 総 二 の 診断 も あな が ち 嘘 うそ で は な か っ た よう だ 。 

熱病 の よう に 身体 か ら だ を 人 触 むし ば ん で いく 不安 に 襲 お そ わ れ な が 
ら 、 愛 香 は ベッ ド に 倒れ 込ん だ 。 

あたし これ か ら ど うす れ ば いい の .…… ?.」 

か 細い 問い に 答え る 者 は .… せ …. 誰 だ れ も い な いり 。 


の 


今朝 は 、 い つま で 待っ て も 愛 香 が 俺 の 家 に 来 な か っ た 。 
不思議 に 思っ て 愛理 の 家 に 迎え に 行く と 、 玄 関 で 姉 の 恋 れ ん 理 か さん 
に 出迎え られ た 。 そ し て 、 愛 香 は 未 い まだ に 部 屋 で 眠っ て いる と 説明 さ 


「 え つっ.…… 愛 理 、 学 校 休 お ん で すか が !?」 

「 ご めん ね 総 く ん 。 愛 香 、 熱 が 出 ち ゃ っ た みた い 。 本 人 が 休み た いっ て 
青 っ て る の 」 

お 姉さん に 無理 に 止め られ た な ら と も か く 、 愛 香 が 自分 か ら 学 校 を 休 
むっ て 吉 っ た の か 。 

ちょ っ と し た 風 か 邪 ぜ すら 滅多 に 引か な い ぐ ら い 、 ず っ と 健康 だ っ た 


「 も し よかっ た ら 、 帰 り に お 見 舞い に 寄っ て くれ る と 嬉 つ うれ し いわ 」 
「 も ちろ ん で す 」 
今日 は 件 くだ ん の イー スナ の ライ ブ だ が 、 終 わっ た ら 見 舞い に 立ち 寄 


ろ つ 。 

「 私 、 今 日 帰り が 遅く な る の 。 未 み 春 は る お ば 様 に うち の 合鍵 か ぎ を 渡 
し て ある か ら 、 関 の イン ター ホン を 鳴ら さ ず に 鍵 を 開け て 入っ て ちょ 
つう だ い 。 も ちろ ん 、 愛 香 の 部 屋 に も ノッ ク し な いで 入っ て ね 、 病 人 だ か 


イン ター ホン を 鳴ら さ な い の は 、 愛 和 理 を わざ わざ 二階 か ら 降 り て 来 さ 
せな いた め だ と いう の は わか る が 、 さ す が に 部 屋 の ドア ぐら い は ノッ ク 
すべ きじ ゃ な い だ ろ うか .……… 

「 旬 た は 家族 みた いな も の な ん だ か ら 、 気 に し な いで 。 ね ? 約束 よ 
総 そ うく ん 、 ノ ッ ク は し な いで ね 」 

「 わかり まし た ,」 

朗 ほ が ら か な 懲 ほ ほ 笑 えみ を 浮か べ て いる の に 、 妙 に 迫力 が ある な 。 
それ だ け 愛 あい 香 か が 心配 な ん だ ろう 。 


そう いう わけ で 、 今朝 は トゥ アー ル と 二 人 で 登校 する こと に 。 

し か し トゥ アー ル は 、 幽 鬼 の よう に 覚 お ば 束 つ か な い 足 取り だ 。 

P 写 。 大 丈夫 が か が 。 ド ウ ア ー ル 」 

「 え 、 何 が で すか ? に っ くき ば ん 族 で く が と うと う 病 魔 に 倒れ て 
"B . B ., が 終わ る ん で す よ ? 今日 か ら 始 まる “A . B ., を 楽し 
み ま し ょ つ 「! 」 

トゥ アー ル 的 に は 昨日 まで が BeforeBANZOKU、 今 日 か ら 
は AfterBANZOKU ら し し !。 

強がっ て は いる が 、 声 に 穫 気 が な いと ころ を 見 る と や は り 愛 香 が 心配 
な よう だ 。 

ie それ は と も か く 、 愛 和 理 さ ん も そう で す が 、 総 そう 二 じ 様 も 無理 を 
な さら な いで くだ さい 。 い くら 心 を 持っ て 再生 し た か ら と いっ て 、 ネ オ 


アル ティ メ ギ ル は みん な ヴァ ルキ リア ギル ディ の 倍 か いい 偏ら いで す 。 感 
情 移入 し て も 、 総 二 様 が 傷つく だ け で すか ら 」 

5 昨日 ドラ グ ギ ルディ と 話し た こと 、 や っ ぱり トゥ アー ル に は 人 箇 抜 
守っ だ が 。。。 

トゥ アー ル は 歩き な が ら 俺 に 診 を 寄せ 、 流 し 目 で 嘱 さ さや いて くる 。 
2 え へ へ 。 こ うし て 二 人 き り で 歩い て いる と 、 噂 され ちゃ つか も し 


「 お は よう ご ざい ます わ 、 観 み 束 つか 君 ! 」 

朝 空 に 響く 清 せ い 澄 ちよ うな 声 に 、 ト ゥ アー ル は 勢い よく 振り 返っ 
た 。 

閣 え 理 り 那 な と 桜 さ くら 川 が わ 先 生 、 お 伴 の メイ ド さ ん た ち が こ ちら 
どど 歩 j1 で くる 。 

1 二 人 っ きり に な る の っ て 、 こ ん な に 高 難易 度 ク エス ト で し た っ 


再び 幽 史 の よう な 足取り に 戻り 、 ト ゥ アー ル は 新 西暦 "A . B ., の 
朝 を 歩み 始め る 。 


の 


その 日 は 放課後 の ツイ ン テ ー ル 部 部 室 に いる の も 、 俺 と トゥ アー 

者 理 那 に 桜川 先生 .…… ぼ それ に 理事 長 と 、 少 し 変わ っ た 組み 合わ せ だ っ 
ja 

「 いい か 里 理 那 、 今 日 ば か り は 何 も 気 に し な く て いい か ら な 。 た と え エ 
レ メ リ アン が 現れ て も 、 構 わ ず ラ イブ を 楽し ん で き て くれ , 

「 は い 、 あ り が と う ご ざ いま す 、 観 東 君 」 

何 な 故 ぜ 急 に 理事 長 が 部 室 を 訪ね て きた の か が 、 い まい ちよ くわ か ら 
な い が .……… 俺 が その 話題 を 出し た 途 端 、 理 事 長 は 湯飲み を テー ブル に 置 


いて 尋ね て きた 。 

「 靖 お むこ 殿 。 最 近 、 エ レ メ リ アン と や ら の 活動 が 活発 に な っ て いる と の 
こと で す が .…… ツ イン テイ ルズ の 皆様 は 、 無 理 を な さっ て いま せん 
か ?」 

「 それ は も ちろ ん 、 大 丈夫 で す 。 出 撃 の 頻 ひ ん 度 ど は 上 が っ て いま すけ 
ど 、 俺 た ち も 強 く な っ て いま すか ら 。 出撃 に ロー テー ショ ン を 組ん だ 
けり 、 工 夫 し て ます 」 

この 期 ご に 及 ん で 理事 長 に 嘘 う そ す を つく わけ に も いか な い が 、 エ ンド 
レス ゲー ム に 巻き 込ま れ て いる 最 中 だ と まで は 吉 え な い 。 

「 お母様 、 ツ イン テイ ルズ の 戦い が 大 詰め に な っ て き て いま す の 。 今 は 
どう か 、 見 守っ て いて いた だ け ま せん で し ょ うか .…………」 

閣 え 理 り 那 な は 申し 訳 な さそ うに 頼む が 、 今 の 理事 長 は ちゃ ん と ツイ 
ン テ イ ルズ の 活動 を 理解 し て くれ て いる 。 

「 も ちろ ん 、 戦 い に つ いて 母 が 口 を 出す な ど 差 し 出 が まし い 真 ま 似 ね は 
いた し ませ ん わ 。 今日 は 、 お 願い が あっ て 参り まし た の 」 

「 何で すか ? 」 

俺 が 尋ね る と 、 

この 目 で 、 大 き な テ イル ブル ー が 見 た いで すわ 」 

思わ ず 、 急 須 を 取り 落と し そう に な る 桜 さ くら 川 が わ 先 生 。 

「 ひ どい で すわ 、 尊 みこ と 。 変 し て 戦っ て いる の な ら 、 何 な 故 ぜ わた 
くし に 教え て くれ ませ ん の ? 」 

ツイ ン テ イ ルズ の こと を 知っ て いる 理事 長 が アナ ザー テイ ルプ ルー を 
テレ ビ で 見 た ら 、 認 識 失 乱 装置 イマ ジン チ ヤ フ も 効果 は な いか 。 す ぐに 
桜川 先生 だ と わか っ ちゃ っ た ん だ な 。 

「 え !? あ 、 そ れ は .……… い え 、 私 の よう な いい 大 人 が あん な 派手 な 格好 
を し て 人 前 に 出 て いる と ころ な ど 、 奥 様 に お 見 せ すす る わけ に は と .……… 四 
「 ひ どい で すわ ひど いで すわ ! あな た の 晴れ 姿 、 真 っ 先 に 教え て 欲し 


か っ た で すわ ! 」 

子供 の よう に す ね る 理事 長 の 姿 が 、 見 て いて 微 ほ ほ 笑 えま し い 。 

「『 子 供 の よう に ね る 理事 長 が 、 見 て いて 微笑 まし い 』 な ど と 総 そ う 
ニ じ 様 が 心中 で フォ ロー し て くだ さっ て いそ うな 清 ま し い 仕 草 は 慎 つ 
つ し ん で くれ ませ ん か 、 熟 女 の 意 え 夢 むさ ん !!」 

トゥ アー ル に 詰め 寄ら れ 、 広 げた 扇子 で 口 く ち 許 も と を 隠し て 笑 つ 理 
事 長 。 

「 ま あい や で すわ 靖 殿 、 子 供 の よう に 若い だ な ん て 。 靖 殿 さ え よろ し け 
れ ば 、 わ た くし が 身 を 以 も つて 指南 を - 一 」 

恥ず か し が る 桜川 先生 、 トゥ アー ル と じゃ れ 合 う 理 事 長 。 

みん な を 微笑 まし く 見 守る 直 理 那 だ が 、 思 い 出 し た よう に 壁 の 時 計 に 
視線 を や っ た 。 

「 転送 ゲー ト で 会 場 の 近く まで 行く ん だ か ら 、 ま だ まだ 余裕 は ある 
宏 25』 

時 間 に は 人 帳面 な 款 理 那 だ か ら 、 十 分 ゆとり を 持っ て 移動 し よう と し 
て いる の だ ろ つ か? 

時 いえ 、 そ の 前 に お 買い 物 を し よう か と , 

「 買い物 ? 花束 と か か ? 

「 善 いい 沙 す な 闇 あ ん 子 こ さん の ライ ブ に 行く と クラ ス の お 友達 に 話し 
た ら 、 眼 鏡 の めがね 型 の サイ リウ ム を 持っ て いっ た 方 が いい よ 、 と 吉 わ れ 
まし て .………。 一 番 近く で 売っ て いる の は アニ メシ ョ ッ プ と いう 場所 らし 
い の で す が 、 観 み 東 つか 君 は ご 存じ で すか ? 」 

「 行 っ た こと は な いけ ど 、 そ うい う ア ニ メ グ ッ ズ と か を 扱っ て る 店 が あ 
る の は 知っ て る な 」 

眼鏡 型 の 応援 グッ ズ だ っ た ら 会 場 の 物販 で 売っ て る と 思う けど 、 あ あ 
いう と こっ て 開演 前 は 死ぬ ほど 混雑 する か ら な 。 予 あら か じ め 用 意 し て 
行け る な ら 、 そ れ に 越し た こと は な い だ ろ っ う 。 


「 な の で 、 わ た くし 、 ア ニ メ シ ョ ッ プ に 行こ うと 思い まし て .…. 四 

「 靖 むこ 殿 。 不 肖 の 娘 、 エ スコ ー ト し て や っ て くだ さい まし 。 ア ニ メ 
ショ ッ プ な る 魔境 、 ナ イト の 加護 あら ね ば 踏破 する こと は 困難 で し ょ 
つう 」 

唐突 に 会 話 に 入っ て くる 理事 長 。 ア ニ メ シ ョ ッ プ っ て 、 魔境.………. な の 
か !? この 世代 の 人 に は 、 ア ニ メ っ て 未 い まだ に そう いう 認識 な の か な 
あ 。 

「 え っ 、 お 嬢 様 の 買い 物 な ら ば 私 が お 伴い た し ます が .…… 四 

アナ ザー テイ ルプ ブル ー の 変身 を 解い た 桜 さ くら 川 が わ 先 生 が 名 乗り 出 
る 。 本 職 は 赴 え 理 り 那 な の 護衛 な の だ 、 当 然 の こと だ が 。 

「 尊 みこ と は ここ で 戦闘 待 機 で すわ 」 

「 奥様 が そん な 専門 用 語 を !?」 

「 馬 ば 鹿 か に し た も の で は あり ませ ん 、 こ う 見 えて も 学生 時 代 は ご 主人 
姜 に 放課後 か ら 夜中 まで 戦闘 待機 お すわ り を 命じ られ て いた こと も あり 
ます の よ 。 経 験 豊富 で すわ 」 

ご 主人 様 っ て 母さん の こと だ よ な 。 い つも すん ませ ん .……。 

「 わ かり まし た 。 じゃ あぁ 一 緒 に 行こ つか 、 着 理 那 」 

ぱあ っ と 顔 を 綻 ほ ころ ば せる 直 理 那 。 

ふと 見 る と 、 何 な 故 ぜ か 桜川 先生 が トゥ アー ル を 後ろ か ら 羽 交 い 締め 


に し て いた 。 
や っ ぱり 愛 あ い 香 か が いな いと 、 い つも どおり の 日 常 も 何 か 違 う よ う 
に 感じ て し まう な 。 


俺 の 胸 に は 、 ピ ー ス の 欠け た パズル を 見 つめ る よう な 寂し さ が 去 来 し 
て いた 。 


の 


善 沙 導 子 の ライ ブ が 行わ れる の は 、 俺 た ちの 住ん で いる 地域 か ら は 遠 
く 離 れ た 東京 都心 だ 。 

現在 時 刻 は お よそ 三 時 半 。 転送 ゲー ト を 使っ て 現地 に 行く と は いえ 、 
開場 時 間 が 五 時 な こと を 考え る と 、 あ まり の ん びり も し て いら れ な い 
な 。 

アニ メシ ョ ッ プ まで の 道すがら 。 閉 理 那 は 遠 えん 慮 けり よ が ち に 俺 を 見 
上 げ 、 和 柔和 に 微 ほ ほ 笑 えん だ 。 

「 ふ 、 二 人 で お 買い 物 .…… な つこ み 以 来 で すわ ね 」 

「 桜 川 先 生 も いた ぞ !?」 

あの 時 、 本 人 も し きり に それ を アピ ー ル し て た ん だ けど ..……… 8 

で も 、 半 え 理 り 那 な の 吉 う と お り だ 。 特殊 な イベ ント 事 の 中 じゃ な く 
普通 に こう し て 二 人 で 買い 物 を する な ん て 、 不 思 議 な 感じ が する 。 

「 津 つう 辺 べ さん の 誕生 日 パー ティ ー の 時 、 わ た くし の 誕生 日 は まだ まだ 
先 だ ど 思っ で いま し た けれ ど .。.。 早い も の で すわ 。 わ た くし 、 一 七 歳 に 
な る ん で す の ね 」 

「 も う 一 個 お 姉さん に な る な ,」 

俺 は 二 月 生ま れ だ か ら 、 款 理 那 と は し ば らく 二 歳 差 に な る 。 

「 一 六 歳 か ら お む こさ ん を 探し て 、 一 七 歳 に な る 頃 こ ろ に は その 方 と 
寄り 添い 過ごし - 一 一 八 歳 で 結婚 を する 。 神 し ん 堂 ど う 家 の 近 に 従い 生き 
で きま し た が , 。 

「 俺 の 無 共 の せい で 、 神 堂 家 の 反 を 破る こと に な っ ちゃ っ た ん だ よ 


ツイ ン テ ー ル を 守る た め と は 吉 え 、 お 家 問 題 に 首 を 突っ 込ん で し まっ 
た ん だ 。 

閣 理 那 の 縁談 話 を 壊す た め に 理事 長 室 に 乗り 込ん だ の を 、 ま る で 昨日 
の こと の よう に 思い 出せ る 。 

ga いい え 。 結 局 、 ち ゃ ん と 守っ て いま す の よ 」 


大 切な も の を 胸 に そっ と 抱き 締め る よう に 、 募 理 那 が 何 か を 嘱 さ さや 
いた 。 

温か い 気 持ち に な りな が ら 、 思 い 出 話 に 花 を 咲か せ て 歩く 俺 た ち 。 

不意 に 、 俺 の 目 の 前 に 半裸 の 男子 二 人 が 出現 し た 。 よ く 見 る と 、 イ ラ 
スト だ 。 い つの 間 に か アニ メシ ョ ッ プ に 着い て いた の だ 。 

軒先 に 、 め っ ちゃ 胸 補 を 開い た 男子 二 人 が 濃厚 に 見 つめ 合う ポス ター 
が 貼っ て ある 。 

癌 理 那 は 子犬 の よう に 店 内 に 駆け 入る と 、 入 り 口 すぐ の 新刊 コー ナー 
で 目 を 留 と め た 。 

嬉 き 々 ? き と し て 、 フ ィ ル ム 包 装 され た 冊子 を 手 に 取る 宗 理 那 。 

縁側 で うた た 寝 を する 男 の 側 そ ば で 、 や は り 男 が 微 ほ ほ 笑 えん で いる 
表紙 だ oo 友情 、 だ よ な 。 

「 観 み 束 つか 君 ! つう すい で すわ ! この 本 うす いで すわ ! うす い 本 
で すわ !!」 

「 そ うだ な 薄い な !」 

店 内 で 注目 を 集め て し まう 。 女 の 子 の 客 が 多い な .………… ア ニ メ 専 門 店 っ 
て 、 男 の 方 が 多い イメ ー ジ だ っ た 。 

俺 た ち が 「 薄 い 本 」 の 存在 を 知っ た の は 、 さ っ き 甘 理 那 が 吉 っ て いた 
夏 コ ミ に エレ メリ アン 対策 で 参加 し た 時 の こと だ 。 そ の 時 の 楽し い 思い 
出 が 蘇 よ み が え っ た ん だ ろう つ 。 

そう そう 、 こ うい う ア ニ メ キ ャ ラ じみ た 大 お お 親 げ 装 さ な リア クシ ョ 
ン を する 人 の サー クル スペ ー ス で .… ぼ …… ん ? 

「 ま あ 、 牧 も く 須 す 先 募 !! 」 

陽 よ う 月 げ つ 学 園 高等 部 の 元 生徒 会 長 、 牧 須 豊 と 美 み 得 えさ ん が そこ 
に いた 。 

一 年 の 時 点 で 生徒 会 長 に な っ た 款 理 那 か ら す る と 二 つ 上 の 先輩 で 、 現 


在 は 大 学生 だ 。 

夏 コ ミ で は 、 サ ー ク ル 参 加 し て いた 彼女 に 会 っ た 。 ウェー ブ プ が か っ た 
ふわ っ と し た ツイ ン テ ー ル と 、 拡 声 器 を 通す よう な 大 き な 声 が EH 象 に 
残っ て いる 。 

思い が け な い 再会 だ な 。 牧 も く 須 す 先 理 は 、 こ うい う 店 に は よく 来る 
の か も 。 

「 お お 一 、 何 々 、 カ レシ 君 と デー ト !? ちょ ー っ と や る じゃ ん 神 し ん 堂 


ウェ ー イ ウェ ー イ と テン ショ ン 高 く 肘 ひじ で 赴 え 理 り 那 な を 小 突く 牧 
須 先 募 。 

相変わらず この 人 は 、 俺 と 甘 理 那 の こと を 誤解 し て いる ん だ な .…。 
し か し 、 い い ツ イン テー ル だ 。 そ ちら も 相変わらず で 何より だ 。 

「 お 久しぶり で す 、 牧 須 先 理 」 

「 わ 、 君 も 私 の こと 覚え て て くれ た ん だ ーー ! 」 

「 は い 、 一 度 会 っ た ツイ ン テ ー ル は 二度と 忘れ ませ ん 」 

958 バレ リー 0 づい て いっ た 。 


「 けれ ど 、 と っ て も 頼り に な る 、 素 敵 な 人 で す の よ 」 
間 FE 

自分 を 抱き 締め 、 身 み 問 も だ えす る 牧 須 先 募 。 

「 今 日 は 何 し に ここ に 来 た の ? あたし は まあ 、 週 三 で 来 て る 地 旨 霊 
た いな も ん だ けど ,」 

「 これから 善い い 沙 す な 闇 あん 子 こ さん の ライ ブ に 行き ます の 。 そ れ 
で 、 応 援 グ ッ ズ を 買お うと .…… 四 

「 わ お 、 神 堂 さ ん が ライ ブ !? し か も 闇 子 ち ゃ ん か 一 ! 神 堂 さ ん が 八 
マ っ ちゃ うっ て 、 さ っ す が 国 民 的 アイ ドル 闇 子 ちゃ ん だ ね ー ! 」 


その 国民 的 アイ ドル が 自分 た ちの 親友 だ と 吉 っ た ら 、 ど ん な リア ク 
ショ ン を する だ ろう ? 

そん な こと を 考え て いる の だ ろう か 、 悪 戯 い た ずら っ ぱ ぽく 含み 笑い を 
する 逆 理 那 。 普段 の 重責 か ら 解放 され た 、 年 相応 の 女の子 に 見 えて 微 ほ 
ほ 笑 えま し か っ た 。 

勝手 知っ た る と いう 感じ で 、 ア イド ル の 応援 グッ ズ な ど を 売っ て いる 
フロ ア へ は 牧 須 先輩 が 案内 し て くれ た 。 

陽 よう 月 げ つ 学園 の 新旧 生徒 会 長 の 楽し げ な 語ら い を 、 一 歩 離 れ て 見 
まる 。 

俺 も お 役 御免 か な 。 そ う 思 っ て いる と 、 タ イミ ング を 見 計ら っ た か の 
よう に ポケ ッ ト の 中 で トゥ アル フォ ン が 固 ふ る えた 。 

『 総 そう 二 じ 様 、 エ レ メ リ アン が 出現 し まし た 。 尊 みこ と さん に 向かっ 
て も ら っ た の で す が .…………. 間 の 悪い こと に 、 続 け て も う 一 箇所 に 出現 し て 
し まい まし た .… し か も 、 場 所 が 海外 で す 』 

「 サ ン キ ュー、 ト ゥ アー ル 。 す ぐに 行く ぜ 、 も ちろ ん 俺 一 人 で 」 

牧 須 先 奄 が 、 ぎ ょ っ と し な が ら こ ちら を 見 て いる 。 

et 神 営 さん の カレ シ 君 、 や っ ぱ 変 わっ て る ね .…… さっ きか ら め っ 
ちゃ ツイ ン テ ー ル ツイ ン テ ー ル 連呼 し て る けど 、 大 丈夫 ? 

し まっ た 、 ト ゥ アル フォ ン の リア ル タ イ ム 暗 号 化 機能 の 幣 へ い 害 が い 
だ 。 

俺 の 通話 は 、 傍 は た か ら は 古代 ツイ ン テ ー ル 語 に 聞こ える ん だ っ 


「 交 え 理 り 那 な 、 エ レ メ リ アン が 出 た 。 俺 の 分 まで 、 イ ー ス ナ の ライ ブ 
を 楽し ん で き て くれ 」 
そっ と 聞 理 那 に 耳打ち する 。 


俺 は 疾 理 那 か ら 離 れ 、 二 コ ニ コ こっ ち を 見 て いた 牧 も く 須 す 先 理 に 挨 


あい 拶 さ つ を する 。 

「 牧 須 先 輩 。 俺 ちょ っ と 用 事 で きた ん で 、 後 は 二 人 で 楽し ん で くだ さ 
いい! 」 

「 え っ 、 帰 っ ちゃ うつ の? 神 し ん 堂 ど うさ ん 買い て !? も っ と お 話 導き 
た い の に ーー!!」 

放課後 の ナイ ト の 役目 は ここ まで だ 。 

また 今度 め ゆっくり 買 い 物 し よう ぜ 、 閉 理 那 。 


の 


無事 応援 グッ ズ も 買い 、 豊 と 美 み 得 えと 一 緒 に 店 を 後に する 直 理 那 。 

ビル の オー ロラ ビジ ョ ン に 、 テ イル レッ ド 速 報 が 映し 出さ れる 。 道 ゆ 
く 人 た ち が 足 を 止め 、 テ イル レッ ド の 可 か 愛 わ いさ に 見 入っ て いる 。 

た っ た 今 出 撃 し た 総 そ う 二 じ を 思い 、 甘 理 那 の 顔 に 影 が 落ち る 。 

逆 に 豊美 得 は 笑顔 一 色 に な りな が ら 、 頭 の 後ろ で 手 を 組ん だ 。 

「 いん や ー、 最 近 エ レ メ リ アン が 元気 で 困っ た も ん よね ー。 こ の 前 も 別 
の アニ メシ ョ ッ プ の 帰り に さ 、 エ レ メ リ アン に 会 っ ちっ た よ 」 

「 え .……. え え ぇ え !? お 怪 け 我 が は あり ませ ん で し た の !?」 

「 す ぐい な く な っ た も ん 。 テ イル レッ ド た ん に 会 える と 思っ て 期待 し た 
ん だ けど さ ー。 何 か ね 、 お っ ぱい あっ て 女の子 みた いな エレ メリ アン 
だ っ た よ 。 白 衣着 て る みた いな 見 た 目 で さ ー」 

女性 型 エ レ メ リ アン .…… 復 活 し た 貴 の 三 葉 ノ ー・ ブ ル ・ ク ラブ の 戦士 
だ ろう つが 、。 

や は り 、 一 般 人 に と っ て は エレ メリ アン は 脅威 と いう より 、 遭 遇 すれ 
ば ツイ ン テ イ ルズ ..………. い や 、 テ イル レッ ド に 会 える 、 程 度 の 存在 な の だ 
ろう つ 。 

「 牧 須 先 理 は 、 エ レ メ リ アン を 恐れ な い 、 勇 池 な 方 で す の ね ! 


「 冬 コミ 原稿 の 締切 も 近い し 、 ビ クビ クオ ド オ ド 暮 らし て らん な いっ 
し より 

「 ふゆ こみ に 参加 され ます の ね ! そこ で また お 会 いで きま すわ !!」 
「 あ 、 あ は は は .…. 無 理 し な いで ね 、 あ た し 有三 日 目 に 配置 され て る か 
ら .……… 神 堂 さ ん 、 大 お お 星 日 みそ か は 家族 と 過ごす で し ょ ? っ て いう 
か 、 冬 コミ の 存在 は 聞い て た ん だ ね ,」 

さす が に エレ メリ アン か ら 教 えら れ た と は 吉 え な い 。 

「 で も さ ー、 ホ ント に 変わ っ た よね 、 神 堂 さ ん 。 あ た し が 陽 よ う 月 げ つ 
に いた 頃 こ ろ は どこ 歩く に し て も 後ろ る に メイ ド さ ん 連れ て 、 ザ ・ お 嬢 
様 .…… っ て 感じ で 、 ち ょ い 近 づき が た か っ た か な ? 」 

2 ぞ つ で す が ,。。 四 
「 今 は ね 、 普 通 の 女の子 っ て カン ジ 。 絶対 今 の 方 が いい よ 、 神 し ん 堂 ど 
うさ ん 」 

自分 人 暫 68 他 な ら ぬ 総 そ う 二 じ だ 。 そ し て 甘え 理 り 
那 な 自身 も 、 今 の 自分 の 方 が 断然 気に入っ て いる 。 

2 N 証 の ト を 通っ て 行く の で 、 名 残惜し い が そ ろ そ ろ 

豊 と 美 み 得 えと は 別れ な けれ ば いけ な い 。 

「 そ れ で は 、 ふ ゆこ み .………… 牧 も く 須 す 先 輩 の さ ー く る に 、 必 ず 伺 いま す 
わ ! 」 

「 ん ー.……… よ し 、 あ た し も 腹 括る さ ー! お いで お いで 、 ま た カレ シ 君 

と 一 緒 に !!」 

夏 コ ミ の 時 に は リア ル の 知り 合い に 自分 の 本 を 買わ れる こと を ひど く 
恐れ て いた 豊美 得 だ が 、 今 日 の 寺 理 那 と の や り と り を 通し て 、 熊 度 が 軟 
化し た よう だ 。 

款 理 那 が 豊美 得 に 別れ を 告げ て いる と 、 周 囲 が に わか に ざわ めき 出し 
7 記 8 
「 な ん だ この いか が わし い 本 は 一 ! 日 も 高い うち か ら 乙 お と 女 め が 


よっ て た か っ て 男 の 裸 を 読み 漁 あ さる と は 嘆かわしい ! 私 の 詩集 を 読 
ん で 清らか な 心 を 取り 戻せ !」 

フク ロウ 型 の 怪人 が 、 先 ほど まで いた アニ メシ ョ ッ プ の 近く で 騒い で 
いる 。 

款 理 那 は アー カイ ブ 映 像 で 見 た だ け だ が 、 そ れ は か つて テイ ルレ ッ ド 
と 戦い を 繰り 広げ た 戦士 。 文 学 に 一 家 吉 ある 昔 気質 の エレ メリ アン 、 オ 
ウル ギル ディ だ 。 

オウ ル ギ ル ディ の 後ろ か ら は 、 黒 ずく め の 戦 闘 貞 アル テイ ロイ ド 。 
3 だ け で は な い 。 貴 の 三 葉 ノ ー・ ブ ル ・ ク ラブ 擁する 赤い 戦闘 員 ア ル 
テイ ロイ ド ま で 大 拳 し て 行進 し て いる 。 

所 か ツ 』 

3 志 幸 豆 ー 
「 モ ッ ケ ッ ケ 」 

「 モ ッ キ ュ ユ ッ キ ュー」 

甲 か ん 高 だ か い 赤 い 戦 闘 員 アル テイ ロイ ド の 声 も 交 ざ り 、 何 と も 奇妙 
な 赤 と 黒 の コン トラ スト が で き 上 が っ て し まっ て いる 。 

総 二 は すでに 出撃 し て いる .…… つま りこ れ は 、 同 時 侵攻 だ 。 

「 お お -、 ま た エレ メリ アン だ 。 で も 赤い モ ケ ー は 初め て 見 る ね ー。 レ 
アキ ャ ラ ?」 

いい の か 悪い の か .…… 豊 美 得 は 完全 に エレ メリ アン に 慣れ て し まっ て 
いる 。 

だ が 彼女 が 傍 そ ば に いる 以上 、 こ こ で 変身 し て 戦う わけ に は いか な 
い 。 戦 闘 待機 し て いる 尊 み こと を 救援 に 呼ぶ べき だ ろう 。 

最善 策 を 模索 する 赴 理 那 の 前 に 、 戦 闘 貞 アル テイ ロイ ド た ち を 挿 か き 
分 け 、 長 身 の 怪 人 が 姿 を 現す 。 

その 姿 を 見 た 瞬間 - 一 直 理 那 は 、 トラ ウマ を 呼び 起こ され て 身 を 強 こ わ 
張 ば ら せ た 。 


「 ふ ぶ ふ は は は は は は ! 今度 こそ 、 こ の 世界 の 生き と し 生け る 全て の ツイ 
ン テ ー ル を 我 わ れ ら の 手 に する の だ 


つり 


忘れ も し な い 銅 ど 氏 ら 声 。 才 え 理 り 那 な の 視線 の 先 に 立っ て いた の 
は 、 リ ザ ド ギル ディ だ っ た 。 


の 


久々 の ライ ブ 。 善 いい 沙 す な 闇 あん 子 こ は 、 舞 台 袖 そ で か ら 客 席 を 有 眺 
め 見 た 。 

会 場 は 二階 席 ま で 満員 だ 。 そ れ は いつ も の こと な の だ が 、 友 達 が 観 に 
来る と いう だ け で 、 そ わ そ わす る 。 
「 凌 理 那 は 招待 者 席 に お る は ず じ ゃ が .………… 一 度 場 所 を 見 つけ た ら そ こ ば 
か り 見 て し まい そう じゃ 。 確認 せ ず に お く ぞ 、 メ ガ ・ ネ 」 

サメ の 着ぐるみ マス コッ ト ・ メ ガ ネ ド ン に な っ た メガ ・ ネ も 、 や る 気 
市 分 だ 。 
「 り ょ ー か い 。 総 そう 二 じ 君たち は 来れ そう つう なんか? 」 

念じ ゃ が .… トゥ アー ル か ら 連 絡 が あっ て な 、 さ っ き エ レ メ リ アン 
が 出現 し た そう じゃ 。 総 二 は 約束 通り 、 一 人 で それ を 倒し に 向かっ て く 
れ た 。 頼 れる 彼氏 じゃ 」 

この ライ ブ を 甘 理 那 に 捧げ た ら 、 ま た 戦い 漬け の 日 々 だ 。 

まず は 、 今 日 の この ライ ブ に 全力 を 尽く そう 。 

開始 時 間 だ 。 善 沙 間 子 は 六 さ つ 爽 そう と 歩み を 進め 、 昇 降 機 の 搭乗 口 
へ と 向かっ た 。 


光線 の 演出 で 派手 や か に 彩 い ろ ど られ る 会 場 。 


ステ ー ジ の 中 央 が ポッ プア ッ プ し 、 善 沙 闇 子 の 登場 に 沸き 立つ 観客 た 
ち 。 

メガ ネ ド ン が 得意 の ダン スパ フォ ー マ ン ス で 一 気 に 会 場 を 温め る 中 、 
闇 子 は オー プ ニ ン グ ト ー ク を スタ ー ト させ る 。 そ の 締め は 、 も ちろ ん こ 
れ だ 。 

『 も うす ぐ 、 私 の 親友 の 女の子 が 誕生 日 な の ! だ か ら 今 日 は 、 そ の 子 
の た め に も いっ ぱい 眼鏡 の めがね っ ちゃ う ね !!』 

本 当 は この ステ ー ジ に 本 人 を 呼び た いと ころ だ が 、 理 那 は こう いう 
雰囲気 は 初め て だ ろう し 、 立 場 あ る 人 間 だ 。 円盤 発売 用 に 撮影 も し て い 
る 中 で それ は 、 難 易 度 が 高い だ ろう 。 

この 会 場 の どこ か で 観 て くれ て いる 。 イ ー ス ナ に は それ で 十分 だ っ 
た 。 

『 そ れ じ ゃ ー 最 初 の 曲 い っ く よ ー! 「 も う 逃 が さ な い 」 っ !!』 

セッ トリ スト の ーー 曲目 を 飾る の は 、 イ ー ス ナ が ツイ ン テ イ ルズ に な っ 
て か ら 初 め て リリ ー ス し た 思い 出 の 曲 。 

これ は 総 二 に 贈っ た ( 重 す ぎる ) ラプ ソン グ な の だ が 、 鈍 い 総 二 は 気 
付い いて いな い 征 る う 。 

同じ 男 を 愛す る 親友 に 捧げ る 最初 の 歌 と し て 、 こ れ ほ ど 相 応 ふ さわ し 
い 曲 も な い 。 

疾走 感 の ある 前 奏で 会 場 の テン ショ ン が MAX に な っ た 、 そ の 時 。 

「 は っ は 一 ! 開 こ ぶし が 元気 ! 見 える 用 わ き ! 冬 は 厚着 ! だ け 
ど ラ イブ は 熱く て う ・ す ・ ぎ ! メガ ネ ウ ラ ギル ディ 参上 !! 」 

ー 階 席 の ドア が 乱暴 に 開け られ 、 エ レ メ リ アン が 会 場内 に 入っ て き 
た 。 口上 が ラッ プ 調 な の が 、T P O を 考慮 し て いる よう で 逆 に イラ ッ と 
させ る 。 

用 属 性 アー ム ピ ツ ト の メガ ネ ウ ラ ギル ディ に 続き 、 何 体 か の エレ メリ 
アン や 、 無 数 の 戦闘 員 ア ル テ イ ロ イド が 次 々 に 満員 の 観客 席 に 押し 寄せ 


る 。 

1 ん な が なら の ue 同時 侵攻 か ぁ !? トゥ アー ル め 、 居 眠り で も し て お る 
の か ! な ん で 会 場 こ こ に エレ メリ アン が 辿 た どり 着く まで に 迎撃 させ 
ん の じゃ 「! 」 

闇 あん 子 こ は 小 声 で 毒 づ く と 、 メ ガ ネ ド ン に 観客 の 先導 を 託す 。 

『 み ん な ー、 一 旦 休憩 だ よ ホー! メガ ネ ド ン の 後に つい て エン トラ ンス 
に 移動 し て ね ー! 』 

闇 子 は 避難 し て 、 逃 げ て 、 な ど 不 安 を 煽 あ お る 吉 葉 を 選ば ず 、 明 る く 
観客 に 呼び か けた 。 

観客 も ライ ブ が 中 断 さ れ た 落胆 こそ あれ 、 エ レ メ リ アン に 居 お び え て 
パニ ッ ク に な っ た り けり は し て いな い 。 ひ と え に 、 日 頃 ご どろ の ツイ ン テ イ ル 
ズ の 努力 の 積み 重ね だ 。 

【 三 列 縦隊 で つい て き て ね 】 

メガ ネ ド ン が スケ ッ チ ブッ ク に 書い た その 文字 は 、 見 や すく ステ ー ジ 
の スク リー ン に も 投影 され る 。 踊 る よう に コミ カル な 動き で 先導 し て 、 
観客 を 移動 させ て いく 。 

その 際 、 道 を 塞 ふ さく ぐ 戦 闘 貞 アル テイ ロイ ド を メガ ネ ド ン が ヒレ で パ 
ワ フ ル に プ ブッ 飛ば し た の も 切 を 奏し た 。 こ の 怪人 の 突然 の 襲来 が ステ ー 
ジイ ベン ト じ みた も の に 思え 、 安 心 感 を も た らし た の だ ろう 。 

闇 子 は 神 眼 鏡 ゴ ツ ド めがね の 墓 を さす り 、 周 囲 の サー チ 結 果 を レン ズ 
に 投影 し た 。 

観客 、 ス タッ フ と も に 、 退 避 が 完了 し た の を 確認 する 。 

声 の トー ン を 落とす 必要 も な く な り 、 ト ウゥ アール に 通信 を 繋 つ な いで 
不満 を ぶつ けた 。 

us トゥ アー ル ! 何 を し て お る の じゃ 、 年 と し 増 ま ブル ー の 方 も 出 
撃 さ せ て くれ ! この ライ ブ の た め に 今 ま で 出撃 シフ ト 入 れ ま くっ た の 
じゃ 、 約 束 じ ゃ っ た ろう !!」 


すでに 会 場内 へ の 侵入 を 許し て し まっ た 以上 、 す ぐに で も アナ ザー プ 
ルー が ここ に 来 て 、 エ レ メ リ アン を 外 に 誘導 し て 戦っ て も ら う の が 確 
実 .………、 な の だ が 。 

『.…… 落 ち 着 いて 、 よ く 聞 いて くだ さい .……. イ ー ス ナ 』 

焦 し よう 燥 そう を 帯 お び た ト ゥ アー ル の 声 に 、 胸 騒ぎ を 覚え る 章子 。 


"増援 は 送れ ませ ん 。 総 そつ 二 じ 様 も 、 豊 みこ と さん も 、 み ん な 戦っ て 
いま す .…… ! 同時 に 四 か 所 に エレ メリ アン が 出現 し て いる ん で す !!』 


「 よ 、 四 か 所 同時 じゃ と !? 何 な 故 ぜ じゃ ! どう し て 、 今 日 に 限っ 
て 1」 
ネオ アル ティ メ ギ ル の 侵攻 が 始ま っ て か ら 二 週間 以上 に 及ぶ 連日 連 


れ な い 。 
eeeRgo 待 で 、、 四 が 有 。。 ? みん な 戦っ て る .…… じゃ と !? それ で 


『 惹 え 理 り 那 な さん は その 会 場 に いま せん .………… 彼 女 の 近 くに も エレ メリ 
アン が いる ん で す .………… a 

「 剖 理 那 ま で 一 お 、 お の れ ネ オア ル テ ィ メ ギル .…!」 

怒り に 岩 ふ る える 指 で 、 神 眼鏡 ゴツ ド め が ね の ブリ ッ ジ を 持ち 上 げ る 
闇 あん 子 こ 。 

に グラ ス オ ン !!」 

糧 き ら び や か な アイ ドル 衣装 に 代わ り 小 さ な 身 体 か ら だ を 包ん で い 
く 、 黒 ぎ き 戦闘 装 

闇 や み 色 の 波光 を 爆裂 させ な が ら マ ント を 翻 ひ る が え し 、 テ イル プ 


ラッ ク へ の 変身 が 完了 する 。 
悔し さ に 歯 を 食い し ば りな が ら 、 エ ント ラン ス に いる メガ ・ ネ に 通信 
を 送っ た 。 


「 メ ガ ・ ネ ! トウ ゥ アー ル の 通信 に 従っ て 区 え 理 り 那 な の 元 へ 向かっ て 


くれ ! ここ は わら わが 五 分 で 片付け る 、 少 し 早い ライ ブ の 休憩 時 間 イ 
ンタ ー バ ル じ ゃ !!」 

が 、 返 っ て くる メガ ・ ネ の 音声 の 後ろ が 、 や け に 騒が し い 。 

『 こ っ ち に も エレ メリ アン が お っ た .……… エン トラ ンス じゃ 危険 や ! 観 
客 の みん な は 、 も っ と 遠く に 避難 させ な !!』 

「 ば 、 馬 ば 鹿 か な .………」 

こち ら の 焦 し よう 燥 そう を 読み 切っ た か の よう な 布陣 。 悪 意 が じ わ じ 
わ と に じ り 寄 っ て くる 。 

「 あ ら ぁ ? ファ ン が 思う よう に 増え な く て アタ シ に 泣き つい た 子 が 、 
今 は ー 丁 前 に ライ ブ の 流れ も 組み 立て て いる の か し ら ?」 

狼 ろ う 狼 ば いす る ブラ ッ ク の 立つ ステ ー ジ に 、 足 音 を 響かせ て 巨漢 が 
近づい で 寺 きた た 。 

「 む おう! 引 様 は !?」 

アイ ドル ・ 善 いい 沙 す な 間 子 を プロ デュ ー ス し た 、 ア ル テ ィ メ ギル ー 
の 演出 家 。 

三 つ 編 み 属 性 トラ イブ プライド に 狗 じ た 戦士 、 ケ ル ベ ロ スギ ルディ だ 。 
三 つ の 首 を 備え る 冥界 の 番犬 一 死人 の 軍隊 が これ ほど 似合う 者 も いな 


「 ダ ー ち ゃ ん .…… うう ん 、 今 は テイ ルプ ブラッ ク だ か ら .…… プ ブー ちゃ ん か 
し ら ?」 
「 こ ん な 美 少 女 を 捕まえ て 、 何 じゃ その 子 プ ブタ さん じみ た あだ名 は !!」 
観客 席 を 縫 ぬ い 、 エ レ メ リ アン と 戦闘 貞 ア ル テ イ ロ イド が 次 々 と ス 
デー ジ に 集まっ て くる 。 
この 数 を まとも に 相手 に し て いて は 、 ラ イブ の 再開 は 遠い 。 ブ ラッ ク 
は 知っ た 仲 で ある ケル ベロ スギ ルディ に 交渉 を 試み た 。 
「 ケ ル ベ ロ スギ ルディ よ 、 貴 様 も 来 て いた の な ら 話 は 早い ! いずれ 必 
ず 勝 負 は する 、 し か し 今日 の と ころ は わら わ の 眼鏡 に 免じ て 引き 下がっ 


て くれ ! お 前 と わら わ の 仲 じ ゃ ろう !!」 

幾度 と タッ グ を 組ん だ ケル ベロ スギ ルディ な ら ば 、 話 が 通じ る は 
の そう 思っ た の だ が 。 

「 ダ ー メ 」 

返っ て きた の は 、 差 し 出し た 手 を は た き 落 と す よ うな 、 完 か ん 護 ぶ 無 
きま で の 拒絶 だ っ た 。 

「 今 日 に 限っ て や た ら め っ た ら 侵 攻 し て き お っ て ! こん な 悪い 偶然 
で 、 大 切な ライ ブ を 潰し た く な い の じ ゃ ! 貴様 と て ライ ブ を 愛す る 
者 、 そ れ は 本 意 で は な か ろう !!」 

時 まだ わか ら な い の ? 偶然 じゃ な いわ 。 ア タ シ 、 あ な た が 今日 ラ 
イプ する っ て 知っ て 、 狙 ね ら っ て 同時 侵攻 し た の よ 。 他 の コ に 声 を か け 
て 誘っ て ね 」 

「 な 、 何 な 故 ぜ .…… に の な が な 。 ひど と と を コ 


決ま っ て る で し ょ ? アイ ドル 善い い 沙 す な 間 あん 子 こ に 引い 
ん 導 ど つう を 渡し て あげ る た め よ ,」 


CO 


三 つ 首 の 獣 け も の の 六 つ の 瞳 ひ と み 、 そ の 全て に 、 不 気味 な 青白 い 炎 
が 揺 ら め いて 見 える 。 
「 ア タ シ は アル ティ メ ギ ル を 引退 し て 、 安 ら か に 余生 を 過ごし て い 
So それ を 引っ 上 張り 出し た の は あな た で し ょ う ? この 世界 を 征服 す 
る た め に 、 ア タ シ の プロ デュ ー ス と 力 を 合わ せ て の し 上 が っ た ! え 
え 、 そ こま で は いい の ! 戦い で 死ん で も 、 後 悔 は な か っ た わ !!」 
オネエ じみ た ね っ と り と し た 口調 と 裏腹 、 怒 えん 叶 さ の 波動 が 全身 か 
ら 立 ち 昇 っ て いる 。 
「 それ が 生き 返っ て みた ら 、 あ な た は ツイ ン テ イ ルズ に 寝返っ て 、 し か 


も アイ ドル を 何 食 わ ぬ 顔 で 続け て いる .…… アル ティ メ ギ ル の こと も 、 ア 
タ シ と の 仕事 も 、 何 も か も な か っ た こと に し て ! 許せ る と 思う !?」 


の 日 交 計上 は 湊 寺 の 計 所 DIA A お むと 、 口 か ら 火 球 を 撃ち 出 
し た 。 
ブラ ッ ク を 攻撃 する た め の も の で は な く 、 会場 を 破壊 する た め の 暴 虐 


「! や め ろ .………… や め ろ る - 一 一 っ !!」 

「 今 日 の ライ ブ プ を エキ サイ ティ ング に 演出 し て あげ る 。 お 礼 は いら な い 
わ よ 、 あ な た と アタ シ の 仲 じ ゃ な い .…… ブー ちゃ ん ! 」 

あの 穏やか で 優し か っ た プロ デュ ー サ ー が 、 復 ふく 久 し ゆう 鬼 と 化し 
て 自分 の 前 に 現れ た 。 

振り 払っ て も 振り 払っ て も 、 過 去 が 追い か け て くる 。 

悪 に 荷担 し 、 人 間 に 敵 対し た 、 忌 むべ き 日 々 が 。 


火球 が ステ ー ジ の 暗 幕 に 燃え 移り 、 立 ち 力 る 炎 が ささ や か な 夢 を 呑 の 
み 込 ん で いく 。 

視界 が 歪め が み 、 ス テー ジ の 上 で よろ めく ブラ ッ ク は - 一 

『 イ ー ス ナ 、 し っ か り し な さい ! 』 

廊 り ん と 響 く 声 に 、 す ん で の と ころ で 踏み 堪え た 。 

『 あ な た は も う 、 立 派 な ツイ ン テ イ ルズ で す 。 自分 の 大 切な も の を 守る 
た め に 戦え る は ず .………… 落 ち 着 いて 、 一 つ ず つ 対 処し て いき な さい 。 あ な 
こ な ら 絶対 に 大 丈夫 で す !!。 


ブラ ッ ク の 心 に 呼応 する よう に 、 神 眼鏡 ゴツ ド め が ね の レン ズ に は 光 
の 河 さ ざ な み が 流 れ て いっ た 。 
手 に し た ダー ク ネ ス グレ イプ の 斬 ざ ん 関 せ ん が 黒き 疾風 を 巻き 起こ 


し 、 周 囲 の 炎 を 吹き 飛ば す 。 

『 イ ー ス ナ ち ゃ ん ど な い し よ 、 ウ チ ら どう すれ ば .…… a 

自分 の 動揺 が 伝わっ た せい だ ろう 、 メ ガ ・ ネ も 状況 に 翻 ほ ん 弄 ろ うさ 
れ 続 け て いた 。 

プラ ッ ク は 先ほど の トゥ アー ル に 信 な ら う よう に 、 毅 き 然 ぜ ん と 一 喝 
する 。 

「 落 ち 着け い 、 メ ガ ・ ネ ! 観客 を も っ と 遠く に 避難 させ た 間断 は 正 し 
い ! まず は 、 そ こ に いる エレ メリ アン を 下 せ ん 滅 め つ し て くれ ! わ 
ら わ た ち 二 人 の どちら か 、 戦 闘 が 早く 終わ っ た 方 に 合流 ! そう し て こ 
こ を 全て 片付け た ら 、 交 え 理 り 那 な の 元 へ 行く ! よい な !?」 

SE うん 、 わ か っ た ! ご めん な イー スナ ちゃ ん 、 ウ チ 、 速 攻 片 付け 
た る !!』 

この 先 の 手 を 誤 ら ず 、 最 短 最速 で エレ メリ アン を 撃滅 すれ ば 、 今 日 中 
に ライ ブ を 再開 する こと も 可能 な は ず だ 。 

希望 に 建 すがる の で は な く 、 自 ら 希 望 を 作り 出す 。 

それ が 、 総 そう 二 じ に 教え られ た ツイ ン テ イ ルズ と し て の 信念 だ 。 

「 わ ら わ が これ か ら も アイ ドル 活動 を 続け る の で あれ ば .……… これ し き の 
状況 、 わ ら わ た ち だ け の 力 で 切り 抜け ね ば ! 守ら ね ば な らん !!」 

「 つ うふ 、 続 ける つも りな の ね .……… アイ ドル ,」 

真ん中 の 顔 の 口 く ち 許 も と に 指 を 寄せ 、 し な を 作る ケル ベロ スギ ル 
ディ 。 

「 貴様 へ の 濁し つけ に 手 心 を 加え た の が 過ち で あっ た な .…『…… お か げ で 今 
で は 、 随 分 キャ ン キ ャ ン 咲 ほえ よる よう に な っ た わ 」 

悪 逆 へ の 返礼 と ば か り 、 猛 然 と ダー ク ネ ス グレ イプ ブ を 振る う ブ ラッ 
ジジ 。 

ケル ベロ スギ ルディ の 左右 に 帯同 し て いた エレ メリ アン が 二 体 、 一 気 
に 爆散 し た 。 


「 今度 こそ 完 か ん 壁 べ き に 服従 させ て くれ る ぞ ! か か っ て くる が よ 
い 、 駄 大 !!」 


の 


「 う ー ん 、 険 し い 顔 の 大 くち びる は いま いち で すね ぇ .………… 四 

俺 の 放っ た ブー メラ ン モ ー ド の プロ グレ スバ レッ ター の 王 撃 を 受け 、 
の ほほ ん と し た 断末魔 の 声 を 上 げ る パピ ヨン ギル ディ 。 

手元 に 戻っ て きた バレ ッ タ ー を 収納 し 、 基 本 中 結 形態 ノー マル チエ イ 
ン に 戻っ た 俺 は 、 乱 れ た 呼吸 を 整え た 。 誰 だ れ の お か げ で し か め っ 面 に 
な つて る と 思っ つて や が る .、。。。。 

が また 演 外 た 、 こ らち に 来 た らき な り 放 た 1 
「 は あ 、 は あ 、 は あ .…. 何 だ よ 、 こ の 数 .… せ …. 四 

倒し て も 、 倒 し て も ..…… 途 切れ る こと な く エ レ メ リ アン や 戦闘 員 ア ル 
テイ ロイ ド が 現れ る 。 

俺 の 周囲 を 円 状 に 敵 が 囲ん で お り 、 一 体 倒す ご と に 次 の 相手 が 補充 さ 
れ て くる 。 

終わ り の 見 えな い 勝 ち 抜き 戦 。 さ な が ら 、 賠 技 場 に 放り 込ま れ た 合間 
昌和 

3 いい さ 。 今 日 は 、 て め え ら が 飯 き る まで 戦っ て や る .…… ぼ !」 

今頃 ご ろ 笑 顔 で ライ ブ を 楽し ん で いる 超 理 那 や イー スナ の こと を 思え 
ば 、 剛 志 な ん て いく ら で も 湧い て くる ! 

そん な 突っ 張り も 虚 お むなしく 。 程なく 俺 は 、 四 か 所 同時 侵攻 の こと 
を 、 通 信 で 聞か され た 一 。 


の 


「…… や れ や れ 、 本 当 に 引っ 切り な し に や っ て 来る な 、 お 前 た ち は 」 
現場 の 中 学校 の グラ ウン ド に 到着 し た 瞬間 に 、 ア ナ ザ ー ブ ルー は 十 数 
体 の 戦闘 員 ア ル テ イ ロ イド を 吹っ飛ば し 、 均 ほこ り を 払う よう に 手 を 打 
つ 。 再 び の ツイ ン テ イ ルズ と し て の 戦い も 慣れ た も の だ 。 

し か し 、 よ ほど テイ ルプ ブル ー の 青 が 一 般 人 の 恐怖 の 対象 な の だ ろう 。 
生徒 た ち は 、 ア ナ ザ ー ブ ルー を 見 た 瞬間 一 目 散 に 逃げ て し まっ た 。 
グラ ウン ド に 足音 を 響かせ 、 新 た に 近づい て くる 怪人 。 

「 テ イル ブル ー の 胸 が 大 きく な っ た 真相 、 様 々 な 憶測 を 呼ん で いる 
が .… ぼ ……… こ うし て 実際 に 見 る 限り 、 代 替わり し た と いう 線 が 濃厚 か 

「 代 替わり じゃ な い 、 代 打 だ 」 

横 を 向き な が ら 訂 正 し た アナ ザー ブル ー が 見 た も の は 、 カ ニ の よう な 
容貌 の エレ メリ アン 一 クラ ブギ ルディ だ っ た 。 

うな じ 好 きのこ の エレ メリ アン の こと 、 部 活 中 の 女子 の うな じ を 狙 ね 
ら っ た の だ ろう っ う 。 

「 そ ん な こと は どう で も いい 。 重要 な の は 、 今 テイ ルプ ブル ー で ある 貴様 
が 、 見 る か ら に 前 より も 年 上 な こと だ ! 瑞 み ず 々 みず し か っ た あの う 
な じ が 、 か くも 年 老い て し まっ た こと が 許せ ん !!」 

「 馬 ぱ 鹿 か 者 。 休 ん で る 方 の ブル ー と 二 、 三 歳 し か 違わ な い ぞ 」 

相手 が 真実 を 知ら ぬ の を いい こと に 、 間 魔 大 王 の 舌 が 逆 に 抜け る レベ 
ル の 大 嘘 ら そ を 繰り 出す アナ ザー ブル ー。 

「 無理 を する な 、 貴 様 の よう な 年 と し 増 ま に 戦い は きつ い だ ろ う 。 帰 っ 
て リン パス トレ ッ チ に で も 躍起 に な る が いい !!」 

両手 の ハサミ を 小気味 よく チョ ッ キ ンチ ョ ッ キ ン さ せる クラ ブギ ル 


デイ 。 
その 煽 あ お り 文 句 が 、 ア ナ ザ ー ブ ルー の 記憶 を 数 か 月 前 まで 立ち 戻ら 
せ た 。 


まだ ツイ ン テ イ ルズ の 正体 を 知ら な か っ た 時 、 封 し つ よ うに 革 え 理 


り 那 な に 絡ん で きた 怪人 一 幼い 頃 こ ろか ら 款 理 那 を 警護 し て きた 尊 み こ 
と が 、 正 面 切っ て 戦い を 挑み 、 手 も 足 も 出 な か っ た 。 

初め て 決定 的 な 敗北 感 を 味わっ た 不 坪 者 だ 。 

「ー そ うだ 、 思 い 出 し た ぞ で 貴様 .………… 私 に 暴 吉 を 吐い た カニ だ !!」 

『 の 一 ! 正体 が バレ る よう な 吉 動 は 慎 つ つ し ん で くだ さい 、 尊 さ 
ん ! ョ 

「 す まん すま ん .…… し か し 、 そ うと わか れ ば 借り は 返さ な けれ ば な る ま 
いい 」 

トゥ アー ル の 制止 に 悪びれ つつ も 、 ア ナ ザ ー ブ ルー は 不 敵 な 笑み と と 
も に 指 を 鳴ら し た 。 

主人 の 警護 者 で は な く 、 枯 理 那 と 計 を 並べ る 仲間 と し て 。 桜 さく ら 川 
が わ 尊 は 、 こ の 仕事 た た か い に 挑 む 。 

「 ツ イン テイ ルズ と し て 一 私 が 成敗 し て くれ る !!」 


の 


「 ト ゥ アー ル さ ん ! 確認 で き て いま すか 、 こ ちら に エレ メリ アン が い 
の の で す .。、。。 ! わた くし 今 は と て も 変身 で きる 状況 で は あり ませ ん 
わ 、 救 援 を よろ し く お 願 いし ます !!」 

『 ご めん な さい .…… レッ ド も アナ ザー ブル ー も .… みん な 、 交 戦中 な ん 
で す ! この 場 は 逃げ て くだ さい 、 四 え 理 り 那 な さん !!』 

「 尊 みこ と も すでに 出撃 し て いる ん で す の !?」 

「 ひ ぇ え 、 ど うし た の 神 し ん 堂 ど うさ ん .………. め っ ちゃ 痴 ち 女 じ よみ た いな 
は 


計 C ま うだ あら 
救援 を 望め な いと な る と 、 一 旦 豊 と 美 み 得 えと 逃げ て 、 別 れ た 後 で 戦 


い に 戻 っ て くる し か な し !。 
「 牧 も く 須 す 先 圧 、 早 く 逃 げ ば まし ょ う ! 」 
「 ほ え ? つん 」 
いま いち 危機 感 の 足り な い 豊 美 得 の 手 を 引い て 、 走 り 出 す 款 理 那 。 
「.……… あ ー! そこ 行く 君 は 、 エ ロ 本 を 買っ て いた 文学 少女 ! よく 覚 
えて いる ぞ !」 
MR OO の 1」 
包囲 網 を 突破 で きず 、 甘 理 那 の 眼前 に 滑り 込む よう に し て 丸っこい フ 
クロ ウ の エレ メリ アン が 行く手 を 塞 ふ さい で くる 。 ま ずい こと に 、 オ ウ 
ル ギ ル ディ が 直 理 那 に 目 を つけ て し まっ た 。 
「 え っ .……… 神 堂 さ ん が エロ 本 !? 」 
「 す み ま せ ん 、 一 身上 の 都 つ 合 ご う で えろ ほん を 買い に 行っ た 時 が あり 


「 い 、 色 々 ある ん だ ね 、 神 堂 さ ん も .…… 

トゥ アー ル の ナビ ゲー ト を 受け て 路地 裏 に 飛び 込 も うと する が 、 運 動 
の 苦手 な 赴 理 那 で は 総 二 た ちの よう に 絹 さ つ 和 爽 そ つと 駆け 抜け る こと な 
ど で き な い 。 

ゲー 

戦闘 員 ア ル テ イ ロ イド に 行く 手 を 寒 が れ 、 道 の 壁 伝 い に ど ん どん 追い 
つめ られ て いく 。 

1 jo 人 

プ ブレス が 可視 化 さ れ て いな い 右 手 に 、 思 わ ず 視 線 を 送る 吉 理 那 。 

人 前 で 変 映す る こと だ け は 、 断 じ て で き な い 。 

多少 軟化 し て きた と は いえ 、 世 間 の テイ ルイ エロ ー へ の 認識 は 、 変 質 
者 。 

まし て 、 自 分 の こと を 自慢 の 後 募 だ と 誇っ て くれ る 先輩 に は .…… 絶 対 
に 見 せら れ な い !。 


「 お お ! そこ な 女史 、 ふ ぶ ふわふわ の よい ツイ ン テ ー ル を し て お る な ! 」 
僅 わ ず か な 大 し ゆん 巡 じ ゆん が 致命 的 と な り 、 と うと う リ ザ ド ギル 
デ ま GO 性 (MC で きだ 。 

し か も 、 豊 美 得 の ツイ ン テ ー ル に 目 を つけ て し まっ て いる 。 

つい に 上 あり の 子 一 匹 入り 込め な い ほ ど に 二 体 の エレ メリ アン と 無数 
の 戦闘 貞 ア ル テ イ ロ イド に 囲ま れ 、 退 路 を 断 た れる 店 理 那 。 

中 途 半 端 に 逃げ て 大 通り を 外れ た せい で 、 も う 周 り に は 人 っ 子 一 人 見 
当たら な し !。 

自分 が 陣 お と り に な り 、 せ め て 豊美 得 だ け で も 逃 が せ な いか - 一 と 、 最 
後 の 手段 が 頭 を ちら つく 。 

せめ て 、 イ ー ス ナ は 無事 に ライ プ を で き て いま す よ うに ..……。 
1 」 

白光 と な っ て 脳裏 を 過 よ ぎる 、 先 ほど の トゥ アー ル の 通信 。 

レッ ド と 、 ア ナ ザ ー ブ ルー と 、 み ん な 、 と 吉 っ た 。 み ん な .… 二 人 以 
2 トド も 。 ^ だ 。 

トゥ アー ル は 自分 を 案じ て 日 に で き な か っ た の だ ろう が .…… 戦 っ て い 
る の だ 。 

テイ ルプ ラッ ク 、 善 いい 沙 す な 闇 あん 子 こも 。 

今日 の ライ ブ プ の こと を 笑顔 で 何 度 も 嬉 つ うれ し そう に 語っ て くれ た イー 
スナ が .…… 親 友 が 、 慈 痛 な 面 お も 持 も ち で 戦っ て いる 姿 を 思い 指 き .… せ … 
疾 え 理 り 那 な は 、 き つく 歯 を 食い し ば っ た 。 

還 ああ 。 自分 は な ん て 、 覚 悟 が だ 足り な か っ た の だ ろう 一 。 

「 君 は 改心 で きる ! 私 の ポエム 集 を 読め ば 、 二 度 と エロ 本 な ど と いう 
魔道 に 示 た まし い を 引か れる こと も な い !!」 

気がつけ ば 、 オ ウル ギル ディ が 自分 に ノー ト を 差し 出し て いる 。 

そし て リザ ド ギ ル ディ は 、 必 性 力 エ レ メ ー ラ 春 取 の リン グ を 豊 と 美 み 
得 え へ と 向け て いる 。 


「 


「 わ ー っ ! 私 の ツイ ン テ ー ル は 趣味 と 同じ で 腐っ て る か ら ! 食べ て 
も 美 お 味 い し く な いよ !?」 

閣 理 那 は オウ ル ギ ル ディ を 突き 飛ば し 、 豊 美 得 の 前 に 立ち は だ か っ 
だ 。 

両手 を 拡 ひ ろ る げ 、 リ ザ ド ギル ディ を 上 に ら み 付け る 。 
そう は させ ませ ん わ 」 

「 ほほ お う 、 な か な か の 幼 な 子 ! し か も 、 ど う や ら お 嬢 様 の よう だ 
な ! お 嬢 様 ツ イン テー ル と は 、 ま さ し く 完全 体 に 、 近 .… ぱ せ …. し ol。 ?」 

問 理 那 の ツイ ン テ ー ル を 見 る に つれ 、 リ ザ ド ギル ディ の 歓喜 は や が て 
困惑 を 帯 お び 始 め た 。 

「 少女 よ 、 お 前 と は どこ か で - 一 」 

「 了 『 腕 白 な 幼女 に は 、 子 猫 の ぬい ぐる み が よ く 似 合う 』- 一 そう 吉 っ て 、 
わた くし を 撮 さ らい まし た わ ね 、 リ ザ ド ギル ディ 」 

「 俺 の 名 を !? し か も その 豆 葉 は .…… は っ !?」 

そし て 困惑 は 確 依 に 変わ る 。 

「 そ うだ 、 そ の ツイ ン テ ー ル は ! 俺 が この 世界 に 降り 立ち 、 最 初 に 究 
極 の ツイ ン テ ー ル と 見 定め た 少女 で は な いか ! 」 

リザ ド ギ ル ディ も また 、 目 の 前 の 少女 に 因縁 が ある こと を 悟っ た の 
だ 。 

「 し か し 何 な 故 ぜ だ 、 俺 が 奪っ た 属性 力 エ レ メ ー ラ は 、 俺 が 倒さ れ た こ 
と で 持ち 主 に 届か えっ た は ず .…………. 今 の お 前 か ら は 、 全 く ツ イン テー ル 属 
性 を 感じ な い ! 」 

当然 だ 。 ツ イン テー ル 属 性 は 、 プ レス の 能力 に よっ て 秘め 隠さ れ て い 
る の だ か ら 。 

その 心 の ツイ ン テ ー ル を 、 里 理 那 は 一 。 
「 あの 時 、 あ な た に 捕まっ て .…… わた くし 、 本 当 は 怖く て 泣き そう で し 
た わ 」 


「 


「 泣い て も よい の だ で ぞ ..………… 涙 は ぬい ぐる み が 拭 ぬ ぐ っ て くれ よう ! 」 

「 い いえ 泣き ませ ん ! 今 の わた くし に は 、 そ の 恐怖 と 涙 か ら 、 人 々 を 
守る 力 が ある の で すか ら !!」 

決 然 と 胸 の 前 に 構え た 右腕 。 

そこ に は 、 鮮 烈 な 雷光 黄 イ エロ ー に 彩 い ろ ど られ た テイ ル ブ レ ス が 輝 
いて いた 。 

「 し 、 神 し ん 堂 ど うさ ん .…… oy 6 

ご 主人 様 に 、 総 そう 二 じ に 、 本 当 の 自分 を 見 て 欲し いと 希 こ いね が 
い 、 戦 い 続 け て きた 少女 。 

彼女 は 今 、 本 当 の 自分 を 「 見 な いで 」 と 祈る 。 

し か し 、 そ ん な 心 の 中 で の か が 弱い 願い と は 裏腹 。 

現実 で 邪悪 と 相対 する 交え 理 り 那 な は 、 略 まばゆい ば か り の 光 を 双 そ 
う 皮 ぽ うに 宿 し て いた 。 

『 テイ ル ! オン !!」 

人 々 に どれ だ け 臣 さ げす まれ よ うと も 、 己 の 心 弱 さ 故 ゆ え に 何 度 見 失 
いか け て も 、 決 し て 手放さ な か っ た も の -- ツ イン テー ル と いう 名 の 正義 


リザ ド ギ ル ディ が 、 オ ウル ギル ディ が 、 そ し て 豊 と 美 み 得 え が 、 雷 に 
撃た れ た よう に 戦 選 わ な な く 。 

光 を 爆裂 させ て 現れ る 、 ツ イン テイ ルズ ー の 重 じ ゆう 装 そ う 甲 こう 単 
下 ェ ーー デイ ルイ 正三 。 


むこ ロ 


「 ぬい ぐる み は 無 要 で すわ ! わた くし は も う 、 腕 白 な 子供 で は あり ま 
せん も の !!」 


エレ メリ アン か ら 獲 得 し た 属性 玉 は 、 
テイ ルギア に 搭載 され て いる 
属性 玉 変 換 機 構 に 装填 する こと に よっ て 
様々 な 特殊 能力 を 発動 し 、 

ツイ ン テ イ ルズ の 戦闘 を 補助 する 。 
ここ で は その 効果 を 紹介 し て いく 。 


ン 同 - ボ 


テイ ルギア を 生成 する テイ ル ブ レ ス の 核 と し て 使用 され る 。 ツ イン テイ ルズ が 現 
在 所 持 し て いる ツイ ン テ ー ル 属性 の 属性 玉 は 全て テイ ルギア に 使用 され て いる 
が 、 も し 新た に 獲得 し て も 、 同 属性 の 二 重 起動 は 非常 に 危険 な た め 属 性 玉 変換 機 
構 で 使用 する こと は で き な い 。 総 二 は アル ティ メッ トチ ェ イ ン に な る 際 、 自 ら の ツ 
イン テー ル 属 性 を ツイ ン テ イ ル ブ レ ス に 可逆 変化 させ て いる 。 


リザ ド ギ ル ディ 


人 形 や フィ ギュ ア な ど を 簡易 操作 する こと が で きる よう に な る 。 テ イル ブル ー は 
フォ クス ギル ディ の 操る フィ ギュ ア を この 能力 で 「 停 止 」 さ せる こと で 動き を 封殺 
し た 。 操 作 で きる の は 人 形 、 ぬ い ぐ る みな ど 可 動 す る 物 に 限ら れ 、 石 像 な ど 形 が 固 
定 さ れ た も の は 操作 する こと が で き な い 。 愛 香 は 自宅 で ブル ー に 変身 し 、 こ の 属 
性 玉 を 使っ て 何 か の 練習 を し た こと が ある よう だ 。 総 二 の 顔 写真 と ぬい ぐる み が 
使わ れ た らし い が 


(< 歩 体操 服属 性 ウマ) 


タ ト ル ギル ディ 


単純 な 重力 制御 を 可能 と する 属性 玉 。 プ ラス 、 マ イナ ス 両 方 向 の 制御 が 可能 で 、 
重力 を 軽く する こと で 巨大 な 岩 を 風船 の よう に 持ち 上 げた り 、 逆 に 重力 を 加 積 す 


れ ば 投 抑 し た 武器 を 敵 の 眼前 で 再 加速 させ する こと が で きる な ど 、 扱 い は 難し い が 
戦い の 幅 が 広がる 能力 。 テ イル ギア は 元々 身体 能力 を 強化 する 装甲 な の で 、 そ こ 
に さら に 強化 能力 を 重ね て 扱う に は 戦闘 セン ス が 必要 と され る 。 


第 五 章 結ば れ た ツイ ン テ ー ル 。 


クラ ブギ ルディ は アナ ザー ブル ー の 攻撃 を 敵 か わし 、 得 意 の 高速 移動 
で 背後 に 回 り 込む 。 

「 研 けん 鏡 さ ん を 積み 重ね 、 つ な じ を 見 る た め に 磨き 抜い た この 速 
度 ! 貴様 に は 追い つけ ぬ !!」 

し か し 、 確 か に うな じ を 捉え た は ず の クラ ブギ ルディ の 目 に 飛び 込ん 
で きた の は 、 不 敵 に 口 く ち 端 は を 吊 つ リ 上 げ る アナ ザー ブル ー の 顔 だ っ 
gr 
(回送 ea 真正 面 !? 俺 に 知覚 で きぬ 高速 で 振り 返っ た だ と !!」 

「 研 錯 な ら 、 私 も 常 日 順 ご ろか ら 積 ん で いる 。 著 こん 頑 い ん 届 と どけ を 
渡す 研 鎖 を な 」 

泡 を 食っ て 疾走 し 、 す ぐに アナ ザー ブル ー の 後ろ を 取り 返す 。 その 頃 
に は アナ ザー ブル ー は 、 決 然 と クラ ブギ ルディ を 見 据 す えて いる 。 

体 術 の 粋 すい を 尽く し 、 間 合い を 取っ て も 、 ア ナ ザ ー ブ ルー が 追い す 
が っ て くる 。 

どこ まで 逃げ て も 靖 届 を 渡し て くる 女傑 一 クラ ブギ ルディ は 身体 か 
ら だ を 赤熱 化 さ せ て まで 背後 を 取 ろ うと 爆走 する 。 

青 の 残像 と 赤 の 残像 が 宙 に 尾 を 引き 絡み 合い 、 鮮 や か な スト ライ ブ を 
描く 。 

「 私 は 相手 が どれ だ け 逃 げ よ うと 、 届 を 渡し 続け て きた 。 正 々 堂々 
と 真っ 正面 か ら な ! こそ こそ と 後ろ に 回 り 込 まな けれ ば 何 も 伝え られ 
ぬ 、 貴 様 な ど に 負け る も の か !!」 

「 こ 、 こ れ が 追い 込ま れ た 年 と し 増 ま の 力 .………- 述 ほとばしる 執念 、 恐 る 


べし !」 

追い つめ られ た クラ ブギ ルディ は 、 つ い に 自 分 の 鍛 き た えた 速度 以外 
に 情 た の み を 置い て し まっ た 。 

「…… 強 戦闘 上 員 メ ガ ア ル テ イ ロ イド !!」 

強 戦闘 員 メ ガ ア ル テ イ ロ イド 一 戦闘 力 強 化 を 施 ほ どこ され た 戦闘 員 ア 
ル テ イ ロ イド が 二 人 、 ク ラブ ギル ディ の 合図 で 飛び 出し て くる 。 ア ナ 
ザー ブル ー の 左右 の 腕 を それ ぞ れ 羽 交 い 締 め に し た 強 戦闘 員 メ ガ ア ル テ 
イロ イド は 、 力 任せ に 一 八 び 度 回 れ 右 を させ 、 ク ラブ ギル ディ に うな じ 
を 差し 出 そ う つと し て きた 。 

「 こ 、 こ れ で 貴様 の うな じ を 見 て や れる .…『… 観 念 せ よ !!」 
「.……… 馬 ば 鹿 か め 。 せ っ か く 追 いか けっ こ に つき 合っ て や っ た の に 、 
あっ さり と リタ イア し た な ,」 

アナ ザー ブル ー の 左腕 が 発光 し 、 属 性 玉 変 換 機 構 エ レ メ リ ー シ ヨ ン が 
発動 する 。 

「 こ の 属性 だ け は 、 得 意 な ん で な ! 」 

(属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ 一 母 属性 マザー ) 

さら な る 超 高 速 を 身 に 宿 し 、 そ の 場 か ら 消え 去る アナ ザー ブル ー。 遅 
れ て 大 気 が 破裂 し 、 強 戦闘 員 メ ガ ア ル テ イ ロ イド が 吹き 飛ば され て 空 
で 爆発 し た 。 

「 完全 解 放 ブ プレ イク レリーズ .……… 1! だ っ た よ な ? 」 

フォ ー ス リヴ ォ ン か ら と 実体 化 させ て 即座 に 、 ウ ェ イ ブ プ メ イス を 完全 解 
放 ブ プレ イク レリーズ する 。 メ イス の 先端 の 和尚 ほう き が 、 笠 が 開く よう に 
展開 し た 。 

蒼 あお くく 光り輝く 欄 こん を 投げ つけ 、 ク ラブ ギル ディ の 背中 に 王 撃 さ 
せる 。 

「 は ああ ああ ああ ああ ああ ああ あっ !!」 

その メイ ス へ と 、 ア ナ ザ ー ブ ルー は 駄目 押し の 回 し 蹴 げ り を 撃ち 込み 


威力 を 加重 させ た 。 
か つて この クラ ブギ ルディ へ 蹴り を 放っ た 時 は 、 微 動 も させ られ な 
00 つ 9 だ 。 
療 え 理 り 那 な の 警護 役 と し て の プラ イド を 打ち 砕 か れ た 、 苦 い 記 憶 。 
それ が 今 、 岩 礁 に 砕け る 波 の よう に 微 み 塵 じん と 消え て いく 。 
「 ぐ わあ ああ ああ ああ ああ ああ あ .……!」 
奇策 な く 真 っ 向 か ら の 回 り 込み 勝負 で 敗北 し 、 倒 れ 伏 す クラ ブギ ル 
ディ 。 
皮肉 に も 、 地 に 倒れ た こと で 初め て 、 ア ナ ザ ー ブ ルー の うな じ を し っ 
か り と 見 上 げ る こと が で きた 。 
PR 貴様 の うな じ .……… ぼ …/。 く た びれ た 妙齢 の 悲哀 を 想像 し た が ..… 四 
「 お 。 ま だ 吉 う か 、 こ いつ 」 
「 ま る で 瑞 み ず 々 みず し い 、 恋 する 乙 お と 女 め の うな じ だ ..…………。 な る ほ 
ど 、 そ の うな じ を 見 る に は 、 俺 は まだ まだ 未熟 だ っ た か .… 四 
ロマ ンチ ッ ク な 賛辞 に も 、 ア ナ ザ ー ブ ルー は あっ さり と 返す 。 
「 恋 ? 知ら ん な 。 お そら く 、 た ゆま め ぬ 嬉 活 の 賜 た ま も の だ ろう つう 」 
殿方 に 渡す は 、 ラ ブレ ター で は な く 婚 こん い ん 届 と どけ 。 恋 を 超越 
し 、 婚 活 に 可 ま い 進 し ん し て きた 。 
匂い 立つ よう な 大 人 の 余裕 と 共に ツイ ン テ ー ル を か き 上 げ る アナ ザー 
テイ ルプ ブル ー の 背後 で 一 クラ ブギ ルディ は 爆散 し た 。 
ふつ う 、 と 大 きく 息 を つき 、 空 を 見 上 げ る 。 
「 確 か に 、 持 久 力 が 落ち て きた の は 感じ る な .…………。 私 は まだ まだ 若い 


そろ そろ る 一元 の ラン ナー に バト ン を 渡す 頃 ころ 合い だ 。 


の 


「 嘘 うそ .……. 神 し ん 堂 ど うさ ん が 、 テ イル イエ ロー!? めっちゃ 成長 し 
ちゃ っ て る じゃ ん !?」 

ヴォ ル テ ィ ッ ク ブ ラス ター の 震 弾 が 、 豊 と 美 み 得 え を 囲む 戦闘 員 ア ル 
テイ ロイ ド へ と 的 確 に 命中 する 。 

「 逃 げ て くだ さい 、 牧 も く 須 す 先 輩 !」 

後ろ 髪 引 か れる よう に 何 度 も 振り 返り な が ら 、 豊 美 得 は 走り 去っ て い 
く 。 

迷い を 断ち 切る よう に 豊美 得 か ら 視 線 を 切り 、 エ レ メ リ アン た ち を 見 
据 す える と 、 オ ウル ギル ディ は 生ま れ た て の 子鹿 の よう に 足 を 震 ふ る わ 
せ て いた 。 

「 理想 の 文学 少女 が .…… ぼ エロ 本 を 買う 、 そ れ だ け で 身 を 書 さ く ほ どの 衝 
繋 だ っ た と いう の に ! この 上 、 そ の 正体 が 痴 ち 女 じ よ テ イル イエ ロー 
だ っ た だ と !? が ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ 俺 を 殺せ 、 も う 世 界 の 
全て が 信じ られ ん ーー っ !!」 

死者 に 鞭 む ち 打 つと は 、 ま さ に この こと か 。 イ エロ ー を 見 て 二 度 目 の 
精神 的 致命 傷 を 負う オウ ル ギ ル ディ 。 

『 文 学研 は 、 文学 と ば いっ た 【1) な ん な の だ ,。、,, 四 

虚 う つろ な 目 で 体育 座り を し 、 ぶ つぶ つと 独り 吉 を 吉 い 始め る 。 

「 失望 し た の は 俺 も 同じ よ .…『… ! 敬愛 する ドラ グ ギ ルディ 隊長 の 魂 た 
まし い を 受け 継い だ の が 、 変 質 者 .… そ れ ば か りか 、 あ の 時 の 少女 だ っ 


リザ ド ギ ル ディ も 拳 こぶ し を 握り 締め 、 慣 ふん 源 ま ん 遭 る 方 な いと 身 
を 打ち 震 ふ る わせ て いる 。 
「 ひ どい 喜 わ れ よ う で すわ .…… 四 

「 鮮やか に 舞う が 本 懐 の ツイ ン テ ー ル の 戦士 で あり な が ら 、 重 く 装 そう 
甲 こう を 着込む な ど 、 無 粋 ! 我 わ れ ら が 負け て な る も の か よ !!」 
「 わ た くし が 重い 装備 を 着込ん で いる の は 、 仲 間 た ち が 思 う 存 分 舞 える 


よう に で すわ !!」 

右腕 の レー ザー バル カン を 斉 射 する イエ ロー。 リ ザ ド ギル ディ は 辛 う 
じ て 回 避 す る も 、 背 後に いる 赤い 戦闘 員 ア ル テ イ ロ イド を 吹き 飛ば す 。 
巻き 上 が っ た 黒 煙 を 目隠し 代わ り に 、 イ エロ ー に 白い 球体 が 撃ち 込ま 
れ た 。 着弾 し た 瞬間 、 全 身 に 強力 な 粘着 質 の 物体 が 絡み つく 。 
[写本 は トリ モチ で すわ っ !?」 

「 た だ で さえ 鈍重 な 貴様 だ 、 全 身 の 武 装 を 絡め 取ら れれ ば 手 も 足 も 出 ま 
し UUU」 

トリ モチ 攻撃 で 勝機 を 確 人 稿 し た オウ ル ギ ル ディ は 、 診 の バズ ー カ を 構 
えて イエ ロー に 突 と つ 貫 か ん する 。 

だ が 、 オ ウル ギル ディ の 目 に は 、 奇 妙 な 光景 が 映し 出さ れ て いた 。 
イエ ロー に 近づく に つれ 、 着 衣 が 少な く な っ て いく よう な 。 

果たし て 、 オ ウル ギル ディ が 問 合 い に 入る 頃 こ ろ に は 、 イ エロ ー は ト 
リモ チ も ろ と も 綺 き 形 れ いさ っ ぱり 全身 の 装甲 を 脱衣 パー ジ し て いた 。 
と 和 o 了 < それ は 貴様 の 頼み の 武器 で あろ う 、 何 な 故 ぜ あっ 
さり 脱ぎ 捨て る !?」 

豊満 な 胸 を た ゆん と 揺らし 、 身 軽 に な っ た イエ ロー は し れ っ と 反論 し 
3 

「 汚れ た 服 は 脱ぐ ! 当然 で は あり ませ ん か !!」 

「 天下 の 往来 で 、 服 が 汚れ た か ら と 元気 よく 脱衣 する 女性 が いて た まる 
か !!」 

半 泣 き で バズ ー カ を 発射 する オウ ル ギ ル ディ 。 

「 だ が 、 武 装 を 脱ぎ 去っ た 今 の お 前 な ど 、 カ バー を 取り 外し た 文庫 本 の 
よう な も の !!」 

「 一 中 身 で 勝負 し ろ 、 と いう こと で すわ ね ! 承知 し まし た わ !!」 
イエ ロー は 残る 左腕 の 装備 ・ 属 性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ ヨ ン に 、 男 
の 娘 属 性 ガー ルズ ボー イ の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ ブ を 装 そう 墳 て ん す 


る 。 

「 発 動 ! 属性 玉 多 重 変換 機構 エレ メア デイ ツ シ ヨ ン !!」 

トリ モチ に 絡め 取ら れ た 武装 は 、 合 体 さ せる こと は で き な い 。 な ら ば 
二 重 装 填 を 可能 と し た 切り 札 へ 、 必 殺 を 託す の み 。 

脚 属性 レツ グ と 兎 耳 属性 ラビ ツ ト の 同時 発動 で 右足 装 そ う 甲 こう に 出 
現し た 収納 部 マウ ンタ ー へ 、 ヴ ォ ル ティ ッ ク ブ ラス ター を 墳 は め 込 む 。 


上 デ イッ ク | ジャッ ジメント ! クレ セン トド トニ ーーーーー デ リル 
跳躍 より 放 た れる 雇 美 な る 回 し 跳 げ り が 、 オ ウル ギル ディ へ と 燈 さ く 


「 エロ 本 、 BL 本 一 文学 の 世界 は .… ぼ ……. い つま で 死に 続け る の だ ああ ああ 
ああ ああ あ !!」 
また し て も 無念 を 虚空 に 投げ か け 、 爆 散 す る オウ ル ギ ル ディ 。 
残さ れ た リザ ド ギ ル ディ の 貌 か お か ら は 、 も は や 一 片 の 油断 も 消え 
去っ て いた 。 
「 俺 は ドラ グ ギ ルディ 部 隊 の 斬 き り 込 み 隊 長 で あり 、 ド ラグ ギル ディ 隊 
長 の 不肖 の 弟子 ! 隊長 の 遺産 を 貴様 の よう な 痴 ち 女 じ よ が 使う な ど 、 
断じて 認め ん !!」 
武装 を 全て 捨て て 丸裸 も 同然 の イエ ロー へ 、 リ ザ ド ギル ディ は 雄 お 々 
お し く 突 と つ 貫 か ん する 。 
リザ ド ギ ル ディ の 吉 う よう に 、 こ の テイ ルギア は ドラ グ ギ ルディ の カカ 
を 使っ て いる 。 そ し て その 製作 技術 は 、 大 元 を 辿 た どれ ば アル ティ メ ギ 
ル に 与え られ た 力 。 
し か し イエ ロー は 、 与 えら れ た も の だ け に 甘え て 今日 まで 痴態 を 晒さ 
らし て きた わけ で は な い 。 
痴 の 果て に 辿り つい た ツイ ン テ ー ル .…… 自 分 の 力 で 手 に し た 力 が 、 略 
まばゆい 交 き を まとっ て 実体 化す る 。 
「 絶対 服従 首輪 アプ ソリ ユー トリ ング !!」 


黄金 に 輝く 首輪 を 装着 し 、 導 ほとばしる 属性 カエ レ メ ー ラ で 大 気 を 鳴 
動 さ せる イエ ロー。 

「 何 っ !? 服 を 脱い で 、 首 輸 を 着け て .…………. 俺 は 今 、 新 人 類 と 相対 し て い 
る の か !?」 

脱ぎ 散ら か し た 身体 か ら だ を 覆 お お う 、 新 た な る 装甲 。 テ イル イエ 

日 ニー マ ア ブツ ソリ ュー ド チ ヂ チェイン 。 

極限 重 武装 の 要塞 戦士 が 、 斬 り 込み 隊長 を 迎え 撃つ 。 

「 ぬう うう .………… だ が 、 そ こま で の 重 装甲 、 も は や この 攻撃 は 熊 か わせ ま 


リザ ド ギ ル ディ の 背中 に ある 無数 の ヒレ が 身体 か ら 発射 され 、 空 高く 
飛び 上 が っ た 。 

有線 誘導 の よう に 薄い 光 の 帯 で 背中 と 繋 つ な が っ た ヒレ は 、 一 つ ー つ 
が 意思 を 持っ た よう に 飛 ひ 聞 し よう し 、 イ エロ ー へ と 殺到 する 。 

まる で 自動 人 形 オ ー ト マタ の よう に 空 を 踊り 、 変 自在 な 軌道 で 飛来 
する 無数 の 針 弾 。 

「 た ああ ああ ああ ああ ああ ああ あっ !!」 

ボル ティ ッ ク ブ ラスター フォ ー ト レス の 音 射 が 、 その こと ご と く を 撃 
ち 落 と し て いく 。 

前 せな い の で は な い 。 貞 す 必 要 が な い の だ 。 

し か し 、 ア ブ ソ リュ ー ト チェ イン の 強大 な 火力 は 市 街 地 に あっ て は 諸 
も ろ 巡 は の 剣 つ る ぎ 。 イ エロ ー は 未練 な く 装 甲 を 脱ぎ 捨て た 。 

「 や っ と 着込ん だ 服 を ..……… また 脱ぐ だ と !?」 

「 完全 解放 ブレイ クレ リーズ!!」 

ツイ ン テ ー ル を 接 ば 条 ね に 飛び 上 が る イエ ロー。 合体 し た 装甲 、 超 合 
身 巨 大 念 ス ー パ ー ユ ナイ トウ エ ポ ン を 背 に する 。 

「 何 と 雄 お 々 お し き 形 .……… も は や 戦艦 ! ぬい ぐる み の 似 合う 少女 が 、 
ここ まで 可 か 憐 れ ん に 背 を 向け た 武装 を 振る うと は .… ! な ら ば 俺 


も 、 全 力 で 挑む の み !!」 

両 り よう 掌 し よう に 練り 上 げた 光 球 を 、 イ エロ ー 目 掛け て 撃ち 放つ 。 
「 食らえ いり !」 

超 合 身 巨大 砲 ス ー パ ー ユ ナイ トウ エ ポ ン の 波光 を 痛 に - 一 テイ ルイ エ 
ロー が 鮮 せ ん 墜 つ いす る 。 
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蹴 け り 足 が 光 球 に 激突 し 、 水 風船 を 破裂 させ る が ご と く 易 や す 々 や す 
貫通 する 。 

澤 こ ん 身 し ん の 蹴 し ゆう 撃 げ き が は その まま 真 まっ 直す ぐ 過 あや また 
ず 、 リ ザ ド ギル ディ を も 貫い た 。 

中 か か と と ツイ ン テ ー ル で アス ファ ルト を 砕き な が ら ブ レー キ を か 
け 、 背 後 で 全身 か ら 放 電 す る リザ ド ギ ル ディ へ と 振り 返る 。 

「 仲間 た ち を 舞 わ せる た め に 、 鈍 重 に 構え た と は よく 吉 っ た も の .…… 8 
君 も 華麗 に 舞 え る で は な いか ..………… 。 童 の 魂 た まし い を 受け 継ぐ に 相応 
さわ し き 、 見 事 な 飛 ひ 翔 し よう だ っ た !!」 

「 舞 いた く な っ た ら 、 脱 ぎ ま す の 」 

女性 の 脱衣 の 難解 さ に 苦笑 する リザ ド ギ ル ディ 。 


この 世界 で 真っ 先 に 君 に 目 を つけ た 俺 の 審美 眼 は 、 確 か な も の だ っ た よ 


うだ 」 

その 審美 眼 で 見 抜か れ た ツイ ン テ ー ル が 、 平 和 を 脅 お び や か す 怪人 を 
打ち 倒し た 。 

少女 は 今 、 あ の 日 の 自分 と 決別 し た の だ 。 
es ンク 

爆散 し た リザ ド ギ ル ディ の 傍 か た わら に 、 子 猫 の ぬい ぐる み が 転 が 
る 。 


変身 を 解い た 交 え 理 り 那 な は 柔らか に 微 ほ ほ 笑え お と 、 そ の ぬい ぐる 


み を 優し く 抱き 締め た 。 

乾い た 風 が 虚 お むなしく 吹 き 、 ツ イン テー ル を 小さ く 揺 ら す 。 

蛋 き びす を 返し て 歩き 出す も 、 疲 労 で よろ け て 歩道 の 壁 に も た れ か か 
る 宗 理 那 。 

その 角 か ら 、 ひ ょ っ こり と 顔 を 出す 少女 。 

「 も 、 牧 も く 須 す 先 理 .…… 逃 げ て くだ さい と .…… 四 

「 だ っ て 神 し ん 堂 ど うさ ん 、 正 体 見 られ っ ぱな し で あたし が 消え た ら 、 
モヤ モヤ する っ し ょ ?」 


これ 以上 誰 だ れ か に 正体 を 見 られ な いよ う 、 周 囲 に 人 が いな いか は 確 


一 度 遠く に 退避 し て いな が ら 、 豊 と 美 み 得 え は わざ わざ ここ へ 戻っ て 
きた の だ 。 

0 すみ ませ ん 、 お 見 苦し いも の を ,」 

消沈 する 赴 理 那 を 励ま す よ うに 、 豊美 得 は 明る い 声 で 応 こ た える 。 

「 ま あ 、 め っ ちゃ 嬉 つ うれ しそ うに 脱い で ん の は びっ くり し た けど さ ー。 
これ が あの 神 堂 さん か ー っ て 。 憧 あこ が れ て た ヒー ロー に な れ た ん な ら 
さ 、 細 か いこ と は どう で も いい っ て ! 」 

と 2 

「 神 し ん 堂 ど うさ ん は 無理 に 戦っ て る ん じゃ な い 、 や り た く て ツイ ン テ 
イル ズ や っ て る ん で し ょ ?」 

お も ちる ん 自分 の 意思 で 決め た こと で すわ 」 

「 だ っ た らい いじ ゃ ん ! 私 だ っ て 同じ だ よ 。 B L 本 な ん て 、 万 人 に 誇 
れる も の じゃ な いけ ど 、 自 分 で 楽し いか ら 描い て る ん だ も ん !!」 

「 楽 し い .……… え え 、 そ う で すわ ね 。 辛 つら いこ と や 素 し いこ と も 多い で 
すけ れ ど .……… 仲 間 と 一 緒 に 戦う 日 々 は 、 確 か に 充実 し て いま すわ 」 

「 あたし た ちこ れ で 、 秘 密 を 知り 合っ た 仲 だ ね ぇ 一 ! 」 


閣 え 理 り 那 な の 衣 を 陽気 に 叩 た た く 豊 と 美 み 得 え 。 決 し て 等 価 の 秘密 
で は な い が 、 こ うし て 共有 し 合う こと で 、 雅 理 那 に 正体 を 知ら れ た こと 
へ の 不安 を 懐い だ か な いよ うに と 気遣っ て いる の だ ろう 。 

「 っ て か が 神 堂 さ ん 、 今 な ら ま だ ライ ブ に 間に合う ん じゃ な い ? 」 

0 旨 そう で すわ ね 、 ダ ッシュ で すわ !!」 

改め て 別れ を 告げ 、 走 っ て いく 甘 理 那 を 見 つめ る 豊美 得 。 

生き 真 ま 面 じ 目 め で 人 を 寄せ 付け な い 孤 高 さ が あっ た 、 彼 女 の 知る 問 
理 那 と は 違う 。 

瞬 ま ば た き で 切り 取ら れる 豊美 得 の 視界 の 中 で 、 直 理 那 の 姿 が テイ ル 
イエ ロー に 変わ り - 一 その 横 を テイ ルレ ッ ド が 並ん で 走る 。 

信頼 で きる 友達 に 囲ま れる 、 今 の 彼女 を 象徴 する よう だ 。 

その 時 豊美 得 は 、 思 わ ず 自 分 の 目 を 擦 こ すっ た 。 

テイ ルレ ッ ド と 重なる よう に 、 一 人 の 少年 の 姿 が 見 えた の だ 。 


直 理 那 が 、 素 敵 で 頼り に な る 人 だ 、 と 惚 の ろ 気 け た 、 小 柄 な 少年 が 
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「 い や いや 、 な いな い ! 」 
自分 の 妄想 癖 に 苦笑 し な が ら も 、 豊 美 得 は 赴 理 那 の 後ろ 変 を いつ まで 
も 見 送っ て いた 。 


の 


本 来 で あれ ば 、 少 女 の 清らか な 歌声 が 響く は ず だ っ た ライ ブ 会 場 。 
そこ に は 、 爆 発 と 破壊 の 痛 だ けが 虚 む な し く 木 こ 圭 だ まし て いた 。 

「 ダ ー ク ネス バニ ッ シ ャ ーーーーーーーーーー ッ ツ !!」 

魔 ま 鎌 れ ん の 一 いつ 関 せ ん が 、 有 わき を 狙 ね ら っ て 飛 ひ 甚 し よう する 
古代 トン ボ を 捉え る 。 


「 よかっ た 今回 は 筋肉 出す 技 じ ゃ な く て - 一 一 一 一 一 っ !!」 

か つて プ ブラッ ク の 放つ 幻影 筋肉 の 渦 う ず に 呑 の み 込 まれ た こと の ある 
メガ ネ ウ ラ ギル ディ は 、 ス ケー ル の 小さ い 安 あん 増 ど に 包ま れ な が ら 爆 
散 し て いっ た 。 

ブラック が どれ だ け 会 場 を 傷つけ な いよ う 立 ち 回 っ て も 、 エ レ メ リ ア 
ン た ち は お 構い な し に 暴れ 回 る 。 

椅 い 子 す が 砕 け 、 壁 が 崩れ 、 照 明 が 割れ て いく 中 、 プ ラッ ク は 懸命 に 
エレ メリ アン を 倒し 散ら し て いく 。 

戦闘 貞 ア ル テ イ ロ イド を 吹き 飛ば し た 一 瞬 の 隙 す き を 突き 、 ケ ル ベ ロ 
スギ ルディ が 背後 か ら 飛 び か か っ て きた 。 

「 ブ プー ちゃ ん .……… ア イド ル は 諦 あ きら め な さい | ! 」 

「 黙れ ! 」 

迫り 来る 爪 つ め を 、 す ん で の 所 で 斬 き けり 払う ブラ ッ ク 。 

「 あ な た が アイ ドル を や っ て これ た の は 、 ア ル テ ィ メ ギル だ っ た か 
ら .…… 侵 略す る 側 だ か ら よ ! 侵略 され る 側 に つい た 時 点 で 、 あ な た の 
アイ ドル 活動 は 終わ っ て いた の !!」 

「 黙れ 黙れ !」 

ケル ベロ スギ ルディ が 空中 で 三 体 に 分 身 し た 。 

頭 の 数 だ け 、 同 等 の 力 を 持つ 戦士 に 分 身 で きる 驚異 の 能力 .……… ぼ ハツ イン 
テイ ルズ を 苦し め た 切り 札 だ 。 

この 形態 の 厄介 な と ころ は 、 戦 闘 カ で は な い 。 三 体 同時 に 倒さ な けれ 
ば 、 何 度 で も 復活 再生 する と ころ に ある 。 ま る で 今 の 絶望 的 な 戦い の 縮 
図 だ っ た 。 

「 確 か に 戦闘 力 じ ゃ 、 ア タ シ の 方 が か な り 下 だ わ 。 け ど 、 自 分 の 特性 を 
最大 限 に 活 い か せ ば 、 互 角 に 戦う こと だ っ て で きる 『! 」 

三 分 身 し た ケル ベロ スギ ルディ の 連係 攻撃 に 穫 ほ ん 弄 ろ うさ れ て いく 
プラ ッ ツク 。 


その 立体 的 な 機動 の 攻撃 を ダー ク ネ ス グレ イブ で 防ぎ きれ な く な り 、 
爪 や 牙 き ば の 攻撃 が グラ スギ ア を 捕 か すめ て いく 。 

「 し が な い 地 下 ア イド ル だ っ て 、 演 出 次 第 で は 大 人 数 の アイ ドル ユニ ッ 
ト よ り も 輝く こと だ っ て で きる わ 。 わ か る ? 戦力 差 だ けが 、 戦 い の 決 
め 手 じゃ な い の !!」 

まる で 何 か を 論 さ と す よ うに 、 回 りく どい 吉 い 回 し を する ケル ベロ ス 
ギル ディ 。 

焦 あ せる プラ ッ ク は それ に 何 の 疑問 も 懐い だ か ず 、 が むし ゃ ら に 鎌 か 
ま を 振り 回 し 始め た 。 

と 、 そ の 時 、 一 階 席 の 出入 り ロ ドア が 勢い よく 開け 放 た れ た 。 

「 ブ ラッ ク ち ゃ ん ! お 待た せ や ! こっ ち は 片 付け て きた で っ !!」 
駆け つけ た メガ ・ ネ だ が 一 会 場 の 惨状 を 見 て 、 悔 し げに 拳 こぶ し を 振 


「 ラ イブ が .……… こ 、 こ ん な .………… 許 さ へ ん つっ !」 

指 の バル カン 砲 を 一 体 の ケル ベロ スギ ルディ へ と 斉 射 。 す か さ ず 戦闘 
機 形態 メガ ネ ウ イ ン ガ ー に 変形 し 、 強 烈 な 体 当 た り を 見 舞っ た 。 

し か し 、 一 体 だ け で は 無 意 味 だ 。 す ぐに 再生 を 果たし て し まう 。 

ケル ベロ スギ ルディ は 飛 ひ 閣 し よう する メガ ・ ネ を 追い つめ る よう に 
火球 を 乱射 。 逸 それ た 火球 が 会 場 の 天井 を 蜂の巣 に し て いく 。 

細か く 降 り 注ぐ 太陽 の 光 に 照ら され な が ら 、 ブ ラッ ク は 決 然 と 叫ん 
だ 。 

「 っ メガ ・ ネ ええ ええ ! イン フィ ニッ トコ ン バ イ ン じ ゃ っ !!」 

「 あ ら あ 、 合 体 す る の ぉ !? いく ら 強 く な っ て も 、 三 対 一 に 戻っ た ら 結 
局 不利 に な る わ よ !!」 

強化 パー ツ に 分 割 し た メガ ・ ネ が 、 プ ブラ ッ ク の 周囲 を 飛 旋 し 、 足 に 腕 
に と 吉 い よく 装着 され て いく 。 

白銀 の 鎧 よろ い を 重ね まとっ た ブラ ッ ク は 、 神 眼鏡 ゴツ ド め が ね の レ 


ンズ に 三 体 の ケル ベロ スギ ルディ を 捕捉 する 。 

「 同 じ 土 優 で 争う な ど 、 二 流 ア イド ル の 共 策 !) わら わ ほ どの スー パー 
アイ ドル は 、 徹 底 し て 自分 を 貫き 通せ ば 、 他 者 の いか な る 岳 か ら め 手 て 
に も 負け は せめ ぬ !!」 

三 体 同時 に 撃破 し な けれ ば な ら な いと いう の な ら 、 一 人 で それ を 成せ 
ば いい !。 

「 完全 解放 ブ プレ イク レリーズ !!」 

ダー ク ネ ス グレ イブ メビウス を 十字 弓 へ と 変形 させ 、 真 っ 正面 の ケル 
ベロ スギ ルディ へ と 一 直線 に 突 と つ 貫 か ん する 。 弾 は じき 上 げ ら れ た ケ 
ル ベ ロ スギ ルディ を 置き 去り に 、 大 きく 距離 を 取っ て いる 二 体 目 へ と 超 
絶 機動 で 猛追 、 一 体 目 の いる 方 へ と 蹴 け り 飛ば す 。 

同じ よう に 三 体 目 を 弓 把 で 斬 裂 し た 瞬間 、 ブ ラック は 手 に し た 弓 に 光 
の 矢 を 引き 絞っ た 。 

「 イ ン フ ィ ニ ッ ト オ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オッ ! バニ ッ シ ャ 

ツリ 」 ュ 

放 た れ た の は 一 いつ 矢 し で あり な が ら 、s の 聖 せい 痕 こ ん が 下線 上 に 
並べ られ た 三 体 の ケル ベロ スギ ルディ を こと ご と く 貫 いて いた 。 

生存 本 能 で すら タイ ムラ グ を 感じ 取れ な い ほ どの 超 高 速 が 、 三 体 同時 
撃破 を 成し遂げ る 。 

「 人 気 で は テイ ルレ ッ ド に 敵 か な わん か も し れん ! し か し わら わ は 、 
アイ ドル と し て この 世界 の 人 々 に 笑顔 を 与え た い .……. そう 願い 、 歌 い 続 
け て きた の じゃ !!」 

ー 体 に 戻り 、 客 席 に 落下 する ケル ベロ スギ ルディ 。 

合体 解除 し 、 善 いい 沙 す な 導 あ ん 子 こ の アイ ドル 衣装 に 戻る と 、 無 吉 
で 歩み 寄る イー スナ 。 力 無く 全身 を 放電 させ る か つて の 協力 者 を 見 下ろ 
すそ の 眼鏡 に は 、 様 々 な 感情 が 初 往 さ ま よ い 見 えた 。 

「 せ か せ か し ちゃ っ て .……… ちゃ ん と お 休み 取っ て る ? 」 


超 高 速 の つ ス テー ジ パ フ ォ ー マ ンス に 不器用 な 賛辞 を 送り 、 ケ ル ベ ロ ス 
ギル ディ は 三 つ 編 あみ の ほど けた イー スナ の ツイ ン テ ー ル に 手 を 伸ばし 
だ 。 

「 髪 の お 手入れ .……… ちゃ ん と で きる よう に な っ た の ね 。 キ ュー ティ クル 
も バッ チリ よ 」 

引き こも り で 髪 の ケ ア を 全く し て いな か っ た イー スナ は 、 よ く ケ ル ベ 
ロス ギル ディ に 小吉 を 吉 わ れ て いた 。 

メガ ・ ネ が お か ん な ら ば 、 ケ ル ベ ロ スギ ルディ は オネエ 吉 葉 の お と ん 
だ っ た の だ 。 
de 好き な 男の子 で も で きた か し ら ? 」 

「 う お 、 で きた ぞ ! と びき り の いい 男 じ ゃ !!」 

穏やか な プロ デュ ー サ ー に 戻っ た ケル ベロ スギ ルディ に 向け 、 か つて 
の 担当 アイ ドル は 胸 を 張っ て 交際 を 宣 吉 する 。 

「 だ か ら 、 わ ら わ は .……『…… 戦 うつ の じゃ .………。 そい つと 、 ず っ と 一 緒 に いた 
いか ら .…… 絶 対 に 、 泣 いた り せ ぬか ら な .…… 

… 意 地 悪し ちゃ っ て 、 ご めん ね 。 で も 、 の 
けり 越 えた 強 さ を 忘れ な いで 。 そ うす れ ば イー ちゃ ん は .……… どん な 敵 に 
だ っ て 負け た り し な いわ ,」 

ケル ベロ スギ ルディ は 三 つ の 頭 で 優し く 笑 うと 、 イ ー ス ナ を 記 か ば う 
よう に 静か に 爆発 し た 。 

し か し 、 会 場 は も は や 見 る 影 も な い 。 一 階 席 の 椅子 す は こと ご と く 
吹き 飛び 、 天 井 に は も う 落 ち て くる 上 瓦 が 確 れ きも な い ほ ど 綺 き 誠 れ いな 
人 ご あい て いる 。 

2 わら わ 、 友 達 の 誕生 日 を お 祝 \ す る の 、 初 め て だ か ら .…………. 頑 張っ 
た ん じゃ 」 

今日 だ け の 特別 な 演出 な ども 、 自 分 で 率先 し て 考え た 。 それ が 全て 、 
水泡 に 帰し た 。 


「 こ ん な ん ば っ か けり じゃ 。 い つも そう じゃ っ た .……『… や る 気 を 出す と 、 空 
回 りす る ん じゃ 。 エ レ メ リ アン と 仲良 くし よう と し て も 、 そ うじ ゃ っ た 


た また ま 今 日 こう な っ て し まっ た だ け で 、 今 まで 無い 方 が お か し い ぐ 
らい だ っ た の だ 。 

アル ティ メ ギ ル に 正体 を 知ら れ て いる 自分 が 、 も っ と も 無防備 な と こ 
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第 潮時 .……. な の か の う 。 メ ガ ・ ネ 。 戦 士 が .………. ア イド ル な ん 


震 ふ る える イー スナ の 蛋 に 触れ よう と し た 手 を 、 宙 で 流離 わ むせ る メ 
ガ ・ ネ 。 
イー スナ の 日 常 を ずっ と 守っ て きた 彼女 も また 、 大 き な 無 力 感 に 苔 さ 
いな まさ れ て いた 。 


様々 な 思い 出 が 絢 な い 交 まぜ に な り 、 つ い に イ ー ス ナ の 余 が 切れ て し 


まう つう 。 
鳴 順 お えつ が 慈 し く 木 こ 霊 だ ます る 空 が 、 夕 焼け に 染まり 始め た 、 そ 
の 時 。 


「 お お 一 ! 闇 あ ん 子 こ ちゃ ん ! よかっ た 、 戻 っ て き て た ん だ ー!!」 
ハッ ピ を 来 た 青 年 が 、 一 階 の 観客 席 に 駆け 込ん で きた 。 


慌 あ わ て て 涙 を 拭 ぬ ぐう 章子 。 

若い 女性 が 、 壮 年 の 男 が 、 あ どけ な い 子 供 が 、 次 々 に 会 場 の 中 に 入っ 
と 入っ 

「 よ し 、 み ん な で 片付け よう ぜ !!」 

手 に し た 軍手 は 、 物 販 で 売っ て いる メガ ネ ド ン 軍 手 。 丈夫 で 長持ち 、 
サメ の ヒレ の 形 を し た 逸品 だ 。 


「 玉 確 に 気 を つけ ろ よ 、 リ レー し て 人 外 に 播 か き 出す ぞ !!」 

観客 が 玉 際 を 拾い 上 げ 、 隣 り 合 っ た 観客 に 渡し .…… リレー で 除去 作業 
を 始め る 。 

し ば らく 呆 ぼ ぽう 然 ぜ ん と その 流れ 作業 を 見 て いた イー スナ だ が .… 我 
われ に 返っ て ステ ー ジ に 転がっ て いた マイ ク を 拾い 、 電 源 を ON に し 
7 だ 。 

『 み ん な 、 ど うし て ここ に .…… ? ョ 
「 エ レ メ リ アン な ん て 、 ツ イン テイ ルズ が や っ つけ て くれ る と 思っ た か 
ら さ ! 俺 ら み ん な 、 避 難し て か ら も 待っ て た ん だ ! 」 

未 い まだ に 困惑 の 抜け な い イ ー ス ナ に 、 神 眼鏡 ゴツ ド め が ね を 通じ て 
トゥ アー ル か ら の 通信 が 入る 。 
間 選 夫 ま す が 、 イー ズ チ た | こち ら で そ の ドー ム の 破損 状況 を ス 
キャ ン し まし た 。 観客 の 安全 を 脅 お び や か す よう な 点 は 何 も あ り ま せ 
ん 。 片 付け れ ば 、 ラ イブ は 問題 な く 続行 で きま す 。… 主役 が し ゃ ん と 
すれ ば 、 で す が 』 


怪人 人 は 、 ツ イン テイ ルズ が や っ つけ た 。 

どれ だ け 装 飾 が ボロ ボロ に な っ て も 、 歌 う 人 間 と 、 観 客 さ えい れ 
名 司 は 、 ライ ブ 会 場 な の だ 

「 う お っ ! メガ ネ ド ン す げ ー! 俺 た ち も 負 けら れ ね ー ぞ !!」 
気がつけ ば 、 再 び メ ガ ネ ド ン の 着 ぐる み を 着衣 し た メガ ・ ネ が 、 陣 頭 
指揮 を 取っ て 凄 す さま じい 勢い で 瓦 が 確 れ き を 撤去 し て いる 。 

スタ ッ フ も 機材 を 確認 。 使 える も の を 整備 し 、 使 えな いも の は 予備 に 
取り 替え 始め た 。 

as みん な 、 お 待た せ し て ご めん ね ー ! そう な の ! 怪人 は 、 ツ イ 
ン テ イ ルズ が や っ つけ て くれ た よー!!』 

な ら ば イー スナ は 、MC で その 献身 に 応 こ た える まで だ 。 


会 場 か ら の レス ポン ス に か き 消 され か ね な い 小 さ な 音量 で 、 ト ゥ アー 
ル の 通信 が 届く 。 

『 私 も ここ で 見 て ます 。 ちゃ ん と 歌い な さい 、 イ ー ス ナ 』 

照れ 隠し な の か 、 も ご も ご と 尻 し りす ぼ み に 励ま す ト ゥ アー ル 。 


イー スナ は 元気 よく 返す と 、 ス テー ジ 狭 し と 動き 回 り 、 会 場 へ の 端 は 
し か ら 端 まで 呼び か ける 。 

『 よ ー し ! 仕切 り 走 し だ か ら 、 い っ ぱい 歌っ ちゃ うか ら ね ! みん 
な 、 眼 鏡 め が ね は か けた 一 ? 』 


「 かけ まし た わっ 『! 」 


さん ざめ く 歓 声 の 中 、 イ ー ス ナ は た っ た 一 つの レス ポン ス を 確か に 聞 
き 取 っ た 。 

神 眼鏡 ゴツ ド め が ね に 頼る こと な く 、 弾 は じ か れ る よう に 視線 を 向け 
た 先 に 、 彼 女 は いた 。 


制服 が 燥 すす で 汚れ て いる 。 彼女 も また 、 死 闘 を 終え 、 そ の 足 で 駆け 
つけ て くれ た の だ 。 

その 後ろ か ら 、 同 じ く 総 そ う 二 じ と 尊 み こと も ひょっこり と 姿 を 見 せ 
る 。 

イー スナ は 満面 の 笑顔 で 手 を 突き 上 げ る と 、 観 客 た ちの 心 と 一 体 に な 
り 、 途 切れ た まま の 前 奏 を スタ ー ト させ る 。 

ファ ン に 向け 、 自 分 が 怪人 を 倒し た の だ 、 倒 し て いる の だ 、 と 胸 を 張 
る 日 は 、 永 遠 に 訪れ な く て いしい!。 

か つて は 、 世 界 の 眼鏡 属性 グラ ス を 守っ て や っ て いる と いう 無意識 の 
秦 お ご り が あっ た 。 ファン に 対し て も 、 ど こ か 上 か ら 目 線 だ っ た 。 


し か し 、 愛 を 、 趣 味噌 し 好 こ う を 語り 合え る 友達 が で き て 、 イ ー ス ナ 
は 成長 する こと が で きた 。 

眼鏡 めがね へ の 思い を 分 か ち 合 う フ ァ ン た ちと 過ごす この 時 間 こ そ 、 
トッ プア イド ル で ある イー スナ の 誇り 。 胸 を 張る べき 宝 な の だ 。 

そん な 彼女 だ か ら こ そ 、 こ れ だ け 多 く の 人 が 応 こ た えて くれ た の だ ろ 
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ドー ム の 天井 が 消え 、 期 せ ず し て 野外 と な っ た ライ ブ 会 場 。 
善い い 沙 す な 聞 あ ん 子 こ の アン コー ル は 、 今 まで で 最高 の 歓声 に 包ま 
れ な が ら 、 空 に 響き 渡っ た 。 


の 


アル ティ メ ギ ル 基地 の 大 ホー ル で は 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル と 残存 軍 
が 、 モ ニタ ー に 表示 され る ツイ ン テ イ ルズ の 奮戦 に 敬服 めい た 眼 ま な 差 
ざし を 送っ て いた 。 

ドラ グ ギ ルディ も 、 今 まで あれ だ け 困 惑 し て いた テイ ルイ エロ ー の 信 
念 の 戦い を 見 る や 、 賞 嘆 に 目 許 を 和らげ て いる 。 

皆 の 注目 が 、 ツ イン テイ ルズ の 他 の 面々 に 集中 し て いる の が 幸い し 
た 。 直 え 理 り 那 な が テイ ルイ エロ ー に な っ た 瞬間 を 含め た 映像 デー タ 
を 、 即 座 に 消去 する ドラ グ ギ ルディ 。 

ドラ グ ギ ルディ が 操作 端末 か ら 離れ て すぐ の こと 。 白 ロー プ を まとっ 
た 戦い くさ 女 め 神 が み ヴァ ルキ リア ギル ディ が 、 穏 や か な ら ざ る 形相 で 
ホー ル 内 に 踏み 込ん で きた 。 

「 どう し た 戦い くさ 女 め 神 が み 、 と うと うこ の よう な お むさ 苦し さ の 極み 
た る 場所 に や っ て 来る と は 」 

ドラ グ ギ ルディ が 尋ね る と 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は 不機嫌 そう に 問 
いで 返し た 。 

「 一 此 こ 度 た び の 出征 、 全 滅 と 聞い た ぞ 。 返 り 討ち に 適っ た と いう の 
か 」 

「 貴女 が 提 吉 し た 作戦 は 完 か ん 遂 す いし た 。 そ れ が この 結果 な の だ 、 仕 
方 ある まい 」 

ホー ル 内 の 談笑 が 止 や ん で いく 中 、 淡 々 と 事実 を 述べ る ドラ グ ギ ル 
ディ 。 

唯一 プラ イベ ー ト が アル ティ メ ギ ル 全体 に 露見 し て いる テイ ルプ ブラ ッ 

ク 。 彼女 の 生き 甲 が 斐 い で も ある アイ ドル 活動 を 崩壊 させ て 追い つめ 、 
ツイ ン テ イ ルズ を 玉 が 解 か いさ せよ 。 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ が 、 ド ラグ 


ギル ディ に 伝え た 作戦 だ 。 

無論 、 そ の 作戦 の 中 核 に ケル ベロ スギ ルディ が あえ て 志願 し た 思惑 な 
ど 、 彼 女 は 知る 由 も な い だ ろ う が 。 

「 ツ イン テイ ルズ は 四 か 所 同時 で も 切り 抜け お っ た ぞ 。 次 は どう する 戦 
女神 。 八 か 所 、 一 六 か 所 同時 侵攻 と 、 倍 々 に で も 増やし て いく か ? 
ん ?」 

生前 の 組織 内 で の 立場 的 に 堂々 と 意見 で きる た めか 、 テ ィ ラ ノ ギ ル 
ディ の 皮肉 に は 遠 えん 慮 り よ が な い 。 か つて 、 望 ま ぬ 卑 劣 な 作戦 を 行っ 
た 己 へ の 自 じ ち よう も まれ て いる よう に 感じ られ た 。 

0 テイ ルプ ブラ ッ ク 以 外 の 者 の 弱み を 知る 者 は いな い の か 。 ど ん な 日 
常 を 送っ て いる か .…… 武 装 す る 前 は 女 学 生 で あろ う 、 い か な る 少女 
か .……… あ る い は その 居場所 で も よい 」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ は 声 に 昔 い ら 立 だ ち を 贅 は ら ま せ 、 静 寂 に 包ま 
れ た ホー ル を 見 渡し た 。 

ティ ラノ ギル ディ や トリ ケラ トッ プ ギ ルディ な ど 、 ツ イン テイ ルズ の 
正体 を 知る 者 が この 中 に は 何 体 か いる の だ が - 一 ティ ラノ ギル ディ は 、 当 
然 の よう に と ぼけ て 見 せ た 。 

9 知司 5 な 

「 そ も そ も テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 、 何 な 故 ぜ 君たち 隊長 級 の 戦士 は 出撃 し な 
U い 1」 

「 そ の 隊長 級 の 戦士 が 全力 で 暴れ れ ば 貴様 へ の 負担 が 大 きい と 、 全 上 員 集 
合 し た 先 の 戦い で 知っ た か ら だ 。 俺 は テイ ルレ ッ ド と の 戦い に 未練 は な 
い の で な 。 今 は まだ 静観 で よ か ろ う 」 

追い 打ち を か ける よう に 笑う ティ ラノ ギル ディ 。 怒り に 固 ふ る え だ し 
た ヴァ ルキ リア ギル ディ を 落ち 着 か せる べく 、 ト リ ケ ラ トッ プ ギ ルディ 
は 穏やか に 割っ て 入っ た 。 

「 曲がり な り に も 、 我 われ ら は 貴女 あな た の 力 に よっ て 再生 し た 生命 。 


貴女 の 意志 を 尊重 し 、 月 日 を か け て ツイ ン テ イ ルズ を 攻め 落と すべ く 、 
作戦 を 進め て きた 。 何故 急 に 、 功 を 焦 あ せら れる か ? 」 

唐突 に 卑 支 な 作戦 を 吉 い 渡さ れ 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル の 戦意 の 低下 を 
招い て いる こと を 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ も 気づい て いる は ず な の だ 。 
そん な 焦 し よう 燥 そう に 曇る 戦 女神 の 返答 に は 、 彼 女 の 行 動 原理 の 全 
て が 集約 され て いた 。 

「 一 首領 様 の た め だ 」 

アッ ト ホ ー ム な 雰囲気 の ネオ アル ティ メ ギ ル 。 彼ら と 住む 世界 を 自ら 
隔絶 する か の よう に ロー プ の フー ド を 目 深 に 下ろ し 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル 
ディ は ホー ル を 去っ て いっ た 。 


の 


俺 は 忘れ ん 香 か さん と の 約束 通り 、 ラ イブ が 終わ っ て 帰宅 し た 夜 、 愛 
あい 理 か の 家 を 訪ね た 。 

立派 な 和風 の 家 。 イ ンタ ー ホ ン を 押 そ うと し て 、 札 和 理 さ ん と の 約束 を 
思い 出す 。 

『 つ ひ ょ ー! ひ ょ ひ ょ よー ん ! ひ ょ ー!!』 

合鍵 か ぎ を も ら う 時 、 母 さん が こん な ふう に 奇声 を 発し な が ら と て つ 
も な く 笑 顔 で 何 度 も 診 パ ン し て きた の が 気 に な る が .………… ぼ … と に か く 、 音 を 
立て な いよ うに ゆっ くり と 玄関 を 解 錠 し 、 引 き 戸 を 開け た 。 

愛理 の 家 は 廊下 の 常夜灯 が 払 ほ の か に 点 い て いる だ け で 、 後 は 居間 も 
台所 も 、 全 部 電気 が 消え て いる よう だ 。 家 全体 が 真っ 暗 に な っ て いる 。 
そっ と 靴 を 脱い で 三 た 和 た 土 き を 上 が り 、 二 階 へ の 階段 に 足 を か け 
記 8 

四 き し み 音 が 立た な いよ うに 板 の 端 は し を 踏み な な が ら 、 二 階 へ と 上 
が っ て いく 。 勝手 知っ た る .……. と まで は いか な い が 、 昔 は よく 来 て いた 


家 だ 。 愛 香 の 部 屋 へ は 、 迷 わ ず 辿 た どり 着い た 。 

奈 件 反射 で バッ ク し よう と し て 、 握 り 拳 こぶ し を 止め る 。 恋 香 さ ん に 
は 、 ノ ッ ク も し ちゃ 駄目 だ っ て 吉 わ れ て いた ん だ っ た 。 

如 関 と 同じ く 引 き 戸 に な っ て いる 愛 香 の 部 屋 の ドア を 、 静 か に 開け 
る 。 

寝 て いる の か と 思い き や 、 ベ ッ ド の 上 に 愛 香 は 座っ て いた 。 
上 半身 裸 で 。 

腕 を 濡 ぬ れ タ オル で 拭き な が ら 固 まり 、 目 を 丸く し て こち ら を 見 て い 
る 。 

「 な 、 な 、 な 、 な な な な な な な な な な な な な な な あっ !!」 


顔 を 真 ま っ 赤 か に し て 身体 か ら だ を 挿 か き 抱い だ く 愛 理 。 

「 ち 、 ち 、 ち ょ っ と 待っ て ! その まま ! 後ろ る 向い て て !!」 

俺 は 気 を つけ を し て 出入 り 口 に 立ち 、 愛 香 が 着替え 終わ る の を 待つ 。 
愛理 や トゥ アー ル も 俺 の 部 屋 に 来る の に ノッ ク な ん て し な いか ら 慣 れ 
きっ て た けど 、 や っ ぱり ノッ ク は 必要 な ん じゃ な いか が 恋 香 さん !? 
pa いい いわ よ 、 こ っ ち 向 いて 」 

ベッ ド の 上 で 上 体 を 起こ し 、 胸 まで 掛け 布 ぶ 団 と ん を か け て いる 。 
「 来 る な ら 来 る っ て メー ル で も 何で も し て よ .…… いや 、 あ た し も いつ も 
同じ こと し て る か ら あ ん ま 強 く 吉 えな いけ ど さ .…… 四 

「 す まん 、 恋 理 さ ん に 、 愛 香 は 寝込ん で る か ら ノ ッ ク す る な っ て 吉 わ れ 


俺 の 視線 が 頭 に 集中 し て いる の を 察し た の か 、 愛 あい 香 か は 口 くち 端 
は を ひく つか せ た 。 

「 人 の 裸 見 た より も 、 ツ イン テー ル に し て な い 方 を 深刻 そう に する ん 
じゃ な いわ よ !!」 

すま ん 、 デ リカ シー が 足り な いか も し れ な い が 、 俺 に と っ て は そっ ち 
の 方 が 重大 な ん だ 。 

ツイ ン テ ー ル じゃ な いな .… 8 

「 そ れ に し て も 、 久 し ぶり だ な あ 。 愛 香 の 部 屋 に 来る の も 」 

懐か し さも 相まって 、 俺 は じっくり と 愛 香 の 部 屋 を 見 洲 し た 。 

カー テン や クッ ショ ン 、 布 ふ 団 と ん な ど ほ と ん ど が 水色 を 基調 と し た 
も の で 、 統 一 感 が ある 。 

も ちろ ん 、 ダ ン ベ ル や バー ベル な ど は 常設 され て いな い 、 普 通 の 女 の 
子 の 部 屋 だ 。 

し 0 高校 に 入っ て か ら 、 全 然 来 な く な っ た も ん ね 、 そ ー じ 」 

「 高校 に 入っ て すぐ 、 ツ イン テイ ルズ に な っ た か ら な 。 結局 、 基 地 が あ 
る 俺 の 家 に 集まる の が 手 っ 取り 早く な っ た か ら だ ろ ,」 

ER 普通 、 細 馴染 お さ な な じみ の 家 に 来 な く な る の っ て も っ 
と こう 、 暮 酸っぱ い .….… 四 

頭痛 に 耐え る よう に こめ か み を 押さ える 愛 香 。 

ツイ ン テ ー ル じゃ な いな .…… ぼ … 

あま り 愛 香 の 頭 を 見 過ぎ な いよ う 、 何 気 な く 壁 の 本 棚 に 視線 を 送る 。 
『 豊 胸 技 あり テク ニッ ク 集 一 〇 九 ( 増強 改訂 版 ) 』 

『 今 日 か ら 始め る ! 体 幹 矯 正 で バス ト ア ッ プ 』 

『 ゴ リラ に 学ぶ 、 楽 し い 巨 乳 メ ソ ッ ド - 実 は 、 揉 も む よ り 叩 た た く 
だ っ た = こ 』 

並ん だ 本 の タイ トル が 鉄拳 と 化し て 、 俺 の 綱 膜 を 滅ぼし に か か っ て き 


た 。 

果て まで 並ぶ 、 あ る 特定 ジャ ン ル の 教本 や ムッ ク 本 の 数 々 。 

あ 、 あ れ 、 目 が 潤う る ん で きち ゃ っ た 。 どうして? お か し いな 、 砺 
し く な ん て な い は ず な の に 、 え へ へ .………。 

「 色々 変わ っ ちゃ っ た よね 。 そ ー じ の 部 屋 、 今 じゃ 女の子 の 溜まり 場 に 
な っ ちゃ っ て さ ..…{…… 」 

成長 に 従っ て 、 色 々 変わ っ て いく も の な ん だ ろう 。 お 前 の 部 屋 の 本 棚 
も 、 ど ん どん 成長 し て いる よう に な .…… 

日 の 2 ニス ゆ の ライ こら だ だ の の 

「 そ の ライ ブ プ の こと だ けど ..………… 今 日 は 、 色 々 あっ た ん だ .…『…. 四 

俺 は 、 今 日 の こと を 愛 香 に 説明 し て 聞か せ た 。 

同時 侵攻 、 そ し て 明らか に イー スナ の ライ ブ が 標的 に され て いた こ 


トゥ アー ル は 気 を 遣っ て すぐ 俺 に 吉 わ な か っ た が 、 ラ イブ が 標的 だ と 
知っ た 瞬間 は 俺 も 怒り で 我 わ れ を 失い そう に な っ た 。 駆け つけ た 時 見 た 
イー スナ の 笑顔 に 、 ど れ だ け 救 われ た か 。 

1 時 あたし 、 情 け な い 。 み ん な が 頑張 っ て 戦っ て いる 時 に 、 一 人 だ け 
役立た ず で .………。 桜 さく ら 川 が わ 先生 まで 、 必 死に 戦っ て くれ て る の 


そっ と 髪の毛 を 撫 な で る 愛 あ い 理 か 。 

ベッ ド の 枕元 に は 、 リ ボン が 置い て ある 。 寝込ん で いる よう な 時 で 
も 、 何 度 も 結 ぼ うと し た ん だ ろう 。 

「 まだ 、 上 う 手 まく 結べ な いか ? ツイ ン テ ー ル 」 


「 自転 車 の 乗り 方 で さえ 、 一 度 覚え た ら 一 生 忘 れ な い 。 ま し て こん な に 
ツイ ン テ ー ル を 結び 続け て きた 愛 香 の 身 体 か ら だ に は 、 ツ イン テー ル が 
遺伝 子 レ ベル で 刻ま れ て いる は ず な ん だ , 


「 そ れ は そ ー じ ぐら いし が 無理 よ .…… W 
な ん て 慎 つつ し み 深 いん だ 。 謙 且 に も 程 が ある ぜ 、 愛 香 。 


俺 は 意 を 決し て 立ち 上 が り 、 ベ ッ ド に 歩み 寄っ た 。 

Su 逃げ な いで くれ よ 、 愛 香 」 

そし て 、 愛 和 理 の 慎 を 両手 で そっ と 押さ える 。 

「 ひ や ゃ いっ !? 嘘 う そ 、 い や 、 こ ん な 無防備 な あたし が 悪い ん だ けど で 
吉 衝 の ーー: 

最近 ツイ ン テ ー ル に 触 ろ うと する と 回 避 し よう と する か ら 、 逃 げ な い 
で 我慢 し て 欲し い 、 と 吉 っ た ん だ が ..…… ぼ …… 何 な 故 ぜ か 、 愛 香 は 目線 を あっ 
ちこ っ ち に 礼 往 さま よわ せ て 湖 動 不 宇 に な っ た 。 

こう 吉 っ た ら 愛 香 は 怒る か も 知れ な い が 、 ト ゥ アー ル に そっ くり だ っ 
た 。 

「 ツ イン テー ル 。 俺 に 結ば せ て くれ 」 

真剣 な 眼 ま な 差 ざ し で 頼む 俺 と は 裏腹 、 愛 香 は 眉間 に 舌 を 寄せ て 上 に 
らん で きた 。 

寺地 宅 つ まま っ て 、 駄 目 、 あ ん ま 近 づか な いで ! 今日 、 
シャ ワー 浴び て な いか ら っ .… 四 

「 ち ゃ ん と シャ ンプ ー の 匂い する っ て 。 相変わらず 匂い の こと 気 に し す 
ぎ だ ろ 」 

「 史 が な いで よ お ぉ 『!!」 

シャ ワー 浴び て な い の な ん て 、 俺 も 同じ だ し 

さっ き 映 体 を 拭い て た の に 、 女 の 子 っ て 本 当 に 神経 質 な ん だ な あ 。 
愛理 の 長い 髪 を 手 に 所 すく い 取 る と 、 俺 は リボ ン を 手 に 取る 。 
神経 を 研 と ぎ 澄 まし 、 バ ラン ス を 見 極め て 髪 を 括っ て いく 。 よ く 愛 香 
が や っ て いる よう に 、 リ ボン を 軽く 大 く ちび る で 挟ん で 持つ わけ に は い 
か な い の で 、 手 首 に 引っ か け な が ら 。 


首 り て きた 猫 の よう に お と な し く な りな が ら 、 愛 香 は 黙っ て 終わ る の 
を 待っ て いた 。 

「 ど うだ! 」 

これ まで に 培 つ ちか っ て きた 全て の 技術 を 駆使 し て 、 愛 和 理 の ツイ ン 
テー ル を 結ぶ 。 

会 心 の 出来 だ 。 以 前 、 性 格 交換 の 八 ブ ニン グ で みん な の ツイ ン テ ー ル 
を 結ん だ 時 より も 、 さ ら に 練 度 を 増し た 自負 が ある 。 

「 す ご いね 、 そ ー じ 。 ホ ント に ツイ ン テ ー ル の 結び 方 、 上 手 く な っ た 
よ 」 

「 ホ ント か ! 愛 あ い 香 か に 褒 ほ め ら れる っ て こと は 、 か な り 自 信 を 
持っ て いい よ な !!」 

壁 の 時 計 を 見 る と 、 二 二 時 。 け っ こう いい 時 間 に な っ た な 。 

ea それ じゃ あ 、 俺 は そろ そろ お 暇 い と ます る よ 。 ゆ っ くり 休ん で く 
れ 、 帝 香 」 

eo 

掛け 布 ぶ 団 と ん を 除け て ベッ ド か ら 身 体 か ら だ を 乗り だ し 、 愛 香 が 俺 
の 腕 を 掴 つ か ん で きた 。 

「 行か な いで 」 

か 細い 吐 と 息 い き の よ うな 声 で .………… 愛 和 理 は 、 俺 に 吉 っ た 。 


1 今日 は 、 ずっ と ここ に いて 」 


「? わか っ た 、 じ ゃ あい る よ 」 

「 何で 無 感情 に 即答 すん の よ お お お お お お お お お お お お お お お お お お お 
お !」 

何で 怒る !? 

病 入 だ し 、 一 晩 中 者 る 人 は 必要 だ ろ !? 恋 れ ん 香 か さん は まだ 帰っ て 


「 も 一 ! 何で あたし だ けい つも いつ も こん な モヤ モヤ し な いと いけ な 
い の よ り 」 
何で 暴れ る !? 
「 会 長 と か イー スナ と か 、 何 だ っ た ら ト ゥ アー ル も ! みん な 甘やかす 
くせ に 、 あ た し に は 全然 優し くし て くれ な い ! そ ー じ の 馬 ば 鹿 か ! 
ツイ ン テ ー ル 馬鹿 !!」 
その と お り だ か ら 反 褒 で き な い ぞ !? 
「 あ た し .…… 怖 の に ! ちょ っ と 強がっ た ら す ぐ 大 丈夫 だ っ て 思う ん 
だ か ら ! 嘘 う そよ 、 自 分 で どう に か する な ん て 嘘 ! あたし 一 」 
俺 は 愛理 の 診 を 引き - 一 そっ と 、 抱 き し め た 。 ツ イン テー ル だ け で は な 
く 、 愛 香 の 身体 を 。 
「.…… 左 右 じ ゃ な く て 、 真 ん 中 。 こ れ で 合っ て る か ?」 
「 あ た し 、 シ ャ ワー 浴び て な い .……… W 
俺 の 衣 に 類 ほ お を 寄せ な が ら 、 ま だ こん な こと を 気 に し て いる 。 
愛 香 を 抱き し め る 腕 に 、 力 を 込め る 。 も っ と 深く 、 温 ぬく も り が 伝 わ 
る よう に 願っ て 。 
「 強 が っ て る だ け だ っ て ん な ら 、 全 部 喜 っ ちまえ 。 怖 い 時 ぐら い 、 俺 を 
頼っ て くれ よ 。 い つも いつ も 、 お 前 に 助け られ て る ん だ か ら 」 
愛理 っ て 、 こ ん な に 華 き や 秦 し や だ っ た ん だ な 。 
腕 ご と 、 ツ イン テー ル ご と 抱き 締め て も 、 摺 すり 抜け て し まい そう な 
ほど に 、 優 はかない 。 
普通 の 女の子 な ん だ 、 愛 香 も 。 
「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ と 戦っ て か ら 、 鏡 の 前 に 立つ 度 た びに ツイ ン 
テー ル が 解 ほ どけ て く .… コ 
岩 ふ る えな が ら 、 愛 香 は 心 の 福 う ち を 吐 と 軒 ろ し た 。 
「 あ いつ に 負け た 自分 が .…………… ツ インテ ー ル じゃ な く な っ た 自分 が 見 える 


の .………。 何 度 結ん で も 解 ほ どけ る か ら 、 怖 く て ツイ ン テ ー ル が 結べ な 


986: そう いう こと だ っ た の か 。 

初め て 勝て な いと 感じ た 、 最 強 の エレ メリ アン 。 ツ イン テー ル を 奪わ 
れ た 自分 を リア ル に 感じ て .………… 愛 あい 香 か は 、 ず っ と 恐怖 に 纏 ら れ て い 
た ん だ 。 

髪 に 触れ られ る の を 避け て いた の も 、 ツ イン テー ル を 奪わ れる こと を 
連想 し て .………。 

「 怖 いり い 。 ツ イン テー ル を 春 わ れる こと が .………… ツイ ン テ ー ル じゃ な く な る 
こと が 、 怖 い .…… 四 

「 一 大 丈夫 。 愛 香 は 、 俺 が 守る 
だ か ら 俺 も 、 偽 いつ わら ざる 心 の 神 う ち を 明か し た 。 
sk Akai の | 

1 愛理 さ 。 結 構 あ っ さり テイ ル ブ ル ー に な っ ちまっ た か ら 、 当 た り 
前 の よう に 一 緒 に 守る 側 の 立場 に な っ て た けど .…… お 前 だ っ て 、 俺 の 守 
り た い ツ イン テー ル の 一 人 な ん だ ぜ 」 

いや 、 テ イル ブル ー に な る その 前 か ら 。 

幼馴染 お さ な な じみ の 俺 た ち は い つも 競い 合っ て いた か ら 、 守 る っ て 
いう 思い が 希薄 だ っ た 。 

一 緒 に 戦っ て いる だ け で 、 俺 は 本 当 の 意味 で 愛理 の ツイ ン テ ー ル を 
守っ て な か っ た 。 

俺 は 今 、 こ の か 弱く 岩 ふ る える 女の子 を 守り た いっ て .………… 心 の 底 か ら 
感じ て いる 。 

「 愛理 の ツイ ン テ ー ル を 奪わ せ は し な い 。 も し 奪わ れ て も 、 俺 が 絶対 に 
取り 返し て や る 。 だ か ら 安 心して 、 ツ イン テー ル を 結ん で くれ 。 愛 香 の 
ツイ ン テ ー ル は 、 絶 対 に 解け た り し な い 」 


r 


俺 の 胸 に 顔 を 埋め 、 愛 香 は 何 度 も 何 度 も 人 額 う な ずい た 。 

の そ ー じ 。 し ば らく こう し て て 。 何 か 、 落 ち 着 く か ら .……… W 

喜 わ れ た と お り 、 俺 は 愛 香 を 抱き し め 続 けた 。 

か な り し ば らく 、 そ うし て いた 。 

気がつく と 愛 香 は 、 俺 に 流し 目 を し た けり 、 居 くち びる を 小刻み に 矢 と 
が ら せ た り し て いる 。 

「… 念 ……… 念 よ 。 こ こ で し ょ 、 キ 、 キス ー』 


プ ブツ ブツ 何 か を 吉 っ て いる 。 意図 が わか ら ず 、 俺 が 首 を 傾 か し げ る 


ど 。 
「 ニ ーー ニー ニー ニー マーー マ ーー お や すみ っ !!」 

愛 香 は 俺 を 軽く 突き 飛ば し 、 髪 を 解い て ベッ ド に 潜り込ん で し まっ 
7 


俺 の 結ん だ ツイ ン テ ー ル .………。 し ょ う が な いか 、 寝 る 時 は 解く っ て み 
ん な 吉 っ て る し 。 

俺 が 足音 を 立て ず に 部 屋 を 立ち 去 ろ うつ と する と 、 愛 和 理 は お も お ろ に 起 
き 上 が っ た 。 

「 何 帰ろ うと し て ん の よ ! あん た も 寝る の !!」 

9 

「 イ 、 イ ー ス ナ が 「! 怖く て 眠れ な い 時 、 そ ー じ に 一 緒 に 寝 て も ら っ て 
GDP 2865 あたし も 同じ こと し て も ら っ た ら 、 安 眠 で きる か な っ 


「 で も イー スナ は あれ で 子供 だ か らい いけ ど 、 さ す が に 愛 香 と は .………」 
「 あ た し は 気 に し な い ! 熱 を 出し て 不安 な 時 、 人 は 誰 だ れ で も 子供 に 
な る の よ !!」 

格 吉 が 飛び 出す 。 結構 元気 だ な っ て 、 安 心して きた と ころ だ っ た ん だ 
けど な お あ 。 

寝間着 代わ り の ハー フ パ ン ツ 持っ て き て な いし 、 上 着 だ け 脱 いで 寝る 


し か な いか が 。 

な る べく 身体 か ら だ が 触れ な いよ うに ベッ ド に 入る が 、 さ す が に 小さ 
し 1。 

布 ぶ 団 と ん の 中 は 、 ほ ん の り と 熱気 が 棚 こ も っ て いた 。 


の 


仏 ほ の 暗い 闇 や み の 中 で 、 温 ぬく も り を 分 け 合 う 男 女 。 

で うー を 下 0 
に 、 愛 あい 香 か は 身 を よじ る 。 

や は り 、 一 緒 に 寝 て も 駄目 か 。 裸 を 見 て 、 部 屋 に 入っ て 、 抱 き し め 
て 、 そ れ で も 普通 に お や すみ な さい し て 帰ろ うつ と する 男 な の だ か ら 。 
先日 、 ト ゥ アー ル が 負け 惜しみ の よう に 「 実 質 し た 」「 実 質 し た 」 と 
連呼 し て いた の を 思い 出す 。 多 分 、 何 か あっ て 二 人 き り に な っ た が 、 結 
局 最後 の 最後 で 踏み 込め な か っ た の だ ろう 。 

今 の 自分 の よう に .…………。 

そう 喜 え ば 、 今 さら な が ら に ここ まで トゥ アー ル の 邪魔 が な か っ た こ 
と に 驚 

トゥ アー ル も 、 い つ 自 分 が 乱入 し て くる の か と 戦々恐々 と し て いた の 
か も し れ な い )。 

幼馴染 お さ な な じみ ..… ぼ ……. 近 すぎ る 関係 は 、 損 な の か 、 得 な の か 。 
総 二 の 手 が 自 分 の 類 ほ お に 触れ 、 愛 香 は 身 を 固く し た 。 

吉 っ た 側 そ ば か ら .…………!? 総 二 の 中 の 雄 を 、 見 く て びり すぎ て いた の 
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可 か 愛 わ いら し い 寝 息 が 聞こ えて きた 。 

ぎょ っ と し て 振り 返っ た 愛理 が 見 た も の は 、 自 ら は 熟睡 し な が ら 、 隣 
に 寝る 女 の 髪 を ツイ ン テ ー ル に 結び 始め る 男 の 姿 だ っ た 。 

左右 の 房 を 結び 終え る と 、 総 二 は 満足 し た よう に 腕 を 下ろ し 、 再 び 和 寝 


息 を 立て 始め た 。 

Ui 23 いつ あはは は は ..……… 」 

総 二 を 起こ さ な い よう に 、 小 声 で 笑う 愛 香 。 おかしく て 、 肖 が 出 て き 
7 だ 


ツイ ン テ ー ル 馬 ば 鹿 か を 極め る と 、 こ こま で すご いこ と に な る の か 。 
Re あん た が 隣 に いる の に .………… あたし の ツイ ン テ ー ル が 消え る は ず が 
な いわ よね 」 

笑っ て 気づい た 。 あ れ だ け 心 を 人 触 む し ば み 続 けた 恐怖 が ..…… いつ の 間 


に か 消え て いる 。 

今 す ぐ 洗 面 台 に 行っ て 、 気 が 済む お まで この ツイ ン テ ー ル を 見 て や り た 
し い 。 

し か し その 前 に ..………… 寝 な が ら 髪 に 悪戯 いた ずら し て きた の だ 、 自 分 に 
も 悪戯 を する 権利 が ある 。 

一 緒 に 寝る 以外 に も う 一 つ 、 イ ー ス ナ で 思い 出し た こと が あっ た の 
だ 。 


(の あたし が 元気 な いか ら .…… あたし の ほぼ ほっぺ べ に 、 ち ゅ ー し て くれ る 
AA が で DU よ ? 」 

総 そ う 二 じ が 寝 て いる の だ か ら .……… 逆 に 、 自 分 が する し か な い 。 最 後 
まで 、 吉 い 訳 を 重ね る 。 

愛 あ い 香 か は 総 二 の 玉 ほ お に 手 を 添え る と 一 大 くち びる の ほん の 僅 わ 
ず か 隣 に 、 自 分 の 大 を 触れ 合わ せ た 。 


ここ も 、 ぎ り ぎ りほ っ べ ぺ べ の は ず だ 。 

も うそ こま で いっ た ら 居 に すれ ば いい だ ろ 、 と 心 の 中 の 自分 が 叫ん で 
いる 。 

が 、 意 地 が ある 。 そ こ は 起 き て いる 時 に する の だ 。 譲 れ な い 部 分 だ 。 
「 今日 は 、 こ れ で 勘弁 し て あげ る 」 

愛理 は 口 を 失 と が ら せ て 独り ご ちる と 、 総 二 を 後ろ か ら 抱 き 締め た 。 
広い 育 中 か ら 、 温 ぬく も り が 伝わっ て くる 。 

小柄 だ と 思っ て いた が 、 総 二 も ちゃ ん と 男 の 身 体 か ら だ に な っ て き て 
いる の だ 。 

総 二 は 、 上 自分 を 抱き し め た 時 、 女 を 感じ て くれ た だ ろう つか.…… ? 
よう や く 思 い 出 し た 。 別 に 自分 は 、 今 まで も 戦い を 坊 れ て いな か っ た 
わけ で は な いり 。 

変態 た ちと の 戦い に 何 度 も 恐怖 し 、 時 に 挫 く じ け そう に も な っ た 。 
それ で も 戦い 続け て きた の は .…………… 大 好き な 男の子 が 、 ツ イン テー ル を 
大 好き で いら れる よう .…… 守 けり た いと 願っ た か ら だ 。 彼 が ..………. 総 二 が 自 
分 を 、 守 る と 吉 っ て くれ た よう に 。 

この 温 ぬ くも り に 守ら れ て いる 限り .…… 自分 も また 、 こ の 温もり の た 
め に 戦え る 。 

総 そ う 二 じ の 背中 に 類 ほ お を 寄せ な が ら .……… 吹 っ 切れ た よう な 優し い 
声 こ わ 音 ね で 、 愛 あい 香 か は 嘱 さ さや いた 。 

「ー ツ イン テー ル を あり が と 、 そ ー じ 。 も う 、 怖 く な いよ - 一 」 


の 
『 皆 さん も ご 存じ の 通り 、 こ の と ころ エレ メリ アン の 出現 が 活発 化し て 


いま す 。 あ くま で 彼ら は 侵略 者 、 人 智 及ば ぬ 怪 人 人 です 。 どう か 、 遭 遇 し 
た ら す く 民 難し て くだ さい 。 そ し て 一 』 


二 学 期 の 終業 式 - 一 体育 館 に 並ぶ 全校 生徒 に 向け 、 生 徒 会 長 の 閣 え 理 り 
那 な が 注意 喚起 を 行う 。 

学期 を 締め ぐ く る に し て は 、 穏 や か で は な い ス ピー チ だ 。 

並ん で それ を 聞く 俺 の 、 隣 の 女子 の 列 に は 、 愛 香 の 姿 が ある 。 
朝起き た ら 、 俺 だ け ベ ッ ド に 寝 て いて 。 いつの間に か 帰宅 し て いた ら 
し い 恋 れん 香 か さん に 無 吉 の 笑顔 で 見 送ら れ 、 自 分 の 家 に 帰っ た 。 
学校 に 来 た ら 、 普 通 に 愛理 が いた の で 、 と りあ え ず ほっ と 一 安心 。 
ツイ ン テ ー ル は 元気 に な っ た よう だ が 、 教 室 で も 口数 少な だ っ た の が 
心配 だ 。 妙 に 俺 の 方 を ちら ちら と 見 て きた こと と いい 、 ま だ 不安 は 拭 ぬ 
ぐい きれ て いな い の か も し れ な い 。 

昨日 の 同時 多発 エレ メリ アン 出現 が 決定 打 と な り 、 世 間 の 警戒 は 一 層 
強まっ て いる 。 

体育 館 か ら 帰 り 、 二 学期 最後 の ホー ムル ー ム が 始ま る が .…、 そ こ で 
も 、 エ レ メ リ アン に 遭遇 し た 時 の 対応 を まとめ た プリ ント が 配ら れる 徹 
底 ぶ り だ 。 

「 ツ イン テイ ルズ も 最近 頼り に な ら な いで すか ら ー、 み ん な ちゃ ん と 逃 
げ て くだ さい ね ー」 

担任 の 樽 た る 井 い 先生 が 、 い つも どおり か っ た る そう に 補足 する 。 
喜 っ て くれ る ぜ .………。 ま あ 、 こ の ぐら い の 方 が 、 み ん な 用 心して くれ 
る だ ろう っ う 。 

ー つ の 学期 が 終了 し た 、 開 放 的 な 放課後 。 ク ラス の 男子 た ち は 何人 か 
で 固まり 、 タ ブレ ッ ト で 動画 を 見 た り し て いた 。 

「 レッ ド ち ゃ ん 大 丈夫 か な ~- 」 

「 こ の 前 な ん て 、 す げ え 数 の エレ メリ アン と 戦っ て た みた い だ し な 」 
いつ も どおり の 光景 だ が 、 レ ッ ド の 調子 を 心配 する 会 話 を し て いる の 
が 、 気 が か り だ 。 

6 や っ ぱ 、 幻 滅する か ? エレ メリ アン に 押さ れ っ ぱ な し の ツイ ン 


テイ ルズ な ん て .……… ぼ …」 

俺 は つい 、 側 そば に いた 男子 に 問い か け て し まっ た 。 

「 こ ん だ けし ょ っ ちゅ う エ レ メ リ アン が 出 た ら 、 疲 れ て 当然 じゃ ね え 
か 」 

変 な 質問 を する 俺 に 、 意 外 に も 迷わ ず に 答え を 返す 男子 。 俺 は な お も 
ee 

6 戦い が 見 られ な く て 、 残 念じ ゃ や ない の か ? 」 

「 俺 た ち は 、 テ イル レッ ド た ん に 戦い を し て 欲し ! い ん じゃ ね ー ぜ 。 い つ 
も 笑顔 で 、 ツ イン テー ル を 見 せ て ほし いん だ よ 」 

そう 吉 っ て 男子 が 見 せ て きた タブ レッ ト に 映っ て いた の は 、 必 死に 戦 
う レ ッ ド の 姿 で は な く - 一 いつ の 戦い を 切り 取っ た の だ ろう 、 笑 顔 で 拳 こ 
ぶし を 空 に 掲げ る テイ ルレ ッ ド だ っ た 。 


自然 に 口 を つい た 感謝 。 

失 吉 か と 内 心 焦 あ せっ た が 、 特 に 追及 され る こと は な か っ た 。 

「 お い 、『 し 【! つ で も テイ ルレ ッ ド た ん 。』 が 大 型 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 来 て る 
ぞ !」 

「 め ちゃ くち ゃ サイ ズ 重 いじ ゃ ね ー か 、 ど っ か に W 1 -F 1i 掴 つ か み に 行 
こう ぜ ! 」 

一 目 散 に 走っ て いく 男子 た ち 。 テ イル レッ ド 関 連 の アプ リ が あま り に 
も 多 す ぎ て 、 耳 に する 度 た びに 別 の タイ トル の よう な 気 が す る が .… 

こう や っ て 、 エ レ メ リ アン の 影 な ん か に お び え ず 、 笑 顔 で 毎日 を 生 
き て いく 。 

みん な 、 そ れ ぞ れ に 心 の 強 さ が ある ん だ 。 

期待 に 応 こ た える 、 な ん て 気負い は し な いけ ど .………. そ れ が 、 何 より も 
心強い 。 

「 総 そう 二 じ 様 -、 部 室 に 参り まし ょ う - 


トゥ アー ル に 手招き され る が 、 教 室 に は すでに 愛 あ い 香 か の 姿 は な 
が か つた だ 。 

「 愛 香 は .…… 一 人 で 帰っ ちゃ っ た の か 。 元気 に な っ た よう に 見 えた ん だ 
cy | 

「 え え 、 見 た 感じ 、 何 な 故 ぜ か 急 に 吹っ切れ て は いる みた いで す 。 た 
だ 、 ま だ 少し 迷っ て も いる みた いで .……。 私 に 考え が あり ます の で 、 後 
は 任せ て くだ さい 」 

頼も し い 吉 葉 と と も に 、 胸 を 揺らす よう に 叩 た た く ト ゥ アー ル 。 
程なく 、 エ レ メ リ アン が 出現 。 

俺 は 先ほど の 男子 の 吉 葉 を 思い 出し 、 ど こ か 晴れ が まし い 気 持ち で 出 


軸 し た 。 


の 


「 他 の 場所 に は 、 ま だ エレ メリ アン は 現れ て いな いん だ な ? 」 
現場 で エレ メリ アン と 向き 合い な が ら も 、 俺 は トゥ アー ル と 密 に 通信 
を 取り 合う 。 
『 大 丈夫 で す 、 あ まり 神経 を 張り 詰め な いで くだ さい ね 、 総 二 様 』 
幸い 、 今 日 は まだ 他 の 場所 に は 現れ て いな いよ うだ 。 
終業 式 で ある と 同時 に 、 頑 え 理 り 那 な の 誕生 日 で ある 本 日 。 俺 た ちと 
は 後日 、 ク リス マス イヴ に 合わ せ て パー ティ ー を する 予定 だ が .… ぼ …… や は 
り 款 理 那 は お 嬢 様 。 桜 さく ら 川 が わ 先生 の 話 だ と 、 証 生日 当日 は 家 の 付 
き 合 い の パ ー テ ィ ー が あっ て 忙し いそ うだ 。 
と に か く 、 今 日 と いう 今日 は 絶対 に 赴 理 那 が 出撃 し な く て も いい よう 
に し な いと な 。 
思案 を 巡ら せる 俺 に 、 エ レ メ リ アン た ち が 悠 々 と 近づい て くる 。 
「 どう し た テイ ルレ ッ ド 、 生 き 真 ま 面 じ 目 め な 表情 を し お っ て .……… 可 か 


愛 わ いい ぞ !!」 

ホッ パー ギル ディ に マン ティ スギ ルディ 、 そ の 他 。 美 の 四 心 ビー・ テ 
イフ ル ・ ハ ー ト の 復活 昆虫 戦士 か 。 

ツイ ン テ イ ルズ の みん な .… 俺 は 今日 、 考 え に 考え た 作戦 を 実行 し 、 
鬼 に な る 。 

同時 多発 侵攻 な ん て せ ず に みん な 俺 の と ころ に 来る よう 、 注 意 を 引き 
つけ る ん だ !! 

俺 は 決 然 と 目 を 見 開き 、 や お ら 類 ほお を 緩め - 一 

「 工 、 エ レ メ リ アン の みん な ~-、 い ろ ん な と ころ に 行か な いで 、 こ っ ち 
に お いで よー!!」 

撮影 を し て いる っ ぽい 戦闘 貞 ア ル テ イ ロ イド に 向け て 、 ぶ ん ぶん と 手 
を 振っ て みる 。 

「 下 テコ 

戦闘 貞 ア ル テ イ ロ イド が 手 を 振り 返し て きた 。 違 う 。 違 うん だ 。 

十 を ひく つか せな が ら 、 俺 は エレ メリ アン が 喜び そう な 仕草 を 考え 
る 。 

可 か 愛 わ いさ な ん て 意識 し た こと な いか ら わ か ん ね え 、 他 の 女の子 を 
参考 に し よう !! 

トゥ アー ルー お 前 の 力 、 貸 し て も ら う ぜ !! 

「 レ 、 レ ッ ド ちゃ ん の お っ ぱい っ 」 

トゥ アー ル が よく や っ て る 、 胸 を 突き 出し て ジャ ンプ する ポー ズ を 


や っ て みる 。 

ae oo が 

エレ メリ アン は .…『……… 絶 句 し て こっ ち を 見 て る だ け だ 。 当然 か 、 胸 な い 
も ん な 、 俺 。 
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今度 は 着 え 理 り 那 な が た ま に や っ て いる 、 お 尻 し り を 強調 し て 転がる 


ポー ビズ 。 

や っ ぱり 反応 が 薄い .……. と いつ より 、 困 っ て る 。 罠 だ と 思わ れ て いる 
の か も し れ な い 。 

じゃ あ 、 イ ー ス ナ が いつ も や っ て る よう に パン ツ を 脱い で .……… わら で ぐ 。 
それ は 駄目 だ 。 

つう か 、 何 を 迷走 し て いる ん だ 。 俺 が 誇れる も の と いっ た ら 、 こ れ し 
か な い だ ろ う !! 


「 みん な .……. レッ ド の ツイ ン テ ー ル 、 い っ ぱい 見 て ? 」 


俺 は ツイ ン テ ー ル の 左右 の 左右 を 摘 ま ん で 持ち 上 げ 、 は に か ん で 微 ほ 
ほ 笑 えん だ 。 

これ が .…………… 今 の 俺 に で きる 、 全 力 だ ! 

と うと う 、 ホ ッ パ ー ギ ルディ や マン ティ スギ ルディ が 全力 の スト ライ 
ド で 突っ 走っ て きた 。 

それ だ け で は 終わ ら ず - 一 その 後ろ に 、 次 々 と 転送 ゲー ト が 出現 し て い 
る ! 

「 ク ッ ソ 可愛 い ぞ テイ ルレ ッ ド オオ オオ オオ オオ オオ オオ !!」 

「 生き返っ て よかっ た ああ ああ ああ ああ ああ ああ あ !!」 

「 そ し て ここ が 俺 の 死に 場所 だ !!」 

が デリ 所 ケモ ケト 1、 モモ の モモ ケア アア アア アア アア アア アア アア 
アリ 」( 大 興奮 ) 

エレ メリ アン や 戦闘 員 ア ル テ イ ロ イド が 、 目 を 血 走ら せ て 大 拳 し て 押 
し 寄せ て きた ! 

ーーーーーーー ニ ーー あや 求 だ ーーーーー テ ーッ ツ の 役 ! 

で も 、 こ れ で いい ん だ .……… 俺 一 人 が 、 エ レ メ リ アン を 引き つけ れ ば !! 
も し か し て だ が .……… 来 る 予定 が な か っ た 奴 や つま で 呼ん で し まっ た か 


も し れ な い が -! 


の 


心 を 鬼 に し た の は 、 テ イル レッ ド だ け で は な いり 。 

未 い まだ 迷い を 抱か か えて いる の で あろ う 愛 あい 香 か へ 、 ト ウゥ アー ル 
は 荒 療治 を 敢行 し た 。 

苦戦 し て いる テイ ルレ ッ ド の 映像 を 、 愛 理 の トゥ アル フォ ン へ と 転送 
し た の だ 。 

地下 基地 の コン ソー ルル ー ム で 、 テ イル レッ ド の 戦い を 見 守る トゥ 
アー ル 。 

彼女 は 、 確 儲 めい た 微 ほ ほ 笑 えみ を 温 た た えな が ら 、 椅 い 子 す を 回 転 
させ て 人 入り口 へ と 向き 直っ た 。 

0 ほ あ 。 | ば あ 、。、。 ツー を 王 け .。。 

入り 口 の ドア が スラ イド する 。 息 を 切ら し な が ら 入 っ て きた の は 、 愛 
和 理 だ 。 モ ニタ ー に 映る レッ ド と 無数 の エレ メリ アン の 戦い を 見 て 、 拳 こ 
ぶし を 震 ふ る わせ な が ら 歯 は 噛 が みす る 。 
ご 4 ね 8.、 愛理 さん 」 

愛理 の ツイ ン テ ー ル が すでに 万 全 に な っ て いる こと は 、 総 そう 二 じ が 
見 抜い て いる 。 

戦え な い の は 、 も うし な く て も いし 足踏み を し て し まっ て いる だ け 。 
背中 を 押し て あげ る の は ..……… 再 び テ イル ギア を 託す の は 、 自 分 の 役目 
だ 。 

テイ ルレ ッ ド の 可 か 愛 わ いら し い 叫 び を 背後 に に 、 トゥ アー ル は 愛 香 と 
対 た い 央 じす る 。 

プ ブルー の テイ ルプ ブレ ス を 、 自 分 の 胸 の 前 に 持ち 上 げ る トゥ ア 

和志 この 蒼 あ お き 輝き が .…. 総 二 様 を 救え る 力 で す 」 


「 ち ょ っ と ! そ ー じ が 危な いじ ゃ な い .…. あ た し 戦う か ら ! は い 、 
ブレ ス ! 」 

愛理 が 手 を 差し 出し て いる の に も 関わ ら ず 、 ト ゥ アー ル は や た ら 自 分 
に 酔っ た 振る 舞い で 、 虚 空 へ と 夏 つ れい を 帯 お び た 眼 まな 差 ざ し を 向け 
る 。 

PS 思い 出し まし た か が 愛 香 さ ん 、 あ な た が 、 ど うし て 戦い 始め た か 。 
これ で も まだ 、 ツ イン テー ル が 消え る 恐怖 に 居 お び え て 足 を 止め る の で 
すか ? 心 を 内 か げ ら せる の で すか ? 」 

「 い や 、 行 く か ら プ レス ちょ うだ い ,」 
0210 コ に な だ 
心 に 支配 され よう と 、 総 二 様 が 助け を 求め る 声 を 聞け ば あな た は 立ち 上 
が り ま す 。 立ち上がっ て し まう ん で す 」 

「 早く プレ ス 貸 し て っ て 」 

「 愛理 さ ん .…… 今 一 度 問 いま し ょ う 。 こ の プレ ス を つけ た ら 、 今 度 こそ 
あな た は 後 も ど - 一 」 


「 決心 し た っ て 吉 っ て ん で し ょ う が ブ レス よこ せ 
ツリ 」 
「 アタ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー マ リリ! 」 


トゥ アー ル を 受け 身 不 可 の 状態 で 頭 か ら 床 に プチ 込み 、 愛 香 は プレ ス 
を も ぎ 取 っ た 。 
「 ご めん 、 時 間 な いか ら こ れ 持 っ て く ! あと で メー ル す る ね ー」 
適当 な 吉 こ と 伝 づ て を べべ っ と 残し 、 転 送 ゲ ー ト へ と 突っ 走っ て 
和 
ヒー ロー っ て 何 ? 
強い 力 を 持ち な が ら も 時 に 悩み 、 時 に 涙する 、 心 優し き 戦 士 さ 。 


心 が 優 し いん だ よね 。 

復活 する 時 を 信じ て めっちゃ か っ こい い シ チュ と 人 台詞 せり ふ を 義母 の 
特 軍 と 一 緒 に 考え て いた か 弱い オペ レー ター を 、 時 間 が な いか ら っ て 血 
祭り に し て いく の は 優し く な いよ ね 。 


ヒー ロー つて 何 ? 

また も や 頭 の 埋まっ た 床下 に 哲学 を 投げ か け な が ら 、 ト ウゥ アー ル の 胸 
の 鼓動 は 止ま ろう と し て いる 。 

し か し 、 今 回 は 『 ご めん 』 が あっ た 分 、 ま だ いい か な と 思え て し まっ 
て いた 。 

そん な 自分 が 、 少 し 可 か 愛 わ いか っ た 。 


の 


俺 は エレ メリ アン に 完全 に 取り 囲ま れ 、 悪 夢 の リ クエ スト に 追い 込ま 
物 で た: 
「「『 も 一 一 回 ! も 一 一 回 !」」」 
「 二 度 と や る か チク ショ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ オオ 
オ !!」 

叩 び な が ら 何 体 か の エレ メリ アン を 倒し て も 、 全 く ひ る お むこ と な く 近 
づい て くる 。 

も し や 、 こ いつ ら の 余計 な スイ ッ チ を ON に し て し まっ た の で は ーー!? 
鎌 か まじ みた 手 を 揺らし な が ら 、 俺 に に じ り 寄 っ て 来る マン ティ スギ 
ルディ 。 

の 誠 が 、 背 後 か ら 軽 快 に 叩 た た か れ た 。 
「 何だ いい 時 に .… せ ………… ぬう 、 突 と つ 如 じ よ と し て 私 の 背後 に 壁 が 建設 


され た !?」 
二 度 見 で 振り 返っ た マン ティ スギ ルディ の 背後 に いた の は - 一 


その 驚き 声 は 、 俺 と 怪人 人 たち 、 ど ちら の 方 が 早かっ た か 。 

「ー お 待た せ 、 レ ッ ド っ ! 」 

に っ こり と 懲 ほ ほ 笑 えん だ テイ ル ブ ル ー は 一 間欠 泉 の よう に 地 か ら 天 
へ 衝 つ き 上 が る アッ パー を マン ティ スギ ルディ に 見 舞っ た 。 

「 ぐ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ 壁 が 殴 な で っ た ああ ああ ああ ああ あ 
ああ ああ あ ! 」 

父 き よう 憎 が く を 抱か か えた まま に 空 高く 吹き 飛び 、 爆 散 す る マン 
ティ スギ ルディ 。 

「 テ イル レッ ド の 可愛 さ に 閣 ひ か れ て や っ て きた ら .……… テイ ルプ ブ ルー が 
出 て きた だ と !?」 

「 ひ どす ぎる .……… 法 で 取り 締 ま ら な けれ ば いけ な い レ ベル の 悪 あ く 凍 ら 
つ な 美 人 局 つ つも た せ で は な いか !!」 

狼 名 うろ た える エレ メリ アン た ち を 一 いつ 願 こ だ に せ ず 、 ブ ルー は 大 
きく 伸び を し た 。 

ウラ ーーーーーーーー ヴ うう つつ つつ うごく 、 さ さらり し た 押 分 が の よ 。 
久しぶり 、 ツ イン テー ル が こん な に 軽く 感じ る の は 」 

迷い な く た な びく は 、 蒼 あお き 波 潮 の ツイ ン テ ー ル 。 

気負い な く 引 き 結 ば れ た 大 くち びる 、 凛 りん と し た 双 そ う 皮 ば うに 
は 、 歴 戦 の 勇者 の 闘志 が 苦み な ぎっ て いる 。 

アル ティ メ ギ ル が 恐れ る テイ ル ブ ル ー 一 愛 あ い 香 か が 完全 復活 し 、 戦 
場 に 立っ た の だ 。 


今 な ら 、 エ レ メ リ アン が 何 百 体 来 よう が 負け る 気 が し な いわ 」 


ネオ アル ティ メ ギ ル の 戦士 た ち に 、 寄 せる 波 の よう に 動揺 が 広がっ て 
いく 。 

「 馬 ば 鹿 か な !? テイ ルプ ブ ルー が 人 往年 の 威圧 感 を 完 か ん 璧 べき に まとい 
こなし て いる !?」 

「 どこ に 行っ て し まっ た の だ 、 し お らし き テ イル ブル ー よ !!」 

不 敵 に 口 く ち 端 は を 吊 つ リ 上 げ 、 ブ ルー は 事 も 無 げ に 吉 い 放っ た 。 
「 死 ん だ わ 」 

ブル ー は 俺 に 振り 返る と 、 ウ イン ク し な が ら サ ムズ アッ プ し て きた 。 
「 や っ ぱり レッ ド に は あたし が つい て て あげ な きゃ 、 駄 目 よ ね !!」 
ツイ ン テ ー ル が 立ち 下っ て くれ た の は 嬉 つ うれ しい ん だ が 、 そ の 後ろ で 
無数 の エレ メリ アン が お 前 の ギア の 色 み た い に 青 ざめ て 死ぬ 覚悟 し て し 
まっ て る ん だ が .……。 

「 行 くわ よ ! 」 

徒手 空拳 、 体 術 、 属 性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ ブ の 特殊 能力 - 一 溜まっ て いた 
匠 う つ 慎 ぷん を 晴らす か の よう に 走り 回 り 、 大 暴れ する テイ ル ブ ル ー。 
「 エ グ ゼ キュ ーーーー ト ! ウェ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エ 
エエ エイ ブ プ !!」 

そし て 完全 復活 を 宣 吉 する よう に 放 た れ た 檎 そう 撃 げき が 、 無 数 の エ 
レ メ リ アン に トド メ を 刺し た 。 

爆炎 に ツイ ン テ ー ル を 揺 ら め か せな が ら 、 満 足 げ に 介 う な ずく プ 
ルー。 

場所 が オフ ィ ス 街 に 近い 公園 な た めか 、 す っ か り 報 道 陣 に 囲ま れ て し 
まっ て いる 。 

「 レ ッ ド ー 1! 」 

上 の ちょ 、 ち ょ っ と ! 」 

ブル ー は お む お しろ カメ ラ の 前 で 見 せつ ける か の よう に 、 俺 を 抱き 締め て 


(0 あり が と 。 あ た し 、 も うつ 大 丈夫 よ 」 

吐 と 息 い き の よ うな 嘱 さ さや き が 、 品 付け を する よう に 優し く 耳 じ 箇 
だ に 響く 。 

「.……… そ っ か 。 嬉 し い ぜ 、 元 気 に な っ て くれ て 」 

俺 に 抱き つい た まま 、 ブ ルー は 報道 陣 に 対し て V サ イン を 向け た 。 

「 地 球 の みん な ! あたし た ち は 元 気 だ か ら 、 安 心して ! エレ メリ ア 
ン な ん て 怖く な い !!」 

この ブル ー の 吉 葉 は 、 き っ と 多く の 人 の 心 の 支 さ さえ に な っ て くれ る 
だ ろう ラー 

と 、 考 えた の は 甘かっ た 。 召 朝 の ニュ ー ス で どん な 報道 を され た の か 
は 、 吉 うま で も な い 。 

【 冬眠 か ら 醒 さ め た 悪魔 、 レ ッ ド ちゃ ん に セク ハ ラ 】 

その 前 に 、 エ レ メ リ アン を プチ の めし まく る 映像 が た っ ぷり 提供 され 
て いた か ら な .… ひ ……。 


の 


『 レ 、 レ ッ ド ちゃ ん の お っ ぱい っ 』 

ぐっ ひ ょ お お お お お お お .…… と 、 野 太い 感嘆 が ホー ル に 木 こ 霊 だ ます 
る 。 

「 ふ お うう う 、 た だ ひたすら 可 か 愛 わ いい .………. い て も た っ て も いら れ ぬ 
わ !! 」 

鼻息 を 荒 ら げ る 戦士 た ち 。 戦 いく さ 女 め 神 が み の パ ワ ハ ラ じみ た 作戦 
強要 な ども あり 、 テ ンション が 落ち 気味 だ っ た アル ティ メ ギ ル 基地 に 、 
久方ぶり の 快 笑 が 響き わた っ て いた 。 

無論 テイ ル ブ ル ー の 復活 は 超 怖い が 、 今 回 は レッ ド の 可愛 さがそ れ を 


打ち 消し て くれ る 。 

し か し 、 ま た も や ホー ル に や っ て 来 て いた ヴァ ルキ リア ギル ディ だ け 
は 、 ブ ルー の 勇姿 を 見 て 憎 が く 然 ぜん と し て いた 。 

「 馬 ば 鹿 か な 、 何 な 故 ぜ あの テイ ルプ ブル ー が 復活 し て いる .…… !? 彼女 
は 、 心 の ツイ ン テ ー ル が 無 毛 と 化し て 戦え な く な っ た は ず だ !!」 

彼女 の 狼 ろ う 狼 ば い を 見 た ビー トル ギル ディ が 、 穏 や か な 口調 で 説明 
する 。 

「 一 度 挫 く じ け て も 最後 に は 必ず 立ち 上 が っ て くる .………… ツ イン テイ ルズ 
と は その よう な 者 た ち だ 。 私 も テイ ルイ エロ ー を 前 に 、 同 じ 驚 きよ う 情 
が く を 経験 を し て いる 」 

くだ ち 。。。。。 ! テイ ルレ ッ ド の あん な 稚 抽 な 挑発 に 乗る 、 君 た ち が 
未熟 な の だ !!」 

忌 い ま 忌 まし げに 拳 こ ぶし を 握 る ヴァ ルキ リア ギル ディ へ 、 テ ィ ラ ノ 
ギル ディ は 得意 げに 吉 っ た 。 

「 あ の テイ ルレ ッ ド の 面白 さ が 理 解 で きぬ か .…… ぼ …. 生 き 真 ま 面 じ 目 めす ぎ 
て 退屈 な 奴 や つよ な 、 お 前 は ! 」 

に 9 
ティ ラノ ギル ディ は 単に ヴァ ルキ リア ギル ディ に 反発 し た く て 適当 に 
そう 吉 っ た だ け だ が 、 そ の 負け 惜しみ が 殊 こ と の 外 ほ か 彼女 の 心 の 琴 き 
ん 線 せ ん に 触れ て し まっ た こと に 気づい て いな い 。 

よろ めく よう に 後 あ と 退 ず さる ヴァ ルキ リア ギル ディ 。 

ホー ル に 木霊 する 笑い か ら 人 逃げ る よう に し て 、 彼 女 は 走り だ し た 。 
戦士 た ちの 設 笑 が 届か な く な っ た 廊下 で 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は 靖 
を 壁 に 叩 た た きつ ける 。 

「 お の れ っ .……… 何 の 責任 も な い 亡 者 ども め 、 い つも いつ も 楽し そう に 笑 


1! 」 


何 が お っ ぱい だ 一 。 鉄 面 上 友 に 守ら れ て いた 戦 女 神 の 感情 が 、 決 壊し て 


いく 。 

「 真面目 に 任務 を 遂行 し て 何 が 悪い .…… 効 率 を 求め て 何 が 悪い ! 私 は 
間違っ て いな い !!」 

いか な る 強 戦士 と 相対 し て も 眉 ま ゆー つ 動 か さ ず 任務 を 遂行 し て きた 
彼女 が 、 ツ イン テイ ルズ と 出会っ て 以来 、 次 第 に 余裕 を 失い つつ ある 。 
感情 を 露 あら わ に し つつ ある 。 

恐怖 を 乗り 越え 吹っ切れ た テイ ル ブ ル ー と は 、 完 全 に 真 逆 の 状況 だ っ 
炉 8 

「 や っ ほ ー ヴ ァ ル ちゃ ん 、 調 子 は どう ? 」 

背後 か ら 陽気 に 声 を か け て きた の は 、 マ ー メ イド ギル ディ だ 。 

「 さ っ き 首 領 様 の と ころ に 行っ て きた ん だ けど 、 ま た 急 せ か され ちゃ っ 
た わ よ 。 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は どう し て る 、 作 戦は どう な っ た 、 っ 
て 」 

あき 、 作戦 は 2 ツイ インテ イ ルズ 2、 RI 

マー メイ ド ギ ル ディ の いつ も の 冗談 めい た 報告 に 、 気 の 毒 な ほど 身体 
か ら だ を 岩 ふ る わせ る ヴァ ルキ リア ギル ディ 。 作戦 は .……. 何 も 進ん で い 
な い 。 そ れ ど ころ か 、 後 退 し て いる フシ すら ある 。 

より に も よっ て 、 彼 女 が 首領 の 前 で 打倒 し た こと を 得意 げに 語っ た テ 
イル ブル ー が 復活 し て きた タイ ミン グ で この 吉 こ と 伝 づ て は 、 最 悪 の 追 
い 込 み に な っ て し まっ た 。 

「 ? あん ま 根 詰め ちゃ 駄目 よー。 あの 人 面白 が っ て る だ け な ん だ か 
ら 」 

「 私 で 楽し ん で いた だ け て いる の な ら .…. 半 ぎ よう 侍 こ うだ 」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ は 岩 え を 抑え 込み 、 マ ー メ イド ギル ディ を 正 視 
し た 。 

「 マ ー メ イド ギル ディ 。 君 が 私 を 使っ て 研究 を し よう と し て いる こと は 
わか っ て いる .……… 好 き に し ろ 。 そ の 代わ り 、 私 が 究極 の ツイ ン テ ー ル を 


手 に する まで は .…… 力 に な っ て も ら う ぞ 」 

25 も ちろ ん 私 は 、 ヴ ァ ル ちゃ ん の 味方 よ 」 

首領 の 戯 た わび むれ な 一 吉 が 、 生 き 真 ま 面 じ 目 め で 完 か ん 璧 べき な る 守 
護 者 の 心 の 均衡 を 月 し て し まっ た 。 

追い つめ られ た 戦い くさ 女 め 神 が み は 、 ツ イン テイ ルズ を 打倒 する 最 
後 の 作 戦へ と 動き 出す 一 。 


第 六 草 不滅 VS 不屈 。 


クリ スマ ス の 昼下がり 。 

観 み 束 つか 家 地 下 の 基 地 は 、 壁 を 赤 と 緑 の リ ボン や 害 の シー ル で 飾ら 
れ 、 ク リス マス ツリ ー が 設置 され た 聖夜 仕様 に 装い を 変え て いる 。 
今日 は 、 示 え 理 り 那 な の 誕生 日 禄 いも 兼ね た クリ スマ スパ ー テ ィ ー 


も っ と も 、 昨 日 の イヴ も 前 夜祭 と 稼 し て 、 う ちの 喫 茸 店 で 騒い だ の だ 
が 。 

一 般 人 に も エレ メリ アン へ の 危機 感 が 強まっ て いる 昨今 だ が 、 そ れ で 
も 喫茶 店 に 来る お 客 さ ん た ちがい つも どおり 中 二 を 楽し ん で いる の を 見 
て 、 俺 は 報 む くわ れ た よう な 気持 ち に な っ た 。 

「 メ リク リッ クリ で す ! トゥ アー ル ち ゃ ん プレ ゼン ト フ ォ ー 総 そう 二 
じ 様 !!」 

「 プ レ ゼ ント 交換 の 時 間 は まだ よ ッ !!」 

俺 に 飛び か か っ て きた トゥ アー ル の 腹部 に 、 愛 あい 香 か が ジャ ン ピ ン 
グ 頭 突き を ぶち か まし た 。 

クリ スマ ス だ と いう の に この 地下 基地 で だ け 、 除 夜 の 鐘 が 鳴り 響い て 
いる 。 

愛理 と トゥ アー ル の や り と り も 完全 復活 だ ぜ 。 

トゥ アー ル も 愛 あ い 香 か も 、 そ し て 款 え 理 り 那 な も イー スナ も 桜 さ く 
ら 川 が わ 先 生 も 、 そ れ ぞ れ 自 分 流 に アレ ンジ し た お 洒 し や 沙 れ な サン タ 
服 で お めか し し て いる 。 

俺 ? 俺 は トナ カイ .……。 


メガ ・ ネ は 雪だるま の 着ぐるみ で 、 頭 だ け 出 し て いる 。 

「 フ フ 、 果 た し て トナ カイ に 乗る の は 、 ど の サン タ か し ら - 一 」 

サン タ が 乗る の は 、 ト ナカ イ じ ゃ な く て トナ カイ が 引く ソリ だ 
と っ 0 の 

母さん は 、 い つも の 黒い 女 幹部 服 じ ゃ な く て 赤い 色 替 え 版 だ 。 本 人 日 
く 、「 散 役 は 予算 を あま り 割 いて も ら え ず 衣 装 チ ェ ン ジ は 大 体 色 替 え で 
済ま され る か ら 」 一 それ の 再現 らし い 。 

「 貧 乳 お 前 、 厚 あっ つい ケー プ じ ゃ の う 、 そ ん な に 胸 隠 し た いか ? 」 

イー スナ が 愛 香 の 胸元 を みて ニヤ ニヤ と 笑っ て いる 。 

「 可 か 愛 わ いい で し ょ ! イー スナ こそ フリ フリ マシ マシ で あざ と い の 
よ ! アイ ドル に で も な っ た つも り !?」 

「 な っ て お る わ 、 大 お お 星 日 みそ か に 無事 ライ ブ 開 催 決定 じゃ ! 年 齢 
的 に カウ ント ダウ ン ラ イブ に は で き な か っ た が な ! いや あ 、 若 いと 
色々 制限 が キツ いわ 、 の う ト ゥ アー ル ? 」 

「 よい 子 の 総 そ う 二 じ 様 に トゥ アー ル ち ゃ ん の 若 さ を クリ スマ スプ レ ゼ 
ント で す ! 一 緒 に 靴下 に 入り まし ょ う !!」 

谷間 の 強調 され た ミニ スカ サン タ 服 で 、 ト ゥ アー ル が 身体 か ら だ いっ 
ぱい 元気 いっ ぱい 飛び 跳ね て 盛り 上 が り を 煽 あ お る 。 

「 観 み 束 つか 君 、 ハ ッ ピ ー バ ー ス デー で すわ ! わた くし 、 も う 人 結婚 で 
きる 年 齢 で す ! 脱い で も ワン ちゃ ん に な っ て も 怒ら れ な しい 年 齢 で す 
わ !!」 

「 法 的 に は 去年 か ら で き て た で し ょ つう 会 長 ! あたし も で きる し ! あ 
と 後半 の は 年 取る ほど 駄目 な や つ で し ょ !!」 

愛 香 に 注意 され た 超 理 那 だ が 、 そ の 衣装 は 犬 耳 じ みた サン タ 帽 が 可愛 
らし い 。 そ れ を 見 守る 桜川 先生 は 、 メ イド 服 を 基調 と し た サン タ 氷 装 
だ 。 

「 直 理 那 ! あら た め て 、 誕 生日 お めで と うな の じゃ ー!!」 


元気 よく クラ ッ カ ー を 鳴ら す イ ー ス ナ 。 俺 た ち も ク ラッ カー を 持ち 、 
それ に 続く 。 

「 あ り が と う ご ざ いま すわ 、 イ ー ス ナ さ ん !!」 

「 な ん て 素敵 な 日 や .…… ぼ … イ ー ス ナ ち ゃ ん が 、 友 達 の 誕生 日 会 に お 呼ば れ 
され と る !!」 

感無量 の 雪だるま メガ ・ ネ が 、 転 が りか け て 慌 あ わ て て 持ち 直し て い 
だ 。 

最近 戦い 漬け だ っ た 反動 か 、 み ん な めっちゃ 元気 だ 。 

ネオ アル ティ メ ギ ル が 侵攻 を 開始 し て 以来 、 初 め て エレ メリ アン の 出 
現 が 止ま っ た 。 今日 で 三 日 目 一 これ が 嵐 の 前 の 静けさ だ と し て も 、 一 時 
の 平和 を 満喫 し た い 。 

『 レ ッ ド ちゃ ん の お っ ぱい っ 』 

感傷 に 浸 ひ た る 俺 の 耳 じ 科 だ を 、 ミ サイ ル 爆 撃 級 の サウ ンド が 直撃 す 
る 。 

「 ぎ ゃ ー や め ろ 見 る な ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ !!」 

まる で 親戚 に ホー ム ビ デ オ を 見 せる よう な ノリ で 、 モ ニタ ー に 映る 
レッ ド を 微 ほ ほ 笑 えま し く 見 守る みん な 。 トゥ アー ル だ け は 、 目 を 血 走 
ら せ て 口 く ち 端 は に よだれ が 浴 に じん で いる 。 

ー 生 の 不覚 だ .……… テ ン パ っ た か ら っ て 、 何 で 俺 は トウ ゥ アール の 真 ま 似 
ね し ちまっ た ん だ !! 

イー スナ 、 款 え 理 り 那 な 、 トゥ アー ル が 次 々 に 俺 に に じ り 寄 っ て く 
る 。 

「 大 丈夫 か 総 そ う 二 じ .………. わ ら わ の お っ ぱい 採 も ん で いい ぞ ? 」 

「 あ 、 わ た くし も ! よろ し けれ ば イエ ロー に 変 彗 し ます わ !!」 

「 総 二 様 、 今 後 も あの よう な 了 お と り 戦 法 を され る な ら 、 実 物 お っ ぱい 
を し っ か り と 理解 し て お く こ と が 必要 不可 欠 ! 暗い 夜道 で 役に立つ ト 
ナカ イ さ ん の 真 ま っ 赤 か な 下 の お 盆 を 私 の 胸 に - 一 」 


「 も うつ やら ね えよ あん な 作戦 !」 

そう さ 、 ト ナカ イ は いっ つも みん な の 笑い 者 さ .……… の 

愛 あ い 香 か が 胸元 の ケー プ を 摘 ま ん で 、 溜 た め 息 いき を つい て いる よ 
うに 見 える 。 

早く も ワイ ン を 中 あお っ て ほろ 酔い の 母さん は 、 ト ゥ アー ル に くね く 
ね と 絡ん で いっ た 。 

「 ねえ トゥ アー ル ち ゃ ん 、 温 泉 旅行 の 時 に みん な で 飲ん だ トウ ゥ アー ル 
ジュ ー ス は も うな い の ? せっ か く の 祝 い の 席 だ し 、 ハ ジ け ちゃ いま 
し ょ !」 

「 すみません 未 み 春 は る 哲 軍 、 あれ を 使う と 私 が 論 族 に 貞操 を 奪わ れる 
危険 性 が あり ます .……!」 

「 観 み 東 つか ー、 ク リス マス だ し も う 籍 入れ よう 。 婚 こん い ん 届 と ど 
け じ ゃ あい つも 渡し て て 、 プ レ ゼ ント に な らん か ら な ー」 

そし て 桜 さ くら 川 が わ 先生 が 、 シ ラフ で 凄 す さま じい トナ カイ 殺し を 
放っ て くる 。 

「 あー も う 性 な る 夜 が 待ち きれ ませ ん !!」 

何 度 も 俺 に 飛び か か っ て き て は 、 愛 香 に 迎撃 され る トゥ アー ル 。 こ れ 
も 、 最 近 愛 和 理 が 元気 が 無かっ た 反動 だ ろう か 。 

「 全 くど うい うこ と で すか ! 論 族 は 、 気 が つい た ら 立 ち 衣 っ て る ん で 
すか ら ! 何 が きっ か け か 知ら な いで す が 単 純 で すね 、 気 に か け て 損し 
まし た !!」 

どう も 、 テ イル ブル ー が 復活 し た 時 に また 一 ひと 問 も ん 着 ち や く .……… 
いや 一 撃 必 殺 あ っ た らし い 。 


何やら も じ も じ し て いる 愛理 。 
「 何で 顔 ツ ヤッ ツヤ させ て る ん で す !? まさ か 、 総 二 様 と 何 か あ っ た と 
か 吉 う ん じゃ な いで し ょ う ね !? …… っ て 、 聞 いた 私 が 馬 ば 鹿 か で し 


た 、 愛 香 さ ん に 限っ て そん な こと ある は ず .…… 

あい | =iko 6 な か っ た わ よ .。.、」 

「 あ 、 あ あ .………… い や ーーーーーー 一 愛理 さん に ロス トバ ー ジ ン で 先 を 越 
され る ぐら いな ら 私 が 愛理 さん の 純潔 を 奪っ た 方 が マシ で す ぁ ああ ああ 
ああ ああ ああ ああ ああ !!」 

「 命 礁 われ た い の あ ん た !? 飛び か か っ て こない で よ 、 お 子 ち ゃ ま が 感 
う 染 つる で し ょ !!」 

サン タタ VS サン タ 。 突 と つ 如 じ よ と し て 年 末 大 作 ス ペク タク ル 映 画 が 
上 映 さ れ 始 め た 。 

「 あ や つら は サン タ ト ー ナ メン ト か ら 脱 落す る 、 わ ら わ と トナ カイ 争奪 
戦 じ ゃ 、 趙 え 理 り 那 な !!」 

「 よく わかり ませ ん が 、 観 み 束 つか 君 に 乗る の は わた くし が 一 番 得意 な 
は ず で すわ !!」 

イー スナ と 直 理 那 が 、 俺 の 背中 に し が みつ いて くる 。 サ ンタ ご っ こ か 
これ !? 

「.………. ま あ 、 テ イル ブル ー と し て の 戦力 が 戻っ た の は 喜ぶ べき で すね 。 
これ で 愛 あ い 香 か さん を 、 遠 えん 慮 り よ な く ネ オア ル テ ィ メ ギル に ぶつ 
ける 鉄砲 玉 に で きま すか ら 」 

「 あ ん た の くれ た タ ギ ラ セル だ か 何だ か 使っ て 、 程 よく 肩こり が 取れ た 
か ら か も ね 」 

「 その 程度 で 済ん だ な ら 失 敗 作 で す 。 次 は 、 感 度 が 一 〇 〇 倍 く らい に な 
る よう 改良 し ます 」 

し ば らく じゃ れ 合 っ た 後 。 愛 香 と トゥ アー ル は 息 を 荒 ら げ な が ら 、 八 
イタ ッ チ と も 、 手 を 払い の ける よう に も 見 える 仕草 で 、 互 い の 手 を 打ち 
合わ せ た 。 

憎まれ 口 を 叩 た た きつ つも 、 二 人 は 通じ 合っ て いる ん だ 。 

笑顔 の イー スナ と 甘 理 那 に 圧 右 か ら ケ ー キ を フォ ー ク で 唱 に 突っ 込ま 


れ な が ら 、 俺 は 二 人 を 微 ほ ほ 笑 えま し く 見 守る 。 
戦い 漬け の 日 々 を 取り 返す か の よう に 、 俺 た ち は パ バー ティ ー を 楽し ん 
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の 


ー 時 の 平穏 は 、 ア ル テ ィ メ ギル 基地 に も 訪れ て いた 。 
テイ ルレ ッ ド お 宝 映像 集 に 夢中 な 戦士 た ち で 溢 あ ふれ る 、 基 地 大 ホー 


ル 。 
そこ に 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の や や か な 声 で の 通信 が 割り 入っ て 
きた 。 


『ー ネ オア ル テ ィ メ ギル 諸君 、 私 か ら 話 が ある 。 搬 入口 に 集結 せよ 』 
あっ と いう 間 に 静 寂 が 訪れ る ホー ル 。 

「 お わ 、 ご 機嫌 斜め の よう だ な 。 ち と か ら か い 過 ぎ た か .……… 説教 は 面倒 
だ 」 

生き 真 ま 面 じ 目 め な 戦い くさ 女 め 神 が み の 小吉 を 想像 し 、 バ ツ が 悪 そ 
うに 頭 を 揺 か めく ティ ラノ ギル ディ 。 

「 自 じ 業 ご う 自 じ 得 と くだ な .……… 行 こう 、 皆 の 者 。 残 存 部 隊 戦 士 は 、 引 
き 続 きこ こ で 待機 する よう に 」 

トリ ケラ トッ プ ギ ルディ の 号令 で 、 ネ オア ル テ ィ メ ギル の 面々 も 揃 そ 
ろ っ て ホー ル を 後に する 。 

参謀 スパ ロウ ギル ディ は 、 最 後に ホー ル を 出 て いく ドラ グ ギ ルディ と 
不意 に 目 と 目 が 逢 あ っ た こと に 、 吉 いよ う の な い 不 安 を 感じ る の だ っ 
だ 


ネオ アル ティ メ ギ ル の 戦士 た ち が 、 速 すみ や か に 搬入 口 に 到着 する 。 
搬入 口 の 最 端 に は 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ が ロー プ も ま と わ ず 独り で 


立ち 尽く し て いた 。 
准 ほ まれ 高き 戦 女神 と は 思え な い ほ ど に 、 豆 区 を 帯 お びな が ら 。 
その 雰囲気 を 見 て 、 説 教 が 始ま る か と 、 繕 つく ろ い も せ ず げん な りす 
る ティ ラノ ギル ディ 。 
「 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 。 君たち 幹 部 戦士 が 随分 と 心配 を し て くれ た よう 
に 、 確 か に 強大 な 力 を 持つ エレ メリ アン の 戦闘 や 再生 は 、 術 者 で ある 私 
に 慕 大 な 負担 が か か る 。 そ れ は 認め よう 」 
し か し 、 戦 いく さ 女 め 神 が み が 語っ た の は 一 最終 戦へ の 覚悟 だ っ た 。 
「 だ が も う 、 そ の 務 念 は 不要 だ 。 こ の 戦い で ..……… 全 て を 終わ ら せ る 」 
戦士 た ちの 前 で 神 し ん 槍 そ う 頭頂 照ら す 神 光 ラ グ ナ ロ ク ,, を 掲げ 、 
戦 女神 は 酷 薄 な 最 さ い 後 ご 通 つ う 席 ちよ う を 下 し た 。 
「 皆 、 私 に 気 を 遺 う 必要 な ど な い 。 遠 えん 慮 り よ な く 暴 れれ た まえ 。 遠慮 
な く 死 に 、 遠 慮 な く 生 き 返 り た まえ 。.… た だ し 、 撤 退 だ け は 二度と 主 
さめ ぬ 」 
エレ メリ アン た ちの 身体 か ら だ が 、 神 槍 に 導 か れる か の よう に 淡い 光 
に 包ま れ て いく 。 
「 私 は 死 し て で も 勝利 を 掴 つか お 覚悟 を 決め た 。 君 た ち に も 一 死な ぬ 覚 
悟 を し て も ら う 」 


へ 

クリ スマ スパ ー テ ィ ー 開 始 か ら 、 数 時 間 。 メイ ン イ ベン ト の 一 つ で あ 
る プレ ゼン ト 交 換 の 時 間 を 迎え た その 時 一 無情 に も 、 ア ラー ト が 鳴っ 
た 。 

トゥ アー ル は 操作 端末 に 駆け 寄る と 、 メ イン モニ ター に 映像 を 出力 す 


2 大 変 で す 、 こ れ を 見 て くだ さい 」 


どこ か の 広域 地図 が 表示 され た 。 標高 線 か らし て 、 山 の よう だ 。 
そこ に 、 ア メー バ の よう に 不定 形 に 広がっ て いく 強調 色 が 重ね られ 
る 。 雨雲 移動 図 に 似 て いる が 、 そ れ が 何 を 示し て いる か が わか ら な い 。 
05 お この 場所 の 上 空 に 、 粒 子 状 の 属性 力 エ レ メ ー ラ が 散布 され て いま 
す 。 皆さん は 、 ロ ロリ ちゃ ん の 世界 で これ を 見 て いる は ず で す 」 

「! ユグドラ シル グ ギ ルディ の 切り 札 一 「 撤 死 舞 杉 マ キシ マム , 

か !!」 

花粉 の よう に 大 気 に 拡散 させ た 自ら の 属性 力 エ レ メ ー ラ で 、 そ の 場 に 
いる 人 々 の 属性 カエ レ メ ー ラ を 一 瞬 に し て 奪っ て し まう 最終 兵器 。 
属性 力 エ レ メ ー ラ を 春 取 する リン グ の 特性 を 超 広 範囲 に 広げ た 、 恐 る 
べき 能力 だ 。 

「 場 所 は 、 最 初 に ネオ アル ティ メ ギ ル と 遭遇 し た 岩場 で す 。 この 世界 で 
ユグドラ シル ギル ディ が 砲台 , の 役目 を 果たす と すれ ば 、 あ の ぐら い 
広く な けれ ば 無理 で すか ら ね 」 

「 何 て こと で す の .………… 突 然 、 こ ん な 手段 に 訴え て くる な ん て .……… 四 

能力 の 恐ろし さ を 知っ て いる 款 え 理 り 那 な は 、 顔 面 を 薦 白 に させ 

2 調 で 補足 する 。 

「 発見 が 早かっ た の で 、 ま だ 「 撤 死 舞 杉 マ キシ マム ,, は 住宅 圏 まで 到達 
し て いま せん 。 え - 一 」 

し か し その 沙 ち 着き も 、 続 き 表 示さ れ た さら な る 荻 き よう 憎 が く の 事 
実に 月 され て し まっ た 。 

「 現場 に .…… ヴァ 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 反応 が あり ます !!」 

「 嘘 うら そ で し ょ 、 あ いつ 来 た の !? どう し て 急 に !?」 

高み の 見 物 を し て いる だ け で 優位 に 立て る は ず の ヴァ ルキ リア ギル 
ディ が 、 わ ざわ ざ 姿 を 現し た と いう こと は 一 必勝 を 確 人 千 し た か ら に 外 ほ 
か な ら な い 。 

し か し 奴 や つの 最終 侵攻 は 、 俺 た ち が 耐 え に 耐 えて 待ち 続け た 、 逆 転 


の チャ ンス で も ある 。 

「.…… パー ティ ー の 続き は 、 帰 っ て き て か ら だ な 」 

俺 は 観念 し 、 ト ナカ イ 服 を 脱 ざ な が ら 吉 っ た 。 

「 プ レ ゼ ント 交換 楽し み に し て お る ん じゃ か ら な 。 わ ら わ の と っ て お き 
の エロ ゲー を 受け 取っ た 者 の 感想 を 、 早 く 聞 きた い の じ ゃ 」 

中 身 吉 っ た ら 駄 目 だ ろ イー スナ .……… あと それ 直 え 理 り 那 な に 渡っ た ら 
ご つま る も り だ 9 

トナ カイ の 服 を 脱い だ 俺 が 振り 返る と 、 同 じ く サン タ 服 か ら 着 替え 終 
わっ た 愛 あ い 香 か た ち が そ れ ぞ れ 、 準 備 完了 を 告げ る よう に 閣 う な ずい 
た 。 
「 今 日 は クリ スマ ス で す も の .…… 。 わ た くし た ち で 、 奇 跡 を 起こ し ま 
し ょ う !!」 

も ちろ ん さ 、 其 理 那 。 俺 た ち は プ レ ゼ ント を 届け る サン タ で は な 
os 平和 を 届け る ツイ ン テ イ ルズ だ ! 
「 行 く で 、 み ん な 。 決戦 だ !!」 

トゥ アー ル 、 桜 さく ら 川 が わ 先生 、 母 さん の 見 守る 前 で 、 俺 た ち は 決 
然 と 並び 立つ 。 
「 テ イル オン !!」 
「 テ イル オン !!」 
「 テ イル オン !!」 
「 グ ラス オン !!」 


世界 中 で 、 赤 と 緑 の 彩 いろ どり に 人 々 が 優し い 気持 ち に な る 聖夜 。 
この 基地 で は 赤 と 青 、 黄 色 、 黒 の 四 色 の 光 が 、 互 い を 支 さ さえ 合う よ 
うに 爆 肌 する 。 

明日 も その 先 も 、 優 し い 気 持ち が 世界 に 溢 あ ふれ る よう に 。 

メガ ・ ネ が 並び 、 五 人 揃 そろ っ た 俺 た ち ツ イン テイ ルズ は 、 転 送 ゲー 
ト へ と 走っ た 一 。 


の 


因縁 の 地 に 到着 し た 俺 た ち が 目 に し た の は 、 吐 むせ 返り そう な ほど の 
一 面 の 赤 だ っ た 。 

以前 こい つら と 戦っ た 岩場 が 、 「 撤 死 舞 杉 マ キシ マム ,, で 大 気 が 紅 あ 
か く 染 まっ て し まっ た 今 は 、 全 く の 別 世界 。 生命 無 き 、 死 の 星 の 地平 を 
思わ せ た 。 

「 久 し いな 、 ツ イン テイ ルズ 諸君 。 こ こま で 心 を 無 毛 に せ ず 耐え て きた 
こと 、 ま ず は 賞賛 し て お こう 」 

五 人 の ツイ ン テ イ ルズ は 、 崖 が け の 上 に 戦い くさ 女 め 神 が み を 上 臨 の ぞ 
む 。 

8 ヴァ ルキ リア ギル ディ .…… ほ …!」 

神 の 眼 め を 射 返す 俺 た ちの ツイ ン テ ー ル に 、 も は や 一 分 の 迷い も な 
し 1。 

「 随 分 と 和 飾り気 の な い ク リス マス ツリ ー じ ゃ な 。 愛 しき 者 と 聖夜 を 過 ご 
せめ ぬ 戦 女神 は 、 寂 し くば っ ち パ ー テ ィ ー か ? 」 

プラッ ク は 天 を 衝 つ く 巨 大 樹 、 ユ グ ド ラ シル ギル ディ を 見 や り 、 そ の 
根元 に 立つ ヴァ ルキ リア ギル ディ を 友 肉 る 。 

い 7 つう ! 黙れ え 
ヴァ ルキ リア ギル ディ の 突然 の 激 げ つ 兄 こう 。 こ いつ が 感情 を 露 あら 


うつ!」 


わ に する の は 、 初 め て 見 た 。 
「 な 、 何 で 急 に こん な キレ と る ん じゃ こい つ !?」 
困惑 する プラ ッ ク 。 ヴァ ルキ リア ギル ディ は すぐ に 冷静 さ を 取 り 戻 


1 ッ .……… 業 腹 極 まり な いと も 。 死 人 ども は 使え ぬ 。 君 た ち は 存 外し 
ぶ と い 。 気長 に 待つ つも り だ っ た が ..…… い ささ か 飽き た の だ 」 

本 当 に そう な の か .… ? こん な に 早く 痺 し びれ を 切ら すぐ らい な 
ら 、 最 初 の 戦い の 時 点 で 撤退 し な けれ ば それ で 全て が 終わ っ て いた 。 
何 か が あっ た ん だ ..……… つ こい つが 、 こ れ ま で の や り けり 方 を 覆 く つが え し て 
まで 、 勝 ち を 急 ぐ 何 か が 。 

「 だ から - 一 ここ で 、 全 て を 終わ ら せ て くれ る ぞ 」 

神 し ん 槍 そ う "頭頂 照ら す 神 光 ラグ ナ ロ ク ,, を 天 に 掲げ る ヴァ ルキ リ 
ア ギ ル ディ 。 

その 神 こ う 々 ご うし き 光 が 、 紅 く 染 まっ た 大 地 に 新た な 生命 を 芽 吹 か 
せる 。 

転送 ゲー ト の よう な 極 彩色 の 光 が 固 まり 、 人 間 大 の 形 を 取り .……… 次 々 
と 、 エ レ メ リ アン の 姿 へ と 変わ っ て いく 。 

崖 の 上 に は 、 先 日 の 総力 戦 の 焼き 直し の よう に 、 全 て の エレ メリ アン 
が 集結 し て いた 。 

当然 、 今 日 まで に 倒し た エレ メリ アン も 、 当 た り 前 の よう に 再 復活 し 
て いる 。 

だ が 、 俺 た ち は そ れ を 目 ま の 当たり に し て も 、 も う 怖 じ 気 づい た り は 
し な い 。 

強がり な ど で は な い 、 確 か な 闇 志 が 俺 た ち に 宿っ て いる こと を 察知 し 
た か ら だ ろう 。 

ヴァ ルキ リア ギル ディ は 、 昔 いら 立 だ た し げに 診 を 震 ふ る わせ た 。 

「 何 な 故 ぜ だ .………… 何 故 君 た ち は 絶望 し な い ! 心 が 折 れ な い ! 見 よ 、 


この 不滅 の 亡者 た ち を ! 今日 まで の 戦い は 再び 無 意 味 な も の と な っ 
た ! 戦い は 永久 に 繰り 返さ れる の だ ぞ !!」 

俺 は 、 信 念 を 込め て 上 に ら み 返し た 。 

「 無 毛 好き の お 前 に は 想像 し に くい こと か も し れ な いな .…… 

最初 は みん な 、 強 が り だ っ た 。 

居 並 ぶ こ いつ ら の 姿 に 、 不 安 に 押し 潰さ れ そ うだ っ た 。 俺 は 、 何 度 も 
夢 に つ な さ れ た 。 

だ けど .…… イ ー ス ナ が 、 侵 略 と 悪意 に 負け ず 気 け 高 だ か く 歌 っ て い 
た ! 

疾 え 理 り 那 な は 、 先 輩 に 正体 が 知ら れ て も 彼女 を 護 ま も り 、 戦 い 抜 い 
た と 聞い た ! 

トゥ アー ル は 、 笑 顔 で 俺 た ち を 励ま し 続け て くれ た ! 

愛 あ い 香 か は .……. と て つも な い 怖 を 乗り 越え て 、 再 び ツ イン テー ル 
を 結ん だ ! 

平和 に 生き る 普通 の 人 た ち が 、 強 く 生 きる 心 を 示し て くれ た .……… ! 
そん な みん な の 姿 を 見 て 、 俺 も 勇気 が 湧い て きた !! 


「 ツ イン テー ル は . .…, 髪の毛 は 、 た な びく も の だ .…… 折れ た り は し な 
い ! だ か ら 俺 た ちの 心 も 、 決 し て 折れ な いん だ !!」 

一 な る ほど 。 心 ツイ ン テ ー ル を 折れ と 命 を トト し た の が 、 そ も そ も の 過 
ち で あっ た か 。 や は り リツ イン テー ル は .……… 剃 そ ら ね ば な ら ぬ よう だ 

な !」 


ヴァ ルキ リア ギル ディ が 、 戦 士 た ち へ 攻撃 命 信 を 下す よう に 、 神 し ん 
槍 そ う を 振る っ た 。 

「 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブー 三 つ 編 み 属 性 トラ イブ ライ ド !!」 

戦い くさ 女 め 神 が み の 宣戦 布告 へ の 返答 に 、 俺 は 三 つ 編 み 属 性 トラ イ 


ブラ イド の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ ブ を 発動 。 

ブル ー、 イ エロ ー と と も に 三 武装 合体 の 巨 礁 、 フ ュー ジョ ニッ ク バ ス 
ター を 構え る 。 

「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ ! ~ 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ へ リアル,, ! 
今度 は 俺 た ち が お 前 ら を 諦 あ きら め さ せ る 番 だ ! ツイ ン テ イ ルズ の 底 
力 、 見 せ て や る ぜ !!」 

俺 は 抱 ほ う 呼 こう と 共に トリ ガー を 引い た 。 フ ュー ジョ ニッ ク バ ス 
ター か ら 放 た れ た 三 色 の 螺 ら 旋 せ ん 波光 が 、 数 体 の エレ メリ アン を 呑 の 
み 込 ん で いく 。 

地平 高 ら 本 し が 上 が っ 時 


な こ 障 

あの 合戦 を 思わ せる 舘 念 の 品 た か ぶり が 、 今 日 の この 戦い に は ほとん 
ど 感じ られ な い 。 

我 わ れこ そ は と 愛 を 咲 ほ えな が ら 向 か っ て きた エレ メリ アン た ち は 、 
今や た だ 足音 と 叫び を 響かせ な が ら 向 か っ て くる の み だ 。 

リヴ ァ イ ア ギル ディ の 股間 の 槍 や けり と クラ ー ケ ギル ディ の 触手 が 、 プ 
ルー と イエ ロー に 迫る 。 

僅 わ ず か な 目 配 せ で 意図 を 悟り 合い 、 ブ ルー が 貧 乳 属性 スモ ー ル バス 
ト を 、 イ エロ ー が 巨乳 属性 ラー ジ バ ス ト を 発動 。 

弾性 を 備え た 強力 な 防御 膜 を 、 二 人 の 前 面 に 展開 する 。 
「『 リ フレ クシ ョ ン ・ バ ー ス ト !!」」 
「『 ぐ わあ ああ ああ ーーーーーー っ !!」」 

自分 た ちの 属性 が 生み 出し た 合体 技 で カウ ンタ ー を 受け 、 リ ヴァ イア 
ギル ディ と クラ ー ケ ギル ディ は 吹き 飛ん で いく 。 
「 ゆ く ぞ メガ ・ ネ ! カッ 飛ば せ !!」 
「 し っ か り 掴 つか まっ て て な 、 ブ ラッ ク ち ゃ ん !!」 


メガ ・ ネ の 爆走 機 形態 メガ ネス トラ イカ ー で 、 向 か っ て くる アメ ー バ 
ギル ディ を 前 方 に 立つ アン モナ ギル ディ に HI た た きつ ける よう に 跳ね 飛 
ば す プ ラッ ク 。 

味方 同士 を も つれ 合わ せ 、 一 度 に 龍 お そい か か っ て くる 数 を 制限 し て 
いる の だ ろう 。 

数 で 勝る の は 、 決 し て 有利 な だ け で は な い 。 プ ラッ ク は 、 少 数 だ か ら 
こそ の 戦闘 方 法 を 考え て 立ち 回 っ て いる 。 ま る で 誰 だ れ か か ら 受 け 継 い 
だ か の よう に 、 地 に 足 の つい た 戦法 だ 。 

俺 は いつ の 間 に か 近寄っ て き て いた ティ ラノ ギル ディ の 攻撃 を 、 
フォ ー ラ ー チ ェ イ ン に チェ ンジ し て 回 避 。 ブ レイザー セイ バー を 射出 
し 、 眼 下 の マ ン モ ギル ディ を 爆散 させ た の だ が .……… 着地 し た 俺 の 目 の 前 
で 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ が 不吉 な 笑み を 浮か べ て いる 。 

「 今度 こそ 、 力 尽き 滅び る その 時 まで 「 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア 
ル , た ちと 戦い 続け る が いい 1!!」 

彼女 が 天 高く 掲げ た “頭頂 照ら す 神 光 ラ グ ナ ロ ク ,, が 、 関 せん 光 こ う 
を 放射 し た 瞬間 一 つい さっ き 倒 し た ば か り の マン モ ギ ルディ が 、 巻 き 戻 
し 映像 の よう に 爆発 し た 場所 に 再生 を 果たし て いた 。 

「!? 瞬時 に 再生 し まし た わ !!」 

イエ ロー も 横目 で 確認 し て 驚い て いる 。 瞬 間 再生 は で き な い ん じゃ な 
か っ た の か !? 

「 も う 、 こ の 先 の こと は 考え ん .…… ノ 。 い くら で も 伺 者 ども を 倒す が い 
い 、 ツ イン テイ ルズ よ .……. 私 も また 、 い くら で も 蘇 よ み が え ら せ て くれ 
る ぞ !!」 

『 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 持つ "頭頂 照ら す 神 光 ラグ ナ ロ ク , に 、 異 常 
な ほど 属性 力 エ レ メ ー ラ が 活性 化し て いま す ! や は り 今 まで は 、 能 
行使 を 抽 え て いた の で し ょ う .…………a 

トゥ アー ル が 主 い ぶ か し みな が らち 探知 結果 を 通信 し て きた 。 


填 


『 後 先 を 考え な いと いう 吉 葉 が 比 剛 で な けれ ば 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ 
は リミッタ ー を 解除 し て いま す 。 自 身 の 負 担 も 願 み ず 、 瞬 間 再 生 さ せ て 
くく のこし も 1 うど で すず 

イエ ロー や プ ブラッ ク が 倒し た エレ メリ アン た ち も 続 々 と 再生 を 果 た 
し 、 彼 ひ 我 が の 戦力 差 は 全く 埋まら ぬ ま ま に 時 間 が 刻 一 刻 と 流れ て い 
くう 
『 い いけない .……. ! みな さん 、 撤 死 舞 邑 マ キシ マム が 防衛 ライ ン を 突破 
し か け て いま す ! どう か 急い で 、 ユ グ ド ラ シル ギル ディ の 攻撃 を 止め 
て くだ さい !!』 

トゥ アー ル の 通信 に 、 全 員 が 表情 を 険しく する 。 

『 私 は 仮面 を つけ て 一 般 人 の 避難 誘導 に 向かい ます ! …… 幅 み こと さ 
ん も 手伝っ て くだ さい ! 』 

『 お お 、 久 し ぶり の 仮面 ツイ ン テ ー ル 二 号 か .……… 働 せ ろ !』 

桜 さ くら 川 が わ 先生 の 声 も 聞こ える 。 基 地 に は 母さん に 待機 し て も ら 
い 、 二 人 は 現地 で の サポ ー ト に 回 る よう だ 。 

異 世界 か ら の 侵略 者 、 異 形 の 怪人 と 戦っ て き な が ら 一 避難 誘導 と いう 
青葉 が ひど く 遠 い 世 界 の 出来 事 に 聞こ える 。 そ れ だ け の 規模 の 戦い を 繰 
けり 広げ て いる の だ と 、 実感 する 。 

無理 は し な いで くれ よ 、 ト ウゥ アー ル 、 桜 川 先 生 .……! 

時 間 が な い 。 こ の まま こい つら の 無限 復活 に つき 合っ て いた ら 、 俺 た 
ちの 体力 が 尽き る 前 に ユグドラ シル ギル ディ の 能力 で 人 々 の 属性 カエ レ 
メー ラ が 奪わ れ 始 め て し まう 。 

ヴァ ルキ リア ギル ディ を 倒す べく 一 直線 に 駆け る 俺 の 前 に 、 ド ラグ ギ 
ルディ が 乱 み だ れ 妃 ば の 大 剣 を 構え て 猛然と 突っ 込ん で きた 。 

Ro ドラ グ ギ ルディ ! 」 

「 戦 いく さ 女 め 神 が み は 討ち 取ら せ ぬ ぞ !!」 

自分 を 打倒 せしめ な い 限 り 、 こ の 戦い は 終わ ら な いと 、 そ の 語 け ん 門 


せん が 強烈 に 訴え か け て くる 。 

RS その 究極 の ツイ ン テ ー 

as 482 

1 人 ァ ル キリ ア ギ ル ディ が 俺 の 背後 に 立ち 塞 ふ さがっ 
炉 8 
「 随 分 熱く な っ て る じゃ な いか 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ .…… 俺 の 究極 の 
ツイ ン テ ー ル に な ん て 拘 こ う 泥 で いし な いっ て 、 お 前 自身 が 吉 っ て た こ 
と だ ろう !!」 

Pa 光 ほ 違う.。。。。 テイ ルレ ッ ド 、 君 が 欲し い ! 首領 様 の 御 希 望 お の 
ぞ み の た め に -!!」 

魔 の プロ ポー ズ と と も に 俺 目 掛け て 突き 出さ れ た ヴァ ルキ リア ギル 
ディ の 手 を 、 横 合い か ら 身 を 躍ら せ て きた ブル ー が 飛び 跳 げ り で 払い 墜 
し た だ 
「 レッド! ドラ グ ギ ルディ を お 願い ! こっ ち は あ た し た ち に 任せ 
て すり ュ 
「 大 丈夫 な ん だ な 、 ブ ルー ! 」 

0 も し 、 あ た し の ツイ ン テ ー ル が 奪わ れ た ら .… ちゃ ん と 取り 返し 
て よね ,」 

「 ああ 。 約束 だ ! 」 

拳 こ ぶし を 合わ せ 、 ブ ルー を 送り 出す 。 不 思 議 だ 。 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル 
ディ へ 単身 向かっ て いく ブル ー を 止め な けれ ば 、 と いう 不安 が 一 片 も 湖 
いて こない )。 

ドラ グ ギ ルディ も また 、 ブ ルー の ツイ ン テ ー ル を 頼も し げに 見 送っ 
記 8 
「 テ イル レッ ド ! 青 の 戦 士 は お 膳 立て を 整え て くれ た よう だ .…… よ も 
則 我 わ れ と 戦え ぬ な ど と ほ ざ き は すま いな !!」 

3 も う 、 迷 い は し な いさ .………。 決 着 を 着け る ぞ 、 ド ラグ ギル 


ディ!『!」 

みん な を この 戦い に 巻き 込ま な いよ う 、 乱 戦 の 中 心から で きる 限り 距 
離 を 取っ て いく 。 

遠く 聞こ える 戦い の 調べ を 育 に 、 俺 た ち は 最 後 の 局 かい 反 こう を 迎え 
る o 


の 


ドラ グ ギ ルディ と と も に 離れ て 行く レッ ド を 、 苦 笑 し な が ら 見 送る プ 
ルー。 
レッ ド は .……. 総 そう 二 じ は 、 男 の 戦い を する の だ 。 
2 癌 い 322 の 8 ヴァ ルキ リア ギル ディ は あたし が 引き つけ 
る ! 二 人 は 先 に 何と か 、 ユ グ ド ラ シル ギル ディ を 止め て !!」 
ユグドラ シル ギル ディ の 花粉 が どん どん 拡散 し て いく 一 焦 あ せる トゥ 
アー ル の 通信 を 受け 、 ブ ルー は 優先 順位 を 間断 。 イ エロ ー と プ ブラック 
に 、 ユ グ ド ラ シル ギル ディ を 託し た 。 
「 簡 単に 吉 っ て くれ お っ て 、 こ の エン ドレ ス 変 態 ど も を 突破 する の は 骨 
じゃ ぞ !!」 
「 行 きま し よう 、。 デ ブラック! 
イエ ロー、 プ ラッ ク は 呼吸 を 合わ せ て 天 高 く 跳躍 する と 一 
「「 シ ン フ ォ ニ ックス マッ シュ 
同時 蹴 げ り で 再生 エレ メリ アン の 只 た だ 中 な か に 飛び 込み 、 ブ ルー の 
背後 で 爆発 音 と 地 鳴り が 連なり 始め た 。 
神 し ん 槍 そ う "頭頂 照ら す 神 光 ラグ ナ ロ ク ,, を 振り か ざし 、 プ ブル ー に 
歩み 寄る ヴァ ルキ リア ギル ディ 。 
「 聞き 間違い で あろ うな ..……… こ の 戦い くさ 女 め 神 が み を 、 君 ご と き が 引 
きつ ける な ど と いう つ 妄 も う 吉 げん ! 」 


1」」 


「 そうね 、 吉 いい 間違っ た わ - 一 あん た は あたし が 倒す !!」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ 自ら 戦う 以上 、 自 然 と その 周囲 か ら は エレ メリ 
アン が 離れ て いく 。 

ブル ー が タイ マン を する この 相手 は 、 こ れ ま で で 最大 最強 の 戦 女 神 。 

ネオ アル ティ メ ギ ル と の 戦い の 日 々 で は 仲間 に 負担 を か けた 分 、 こ の 
難 敵 だ け は 自分 が 倒さ な けれ ば な ら な い 。 

戦 女神 の 力 は 熟知 し て いる 。 通常 形態 で は こち ら の 武器 が 易 や す 々 や 
す と 破壊 され る 戦闘 力 だ 。 

「 エ ター ナル バッド!!」 

な ら ば こそ の 、 最 初 か ら 全 身 全土 。 ア ンダ ー ス ー ツ の 隙 す き 間 ま か ら 
進化 装備 エ ヴ オ ルプ アー ムズ を スロ ッ ト イ ン し 、 ブ ルー の 全身 が 鮮烈 な 
蒼 光 に 包ま れる 。 

全身 に プレ ー ド を 備え た 、 光 さえ も 斬 き り 肌 さ く 最 強 装 そう 甲 こ う - 一 
タテ ナル チエ イシン 。 

属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ の 瞬間 発動 が 可能 な この 形態 の 特性 を 全開 
し 、 ブ ルー は 脚 属 性 レツ グ の 脚力 強化 を 施 ほ どこ し た 疾走 で 戦 女神 へ と 
疾 し つ 駆 くし た 。 

「 さ あ 行 くわ よ ! あたし の 心 を 追い つめ て くれ た 借り 、 返 させ て も ら 
うわ !!」 

兎 耳 属性 ラビ ツ ト 、 属 性 スロ バー 一 身体 か ら だ や 武装 強化 の 属性 
を 、 次 々 に 発動 し て いく 。 

ウェ イブ プラ ンス エク シー ド と 頭頂 照ら す 神 光 ラ グ ナ ロ ク , 。 

それ ぞ れ の 槍 や り は 、 交 わす 声 を 突き 抜け て ぶつ か り 合 う 。 

数 合 の 槍 の 撃ち 合い を 経て 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は ブル ー の 変化 に 


1 た 、。 


前 回 の 戦い と は 、 ま る で 勢い が 違う つ 。 " 死 し て 尚 変態 ヴ ア ル 八 ラ , の 


維持 に 慕 大 な 力 を 費やし て いる と は いえ 、 自 分 と 互角 に 斬 きり 結び 始め 
た ブル ー の 底力 に 、 焦 し よう 燥 そう を 募 つ の ら せ 始 め る 。 

「 何 な 故 ぜ だ .……… ぼ … つ い 先 日 まで 、 あ れ ほ ど ツ イン テー ル が 消え る 恐怖 に 
無様 に 棒 お び え て いた 君 が .………… 何 故 こ れ ほ どの 力 を ! いっ た い 何 が 、 
君 を これ ほど 強く し た !!」 

生け だ あ 、 ち ょ っ と 恥ず か し 


「 愛 だ と っ !?」 

不可 解 な 力 に 僅 わ ず か な が ら 胃 お それ を 見 せる 戦い くさ 女 め 神 が み 。 
生き 真 ま 面 じ 目 め な 女性 の 限界 が そこ に あっ た 。 

「 あ ん た こそ 、 さ っ き ブ ラッ ク が 吉 っ た こと に や た ら 反 応 し て た け 
ど .………… も し か し て 、 好 き な ん じゃ な い の ? 首領 っ て 奴 や つの こ 


ヴァ ルキ リア ギル ディ は 、 意 外 な ほど の 狼 ろ う 狼 ば い を 見 せ た 。 
「 ち 、 違 つう ! 愛す る な ど と 長 れ 多い .… ! 私 は 首領 様 を 心から 尊敬 
し て いる だ け だ !!」 
自ら 愛す る と 吉 い 直し た こと で 、 ブ ルー の 疑問 は 確信 に 変わ る 。 
「 よう や くわ か っ た .………) あ た し が な ん で 、 あ ん た の こと が 怖く て た ま ら 
な か っ た の か ! あん た も 、 好 き な 奴 の た め に 戦っ て る か ら よ !!」 
両者 は 槍 や り と 槍 を 絡め 合わ せ 、 火 花 を 散ら し な が ら 互 い を 押し 込 
む 。 
「 そ うだ 、 怖 か ろう つう ! 断じて 首領 様 を 御 お 守 ま も りす る と いう 私 の 信 
念 、 他 の エレ メリ アン た ちと は 強 さ が 違う !!」 
「 わか っ て る .……… 好 き な 奴 を 守る た め に 、 ど れ ほ ど 強 く な れる か ! あ 
し が 施 だ れ よ り も よく わか っ て る ! だ か ら 初 め て 同じ 思い で 戦っ て 
くる 女 ヤ ツ が 、 恐 ろ し く て た ま ら な か っ た !!」 
映し 鏡 の 嘱 さ さや く 吉 葉 は 、 己 お の が 内 面 より 響く 吉 葉 。 


それ は つま り 、 初 めか ら ブ ルー を 気 に か け て いた ヴァ ルキ リア ギル 
ディ も また 、 同 じ 。 

「 な ら ば その 恐怖 と と も に ! 今 一 度 滅 べ 、 毛 根 よ り 」 

神 し ん 槍 そ う の 威 光 が 、 ブ ルー の テイ ルギア 、 装 そう 甲 こう 無き 胸 を 
直撃 する 。 

ブル ー は よろ めき な が ら も 、 ラ ンス を 構え 衣 し た 。 
「……… 無 毛 に な る 恐怖 が .…… も は や 通じ ぬ の か .……! !」 

「 根 性 で 我慢 し て ん の よ !!」 

防御 能力 系 の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ ブ を 複数 発動 させ て 身体 硬化 能 
を 付加 し て いる と は いえ 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 攻撃 を 凌 し の ぐに は 
全く 足り な い 。 誇張 で は な く 、 根 性 だ け で 凌い で いる の だ 。 

ブル ー が 狙 ね ら っ た の は "頭頂 照ら す 神 光 ラグ ナ ロ ク ,, の 穂先 。 円 の 
動き で 左腕 の ブレー ド を 打ち つけ て 刺し 突 と つの 勢い を 尊し 、 そ の まま 
柄 え に ブレ ー ド を 滑ら せ て 槍 の 半ば を 強引 に 握り 掴 つ か む 。 

流 調 な 「 和 柔術 」 の 体 抽 さ ば き で 敵 の 槍術 を 封 毅 し た か と 思え ば 、 間 か 
ん 髪 は つ 容 いれ ず の 飛び 膝 ひ ざ 蹴 げ リ で 、 今度 は 右 膝 装 甲 に 装着 され た 
ブレ ー ド を 敵 の 腹部 へ と 叩 た た き 込 ん だ 。 

腹部 か ら 火 花 を 散ら し て 後 あ と 退 ず さる ヴァ ルキ リア ギル ディ の 補え 
り 元 を 、 ブ ルー は 右手 で 驚 わ し 掴 づ か み に し て 引き 寄せ る 。 そ し て こと 
も あろ うに 、 そ の 神 こ う 々 ご うし き 鼻 び 染 り よ う の 先 に 頭 突 き を か まし 
em 
1 っ 0 な 、 何 を .………… 自 棄 タ や け に な っ た か 、 テ イル プ 
ルー ッ !!」 

「 あん た の 方 が 圧倒 的 に 強い ん だ か ら .…… 見 て くれ 気 に し て 戦っ て らん 
な いっ て の !!」 

「 見 て くれ 悪さ どこ ろ で は な い 、 君 自身 も 破滅 し て いく の を 覚悟 の 戦い 
方 で は な いか ! 自ら ツイ ン テ ー ル を 滅ぼす 気 か !!」 


プル ー の 指 気迫 る 猛 襲 に 、 戦 いく さ 女 め 神 が み は お び え る よう に 室 
手 の 左 拳 こぶ し を 振り 回 す 。 

殴 な ぐり つけ られ る 装 そ う 甲 こう か ら 噴 き 出す 火花 を 自ら 浴び な が ら 
も 、 ブ ルー は 荒 々 し い 攻 撃 の 手 を 休め な い 。 

「 あ た し の ツイ ン テ ー ル は 滅び ほど け な い .……… 大 切な 人 が 結ん で くれ た 
も の だ か ら !!」 

テイ ルプ ブルー の ツイ ン テ ー ル は 今 、 こ れ ま で の どん な 戦い より も 遥 は 
る か に 限り な く 輝 き を 増し て いる 。 決 し て 解 ほ どけ ぬこ の ツイ ン テ ー ル 
こそ が 、 二 度 と 折れ ぬ 心 の 証 あ か し だ っ た 。 

「 あ ん た が 、 首 領 を 守る ろう と し て いる の と 同じ に ね !!」 

5 ICP く 、 違 う ! 甘え が 許さ れる 君 と 私 は 、 決 定 的 に 違う の だ !!」 
ヴァ ルキ リア ギル ディ の 攻撃 は 、 さ ら に 勢い を 増し て いく 。 

「 君 は ! 自分 で ツイ ン テ ー ル を 捧げ る こと が で きる で は な いか ! 愛 
する 者 に 、 自 分 の ツイ ン テ ー ル を 見 せ て あげ る こと が で きる で は な い 
か !!」 

神 し ん 槍 そ う の 衝 撃 波 が 、 ブ ルー を 大 地 深く 埋め て いく 。 

「 私 は 違う .…… ぼ … ぼ どれ だ け 首 領 様 が ツイ ン テ ー ル を 御 希望 お の で み に な ら 
れ て も 、 私 自身 が お 見 せ す る こと は で き な い ! 戦い 、 倒 し 、 奪 うこ と 
で し か ! 私 は ツイ ン テ ー ル を 見 せ て 甘 し あげ る こと が で きぬ の だ ああ 
ああ ああ ああ ああ ああ !!」 

無 毛 一 生来 持つ 愛 に 縛ら れ 、 や が て 生ま れ た 女 と し て の 愛 に 生き られ 
ぬ 、 悲 し き 戦 女神 。 

それ は 、 彼 女 が お そら く は 生涯 初め て 振り 絞る 、 心 の 神 槍 や り だ っ 
だ 。 

「 甘 えて いれ ば 良かっ た の だ .……… 怖い と え 、 戦 士 と し て の ツイ ン テ ー 
ル を 放棄 すれ ば よかっ た の だ ! 恵まれ た 幸せ 者 が 、 私 の ..……… 首 領 様 の 
前 に 立ち は だ か る な っ !!」 


「 そ う よ ! 戦え な く な っ て た の は 、 あ た し が 甘え て た だ け ! 十分 幸 
せ 補 充 し た か ら 、 今 は 戦え ちゃ う の よ ! 単純 で ..………… 自 分 が 嫌 に な る わ 
より 」 
それ に 立ち 向かう ブル ー も また 、 生 涯 で 振り 絞り 続け て きた 思い を 武 
器 に 、 大 地 を 爆裂 させ て 飛 ひ 翔 し よう する 。 
「 そ の 幸せ を 享受 し て いれ ば いい も の を ! 女 の 幸 せ を 捨て て まで 、 私 
と 戦う 理由 は 何だ !!」 
「 一 守ら れ て 気づい た か ら よ ! 守る た め に 戦う つの が 、 あ た し の 幸せ 
だ っ た ん だ っ て !!」 
イエ ロー の 完全 脱衣 形態 フル プラ スト モー ド の 極光 が 、 伯 か 視線 の 先 
で 彩 い ろ ど り 乱 れ て いる 。 
ブラック と メガ ・ ネ の 阿 あ 叶う ん の 呼吸 で 放 た れる 攻撃 が 、 幾 多 の エ 
レ メ リ アン を 封 級 し て いる 。 
仲間 は 皆 、 そ れ ぞ れ の 思い を 上 時 け て 戦い に 挑ん で いる 。 
自分 も 譲れ な い 信念 お も い が あ る か ら 、 立 ち 上 が る こと が で きた 。 
「 ず っ と .……… ず っ と 、 ツ イン テー ル が 好き な あい つの 心 を 守っ て き 


乱舞 する 極限 槍 械 。 交 こう 錯 さ くす る 無 む 窟 き ゆう 関 せん 光 こ う 。 

「 他 の 女の子 と イチ ャ イチ ャ し た っ て いい ! 他 の ツイ ン テ ー ル に デレ 
デレ し た っ て いい !」 

愛 と 愛 が 一 一 歩も 譲ら ず に 激突 する 。 


「 け ど 、 あ いつ を 守る 役 だ け は .…… 他 の 誰 だ れ に も 渡さ な い !!」 


や が て それ は 、 有 り 得 る は ず の な い 光 景 に 変貌 を 遂げ る 。 
不敗 の 戦士 が .……… 不 滅 の 戦い くさ 女 め 神 が み が 、 人 徐々 に 、 し か し 確実 


に 後退 を 強し いら れ て いく 。 

ちっ ぱ ぽ け な 人 間 の 心 一 不屈 の 魂 た まし い に 。 

「 な る ほど 、 戦 うこ と が ..……… ぼ … 守 る こと が 、 君 の 愛 か ! 君 の 強 さ の 源 
だ っ た と いう つこ とか!!」 

そし て その 心 を 理解 し た その 時 。 戦 女 午 も また 、 自 ら の 力 の 根源 を 
悟っ た 。 

「 な ら ば 私 も 認め よう 、 自 ら の 愛 を ! 首領 様 を 御 お 守 ま も りす る 役 
目 .…… そ れ だ け は 、 誰 に も 譲る こと は で きん の だ ああ ああ ああ ああ ああ 
あ !!」 

激情 と と も に 頭上 に か ざし た 頭頂 照ら す 神 光 ラ グ ナ ロ ク , に 、 ヴ ァ 
ルキ リア ギル ディ の .… 戦 女神 の 全て の 力 が 集束 し て いく 。 

空 を 喰らう ほど に 膨 / ふ くれ 上 が っ た 破壊 の 光 は 、 天 に 嘩 つば する 人 間 
へ の 裁き を 思わ せ た 。 

あれ を 止め る た め に は 、 ブ ルー も 己 の 全て を 上 暑 け な けれ ば な ら な い 。 
エタ ー ナ ル チ ェ イン の 全身 に 装備 され た 七 つ の 属 性 玉 変 換 機構 エレ メ 
リー シヨ ン が 、 民 の 蒼 光 を 放射 する 。 

「 こ の まま お っ か な びっ くり リー 個 ず つ 増 や し て く の は 性 に 合わ な い ! 
限界 が 七 つ 同 時 発動 な ら 、 一 気 に そ こま で や っ て や る わ !!」 

これ まで 三 つ の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ プ 同 時 発動 で すら 疲 ひ 幣 へ いし 
て いた ブル ー が 今 、 禁 断 の 七 つ 同時 発動 に 天 高 く 猛 た ける 。 

髪 紀 属性 リボ ン 。 体操 服属 性 ブル マ 。 学 校 水着 属性 スク ー ル スイ ム 。 
貧 乳 属性 スモ ー ル バス ト 。 項 後 属性 ネー プ 。 

も は や 、 属 性 の 相乗 効果 な ど 考 慮 し て 重ね られ る 次 元 で は な いり 。 
自分 が これ まで 幾度 と な く 引 き 出 し た 力 を 、 端 は し か ら 次 々 と 発動 し 
で 1 く 。 

ブル ー の テイ ルギア が 放電 し 、 血 管 が 破裂 し た か と 幻視 する よう な 括 
烈 な 勢い で 、 属 性 力 エ レ メ ー ラ が 身体 か ら だ 中 か ら 飛 び 散 っ て いく 。 


ニニ ーー ニニ ニー ニー ニー ここ ご ニー. 三 ニー ニー 


ニニ ニー ニー ーー ニー ニー ニー 


幼馴染 属性 チ ヤ イル ド フ ツ ド ーー そし て 匂い 属性 フレ グラ ンス 。 

七 つ の 重ね 掛け は 、 す な わ ち 命懸け 。 

最後 に 付加 し た 二 つ は 、 命 預け る に 足る 信頼 を 寄せ る 力 。 

ブル ー が 一 歩 踏 み 出 すき っ か け と な っ た 難 敵 、 そ し て 最も 熱く 心 通い 
合わ せ た 強 敵 の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ だ っ た 。 

匂い 属性 フレ グラ ンス は 、 属 性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ ヨ ン で 単独 発 
動 さ せ て も 、 そ れ そ の も の で は さしたる 恩恵 は な い 。 ラ フレ シア ギル 
ディ らし い 、 気 合い を 入れ る 程度 の 革 さ 細 さ いな 全身 強化 能力 だ っ た 。 
し か し 、 こ の 少女 が 最後 の 一 押し を 、 僅 わずか な 背中 の 支 さ さえ を 必 
要 と し た その 時 一 神 に も 肉薄 する 極限 の 助力 .…… 根性, と な る 。 
時 空 の 果て を 礼 委 さ ま よ う 生 身 の 愛 あい 香 か を 守り 抜い た 時 の よう 
に 。 今 、 六 属性 の 荒れ 狂う 力 の 春 ほ ん 流 り ゆう を ね じ 込 み 、 押 さえ つ 
け 、 包 み 込 む 。 

全身 の 誰 光 が ウェ イブ プラ ンス エク シー ド に 集束 し 、 極 大 の 属性 力 エレ 
メー ラ が 解き 放 た れる 。 

「 完 全 ブ プレ イク ッ ! 解放 レリーズ ッッ !!」 

ウェ イブ プラ ンス エク シー ド が 魔 方 陣 に も 似 た 七 普 星 を 描い て 、 ヴ ァ ル 
キリ ア ギ ル ディ を 取り 囲む 。 

必殺 で ある が ゆえ に 一 撃 で ある べき 槍 柚 を 、 同 時 七 連 撃 に 昇華 する 荒 
技 。 

エグ トド りー ニム ウエ イブ |、。。 スタ ー ダ スト 


ッ 」 


どれ を 回 避 す れ ば - 一 な ど と いう 人 大 し ゆん 巡 じ ゆん すら 、 こ の 愛 の 槍 や 
り の 前 で は 許さ れ な い 。 

いか に 戦い くさ 女 め 神 が み と いえ ども 、 時 空 を 超越 し た 星 の 涯 ば く 布 
ふ を 振り 払う こと は 叶 か な わ ず 。 

アル ティ メ ギ ル 神話 の 象徴 た る 神 し ん 槍 そ う 頭頂 照ら す 神 光 ラグ ナ 
ロク ,, の 威光 は 、 た だ 一 人 の 少女 の 思い の 強 さ に よっ て 瓦 が 和解 か いし 
。 

「 う ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ 
ああ っ !!」 

空中 に 舞い 上 が っ た 後 、 二 度 、 三 度 と 全身 を 貫い た 衝撃 を 連鎖 破裂 さ 
せ .…… 七 度目 の 爆裂 と と も に 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は 大 地 に 叩 た た き 
つけ られ た 。 

戦い くさ 女 め 神 が み 、 墜 つ 一 。 

「 ほ あ 、。 は あ .。.. あ ぐ くつ. け 」 

ブル ー の テイ ルギア が 放電 し 、 エ ター ナル チェ イン が 強制 解除 され 
る 。 

か ろう じ て 変 身 を 維持 し て いる だ け の 、 満 まん 身 し ん 創 そ う 疹 いな が 
5 堂々 た る 勝利 者 の 風格 だ っ た 。 

edi 全て の エレ メリ アン の 魂 た まし い を 従え る この 私 に 、 エ レ メ リ ア 
ン の 魂 で 挑ん る で くる と は .……… 四 

搬 か すれ た 声 で 、 ど こ か 可 お 笑 か し そう に 咳 つぶ や く ヴ ァ ル キリ ア ギ 
ルディ 。 

「 魂 な ん て 知ら な いっ て の 。 あ た し は 使え る 力 を 使っ て る だ け 。 エ レ メ 
リア ン と 到 を 繋 つ な で ぐ なんて..…………. そ ん な 奇跡 みた いな 真 ま 似 ね が で きる 
と し た ら 、 一 人 し か いな いわ 」 

上 比 三 は 今 、 男 の 戦い を し て いる で あろ う 少 年 に 思い を 務 は せる 
よう に 、 裕 を 見 つめ る 。 


「 残念 だ .….. 。 私 の 想い が ..…………… あ 、 愛 .… ひ …… が 、 君 に 一 歩 及 ば な か っ 
だ 0 の だ なお 。、。。、 」 
「 あ た し は ほら .……… ライ バル 多い か ら 、 頑 張 ん な きゃ だ し 。 そ の 分 の 差 


満身 創 療 で あり な が ら 、 粋 な 笑い を 浮か べ る ブル ー。 

「 思え ば 、 心 を 持つ 死人 を 蘇 よ み が え ら せ た 時 、 私 の 敗北 は 運命 づけ ら 
れ て いた の か も し れん .……… 」 

無垢 く な 少女 の よう な 瞳 ひ と み で 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は いま だ 
戦い 続け る 使徒 た ち に 憧 どう 慢 け い を 馳せ る 。 


の つが 妙 な 顔 を され る の だ ろう な .…… | 

「 あ ん だ け ヘ ンタ イ ば っ か の 集まり で 、 何 を 遠 え ん 慮 り よ し て ん の よ 。 
あん た は 間違っ て な い 。 友 達 を 増やす より .…… 好き な 人 を 選ん だ ん で 
し ょ 」 

気 や すい 慰 な ぐさ めで は な い 。 自分 を 追い つめ た 強敵 だ か ら こ そ 。 

同じ 信念 に 生き た 女 だ か ら こ そ .……… ブ ルー は 本 心から の 優し さ を 贈 っ 
た の だ 。 

「…… 絶 対 に 不可 能 だ ろう が .………. も し 、 君 た ち ツ イン テイ ルズ が 首領 様 
の お 膝 ひ ざ 元 へ と 辿 た どり 着く こと が で きた な ら .……… 。 自 領 様 の お 顔 
を 、 見 て は くれ な いか 。 私 の 代わ り に な - 一 」 

「 そうね 、 見 て や る わ 。 あ ん た が そこ まで し て 守り た か っ た 奴 が 、 ど ん 
な 顔 し て ん の か ,」 

ak さら ば だ 、 テ イル ブル ー。 愛 の 戦士 よ 」 

誇り 高き 鉄 面 皮 に 戻り 、 握 り 締 め た 神 し ん 槍 そ う も ろ と も 李 彩 色 の 光 
の 中 に 消え て いく ヴァ ルキ リア ギル ディ 。 

それ を 見 届け た ブル ー は 、 満足 げ な 表情 で 地面 に 倒れ 込ん だ 。 


愛 を ぶつ け 合 っ た 死闘 は 、 悔 いな く 決着 し た 一 は ず だ っ た 。 


の 


ドラ グ ギ ルディ と の 再戦 は 、 類 し 烈 れ つ を 極め て いた 。 

ヴァ ルキ リア ギル ディ が 全力 を 出し て いる 副 次 効果 な の か 、 そ れ と も 
彼女 を 守る と いう 戦士 の 稔 き よう 情 じ が そう させ て いる の か .…… ゴ ッ ド 
ドラ グ ギ ルディ に 最強 変 遇 チ エイ ン エ ヴ オ ルプ し て も 、 先 の 戦い の よう 
に 苦痛 に 足 を 止め る こと は な い 。 

「 形態 変化 ナチ エイ ンカ スタ ムー ライ ザー!!」 

俺 は ライ ザー チェ イン の 攻撃 力 強 化 と フォ ー ラ ー チ ェ イ ン の 機動 力 強 
化 を 駆使 し 、 真 価 を 発揮 し た ゴッド ドラ グ ギ ルディ へ と 挑む 。 

プ ブレイザー ブレ イド ツイ ン 、 そ し て 背中 の 装 そ う 甲 こう に 搭載 され た 
短剣 ブレイザー エッ ジ を 抜き 放ち 、 切 れ 目 な く 斬 ざん 撃 げ き を 繰り 出し 
で Me 。 

激しい 攻防 の 中 、 ド ラグ ギル ディ の 目 は 、 剣 で は な く 上 に 下 に と 目 ま 
ぐる し く 結 び 衣 し を 繰り 返す 、 俺 の ツイ ン テ ー ル に 注 が れ て いた 。 
1 上 結び に 下 結 び .……… 酒 し や 落 れ っ 気 を 覚え た な テイ ルレ ッ ド ! 
そう だ 、 そ れ で いい ! 全て の ツイ ン テ ー ル で 挑ん で 来い !!」 

フォ ー ラ ー チ ェ イ ン ( の 高速 移動 に すら 追い すがっ て くる ゴッド ドラ グ 
ギル ディ 。 

射出 し た ブ プレイ ザー セイ バー を 難なく 叩 た た き 沙 と し 、 返 す 刀 で 強烈 
な 斬 撃 を 見 舞っ て くる 。 

一 度 間合い を 取り 、 と も に 初期 形態 へ と 戻る と 、 俺 た ち は 乱 れる 呼吸 
いき を 整え た 。 

「 ツ イン テー ル は 、 い いも の だ な .… テイ ルレ ッ ド ! 」 


「 こ ん な 時 に 何 を .…… 当たり 前 じゃ ね え か ! 

喜 わ れる まで も な いし 、 吉 うま で も な いり 。 
「 だ っ て .………… だ か ら 俺 は 、 戦 っ て きた ん だ !!」 

再び 対 た い 岩 じ し 、 歩 み を 進め 合い 、 そ し て 走り 出す 。 

俺 は ライ ザー チェ イン へ 、 そ し て アル ティ メッ トチ ェ イ ン へ 。 

ドラ グ ギ ルディ は ツイ ン テ ー ル の 竜 細 陣 は ば た き へ 、 そ し て ゴッド ド 
ラグ ギル ディ へ 、。 

与 い の ツイ ン テ ー ル の 軌跡 を 駆け 抜け 、 俺 た ち は 真 っ 向 か ら 激突 し 
た 。 

テイ ルカ リバ ー と ツインテール の 竜神 剣 き ら め き , 、 た だ ー つ の 武 
器 を 引っ さげ て 。 
「 うお お お お お お お お お お お お お お お お お お !!」 

剣 と 剣 が 、 今 再び 一 ツイ ン テ ー ル の 形 に 結び 合う 。 

どん な 動き を すれ ば いい 。 

どん な 特殊 能力 な ら 有 利 に 立て る 。 

戦術 も 駆け 引き も 斬 き り 結 ぶ 度 た びに 垣 こ ば れ 落 ち 、 全 て の 思考 が ク 
リア に な っ て いく 。 

俺 た ち は た だ - ツ イン テー ル だ っ た 。 


静か だ 。 

功 や い ば と 妃 を 打ち 合わ せる 音 だ けが 、 清 せい 澄 ち よう に 鳴り 響く 。 

心 に 、 ツ イン テー ル に 響く 音色 。 

吐 と 息 い き の よ うに 切な く 。 

怒声 の よう に 烈 は げ し く 。 

俺 の ツイ ン テ ー ル と ドラ グ ギ ルディ の ツイ ン テ ー ル は 、 手 を 取り 合う 
よう に 舞い 踊る 。 


いつ まで も こう し て いた い 。 

それ は 許さ れ な い 。 

是 と 間 を ー い ち 斬 ざん ご と に 転回 させ 、 ツ イン テー ル の 形 に 紡 つ む お が 
れる 合 け ん 関 せん 。 

巡 か ら 間 断 無く 振り 散る 火花 は 、 さ な が ら ツ イン テー ル の 涙 だ っ た 。 
同時 に 飛び すさ り 間 合い を 取っ た 俺 た ち は 、 吉 葉 な く 最終 決着 を 了解 
する 。 

「 完 全 解 放 ブ プレ イク レリーズ ! 容 極 装填 アル テイ メ ツ トモ ー ド !!」 
テイ ルカ リバ ー の 紅 あ か き 刀身 が 、 全 て を 超越 し た 黄金 の 輝き に 包ま 
れ て ゆく 。 

ゴッド ドラ グ ギ ルディ の 手 に する "ツイン テー ル の 竜神 剣 き ら め き , 
も また 、 移 し や く 熱 ね つの 光波 刻 を 刀身 に ま と わ せ て いっ た 。 

フチ ナル アレイ サーー ーー ーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ュー デー3 記 Mi 

3 お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お 
お お お お お !!」 

その 先 の 全て を 捨て 去っ た 、 澤 こん 身 し ん の 振り 抜き 。 

俺 た ちの 最終 剣 は 互い の ちょ うど 中 間 で ぶつ か り 、 一 歩も 退 か ず に 
きつ 抗 こ うす る 。 

行き 場 を 失っ た 破壊 光 が 洛 縮 し 、 小 型 の 太陽 と な っ て 周囲 を 私 や き 尽 
くす 。 

熱い .……… ツ イン テー ル が 熱い ぜ 。 な あ 、 ド ラグ ギル ディ .…………。 
初め て ツイ ン テ ー ル を 語り 合っ た 、 俺 の 宿敵 。 

止 と め 処 ど な く 湧 き 上 が る この 力 、 こ の 魂 た まし い の 全 て を - 一 も う 一 
度 受 け 取 れ ! 

俺 の ! 俺 の ツイ ン テ ー ル は ! 


「 俺 の ツイ ン テ ー ル は ! 無限 だ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ あ 


ああ ああ ああ ああ !!」 


次 元 が 起き し み 、 全 て が 白 滅 し て いく 最 さ 中 な か 。 
剣 が 砕け 、 光 に 呑 の み 込ま れ て いく ゴッド ドラ グ ギ ルディ が 見 えた 


oO 


の 


「 コ ズミ ッ ク ジ ャ ッ ジ メン トーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ !! 」 
「 イ ン フ ィ ニ ッ ト バ ニッ シャ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ !! 」 
無数 の エレ メリ アン た ちの 色 囲 を 突破 し 、 テ イル イエ ロー・ ア プ ソ 
リュ ー ト チェ イン と テイ ルプ ラッ ク ・ イ ン フ ィ ニ ティ チェ イン の 二 人 
が 、 つ い に ユ グ ド ラ シル ギル ディ へ と 到達 し た 。 

黒 と 黄 の 光 が 螺 ら 旋 せん に 絡み 合い 、 喰 うな り を 上 げ て そびえ 立つ 神 
樹 へ と 突き 進む 。 


「 あ れ 『 
気 の 抜け た 声 を 上 げ な が ら 、 頭 部 の 砲台 を 爆発 さす せる ユグドラ シル ギ 
ルディ 。 


イエ ロー と プ ブラッ ク の 攻撃 に 対し て 防御 行動 を 取ら な か っ た の は 、 ユ 
グ ド ラ シル ギル ディ 自身 、 こ の 花粉 技 を 禁忌 の も の と 嫌っ て いる か ら か 
も 知れ な い 。 

と も あれ 撤 死 舞 到 マ キシ マム の 市 街 地 へ の 拡散 は 止ま り 、 ひ と まず 一 
般 人 へ の 被害 は 食い 止め られ た 。 

し か し 、 二 人 に と っ て の 地獄 は まさ に ここ か ら 始 まる と 吉 っ て も い 
し い 。 

「 よ し 、 折 り 返 し じゃ ぞ イ エロ ー.… こい つら を 再度 突破 し な けれ ば な 
ら ん!」 


「 え え 、 急 いで ブル ー を 助け に 向かい まし ょ う !!」 

着地 し ざま 、 互 い を 鼓舞 し な が ら 振 り 返 る と 一 自分 た ち を 追い つめ て 
いた 無 毛 で 勇 ま エ イン へ し き 者 リア ル ,, た ち が 皆 、 戦 意 を 喪失 し た か 
の よう に 立ち 尽く し て いる 。 

も う 、 戦 う 必 要 は な い 」 

その 答え は 、 ブ プラ ッ ク た ち が 問 い 返 す 前 に ビー トル ギル ディ の 口 か ら 
続け られ た 。 

「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ が 倒れ た よう だ .…… ぼ ……。 私 た ち が 実 体 を 維持 で き 
る の も 、 そ う 長 く は ある まい 。 お 前 た ち ツ イン テイ ルズ の 勝利 だ 」 

あま り に も あっ さり と し た 敗北 宣 吉 に 、 イ エロ ー も プラ ッ ク も 、 し ば 
らく 状況 を 受け 容 い れ ら れず に いた 。 

し か し 、 完 全 に 戦闘 意志 を 消失 させ て いる エレ メリ アン た ち を 見 て 、 
よう や くそ れ は 実感 へ と 変わ っ て いく 。 

「 ブ ルー が 、 や っ て くれ まし た の ね ! 」 

すでに か な り けり 離れ て し まい 、 そ の 姿 を 肝 う か が い 見 る こと は で き な い 
が 、 ブ ルー は 戦い くさ 女 め 神 が み へ と 雪辱 を 果たし た よう だ 。 ほ っ と 胸 
を 撫 な で 下ろ す イ エロ ー。 

「 え えい 貧 乳 め 、 も う 少 し 決着 が 早けれ ば 、 わ ら わ た ち も 楽 で きた も の 
を 」 

余裕 が で き て 早速 、 さ さや か な 悪 肖 を つく プラ ッ ク 。 

「 お い 、 テ イル ブラ ッ ク よ 。 あ の 白衣 の 仮面 女 、 此 こ 度 た び は 来 ぬ の 
か 」 

つい さっ きま で 死闘 を 繰り 広げ て いた の に 、 消 える と わか っ て か 完全 
に まっ た けり モー ド に な っ て いる ティ ラノ ギル ディ 。 括 戦 闘 貞 の トゥ アー 
ル の こと を 気 に か け て いる 。 

「 あや つも 別 の 場所 で 戦っ て お る わ 。 撤 死 舞 材 マ キシ マム の 脅威 か ら 一 
般 人 を 避難 させ る た め に な 」 


軽く お っ と し な が ら 、 プ ラッ ク は 投げ や りな 口調 で 教え た 。 
dg そう か 、 避 難 誘導 か .……。 今 回 こそ 吉 っ て お く こ と が あっ た の だ 


ぶつ ぶつ と 独り ご ちる ティ ラノ ギル ディ 。 ブ ラック も も う 、 構 うつ も 
けり は な いよ うだ 。 

「 あな た た ち は .…… 命 令 で 、 仕 方 が な く 戦 っ て いた の で すか ? 」 

どう し て も 聞か ず に は いら れず 、 イ エロ ー が エレ メリ アン た ち を 見 渡 
す 。 

消え る と わか っ た 今 最後 の 抵抗 を 、 と 向かっ て くる エレ メリ アン す 
ら 、 一 体 も いな い の だ 。 

「 復活 し て か ら の 日 々 、 そ れ な り に 悪く は な か っ た が .……… ぼ さり と て この 
時 間 が 永遠 に 続く と は 、 最 初 か ら 誰 だ れ も 思 っ て は いま いよ 。 仮 初 め の 
生命 で 、 何 を 為す か だ っ た の だ が - 一 」 

トリ ケラ トッ プ ギ ルディ が 、 代 は か な い 時 間 を 回 世 す る よう に 天 を 振 
り 仰 ぐ 。 

「 私 た ち は 皆 、 生 前 の お 前 た ちと の 戦い で 、 満 足し 過ぎ た の だ 。 戦 いく 
さ 女 め 神 が み 殿 も さぞ や 不服 だ っ た だ ろう 、 望 み は 編 お ん 執 し ゆう 極 ま 
る 亡者 だ っ た で あろ うに 、 皆 楽し く 第 二 の 生 を 誠 歌 し て いて は な 」 
戦士 た ち は そ の 意見 を 受け 、 あ る 者 は 首 し ゆ 育 こう し 、 あ る 者 は 苦笑 
し た 。 

「 ふーん じゃ 。 わ ら わ た ち も 、 足 様 た ちの 存在 は 不服 極 ま り な か っ た 
わ 。 今 さら 層 悔 ざん げ な ど 聞 か ぬ ぞ 、 と っ と と 消え 失せ い 」 

まさ に 虫 を 払う よう に 、 軽 く 手 を 振る プラ ッ ク だ っ た が 一 図っ た か の 
よう な タイ ミン グ で 、 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル ,, た ちの 身体 
か ら だ が 、 極 彩色 の 光 に 包ま れ て 消え て いく 。 

「 あ 、 消 える みた いで すね ー 

砲台 以外 は ほぼ 無傷 の ユグドラ シル ギル ディ が 、 の ん びり と 最期 を 告 


げ る 。 

基地 に 退却 する よう な 気軽 さ で ..…. 戦 士 た ち は 、 次 々 と 消え て いく 。 
まる で 、 最 初 か ら 全 て が 夢 だ っ た か の よう に 、 そ こ に は 何 も 残 ら な 
づつ 突 。 

確か に 消え ろ と は 吉 っ た が 、 本 当 に あっ さり 消え られ て し まい 、 プ 
ラッ ク も 複 維 な 表情 を 浮か べ る 。 

「 簡単 に 消滅 を 受け 容 い れ お っ て .……… こ の 二 〇 日 あま り 、 ど れ だ け 貴 様 
ら に 苦労 させ られ た と 思っ て お る ! 呪 じ ゆ 縛 ば く か ら 解 き 放 た れ た な 
ら 、 茶 飲み 話 く らい つき 合っ て か ら 逝 ゆか ぬか !!」 

それ で も プラ ッ ク は 、 よ う や く 全 て か ら 解 放さ れ た よう に 地面 に 倒れ 
込ん だ の だ が - 一 


赤い 粒子 が 消え 始め た 空 に 、 イ エロ ー は 更 な る 不穏 を 感じ 取っ て い 


ee は あ 、 は あ .…… 四 

ツイ ン テ ー ル の 一 騎 討 ち は 一 俺 が 制 し た 。 

全力 を 出し きっ た こと で 、 限 界 を 迎え た アル ティ メッ トチ ェ イ ン の 装 
そう 甲 こ う が 宙 そら に 解 ほ どけ て いく 。 

ゴッド ドラ グ ギ ルディ も また 最強 変身 チエ イン エ ヴ オ ルプ が 解除 さ 
れ 、 ツ イン テー ル を 広げ な が ら 大 の 字 に 倒れ て いっ た 。 全身 か ら 紫 し 電 
で ん を 散ら し な が ら も 、 穏 や か な 声 で 語り か け て くる 。 
Se 感謝 する ぞ .……… テ イル レッ ド 。 いい! 勝負 だ っ た 」 
「 根 限り .… 戦 えた か ?」 
「 ああ 、 悔 い は な い 。 今度 こそ 、 我 われ の ツイ ン テ ー ル は に 完全 燃焼 し 


た 」 

その 晴れ や か な 表情 を 見 て 、 俺 も また 完全 燃焼 し た の だ と 思い な す 。 

「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ が 上 幣 た お れ た よう だ 。 お そら く は 青 の 戦 士 か 、 
さす が だ .……. 

胸 を 押さ える ドラ グ ギ ルディ 。 

身体 か ら だ の 変調 で 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 最期 を 悟っ た らし い 。 

そう か 、 プ ルー が や っ て くれ た の か .………。 

「 死 し て 尚 変態 ヴ ア ル 八 ラ , の 術 理 は 消滅 し た 。 全 て の 「 無 毛 で 勇 ま 
し き 者 エイ ン ヘ へ リアル, は 消え 去る .…… お 前 た ちの 完全 勝利 だ 」 

や が て 、 ド ラグ ギル ディ の 全身 は 極 彩色 の 光 に 包ま れ 始 め た 。 

「 さ ら ば だ 、 テ イル レッ ド .……… ツ イン テー ル に 輝き あれ !!」 

澄ん だ 別れ の 吉 葉 と と も に 、 粒 子 と な っ て 綻 は ころ び 出 し た ドラ グ ギ 
ルディ の 身体 は 一 何 な 故 ぜ か 発光 が 止ま り 、 元 の 鎧 よろ い の よ うな 黒く 
ろ 鉄 が ね 色 に 戻っ て し まう 。 

「 間違い な く 、 生 命 い の ち が 消 えて いく 感覚 が あっ た ..………. 何 故 、 我 われ 
は まだ 生き て いる ?」 

立ち 上 が り 、 自 分 の 手の平 を 確認 する よう に 見 て 戸惑う ドラ グ ギ ル 
pa 

その 答え は 、 不 意 に 周囲 に 響き わた っ た 声 に よっ て 告げ られ た 。 

『ー 「 死 し て 尚 変態 ヴ ア ル バ ハラ ,, の 術 理 が まだ 生き て いる か ら .… 以外 
に 考え られ な いで し ょ う ?』 

俺 た ちの 前 で 空間 が 奇妙 な うねり を 見 せ 、 極 彩色 の ゲー ト が 出現 。 

中 か ら 、 先 ほど の 声 の 主 、 一体 の エレ メリ アン が 歩み 出 て 来る 。 

花 の よう な 頭 部 に 、 余 裕 を 温 た た えた 口 く ち 許 も と 。 細 くし な や か 
な 身体 と 、 そ れ を 包む お 白衣 の よう な パー ツ 。 …… こい つも 、 女 性 型 の エ 
レ メ リ アン だ 。 

その 見 た 目 か ら 科 学者 を 連想 し た 俺 は 、 続 く 彼女 の 名 乗り に 区 き よう っ 


憎 が くし た 。 

「 初 め あま し て ぇ え 、 テ イル レッ ド ち ゃ ん 。 私 は マー メイ ド ギ ル ディ よ 」 
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『 混 こん 成せ い 残 ざ ん 存 で ぞ ん 軍 ぐん に 出張 っ て き て 、 減 茶 苦 共 や っ て る 
ヤツ が いや が る ん だ .…… ぼ …。 最 高 科 学者 マー メイ ド ギ ル ディ .……… この 名 前 
を 覚え と き な 』 

「 前 に フェ ニッ クス ギル ディ が 吉 っ て た 、 ア ル テ ィ メ ギル の 科学 者 

か ! 」 

「 ま ーー 役 っ た ら 、 ど ん な 素敵 な 紹介 を し て くれ た の か し ら ? 」 

こい つ は エレ メリ アン を 実験 材料 と 思っ て いる 、 危 険 な 奴 や つっ て 話 
だ っ た が .……… 戦 い が 決 着 し た この 場 に や っ て 来 て 、 何 を する 気 だ 。 ま さ 
か 、 俺 た ちと 戦う つも りか ? 

「 や め て ね 、 私 っ て ば 戦い は か ら っ き し だ か ら 。 た だ 、 友 達 と の 約束 を 
果たし に 来 た の 」 

マー メイ ド ギ ル ディ が 横 を 向く と 、 そ こ に 周囲 の 光 が 集 束 す る よう に 
し て 球体 が で き あ が っ た 。 そ の 光 球 が 割れ て 、 中 か ら 姿 を 現し た の は - 一 
「 ヴ ァ 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ 『!?」 

俺 は 目 を 疑う b。 ド ラグ ギル ディ が 最期 を 悟っ た は ず の 、 ヴ ァ ル キリ ア 
ギル ディ だ っ た 。 

全身 ボロ ボロ の 状態 だ が 、 握 り 締め た 神 し ん 槍 そ うだ けが 、 変 わら ぬ 
輝き を 携 た ず さ え て いる 。 

「 ブ ルー に 倒さ れる 前 に 、 こ っ ち に 転移 し て きた の か ! 

「 い いえ 、 も う ヴ ァ ル ちゃ ん は 戦え な いわ 。 だ か ら 私 が 約束 を 果たす の 
よ 。 彼女 の 希望 一 死 し て 尚 な お 、 首 償 様 の た め に 究極 の ツイ ン テ ー ル を 
手 に する た め 戦 うと 一 !!」 

マー メイ ド ギ ル ディ は 憐 あ われ むように 吉 う と 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル 
ディ が 握っ て いた 頭頂 照ら ラグ ナ す 神 光 ロ ク ,, を 自ら 手 に する 。 そ の 


瞬間 。 

ヴァ ルキ リア ギル ディ の 鎧 よろ い の よ うに 神 こ う 々 ご うし き 身 体 か ら 
だ か ら 艶 つや が 失わ れ 、 友 色 に 石化 し て いっ た 。 

徐々 に 巨大 化し な が ら 浮 遊 し て いき 、 そ の 過程 で 両脚 が 月 れ 落 ち 、 両 
腕 が 膨 ふ くれ 上 が る 。 

細っ た 身体 と 肥大 し た 頭 部 一 島 の 骨 の よう に 人 歪 い び つ な 牙 。 

まさ に 、 神 話 の 世界 の 大 だ い 地 ち 母 ぽ 神 し ん その も の 異様 だ っ た 。 


(私 は 、 ガ イア ギル ディ ー こ の 世界 を 終 し ゆう 雅 え ん に 導き 、 容 極 の ツ 
イン テー ル を 手 に する 者 ) 


誇り 高き 戦い くさ 女 め 神 が み の 名 を 捨て た 最終 闘 体 一 それ は 、 全 て を 

か な ぐり 捨て た 大 地 母 神 。 
その 和 無機質 な 声 こ わ 斉 ね が 、 大 気 を 岩 ふ る わせ て 響き 聞こ える 。 

5 究極 の .…… ぼ ツイ ン テ ー ル .……. 首 償 様 に .……) 

人 人 っ た 感情 で 

女神 が 最後 に 控 げ た の は 、 髪 する 首領 へ の 普 い だ っ た 。 

それ きり 、 ガ イア ギル ディ は 口 を 閉ざし て し まっ た 。 ま る で 、 残 され 
て いた 自我 も 完全 に 消失 し て し まっ た か の よう に 。 

「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ は 自ら 死 を 受け 容 い れ た .…… そ し て 死 し て 沿 
変態 ヴ ア ル ハ バラ,, の 力 を 過剰 暴走 させ 、 自 分 自身 が “ 無 毛 で 勇 ま し き 者 
モエ イン ペリ アル ど 公 じ し て し まっ た の だ .。。 0 

俺 に 女神 の 終 遷 を 語る ドラ グ ギ ルディ に 、 無 力 感 が 港 に じん で いる 。 

まる で 、 こ の 結末 を 知っ て いた か の よう に 。 

ツイ ン テ ー ル を 愛す る 組織 に あっ て 、 つ る つる の 頭 を 愛し た 戦 女 神 。 

異端 者 を 受け 容れ て くれ た 首 領 の た め に 戦う こと が 、 彼 女 の 誇 り で あ 
り 力 だ っ た 。 


それ が 今 は 、 無 毛 へ の 愛す ら 捨 て 去っ て 、 首 領 の た め に 狗 じ よ うと し 
て いる 。 

ゆっ くり と 、 そ の 巨大 な 両 り よう 掌 し よう を 大 地 へ 向け る ガイ ア ギ ル 
ディ 。 

Ss まだ 、 戦 うつ も りな の か よ .………… 生 命 を 失っ て まで 、 お 前 は -ー!!」 
死 し た 魂 た まし い を 操り 、 幾 多 の 世界 を 滅ぼし て きた 戦 女神 の 未 路 
が .……… 自 ら 生け る 死者 と 成り 果て て 戦い 続け る こと だ な ん て .……… 因 果 応 

報 と 呼ぶ に は 、 あ まり に も 慈 し す ぎる 。 

「 こ の ガイ ア ギ ル ディ を 倒さ な い 限 り 、 俺 た ちの 戦い は 終わ ら な いっ て 
いつ の か !!」 

悲壮 な 願い だ と は いえ 、 俺 は こい つの 信念 を 絶ち 斬 き ら な けれ ば いけ 
な い 。 

機 を 吾 う か が っ て いる の か 、 今 は まだ 空中 で 静止 する だ け の ガイ ア ギ 
ルディ に 向け 、 俺 が プレ イザ ー ブ レ イド を 構え た 途 端 。 

神 し ん 檎 そう "頭頂 照ら す 神 光 ラ グ ナ ロ ク , を 握り 締め 、 天 高く 掲げ 
る マー メイ ド ギ ル ディ 。 

それ に 呼応 する よう に し て 、 上 空 の ガイ ア ギ ル ディ の 両 り よう 掌 し よ 
うか ら 、 コ ー ル ター ル の よう な 黒い 粘 体 が と ろ け 落ち て いく 。 

粘 体 は 地面 に 落ち た 後 、 次 々 と 人 の 形 を 取り 始め た 。 リ ヴァ イア ギル 
ディ に クラ ー ケ ギル ディ .… 皆 、 こ れ ま で に 対戦 し た エレ メリ アン た ち 
と 同じ 姿 を し て いる 。 

それ は まる で 、 漆 し つ 黒 こく の 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル , 


oO 


周囲 に 居 並 ん で いく 黒い エレ メリ アン た ち を 、 マ ー メ イド ギル ディ は 
CR 

3 戦い くさ 女 め 神 が み は これ か ら も 、 世 界 終 し ゆう 臣 え ん の 神話 を 
紡 つ むぎ 続け る わ 。 首領 様 の 望む 『 究 極 の ツイ ン テ ー ル 』 を 手 に する ま 


で .…… 彼 女 は この 、 心 無き 戦士 を 産み 出し 続け る 
「 亡 者 より も 虚 う つろ な る 戦士 、 い わ ば ホロ ウエ レ メ リ アン と いう わけ 


憎 に く 々 に くし げに 上 ね め 据 すえ る ドラ グ ギ ルディ 。 

ホロ ウエ レ メ リ アン た ち は 、 不 気味 な まで に 微動 も し な い |。 

まる で マシ ン ガ ン の 弾倉 に 詰め られ た 弾丸 の よう に 、 大 人 し く 整 列 し 
て いる 。 

マー メイ ド ギ ル ディ の 合図 か 、 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 嘆き か 。 
いずれ に し て も こい つら は 何 か の きっ か け で 一 斉 に 散開 し 、 人 々 を 狙 
ね らい 出す の だ ろう 。 

ヴァ ルキ リア ギル ディ 自身 まで が 「 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア 
ル , に な っ た と いう の な ら 、 そ れ を 維持 し て いる の は - 一 マー メイ ド ギ ル 
ディ の 持っ て いる 、 あ の 神 し ん 槍 そ うか !! 

「 な ら 、 あ れ を 破壊 すれ ば .……」 

俺 の 視線 に 気づい た の か 、 マ ー メ イド ギル ディ は 軽やか に 飛び すさ っ 
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「 こ れ は 壊さ せな いわ よ 。 自分 の 意思 を 失っ て いる ヴァ ル ち ゃ ん を 制御 
で きる の は 、 こ の 神 槍 だ け .……… ガ イア ギル ディ と 化し た 生命 を 維持 で き 
る の も ね 」 

そう 吉 わ れ た ら 、 余 計 に 壊さ な いわ け に は いか な い だ ろ うっ う 。 

「 ま だ まだ 元気 いっ ぱい な の ね 、 テ イル レッ ド ち ゃ ん 。 だ っ た ら 、 こ の 
子 た ちと 遊ぶ ? 」 

マー メイ ド ギ ル ディ の 背後 に 複数 の ゲー ト が 出現 し 、 中 か ら 白 い ロ ー 
プ の 戦士 が 現れ る 。 

「.….. そ の 白 ロ ー プ は ..…… ゴ 、 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 戦 


背中 に 剣 の 紋章 を 刻ん だ 白 ロ ー プ を まとう 、 最 強 軍団 の 戦士 た ち 。 


ヴァ ルキ リア ギル ディ が 活動 し 始め て か ら 沈 黙 を 守っ て いた 神 の 一 剣 
ゴー・ デ イア ・ ソ ー ド が 、 よ り に も よっ て マー メイ ド ギ ル ディ の 伏兵 と 
し て 現れ た 。 

全部 で 四 体 いる の は 、 ツ イン テイ ルズ を 足止め する た め の 布 陣 だ っ た 
の だ ろう 。 


し か も 、 プ ブツ プ ブツ と 何 か を 咳 つ ぶ や いて いる が 、 自 我 が ほ は と ん ど 無 い 
よう に 見 える 。 尻 属性 ヒ ツ プ の グリ フォ ギル ディ と 戦っ た 時 に 一 緒 に い 
た 、 ヒ ドラ ギル ディ の よう な 妖 あ や し しい 雰囲気 の 奴 や つら だ 。 

今 ま で 、 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド は 謎 な ぞ だ ら け の 軍団 だ っ 
た 。 

倒し て も 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ が 出現 せ ず 、 今 回 の 死 し て 沿 変 態 
ヴ ア ル ハ 八 ラ ,, で も 交 よ み が え っ て いな い 。 

それ ら の 謎 は も し や 、 こ の マー メイ ド ギ ル ディ と いう 科学 者 に 集約 さ 
れる の で は 一 。 

俺 が 覚悟 を 決め 、 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 四 戦 士 に 挑 も うと 
し た 、 そ の 瞬間 。 


『 一 元気 いっ ぱい な の が 、 こ こ に も いる ぜ 。 遊 ん で も ら お うじ ゃ ねえ 
か !!』 


俺 た ちの 目 の 前 で 空間 その も の に ヒビ が 入り けり 、 中 か ら 熱 波 が 噴き 出し 
て きた 。 
『 テ イル オン !!』 


つい に 巨大 な 業 ご う 火 か が 空間 を 貫き 、 鳳 遇 の シル エッ ト が 浮か び 上 
が る 。 


「 ポ ニー テー ル は 世界 を 撃つ な ぐ 架 け 橋 ! 太陽 の 戦士 、 フ ェ ニ ックス 
ギル ディ 見 参 ! …… あ 、 今 は 結い わ 細 ば ね 唯 ゆ 乃 の な !」 

忙 せ わし な く 吉 い 直 し 、 自 慢 の ポニ ー テ ー ル を 荒 々 し く 挿 か き 上 げ 
る 。 

紫 し 光 こ う の 輝 き を 放つ 、 不 死 鳥 の 装 そ う 甲 こう 。 

テイ ルギア ・TYPELP を まとっ た 結 細 唯 肪 が 、 炎 を 背負 っ て 歩 を 
進め て きた 。 

俺 が 奴 や つの 無事 を 喜ぶ の に 先んじ て 、 マ ー メ イド ギル ディ が 驚嘆 の 
声 を 上 げ る 。 

「 フ ェ ニ ックス ギル ディ 君 .………!? どう や っ て あの 拘束 を 破っ た の !?」 
唯 旋 は サム ズ ア ッ プ し て 自分 を 指し 示す と 、 八 や 重 え 歯 ば を 輝 か せ て 
得意 げに 語っ た 。 

「 力 を 加え る ほど 硬く な る 柳 か せっ た っ て 、 限 界 は ある に 決ま っ て ん だ 
ろ ! フル パワ ー で 砕け ね えな ら 、 め っ っ っ ちゃ 力 を 溜め て 、 フ ル パ 
ワー の フル パワ ー で 砕く だ け だ ぜ !!」 

「 示 あきれ た 脳 筋 ね .…… 和 失敗 し た わ 。 そ の 装甲 も ちゃ ん と 研究 させ て も 
ら え ば よかっ た ,」 

あの マー メイ ド ギ ル ディ が 、 頭 を 抱か か えて いる 。 

何 が あっ た か わか ら な いけ ど 、 あ いつ また 無 奈 苦 革 や っ た みた い だ 


「 お 前 は .………. フ ェ ニ ックス ギル ディ 、 な の か 」 

普通 の 人 間 の 女の子 で ある 唯 有 訪 を 、 し げ し げ と 見 つめ る ドラ グ ギ ル 
ディ 。 

「 久 し ぶり だ な 、 ド ラグ ギル ディ ! この と お り ち っ と ば か し 変わ っ ち 
まっ た が 、 俺 様 だ っ て わか っ た か !!」 

「 ふ ぶ ふ お 、 ポ ニー テー ル の 少女 .… ぼ それ が お 前 の 到達 し た 頂い た だ きか ,」 
ちっ と ば か し っ て 、 エ レ メ リ アン か ら 人 間 の 女の子 に な っ て る ん だ 


eo ドラ グ ギ ルディ は 、 あ まり 気 に し て いる 様子 が な い 。 

唯 乃 は 拳 こぶ し を 鳴ら し な が ら 、 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 戦 
士 た ち を 射 い 末 す くめ る 。 

「 さ あて 。 俺 様 の 能力 を か っ ぱら われ た せい で 、 テ イル レッ ド た ち に 余 
計 な 苦労 か けち まっ た .…… その 分 の 沙 と し 前 は つけ ね えと な !!」 


ツイ ン テ イ ルズ と エレ メリ アン 一 肥 方 の 最大 戦力 が 入り 乱れ る 大 戦 に 
最後 の 戦士 が 名 乗り を 上 げた 。 


と 
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第 七 章 奇跡 の ツイ ン テ ー ル 。 


「 フ ェ ニ ックス ギル ディ 君 .…… ツ イン テイ ルズ の 味方 を する つも り ? 」 
自信 満々 に 腰 に 手 を 当て 、 欠 片 か けら も 迷い の 無い 笑顔 で 宣 吉 す る 唯 
ゆ 乃 の 。 

「 教 えて や る ぜ .……… 俺 様 は 誰 だ れ の 味方 で も ね え ! 正義 の 味方 だ !!」 
マー メイ ド ギ ル ディ へ と 歩み 寄る 唯 乃 の 前 に 、 白 ロー プ を 着 た 神 の 一 
剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の エレ メリ アン た ち が 立 ち 塞 人 ふさ が っ た 。 

唯 旋 は 始 え ん 銃 じ ゆう 剣 け ん フェニ ックス ラッ シュ ー タ ー を 手 に 握 
る 。 

炎 が 凝縮 され た 巨大 な 妃 や い ば を 一 振り 、 二 振り - 一 構え 慣らし で す 
ら 、 空 を 焼き 斬 きる 超 高熱 。 

「 俺 様 の オ ! 完全 解放 ブ プレ イク レリーズ ッッ ッ !!」 

テイ ルギア TYP ELP の 背 に 広がる 不死 鳥 の 細 が 分 離し 、 炎 を ま 
と っ て 飛 ひ 翔 し よう する 。 

怒り の 炎 は 瞬く 間 に 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 戦士 た ち を 三 体 
も 同時 に 拘束 バイ ンド し 、 大 神殿 を 思わ せる よう な 無数 の 火柱 が そびえ 
立っ て い 1 く 。 

フェ ニッ クス ラッ シュ ー タ ー の 刀身 に ある 銃口 が 開き 、 銃 剣 二 形 態 の 
特性 を 合わ せ 持っ た 変形 を 果たす 。 
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シュ コス !!」 
銃口 か ら 伸び た 巨大 な 炎 の 急 が 、 一 気 に 振り 下ろ され る 。 
神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 強者 た ち が 、 瞬 く 間 に 蹴 け 散ら され 


て いく 。 相変わらず 、 常 識 外 れ な 強 さ だ 。 

いつ も の よう に 属性 に つい て 熱く 語り 合う こと も せ ず 、 最 初 か ら 全力 
攻撃 と は 。 

あい つ 、 相 当 鬱 うつ 慎 ぶ ん が 溜まっ て た みた い だ な .……『… 

だ が 同時 に 、 こ こ に 来る 前 に 何 か あ っ た の か .…… か な り 疲 ひ 軸 へ いし 
MS 

ェ ニ ックス ギル ディ の 姿 へ と 戻っ た 。 
時 ド ギ ル ディ 、 て め え の 切り 札 は これ で すっ か ら か ん だ 
ぜ !」 
理由 が あっ て 、 あ えて 攻撃 を 外し た の だ ろう か 。 フ ェ ニ ックス ギル 
ディ は 一 体 だ け 残 っ た 神 の 一 剣 ゴ ー・ デ イア ・ ソ ー ド の 戦士 の 白 ロ ー プ 
を 掴 つ か み 、 一 気 に 引 き 腹 さい た 。 
露 あ ら わ に な っ た エレ メリ アン の 姿 に 、 俺 は 度肝 を 抜か れ た 。 

スワ ン ギ ルディ ー ド ラグ ギル ディ の 部 下 だ っ た と いう 、 看 護 服属 性 
ナー ス の エレ メリ アン だ 。 

「 そ うだ 、 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル , が 勢 揃 ぞ ろ い し た 中 
に 、 誰 か が 足り な いよ うな 気 が し て た ん だ ! スワ ン ギ ルディ ! 俺 に 
一 対 一 の 勝負 を 挑 れ で きた 、 こ いつ が いな か っ た ん だ !!」 

欠け た ピー ス を 頭 の 中 で は め た 俺 に 、 ド ラグ ギル ディ も 追随 する 。 

「 や は りか 。 我 われ も 彼 奴 き や つ つの 姿 が 見 え ず 、 部 下 に 行方 を 探っ て 
も ら っ て いた の だ が .……… つ よもや 、 マ ー メ イド ギル ディ の 手中 に 陥 お ち 
いっ て いた と は .…… 1」 

スワ ン ギ ルディ は 俺 と の 果たし 合い の 後 で ブル ー に トド メ を 刺さ れ て 
し まっ た の だ が 、 そ の 時 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ が 出現 し な か っ た の で 
少し 気 に な っ て は いた ん だ 。 

生き て いた と し て も 不思議 は な い が 、 何 な 故 ぜ こい つが 神 の 一 剣 
ゴー・ デ イア ・ ソ ー ド の 和央 せん 兵 へ ぺい に な っ て いる !? 吉 っ て は 悪い 


が 、 そ こま で の 戦闘 力 は 持っ て いな か っ た は ず だ 。 俺 と 戦っ て か ら の 数 
か 月 で 、 こ いつ に 一 体 何 が あっ た ん だ !? 

「 この 科学 者 は こう いう 奴 や つ な ん だ よ 。 監禁 ・ 洗 脳 ・ 催 眠 、 な ん で も 
ご ざれ だ 。 て め え の 欲望 の た め な ら エ レ メ リ アン だ っ て いく ら で も 利用 
する の さ ! スワ ン ギ ルディ の 奴 も 、 手 駒 か みて え に さ れ ち まっ て る っ て 
わけ よ ! ちな み に 、 俺 様 も すげ ー 騙 だ まさ れ た !!」 

そん な 、 胸 張っ て 報告 し な く て も .………。 

「 こ の 気色 悪 イ 真っ 黒 け な エレ メリ アン を 生み 出す の が 、 て め え の 真 の 
目的 っ て わけ か !!」 

フェ ニッ クス ギル ディ に 追及 され 、 お むし ろ 嬉 つれ し そう に マー メイ ド 
ギル ディ は 説明 を 始め た 。 

「 ド ラグ ギル ディ 君 。 私 が ヴァ ル ち ゃ ん を 強化 し て 、 あ な た た ち 無 毛 
で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル ,, が 心 を 持っ て 誕生 する よう に 導い た の 
は .………. 何 も 、 生 前 オリ ジ ナ ル と 同じ 強 さ を 求め た か ら っ て いう だ け じ ゃ 
な い 。 そ の 先 に 、 完 か ん 壁 べ き な 大 量 複製 品 を 生み 出す た め だ っ た の 」 
「 「 1 」 」 

俺 と ドラ グ ギ ルディ は 、 と も に 吉 葉 を 失っ た 。 

「 私 の 実験 に は 、 多 く の 属 性 力 エ レ メ ー ラ が 必要 な の 。 で も 、 エ レ メ リ 
アン っ て 、 み ー ん な 武人 肌 で 不 必要 な 戦い を 避け る 傾向 に ある か ら .… 
時 間 を か け て 世界 を 滅ぼす 段階 に は な る まで 、 な か な か が 属性 力 エ レ メ ー ラ 
が 余ら な く て .………. そ れ が 、 い つも 困り も の だ っ た の よね .」 

フェ ニッ クス ギル ディ も その 告白 を 聞き な が ら 、 怒 り で 拳 こぶ し を 岩 
ふる わせ て いる 。 

「 そ こ で 考え た の が 、 こ の ホロ ウエ レ メ リ アン 。 ユ グ ち ゃ ん の 撤 死 舞 霧 
マキ シマ ム を その まま 生き 物 に 変え た た よう な も の 、 っ て 吉 っ た ら わ か り 
や すい か し ら ?」 

これ ら は 最 凶 最悪 の 存在 だ 、 と 、 事 も 無 げ に 打ち 明け られ 、 俺 は さら 


に 絶句 する 。 

「 ド ラグ ギル ディ 君たち オリ ジ ナ ル の 存在 が いる 限り 、 無 尽 蔵 に 生み 出 
され 、 命 久 す れ ば 勝手 に 出撃 し て 、 勝 手 に 属性 力 エ レ メ ー ラ を 奪っ て き 
て くれ る .… グ 組織 に 革命 を も た ら す 存在 な の よ ! 」 

自動 車 の 自動 運転 化 の 技術 を 語る 程度 の 気軽 さ で 、 お ぞ ま し い 野 望 を 
白 日 の 元 に 晒さ ら す マー メイ ド ギ ル ディ 。 

「 楽 ちん で し ょ ? これ か ら は 、 自 分 で 戦わ な く て も この 子 た ち が 属 性 
力 エ レ メ ー ラ を 取っ て き て くれ る ! アル ティ メ ギ ル の エレ メリ アン 
は 、 み ん な 楽し く ニ ー ト 暮らし が で きる の よー~-『!!」 

こい つ .……… 小 馬 ば 鹿 か に し て 吉 っ て る ん じゃ な い 、 目 が 本 気 だ 。 こ ん 
な 悪魔 じみ た 自分 の 研究 の 成果 で 、 ド ラグ ギル ディ た ち が 幸 せ に な る と 
來 気 で 思っ で る 一 。 

フェ ニッ クス ギル ディ は マー メイ ド ギ ル ディ に 向かっ て 舌打ち し 、 司 
今 官 が 命令 を 下す よう な 仰ぎ よう 々 ぎ よ うし い ポ ー ズ で 俺 に 吉 っ た 。 

「 テ イル レッ ド ! ガイ ア ギ ル ディ は も う 、 マ ー メ イド ギル ディ の 操り 
人 形 に され ちまっ て る ! あい つが 後生 大 事 に 持っ て る 槍 や り を プ ブッ 壊 
せ ば 、 そ の 魂 た まし い を 解放 し て や れる で ぜ !!」 

や は りあ れ が 鍵 か ぎ だ っ た か 。 す く 様 行動 に 移 そ うと し た が 一 。 

「 そ の 代わ り 、 ド ラグ ギル ディ 君たち は 消え る わ 。 今 の まま な ら 、 永 遠 
に 生き られ る の に 」 

悪魔 の 嘱 さ さや き が 、 俺 の 足 を 止め た 。 

マー メイ ド ギ ル ディ は 、 ド ラグ ギル ディ た ち 全 て を 人 質 に 取る よう な 
こと を 吉 い 放っ た 。 

「 あ な た に は 壊せ な いで し ょ 、 テ イル レッ ド ち ゃ ん 。 こ の 槍 を 破壊 する 
こと .……… そ れ は 、 戦 っ て 倒す ん じゃ な い 、 た だ 生命 を 奪う だ け の 行為 で 
す も の 。 生命 維持 装置 の スイ ッ チ を 切る こと は 、 優 し いあ な た に は で き 
な い 」 


俺 の 心 を 見 透 か す よう に 、 挑発 的 な 視線 を 送っ て くる マー メイ ド ギ ル 
ディ 。 

「 術 の 支配 下 に ある ドラ グ ギ ルディ 君 は 当然 、 こ の 檎 に は 干渉 で き な い 
統 6 フェ ニッ クス ギル ディ 君 に も 無理 よ 。 君 は ヴァ ル ち ゃ ん に 力 を 所 
えた こと で 死 し て 尚 変態 ヴ ア ルル ハラ, の シス テム の 一 部 と し て 認識 さ 
れ て いる ん だ か ら 」 
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腕 ま くり を する よう な 仕草 で 詰め 寄る フェ ニッ クス ギル ディ だ が 、 
マー メイ ド ギ ル ディ は 余裕 の 態度 を 月 さ な い 。 

NE 迷っ て いる 時 間 は 無い 。 あ の 神 し ん 槍 そ う を 破壊 する こと が 、 生 
命 を た だ 奪う だ け の 行為 だ と し て も ..………… 初 邊 さま よう 魂 を 解放 し 、 世 界 
の ツイ ン テ ー ル を 守る た め な ら 、 俺 は 一 
「 諦 あき ら め な さい 。 こ の 場 に は も う 、 こ の 槍 を 破壊 で きる エレ メリ ア 
ン は いな いわ 」 
ここ に お り ま す ,」 


父 き の 声 を 漏 も らし た の は 、 俺 た ちの 誰 だ れ で も な い 。 

この 場 で も っ と も 優位 に 立っ て いた は ず の 、 マ ー メ イド ギル ディ だ 。 
「 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル , で は な い 私 な ら ば 、 こ の 槍 を 破 
壊 で きま す !!」 

マー メイ ド ギ ル ディ の 手 か ら 神 槍 を も ぎ 取 っ た の は 一 意識 慮 うつ ろ に 
立ち 尽く し て いた は ず の 、 ス ワン ギル ディ だ っ た 。 

も は や 、 瞳 ひと み に 虚 ろ な 騙 か げ り は 一 片 も な せい 。 ド ラグ ギル ディ の 
宙 い 合戦 を し た いと 俺 に 正 々 堂々 の 勝負 を 挑ん で きた 時 の 、 真 まっ 直す 
ぐ な 純粋 さ が 戻っ て いる 。 


「 ド ラグ ギル ディ 様 ア アア アア ! スワ ン ギ ルディ に ご ざい ます 


ツル 


それ は 、 心 震 ふ る わせ る 民 の 叱 ほ う こ うだ っ た 。 マ ー メ イド ギル 
ディ は 理解 及ば ず 、 驚 きよ う 憎 が くし て いる 。 

「 ま さか 、 ド ラグ ギル ディ 君 の 姿 を 見 た だ け で 洗脳 が 解け た の .…『…… 何 な 
故 ぜ !? 」 

何故 も 何 も 、 自 分 で 答え を 吉 っ た じゃ な いか 。 

科学 者 に も 色々 いる ん だ な .……… マー メイ ド ギ ル ディ は 、 ト ゥ アー ル の 
よう な 柔軟 性 が な い 。 

「 そ いつ は ドラ グ ギ ルディ の 背中 を 追い か け て 今 ま で 鍛 た ん 錬 れ ん し 続 
け て きた ん だ .…… これ 以上 の 気付 け は ね え だ ろ う ぜ !!」 

フェ ニッ クス ギル ディ が 、 ま る で こう な る こと が わか っ て いた よう に 
快 こ ころ よい 笑い を 浮か べ る 。 どう や ら こ いつ も 、 ス ワン ギル ディ と は 
浅 か ら ぬ 因 縁 が ある よう だ 。 

「 テ イル レッ ド が わざ わざ 背負 う 業 ご う で は あり ませ ん .…… エレ メリ ア 
ン の 問題 は 、 エレ メリ アン の 手 で 決着 を 着け な けれ ば 」 

スワ ン ギ ルディ が 、 神 し ん 槍 そ う の 柄 え に 両 手 を か けた 。 

「 や め な さい スワ ン ギ ルディ 君 ! それ さえ あれ ば 、 あ な た の 大 切な 人 
た ち が 不 死 映 の まま で いら れる の よ !?」 

「 ッ …… 不 死 身 と は .… ぼ …… あ の 心 無 き 怪物 た ち を 産み 出す 苗 な え 床 どこ と 
し て で すか !? そし て 全て の 異 世 界 に は ぴこ る の で し ょ う .………… 流 れ 作 業 
で 人 間 の 属性 カエ レ メ ー ラ を 奪う 怪 魔 た ち が ! それ は 許さ れ ま せ 

ん .……… 心 を 求め る 資格 が ある の は 、 同 じ く 心 を 著 け て 戦う 者 の み !!」 
スワ ン ギ ルディ の 覚悟 を 目 ま の 当たり に し 、 ド ラグ ギル ディ は 迷わ ず 
後押し を する 。 

「 よく 吉 っ た ..….. 我 わ れ ら の 思い は 同じ だ ! や れ ! スワ ン ギ ル 


「 ド ラグ ギル ディ 様 ! そし て 全て の 戦士 方 ! どう か この スワ ン ギ ル 
ディ を 、 地 獄 で 気 の 済 び お まで お 殴 な ぐり くだ さい !!」 

スワ ン ギ ルディ は 檎 や り を 両手 で 掴 つ か み 、 遇 踏 た め ら わ ず に 澤 こ ん 
身 し ん の 力 で 圧 お し 曲げ て いく 。 

「 うつ お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お 
お お お お !!」 

追い つめ られ て も 優雅 さ を 漂 わせ て いた 、 ま さ に 白鳥 の よう な 戦士 
だ っ た あい つが ..…….. 血 を 吐く よう な 雄叫び を 上 げ て いる 。 

ーー 瞬 、 ス ワン ギル ディ の 背中 に 白く 大 き な 細 が 見 えた 。 

それ は あたかも 、 呪 の ろ わ れ た 魂 た まし い を 癒す 、 白 衣 の 天使 一 。 
つい に 神 槍 は 砕け 折れ 、 力 無く 風化 し て いっ た 。 

時 "頭頂 照ら す 神 光 ラ グ ナ ロ ク , が .……!」 

忌 い ま 忌 まし げに 声 を 上 げ る マー メイ ド ギ ル ディ 。 

「 こ れ で ドラ グ ギ ルディ た ち も 晴 れ て 自由 の 身 だ 。 よ く や っ た 、 ス ワン 
ギル ディ イィ!!」 

再会 を 促 う みな が す よ うに 、 ス ワン ギル ディ の 背 を 叩 た た いて 送り 出す 
フェ ニッ クス ギル ディ 。 

1 ド 、 ド ラグ ギル ディ 様 .… 四 

よく 見 る と 、 ス ワン ギル ディ は 俺 と 戦っ た より も 全身 の 傷跡 が 増え て 


いる 。 
憧 あ こ が れ た 隊長 に 、 増 えた 傷 の 数 だ け 近 づけ る と 信 じ て 精進 し て い 
た の だ ろ っ つ 。 


「 何 を 話し た も の か .……. と て も 、 と て も 吉 葉 が 見 つか り ま せめ ぬ .……!」 
「 吉 葉 な どい ら め ぬ 。 一 男 の 顔 に な っ た な 、 ス ワン ギル ディ 」 


!」 
感 李 ま り 、 診 を 震 ふ る わせ る スワ ン ギ ルディ 。 
「 テ イル レッ ド に も つう 一 度 会 えた の も 嬉 つ れ し か っ た が ..…… お 前 の その 


た くま し く 成 長 し た 姿 を 見 れ た こと も 、 同 じ ぐ らい 喜ば し い ぞ 」 
再会 の 喜び も 束 つ か の 間 ま 。 俺 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ 、 ド ラグ ギル 
ディ 、 ス ワン ギル ディ は 一 斉 に 向き 胡 り 一 首謀 者 で ある マー メイ ド ギ ル 
ディ と 相対 する 。 

二 対 の 戦士 に 形勢 逆転 を 受け た 科学 者 は 、 不 気味 な 笑い を 浮か べた 。 
「 腐 腐 腐 .…/, ま あい いわ 、 あ な た た ちの その や り と り を 見 て いた ら 、 許 
せ て きち ゃ っ た ゅ ょ ゅ 」 

組織 も ろ と も 巻き 込ん だ 自分 の 大 作戦 が 今 、 友 か い 煙 じん に 帰し た と 
いつ の に .…… ちょ っ と 落ち 込ん だ だ け で 、 あ っ さり 立ち 直り や が っ た 。 

マー メイ ド ギ ル ディ . ぼ ………. 何 な ん だ 、 こ いつ は 。 不 気味 と いう 感情 を も 
超え た 悪 お 寒 か ん を 覚え る 。 

今 ま で の エレ メリ アン と は 、 決 定 的 に 何 か が 違う 。 

「 確 か に この 戦い は 、 私 の 負け よ 。 槍 や り を 折ら れ た 以上 、 無 毛 で 勇 
まし き 者 エイ ン ヘ リア ル , は その うち 消え る 一 ガ イア ギ ルディ も 例外 
じゃ な いわ 。 で も ね 、 ち ょ っ と 悪 手 だ っ た ん じゃ な い ? 」 


「 


1」 

ホロ ウエ レ メ リ アン が 、 一 斉 に 電源 を 入れ られ た よう に う ご めき 出 
す 。 

「 も う 私 じゃ 、 ガ イア ギル ディ を 制御 で き な い .… 消え る まで の 時 間 が 
僅 わ ず か で も 、 世 界 が 滅び る に は 十分 すぎ る 。 こ の 子 た ち も 制 御 さ れ 
ず 、 解 放さ れ て し まう の だ か ら 」 

それ だ け で は な か っ た 。 ガ イア ギル ディ の 両 り よう 掌 し よう か ら 、 蛇 
口 の 座 が 壊れ た よう な 勢い で 大 量 に ホロ ウエ レ メ リ アン が 放出 され 始め 
た の だ 。 

その 数 が 尋常 で は な い 上 に 、 こ れ ま で で は 考え られ な い 現 象 ま で 付加 
され て いた 。 

「 リ ザ ド ギル ディ が 、 二 体 .…… 本 6 。 タ トル ギル ディ も だ ! 何 体 


も 出 て き て る ぞ !?」 
ー 体 と し て 同型 が いな いと いう エレ メリ アン の ルー ル か ら 外 れ 、 こ い 
つら は 同一 個体 が 何 体 も いる 。 


俺 の 疑問 を 余 よ 所 そ に 、 黒 き 怪 魔 が 視界 を 埋め 尽く し て いく 。 

~ 無 毛 で 勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル , た ちと は 、 脅 威 の 程 が 全く の 別 
物 だ 。 

生命 の 尊厳 を 抹 級 する 、 玩 お び た だ し い 数 の 暴力 。 ど こま で も どこ ま 
で も 増殖 する 暗黒 。 

こい つら は 、 存 在 そ の も の が 青天 の 志 謀 。 戦士 で は な く 、 災 害 だ 。 
真 な る 冥府 の 戦士 た ち に よっ て 埋め 尽く され た この 大 地 は 、 完 全 な る 
死 界 と 化し た 。 

「 こ の ホロ ウエ レ メ リ アン は 、 あ な た た ち が 疲 れ て いる か ら っ て 撤退 は 
し な いわ 。 世 界 の ツイ ン テ ー ル 属性 を 、 全 て の 属性 カエ レ メ ー ラ を 奪い 
尽く すま で 、 決 し て 止ま ら な い 」 

マー メイ ド ギ ル ディ が 、 自 分 の 作品 の 完成 度 に 邪悪 な 笑み を 浮か べ 
る 。 

「 組織 が 肥大 化す る 一 方 、 カ リス マ を 持っ た 部 隊 や 戦士 が 消え て いけ 
ば 、 こ うし て 野心 ある 者 の 暗躍 を 容易 に 許し て し まう ! 伸び すぎ た ツ 
イン テー ル は 、 切 ら な けれ ば な ら ぬ の だ !!」 

俺 た ち を 哨 あ ざ 笑 わら う 邪 悪 を 上 明 に ら み 付け る ドラ グ ギ ルディ 。 
その 計 葉 .……. あの 時 、 ド ラグ ギル ディ が 俺 に 吉 っ た の は .…… 組 織 が 巨 
大 化し すぎ た 故 ゆ え に 生 まれ た 暗部 を 、 自 分 の 手 で 正す と いう 覚悟 の こ 
と だ っ た の か が 。 

アル ティ メ ギ ル も モ も 一枚岩 で は な い 。 エ レ メ リ アン 同士 の 確執 が ある ら 
し しい )。 

マー メイ ド ギ ル ディ の や り けり 方 は 、 誇 り と 信念 を 重んじ る エレ メリ アン 


た ちか ら す れ ば 、 度 し 難い も の だ ろう 。 

「 そ れ じ ゃ あ ね 、 み ん な 。 こ の 世界 が ヴァ ル ち ゃ ん の 愛 で 埋 め 尽く され 
た その 時 、 ま た 様子 を 見 に 来る わ 」 

これ か ら 始 まる で あろ うつ 戦い に 巻き 込ま れる の を 避け る た めか 、 マ ー 
メイ ド ギ ル ディ は 転送 ゲー ト の 中 に 消え て いっ た 。 

増殖 し 続け る ホロ ウエ レ メ リ アン の 数 は 、 数 百 .…… ぼ いや 、 も は や 数 千 


に も 届 こ つか 。 

0 や ば い 。 こ の 数 は や ば い 。 見 て いる だ け で 、 膝 ひざ に 力 が 入ら な 
く な る 。 

俺 た ちの 積み 重ね て きた 奮起 な ど 笑 っ て 踏み 潰す か の よう な 、 際 限 を 
超え た 暴虐 。 

ダム が 決壊 し た か の よう に 、 一 斉 に 動き 出す ホロ ウエ レ メ リ アン た 
ち 。 


全く 無軌道 だ 。 俺 や ドラ グ ギ ルディ 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ を 通り 過 
ぎ 、 見 る 見 る うち に 四方 八方 へ と 広がっ て いく 。 

「 こ いつ ら .…… この まま じゃ 、 ブ ルー た ちの 方 に 行っ ちまう ! 」 
仲間 を 案 ず る 俺 に 、 フ ェ ニ ックス ギル ディ が さら に 絶望 的 な 予測 を 伝 
える 。 

「 そ れ ど ころ じゃ ね ー ぞ ! あれ じゃ あっ と いう 間 に 人 間 が いる と こ に 
も 行っ ちまう ! 早く 蹴 け 散 ら さ ね えと 、 取 り 返 し の つか ね え こ と に な 
る ぞ !!」 

近く に いた ホロ ウエ レ メ リ アン を 、 フ ェ ニ ックス ラッ シュ ー タ ー で HI 
た た き 斬 きる フェ ニッ クス ギル ディ 。 

する と 、 今 まで 俺 た ち に 全く の 無 反応 だ っ た 他 の ホロ ウエ レ メ リ アン 
た ち ま で 、 何 十 体 も 群れ を 為 し て こち ら に 襲 お そい か か っ て きた 。 
ドラ グ ギ ルディ が 、 ス ワン ギル ディ が 、 か つて の 同僚 た ちの 形 を し た 
黒い 悪夢 と 戦い を 始め る 。 


50083 考え る な 。 規模 を 見 る な 。 数 を 数 える な 。 た だ 、 目 の 前 の 敵 と 戦 


うん だ 。 

俺 は 挫 く じ け か ける 心 を 自ら 鼓舞 し 、 ホ ロウ エレ メリ アン に 立ち 向 か 
3)。 

そん な か 細い 発奮 を 豪快 に 笑い 飛ば す 、 胸 の すく よう な 突風 が 吹き 抜 
が 


黒い エレ メリ アン た ちの 行く 手 を 阻む お か の よう に 、 柱 彩 色 の 光 が 降 り 
注ぎ 、 人 型 と な っ て 立ち は だ か る 。 


| Ge 四 
一 度目 は 、 和 驚 きよ う 憎 が く と 絶望 を 覚え た 。 二 度目 は 、 逆 に 閣 志 を ぶ 
つけ 返し た 。 


都 つ 合 ご う 三 度目 の その 光景 は 一 いか つい 聖夜 の 贈り 物 。 

心 持 っ た 戦士 た ち が 集 結 し 、 ホ ロウ エレ メリ アン の まえ に 立ち は だ 
か っ て いる 。 

俺 た ち が 戦っ て きた 、 全 て の エレ メリ アン た ち が .……… ホロ ウエ レ メ リ 
アン と いう 名 の 怪異 に 等 っ た を か ける べく 、 威 風 営 々 と 立ち 並ん で い 
= 
「 ふん 、 テ イル レッ ド に 俺 の ツイ ン テ ー ル を 見 せ び ら か し に 来 た ら .…… 
先客 が お っ た わ !!」 

ホロ ウエ レ メ リ アン に は で き な い 最終 闘 体 で ある 真白 き ツ イン テー ル 
を 存 分 に 見 せつ け な が ら - 一 ティ ラノ ギル ディ が 不 敵 に 笑う 。 

エレ メリ アン た ち が そ の ツイ ン テ ー ル の 元 に 集う よう に 、 居 並ん で い 


た 。 
俺 が 圧倒 され た 、 エ レ メ リ アン の 真 の 力 一 心 の 輝き を 存 分 に 放ち な が 
ら 。 


「 お 、 お 前 た ち ..……… 何 な 故 ぜ ここ へ !?」 
驚き よう 憎 が くす る ドラ グ ギ ルディ に し て や っ た り と 、 テ ィ ラ ノ ギ ル 


ディ は 豪 笑 を 続け る 。 

「 つ ま ら ぬ 戦 い の 果 て に 消え た と 思っ た ら 、 黄 泉 路 へ の 道程 半ば に また 
現世 へ 引き 戻さ れる 始末 ! 今度 は 一 体 何 が 起こ っ た か と 見 て 回 れ ば 、 
こん な 悪 史 ども が で し ゃ ば っ て お る !!」 

そう か .…… ぼ …… コ ティラノ ギ ルディ た ち も 、 ギ リ ギ リ の と ころ で 消え ず に 
残っ て いた ん だ ! 

「 こ の よう な 化け 物 ど も が 、 漁 夫 の 利 で ツイ ン テ イ ルズ の 心 の 輝き を 礁 
う 一 何と も 小 こ 靖 し や くだ と 思わ ぬか ドラ グ ギ ルディ 。 思い知ら せ て や 
ら ね ば な る まい 、 我 われ ら が 生き た 証 あ か し を !!」 

ティ ラノ ギル ディ の ツイ ン テ ー ル の 輝き が 、 ド ラグ ギル ディ の 双 そ う 
ME 

8 な る ほど .……… 一 理 あ る !!」 

心 が 晴 れる の に 呼応 し た か の ご と く 、 ド ラグ ギル ディ の 合 け ん 剛 せん 
が 鋭さ を 取り 戻し た 。 

『 集え 、 勇 者 た ちよ ! 今 こ そ 再び 名 乗 ろ う 、 我 ら は 誇り 高き ア 
ル テ ィ メ ギル に 巣 く つう 悪鬼 を 浄化 する 者 ! ネオ アル ティ メ ギ ル !!」 

それ に 応 こ た え 、 高 ら か に 名 乗り を 上 げ る ドラ グ ギ ルディ 。 戦 士 た ち 
の 土気 が 、 爆 発 的 に 高まっ て いく 。 

エレ メリ アン た ち が 、 心 持っ た 戦士 た ち が 、 自 ら の 生き た 証 を 刻 も う 
と 、 世 界 脅 お び や か す 怪 魔 に 向かっ て いく 。 

凍 い て つい た 俺 の 胸 に 、 ツ イン テー ル に 、 熱 き 炎 が 深 た ぎっ て いく の 
を 感じ る 。 

「 ぐ で あっ!!」 

神 し ん 槍 そ うに よる 制御 の 還 く びき か ら 解 き 放 た れ た ガイ ア ギ ル ディ 
が 、 そ の 巨 腕 を 突き 出し 、 俺 の 身体 か ら だ を 握り 掴 つ か ん で し まっ た 。 
制御 不能 に な っ て な お 、 存 在 理由 に 銘じ る つも りか .……. ! 

俺 は 最後 に 一 つ だ け 、 ド ラグ ギル ディ の 持論 へ 反論 し た 。 


「 ド ラグ ギル ディ ! 組織 の 暗部 を 、 伸 びす ぎ た ツ イン テー ル な ん て 忠 
た と える な ! 髪 が 伸び る こと は 、 成 長 の 証 ! 嬉 うれ し いこ と だ ! 
切り 捨て る べき 邪悪 じゃ な い だ ろ う !!」 
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「 だから 俺 は 戦う ぞ ! 侵略 者 に は び こ る 野望 を 切り 捨て る た めじ ゃ な 
く 、 こ の 世界 の ツイ ン テ ー ル を 守る た め に !!」 

ガイ ア ギ ル ディ は 俺 を 掴 つ か ん だ まま ドラ グ ギ ルディ た ち へ と 背 を 向 
け 、 残 され た 時 間 で 世界 中 に ホロ ウエ レ メ リ アン を 振り まこ うと 飛び 
7 

消え ゆく エレ メリ アン た ちさ えも が 奮起 し て くれ た 今 、 恐 れる も の は 
何 も な い 。 

俺 は ガイ ア ギ ル ディ の 手の平 の 中 で 、 残 され た 全て の 力 を 燃やす 一 。 


の 


空 の 果て に 飛び 去っ た ガイ ア ギ ル ディ と レッ ド か ら 視 線 を 切り 一 ドラ 
グ ギ ルディ は 、 ホ ロウ エレ メリ アン と 戦 お うと する スワ ン ギ ルディ を 諫 
いさ め 、 そ の 診 を 力強く 抱い た 。 

「 よい か スワ ン ギ ルディ よ 、 こ の 戦場 .… ぼ …… 必 ず 生 き 残れ 。 そ し て お 前 
は 、 基 地 に 帰る の だ 」 

ED が WS 
「 ス パロ ウ ギ ルディ に 伝え て 欲し い の だ 。 呪 の ろ い 旨 る 吉 葉 に な っ て し 
まう や も し れ ぬ が 、 あ えて 吉 わ せ て は ほ しい.……… ~ 生 きろ ,, と 。 生 き て 、 
エレ メリ アン た ち を 導い て ほし い 。 若き 者 、 惑 う 者 、 全 て の エレ メリ ア 
ン を 導い て 欲し い .…… と な !!」 

面 と 向かっ て は 吉 え な か っ た 感謝 。 

基地 に 戻っ た あの 時 、 ス パロ ウ ギ ルディ の 顔 を 見 れ た こと が 、 ど れ だ 


2 ど 。 

の それ に 、 お 前 に は まだ 戦い が 残っ て いる .…… こ ん な 亡者 と の 戯 た 
わ お むれ で は な い 、 真 の 戦い が な ! 生き ろ .……… スワ ン ギ ルディ イィ!!」 ュ 

若き 神 章 を 旅 立 た せる ドラ グ ギ ルディ の 瞳 ひ と み の 、 何 と 優し きこ と 
か 。 

「 相 変わ ら ず 、 厳 し い お 方 だ .…… 貴方 あな た に 生き ろ と 吉 わ れ て 、 死 ね 
る は ず が あり まし ょ うか ,」 

ドラ グ ギ ルディ は 、 安 あん 培 ど の 笑顔 で 夕 う な ずい た 。 
フェ エニ ックス ズ スギ ルディ. 。 スワ ン ギ ルディ を 頼む ぞ ! 全て が 終わ っ 
て まだ ぐず つい て お っ た ら 、 基 地 へ と 放り 授 げ て き て や っ て くれ !!」 

「 お 前 さん に は 俺 様 の 親友 ダチ が 世話 に な っ た ..…… その 借り は 返し と か 
ね えと な ! 」 

修行 を 重ね た と は いえ 、 ス ワン ギル ディ は まだ 幹部 級 の 力 を 備え て い 
る わけ で は な い 。 強力 な 用 心 棒 が 必要 だ 。 フ ェ ニ ックス ギル ディ は それ 
を 、 快 ここ ろ よ く 引 き 受 けた 。 

4 和 あ ば よ 、 ド ラグ ギル ディ ! 達者 で な !!」 

あっ さり と し た 別れ の 吉 葉 こそ が 、 ド ラグ ギル ディ へ の 敬意 を 介し 
ば せ た 。 愛 弟 子 を フェ ニッ クス ギル ディ に 託し 、 作製 
前 で 両 腕 を 交差 させ る 。 

も は や 後 先 な ど 無用 、 螺 ろう 炉 そ くに 灯 と も っ た 生命 の 炎 を 最期 の 一 
瞬 に 燃やし 尽く す よ うに 一 神 か み 型 が た の ツイ ン テ ー ル 、 ゴ ッ ド ドラ グ 
ギル ディ へ と 変身 する 。 

し か し ホロ ウエ レ メ リ アン た ち は 、 し ぶ と く 行 く 手 を 阻む 。 
叶い op 2 ! 」 

一 刻 も 早く レッ ド を 、 ガ イア ギル ディ を 追い た いと いう 焦 し よう 燥 そ 
う が 、 ド ラグ ギル ディ を し て 剣 を 鈍ら せ て いた 。 

不 ふ 甲 が 斐 い な さ を 嘘 わら う よ う に 関 ひ ら め い た ティ ラノ ギル ディ の 


大 剣 が 、 ド ラグ ギル ディ の 隣 に いる ホロ ウエ レ メ リ アン を 豪快 に 両断 す 
る 。 

「 お 前 は どう し て も 、 我 われ を 追い か け て 離し て は くれ ぬ よ うだ な 」 
「 抜 か せ 、 帝 王 の 行く 先 に いち いち 貴様 が いる だ け の こと !!」 

最終 闘 体 に ツウ イン テー ル を 持つ 者 同士 、 痛 合わ せ に 剣 を 構え る 両雄 。 
それ ぞ れ の ツイ ン テ ー ル が 、 誇 り 合 う よ う に 輝き を 増し た 。 

お お 9 oe ! ドラ グ ギ ルディ 殿 と ティ ラノ ギル ディ 様 ! アル ティ 
メ ギ ル の 誇る 二 大 ツイ ン ツ イン テー ル が 、 揃 そろ い 踏み な され た ! 」 
戦士 た ち は そ の 頼も し き 並 び 立ち を 、 歓 喜 の 声 で 讃 た た える 。 

そし て ツイ ン テ ー ル へ の 賞賛 の 念 を 贈る の は 、 当 人 た ち も 同 じ だ っ 
た 。 

「 見 事 な り 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ ! 雄 お 々 お し き 帝 王 の ツイ ン テ ー 

ル .……. こ の ドラ グ ギ ルディ 、 確 か に 見 た !!」 

「 貴様 こそ 、 さ す が ア ル テ ィ メ ギル に ドラ グ ギ ルディ あり と 韻 う た われ 
た ツイ ン テ ー ル の 美 し さ よ .………… こ の 俺 の 次 に 美しい と 、 胸 を 張っ て 誇 
が いい 1!」 

伊 だ 達 て な 笑い を 浮か べ る 両雄 。 

互い の 背中 で 押し 合っ て 反動 を つけ 、 一 足 飛 びに 疾 し つ 駆 く 。 そ れ ぞ 
れ の 豪 合 で 、 立 ち は だ か る 魔 獣 を 斬 き り 払 う 。 

(の テイ ルレ ッ ド の 元 へ 向かえ ! ドラ グ ギ ルディ よ ! 」 

「 よ い の か ? 」 

「 ふん 、 俺 は 貴様 より も 長く テイ ルレ ッ ド を 愛 め で た ! 今 い ま 際 わ の 
一 目 く ら い は 譲っ て や る わ !!」 

その 他 ご う 岸 が ん に し て 豪放 な 心意気 に に ドラ グ ギ ルディ は 信頼 を 感 
謝 と 返し 、 さ つ 和 爽 そ うと 飛び 立つ 。 

「 さ あて 。 か く 吉 う 俺 も 、 征 ゆく べき 戦場 ば し よ が あ る の だ が - 一 」 

ーー 心地 ご こち つく 間もなく 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ の 眼前 を 漆 し つ 黒 こく 


の 兵士 が 取り 囲ん で いく 。 

Ra 久々 の 大 お お 戦い くさ だ 。 今 し ば し 、 我 わが 聖 合 “輪廻 の 百合 受 
攻 ア ロン ダイ ト , の 脂 落 と し を し て お く か ! 」 

奏 う ご めく 魔 獣 。 群 れ な すず 邪悪 を 前 に 、 聖 剣 が 輝き を 誇示 する 。 
問 合 い な ど 関 係 な い 。 誇 り に 泥 を 塗る 全て の 下 郎 が 、 帝 王 の 妨 じ ん 圏 
けん 。 

(kp ューーーーーーーーーーーーーーー ニ ニー 一 ーーーー ニ ーーー ニー が KAO 。 

古代 の 革 者 の 叫 ほ うつ 呈 こ つ は 、 卑 ひび 睦 せ ん な 企 た くら み を 噛 か み 砕 か 
ん と 高らか に 響き わた っ た 。 


の 


敵 は 、 作 戦 を 一 体 何 段 構え に すれ ば 気 が 済む の か 。 

よう や く ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ を 倒し た と ブル ー が 安 あ ん 増 ど し た 矢 
先 、 ト ゥ アー ル に 通信 で 告げ られ た 、 カ タス トロ フ の 訪れ 。 

ヴァ ルキ リア ギル ディ の 最期 の 能力 な の か 、 黒 い エ レ メ リ アン が 大 量 
に 生ま れ 、 政 ば つ 具 こし だ し た - 一 と 。 

その 通信 か ら 程 な く 、 ブ ルー は 視界 の 先 か ら ヌ ー の 大 移動 の よう に 押 
し 寄せ て くる ホロ ウエ レ メ リ アン た ち を 実際 に 目 ま の 当たり に し 、 目 め 
略 ま いで 足 を 揺 ら つ か せ て いた 。 

「 ネ オア ル テ ィ メ ギル と の 戦い は ずっ と 、 み ん な に 任せ っ きり だ っ た ん 
だ が ら 、。 あたし 一 入 , ん な とこ で くつ つろ し いい で らん な いら で て 


ウェ イブ ラン ス を 杖 代 わり に 立た な けれ ば 、 有 崩れ 落ち そう な ほど の 疲 
労 。 


エタ ー ナ ル チ ェ イン の 肉体 へ の 反動 は 甚大 だ 。 そ れ に 加え て 、 ヴ ァ ル 
キリ ア ギ ル ディ と の 戦い で 限界 を 超え た 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ 使 用 に 


打っ て 出 た の が 決定 打 と な っ た 。 
明日 か ら の 筋肉 痛 を 思う と 気 が 滅 め 入 い る が .……. そ の 前 に ブル ー は 、 
目 の 前 の 窮地 を この 精 根 果て た 五体 で 切り 抜け な けれ ば な ら な か っ た 。 
「 体 力 落ち て きた の か な .………) も っ と みっ ちり 稽古 し と か な いと ね .……」 
トゥ アー ル の 寿命 が 縮まり そう な 決心 と と も に 、 乾 いた 笑い を 浮か べ 
る ブル ー。 


地響き を 立て な が ら 迫 っ て くる 、 ホ ロウ エレ メリ アン の 大 群 。 

し か し その 地響き が 、 あ っ さり と か き 消 され た 。 

まる で 小さ な 漂 さ ざ な み が 、 大 き な 津 波 に 呑 の み 込 まれ る か の よう 
に 。 

群れ た 量 , を 呑み 込む 、 た っ た 一 つの 巨大 な 個 , は 一 

「 あ 、 ど う も 一 ちょ っ と 通り ま ー す 」 

神 し ん 樹 じ ゆめ ユグドラ シル ギル ディ 。 

天 衝 つ く 巨木 が 何 の 冗 談 か 、 大 地 を 砕き 割り な が ら 向 か っ て きた 。 
ぽか ん と 口 を 開け て 、 歩 く 天 変 地異 を 見 つめ る ブル ー。 

ちょ っ と 通り ます レベ ル の ゆる さ で も 、 彼 女 の 巨 体 で あれ ば 話 は 別 
ee 

虫 が 獅子 に 潰さ れる が ご と く 、 進 行方 向上 の ホロ ウエ レ メ リ アン は た 
だ た だ 為す 術 す べ 無 く 爆 散 し て いく 。 

さら に その 神 樹 の 枝 か ら 、 一 体 の 戦士 が 特攻 服 を は た めか せ て 跳躍 し 
7 
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Ne ラフ レシ ア ギ ル ディ ! 」 

貴 の 三 葉 ノー・ ブ ル ・ ク ラブ の 特攻 隊長 、 ラ フレ シア ギル ディ だ 。 
鉄 パ イプ 状 の 武器 で ホロ ウエ レ メ リ アン を 殴 な ぐり つけ 、 ケ ンカ キッ 
ク で 地面 に 転がす 。 


「 ヴ ァ ル キリ ア ギ ル ディ の 旭 あ ね さん と 喧嘩 し や りあ つた ん だ ろ ? 少 
し 休ん で な 、 テ イル ブル ー!!」 

「 あ ん た ら 、 な ん で 仲間 割れ し て ん の よ !? その 黒い の 、 一 応 仲間 で 
し ょ !?」 

「 バ パー カ 。 あ た いら は 先生 の 愉快 な 生徒 チー ム だ 、 あ ん な つま ん ね ー 奴 
や つら 仲間 じゃ ね ー よ !!」 

ノリ で 行動 し て いる の か と 脱力 する ブル ー だ が 、 そ の 直後 、 ラ フレ シ 

ア ギ ル ディ は 俺 わび し げ な 表情 を 垣 か い 間 ま 見 みせ た 。 

「 それに .…… つ あたい ら 、 今 度 こ そ も う すぐ 消え る ん で よ 」 


「 つう わけ で 、 最 後に 一 番 や り た いこ と を や っ か 一 、 っ て な !!」 

愉快 な 生徒 た ち が 、 木 製 の バギー や バイ ク に 乗っ て 駆け つけ る 。 
ホロ ウエ レ メ リ アン の 奏で る 不気味 な 地響き と は 真 逆 に 、 女 傑 レ デ 
イー ス た ちの ふか す エ ンジ ン 音 は 小気味 よく 大 地 を 揺らし た 。 

「 あ は ぁ ー ん いい わぁ 、 好 き な だ け 踏 び む の よ ぉ ー ん 」 

マン ドラ ゴ ラ ギ ルディ は 進ん で ホロ ウエ レ メ リ アン た ちの 足 あ し 蹴 げ 
に な っ て いる が 、 一 応戦 うつ つもり で は ある の だ ろう 。 

「 あ 、 あ た し より 他 の と こ に いる みん な を 助け て あげ て .………… !」 

仲間 の こと を 案じ る プルー に 、 こ れ 以 上 な い ほ ど に 頼も し い 吉 葉 が 
返っ つて くる 。 

「 心 配 す ん な 。 今頃 ご ろ 他 の 物好き な 旦那 た ち が 、 別 の ツイ ン テ イ ルズ 
の と こ に 行っ て ン ぜ 。 そ りゃ も う 、 鐘 そう 々 そう た る 選書 き 背 負っ た 超 
強 え 物好き が さぁ !!」 

これ まで に 戦っ て きた 強敵 た ち を 思い 浮か べ 、 安 あん 塔 どの 笑顔 を 浮 
か べ る ブル ー。 

「 てめえ も 運 が ね えな ァ 、 こ うし て 診 を 並べ る の が あたい みて えな 格 落 
ち で よ 『! 」 


0 あたし は 、 あ ん た と の 戦闘 ケン カ が 一 番 楽 し か っ た し 」 

恥ず か し そう に 吐 と 軒 ろ する ブル ー の 首筋 に 、 顔 を 寄せ る ラフ レシ ア 
ギル ディ 。 

「 く ん くん 」 

「 何 喚 い で ん の よ 『! 」 

0 導い 52 お め え 、 し ば らく 会 わ ね え う ち に ずっ と メス 臭く な っ た 

ぜ 」 

「 嫌 な 喜 い 方 し な いで よ ! あん た エレ メリ アン らし か ら ぬ ロマ ンチ ッ 
ク な 吉 い 回 し し て た じゃ な い 、 あ れ に し て よ .……… ほら 、 愛 の .…… 香り っ 


「 え ? あたい 、 ん な こと 吉 っ た か ? 」 

「 忘れ て ん じゃ な い ! 何 が 完全 復活 よ 、 あ ん た ら 全 上 員 不 完全 よ !!」 

叫ん で いる うち に 、 不 思 議 と ブル ー も 力 が 漂 みな ぎっ て くる の を 感じ 
だ も 

ウェ イブ ラン ス を 振る い 、 近 くに いた 細長 な ホロ ウエ レ メ リ アン を 撃 
退 す る 。 

ラフ レシ ア ギ ル ディ は 屋根 に 御 典 を 取り 付け た 車 の 上 に 乗り 、 鉄 パイ 
プ を 振り 回 す 。 

「 テ メー ら ! 用 か ら 声 
イン テイ ルズ と 悩 舞 流 苦 
ぞ ー リ 

「「「 う っ す 、 旭 あ ね さん !!」」」 

「 は ー い 、 先 生 も 行き ます よー」 

敵 の 励ま し で 立ち 上 が り 、 敵 と 診 を 並べ て 戦う 。 

どれ だ け 傷 つこ うと も エレ メリ アン と 心 通わ せ 、 共 に 生き よう と 手 を 
差し 伸 べ て きた 、 総 そう 二 じ 。 図 ら ず し て 彼 が 夢見 た よう な 状況 に な っ 
て いる と 気づき 、 ブ ルー は 微 ほ ほ 笑 えん だ 。 


出し て け ヨ ! 今日 は 祭り だ ! 突 因 帝 龍 頭 ツ 
維 式 リ ノー ブル クラ ブ 、 合 同 で ツ ッ 爆 走 ば し っ 


es あん た に は も う 、 何 度 も 助け られ た わ .…『… あり が と ね 」 

「 礼 な ん ざい ら ね ー よ 、 照 れ く せ え だ ろ !!」 

自分 は 今 .…… 好 き な 人 と 一 緒 の 夢 を 見 て いる の だ ろう 。 こ の 、 気 の い 
い 貴 けん 嘩 か 仲間 と と も に 。 


の 


『 わ ー ど ー し よ ! みん な 頑張 っ て ! 黒 ! エ レ メ リ アン が あっ ち に も 
こち に も と 、 止 め 切 れ て な い 人 箇所 が ある の よ -~! 場所 だ け 送 る 
Va お 願い !』 

トゥ アー ル の 代わ り に 地下 基地 で 状況 を 通信 し て いる 未 み 春 は る だ 
が 、 い か に 中 ニシ チュ エー ショ ン が 大 好き な 彼女 で も 、 こ の 情報 量 で は 
ほど な く パ ニッ ク に 陥 お ちい り 、 抽 象 的 な 伝達 を する の が 精 一 杯 と な っ 


て いた 。 
メガ ・ ネ は その 通信 の 中 に 、 突 破 を 許し た ルー ト が ある と 辛うじて 聞 
き 取 っ た 。 


「 プ ラッ ク ち ゃ ん 、 閣 軍 は ん か ら 通 信 や ! この 真っ 黒 け 、 市 街 地 に 到 
達し て も つて る ! 何と か そっ ち に 行か へ ん と - 一 」 

視界 の 先 で 戦っ て いる プラ ッ ク へ と 通信 し 、 一 緒 に 向かお うと 促 うな 
が す メ ガ ・ ネ 。 す ぐさ まそ ちら へ と 向かお うと する が 、 巨 体 の ホロ ウエ 
レ メ リ アン に 行く 手 を 阻ま れ た 。 

身構え る メガ ・ ネ 。 だ が その ホロ ウエ レ メ リ アン の 横ばい か ら 首 長 意 
の 首 の よう に し な や か な アー ム が 飛来 し 、 ダ ル マ 落 と し の よう に 吹き 飛 
ば し て し まう 。 

姿 を 見 せ た の は 、 方 吉 属 性 デイ アレ クト の プラ キオ ギル ディ だ っ た 。 
「 プ ラキ オギ ルディ は ん や な い の .…… 四 

「 こ ご は お ら だ ず が や っ か ら あ 。 メ ガ ・ ネ さん だ ず は そっ つ 行 っ て け 


ろ る 」 

「 ん ! あん が と ね ! 」 

戦闘 機 形態 メガ ネ ウ イ ン ガ ー に 変形 し 飛ん で いく メガ ・ ネ を 、 聞 緩 し 
た 顔 で 見 送る プラ キオ ギル ディ 。 

「 や っ ぱあ 、 メ ガ ・ ネ さん の 方 吉 は か わい が な あ ~- 

ホロ ウエ レ メ リ アン が 僅 わ ず か に 途切れ た その 間 に 、 彼 方 か な た 
を 見 つめ る 戦士 が いた 。 

ee 太陽 の 炎 で すら 、 い つか は 消え る と いう の に ..…『……… ぼ 。 不 屈 の ツイ ン 
テー ル .……… や は り 、 あ の 時 の 少年 は 

お 転 婆 属性 トム ボー イ の ロン ギ ス ギル ディ .…… 誠実 な 戦士 は その 眼 ま 
な 差 ざ し も 潜み 切っ て いる 。 黒 雲 に 支配 され た 空 に 猛 た ける 炎 に 、 婚 視 
感 を 懐い だ く 。 

生身 で 自分 に 挑ん で きた 、 世 界 一 届か で 強 き 少年 の 暗 ひ と み に 宿 っ て 
いた 、 紅 あか き 和 炎 と 重なっ た 。 

「 どう す だ 、 ロ ン ギ スギ ルディ ? 」 

プラ キオ ギル ディ に 声 を か けら れ て 我 わ れ に 返り 、 再 び 沸き 始め た ホ 
ロウ エレ メリ アン た ちと 相対 する 。 

「 い や 、 今 生 最期 の 疑問 が 晴れ た だ け だ 。 も は や 、 何 の 夏 つ れい も な 
LU! 」 

「 ん だ ば 、 や る べ !!」 

死 の 二 其 ダー・ イ ノ ・ ス の 戦士 た ち も 、 最 後 の 奮 戦 を 見 せる 


oO 


メガ ・ ネ が 一 直 線 に 迎え に 来 て いる 間 。 

イエ ロー と 二手 に 別れ て いた プラ ッ ク は 、 プ テラ ギ ルディ と 束 つ か の 
間 ま の 共闘 を 果たし て いた 。 

黒き 鎌 か ま と 細 竜 の 細 。 揃 そろ っ て 放 た れ た 斬 ざ ん 関 せ ん が 、 ホ ロウ 


エレ メリ アン を 一 刀 両 断 に する 。 

「 馬 ば ぱ 鹿 か 者 。 い つま で 経た っ て も 貴様 が 出撃 し て こん か ら 、 寝 坊 で も 
し て お る の か と 思っ た わ ,」 

吉 外 に 「 逢 あい た か っ た 」 と こぼす プラ ッ ク 。 

プ テ ラ ギ ルディ は 静か に 頭 を 下げ 、 

0 夫 私 は も う 、 あ な た と の 戦い で 全て の 憂い は 晴れ て お り ま す 故 ゆ 
え 」 

「 そ うじ ゃ な 。 お むしろ 、 こ れ 以 上 貴様 の 顔 を 見 て お る と 、 こ ちら の 覚悟 
の 方 が 鈍り そう じゃ 。 .…… 迎え が 来る 、 わ ら わ は 別 の と ころ へ ゆく ぞ 」』 
夢 を 見 終わ る 覚悟 。 甘 く 優 し い 時 間 か ら 自 ら 旅 立 と うと する プラ ッ ク 

姿 は 、 プ テラ ギル ディ の 知る 少女 か ら も っ と 大 人 に 成長 し た に 外 ほ か 

な ら な い 。 

「 さ ら ば プ テ ラ ギ ルディ .……… た と え 泡 うた 涼 か た の 幻 で も 、 も つう 一 度 貴 
様 と 話せ て よかっ た 」 

「 は っ 。 私 も 、 さ ら に 母性 の 増し た あな た の 姿 を 見 る こと が で き て 、 幸 
せ に ご ざい ます 」 

母 が 子 に する よう に 、 ブ ラック は プ テ ラ ギ ルディ の 鋭く 長い 頭 を いい 
子 い い 子 と 撫 な で る 。 

それ を 別れ の 挨 あ い 拶 さ つ に 、 プ ラッ ク は メガ ・ ネ に 搭乗 。 別 の 箇所 
か ら の ホロ ウエ レ メ リ アン の 侵攻 を 食い 止め る べく 、 飛 び 去 っ て いっ 
5a 

プ テ ラ ギ ルディ は 闘気 を 溜め る よう に 身体 か ら だ を 固め 、 

じ 放 0 ん ンー マビ マー シンジ う ! ママ 

ツリ 」 

裂 れ つ 人 ぱく の 喘 ほ う 呼 こう と 共に 細 を 大 きく 広げ た 。 

存 分 に 母性 を チャ ー ジ し た 余裕 か ら か 、 傍 か た わら で 戦う 盟友 に 意地 
の 悪い 質問 を 投げ か ける 。 


「 隊長 典 の 元 へ 行か ぬ の か 、 ト リ ケ ラ トッ プ ギ ルディ 」 

「 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 殿 の 吉 葉 で ネオ アル ティ メ ギ ル 全 戦 士 が ここ に 集 っ 
た 一 待 望 の リー ダー シッ プ を 発揮 で きた の だ 。 私 の 小吉 は も う 必 要 あ る 
まい 」 

喜び と 寂し さ が 同 居 し た よう な 、 ト リ ケ ラ トッ プ ギ ルディ の 横顔 。 
手 の か か る 幼馴染 の 隊長 が 成長 し 、 自 分 を 必要 と し な く な っ た こと が 
複雑 な の だ ろう つ 。 

人 素 租 で は な いな 。 幼馴染 お さ な な じみ を こじ ら せ る と 、 面 倒 な も 
の だ 」 

「 全 くだ 。 そ の 点 貴 殿 の マザコン は わか りや すく て 靖 う ら や まし いそ ぞ 、 
プ テ ラ ギ ルディ 」 

軽口 に 上 厳 た わび お れる 間 に 、 ホ ロウ エレ メリ アン は 二 人 を 取り 囲ん で い 
だ た 。 

トリ ケラ トッ プ ギ ルディ の 腹部 に 、 ホ ロウ エレ メリ アン の 黒き 爪 つ め 
が 突き 込ま れる 。 

瞬間 。 時 間 操 作 に よっ て トリ ケラ トッ プ ギ ルディ の 身体 か ら だ は か き 
消え 、 ホ ロウ エレ メリ アン の 背後 に 現れ て いた 。 振 り 下 ろ さ れ た 梶 こ ん 
棒 ば う で H 呈 たたき 潰さ れ 、 爆 散 す る ホロ ウエ レ メ リ アン 。 

その 間 に 、 プ テラ ギル ディ は 妃 や い ば と 化し た 細 で 別 の 一 体 を 真っ 二 
つ に 斬 き り 有 裂 さい て いた 。 

肩 慣 らし は 終わ っ た と ば か り 、 プ テラ ギル ディ は 細 を 羽 ば た か せる 。 
「 いい 機会 だ 。 ど ちら が より 大 属 に 首 級 を 捧げ られ る 副 閣 か 、 数 比べ と 
いこ うか 」 

「 私 は 別に ティ ラノ ギル ディ 殿 に 贈り 物 を する つも りな ど な い が .……… 最 
後 だ 。 貴 殿 と 競っ て みる の は 音 や ぶさ か で は な い 」 

今度 は 、 同 時 に 姿 を か き 消す 二 人 。 あ と は た だ 、 弾 は じき 飛ば され て 
いく ホロ ウエ レ メ リ アン を 見 る こと で し か 、 彼 ら を 確認 する 術 す べ は な 


か っ た 。 

何者 の 追随 も 許さ ぬ 超 音速 の 戦士 、 右 叩 の 副 閣 ライ ト フ アン グ プ テ ラ 
ギル ディ 。 

時 を 操り 速度 の 理 こ と わり か ら 解 放さ れ た 重 同士 、 左 昨 の 副 閣 レフ ト 
ファ ング トリ ケラ トッ プ ギ ルディ 。 

死 の 二 姜 ダ ー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス を 支 さ さえ た 左右 の 時 き ば は 今一つ 
に 噛 か み 合 い 、 最 後 の 忠 誠 を 競 つ 。 

敬愛 する 最高 の 思 か 者 が 、 悔 いな く 散 れる よう 願い な が ら 。 


の 


黒く 奪う ご めく 魔 獣 に 立ち 向かう イエ ロー の 元 へ は 、 美 の 四 心 ビー・ 
テイ フル ・ ハ ー ト の 隊長 ビー トル ギル ディ 、 そ し て スタ ッ グ ギル ディ が 
駆け つけ て いた 。 

「 あ 、 あ の 、 何 な 故 ぜ わた くし た ち を 助け て くだ さる .……… の で す 
ope 

「 完 か ん 璧 べき と 吉 い 張る 模 宮 が その 実 、 あ まり に も 低 ク オリ ティ で 
は 、 元 の 絵 の 出来 も 色 わ れ よ うと いう も の 。 ……… 我 わ れ ら の つま ら め ぬ 意 
地 だ 、 気 に する 必要 は な い 」 

ビー トル ギル ディ は US B メ モリ を 取り 出し 、 テ イル イエ ロー へ と 手 
渡し た 。 

「 蘇 よ み が え っ て か ら 今 まで の 間 に 、 我 ら が 冬 コ ミ の た め に 描き 上 げた 
同人 誌 原稿 の デー タ が 入っ て いる 。 こ れ を お 前 に 託す 」 

「 フ ァイル の レイ ヤー は 統合 し て いな いか ら 、 気 を つけ て ね 。 本 文 は 1 
200dpi の グレ ー ス ケー ル だ か ら 、 マ シン パワ ー が 足り な いと 固 ま 
る か も し れ な い 。 そ れ と - 一 」 

スタ ッ グ ギル ディ も 諸 注 意 を 続け る が 、 イ エロ ー は 目 を 回 し そう に 


な っ た 。 

「? ? せ 、 専 門 用 語 が 多 す ぎ て .… 四 

し か し 、 あ と 一 週間 足ら ず で 訪れ る ふゆ こみ , の 原稿 を 託さ れ た こ 
と で 、 イ エロ ー は 悟る 。 

彼ら は 、 こ こ で 消え る 覚悟 を 決め て いる の だ と 。 

「 と ころ で テイ ルイ エロ ー.…… 想 U い 人 と は その 後 、 ど うな っ た ? 進展 
は し た の か な ? 」 

「 そ うさ 。 兄 さん も 僕 も 、 そ れ だ けが 心残り だ っ た ん だ 」 

唐突 な コイ バナ 。 血 生臭 い 戦場 に は 似合わ な い 、 甘 い 語ら い 。 

それ こそ が 、 恋 愛 属性 ラブ を 持つ 彼ら の 最後 の 望み だ っ た 。 

UM 進展 ..… し て ます わっ 」 

赤面 を 問 ご 魔 ま 化 か す よ うに 、 背 中 の 陽電子 砲 を 発射 する イエ ロー。 
「 あの 時 より ずっ と 、 好 き に な り ま し た 。 毎日 、 "好き, が 大 きく な っ 
て いま す 。 だ か ら 、 き っ と それ は .…… 進展 。 だ と 思う の で す 」 

「 い よし ! それ だ け 間 けれ ば 満足 だ !!」 

何 な 故 ぜ か ビー トル ギル ディ と スタ ッ グ ギル ディ が ハイ タッ チ を 交わ 
す 。 

嬉 つ うっ れ し く て た ま ら な いと ば か り 、 穏 や か な 閣法 を 好む 彼ら に し て は 
珍し く 粗 野 に 拳 足 を 用 いた 攻撃 で 、 ホ ロウ エレ メリ アン を 叩 た た き 返 し 
て いく 。 

「 よい か テイ ルイ エロ ー.……… 恋 愛 こ いと いう 最大 の 戦い に 比べ れ ば 、 こ 
の 程度 の 世界 終 し ゆう 臣 え ん な ど 前 ぜん 哨 し よう 戦 せ ん も 同然 ! 見 事 
切り 抜け 、 己 が 真 の 戦い に 机 ま い 進 し ん せよ !!」 

只 6 ええ ! も ちろ ん で すわ !!」 

ビー トル ギル ディ と スタ ッ グ ギル ディ が 固く 握手 を 交わ し 、 そ の 身体 
か ら だ を 溶け 合わ せ て いく 。 

「 行こ つう 、 兄 さん ! 今度 は 、 僕 た ちの 意思 で ! 」 


「 よ く ぞ 吉 っ た 、 我 わが 弟 よ !! 」 

甲虫 の 義兄 弟 は 今 再 び 、 神 話 の 巨神 ・ ヘ ラク レス へ と 融合 を 果たす 。 
「「 さ あ 乗 れ テ イル イエ ロー、 我 われ ら が お 前 の 車輪 と な ろう ぞ !!」」 

ヘラ クレ スギ ルディ の 背 に 搭乗 し た 、 テ イル イエ ロー・ ア プ ソ リュ ー 
レン 

ツイ ン テ ー ル を 空 に 傘 う が っ て 固定 する まで も な く 、 こ の 頼も し き 騎 
馬 戦 車 が 、 イ エロ ー を 支 さ さえ て くれ る 。 

絶対 脱衣 形態 アプ ソリ ユー トブ プラ スト モー ド で 武装 を 大 解放 し 、 機 銃 
掃射 の 光 が 彼 ら と いう イラ スト の 背景 を 彩 い ろ ど る 。 

「「 乗 れ と は 吉 っ た が 、 我 ら の 背中 で 脱げ と は 吉 っ て お ら め ぬ ぞ !!」」 

「 い いい えっ ! も う 思 いっ きけ りや っ ちゃ いま すわ 

つ !!」 

宇宙 最強 の 爆撃 機関 が 、 津 波 も か く や と 押し 寄せ る ホロ ウエ レ メ リ ア 
ン た ち を 革 け 子 し 粒 つ が ぶ に 還 か え し て いく 。 

黒い 邪悪 が 滅び 去っ た 地平 の 先 に 。 彼 ら の 冬 コ ミ が 、 開 催 を 待ち わび 
て いる 。 


そん な イエ ロー た ちの 奮戦 を 遥 は る か 背後 に 臨 の ぞ で みな が ら 、 リ ヴァ 
イア ギル ディ 、 ク ラー ケ ギ ルディ も また 、 部 下 た ち を 従え て ホロ ウエ レ 
メリ アン に 挑ん で いた 。 

「 巨 オオ オオ オツ !!」 

「 貧 ツ ッ リ リュ 

股間 の 槍 や り が 轟 と どろ き 、 貧 乳 の 剣 が 内 ひら めく 。 

敵 は 、 乳 の 何たる か も 理解 で きぬ 木 で 偶 く の 坊 ぼ う 。 

自分 た ち が 誇 り を 以 も つて 侵攻 し た この 世界 を 、 我 が も の 顔 で 歩か れ 
る の は 我慢 が な ら な い 。 

爆散 し た ホロ ウエ レ メ リ アン の 起こ し た 風 に マン ト を 揺らし な が ら 、 


クラ ー ケ ギル ディ は 天 高 く 剣 を 掲げ る 。 

「 テ イル ブル ー ! 我 わ が 愛 い と し の 姫 よ ! 最期 に 今 一 度 、 こ の 貧 乳 
の 剣 を 貴女 あな た に 捧ぐ !!」 

騎士 の 寺 い は 、 姫 の 元 へ と 届い た だ ろ つ か 。 

か つて は 一 笑 に 伏し て いた この 騎士 か ぶれ を 微 ほ ほ 笑 えま し く 見 つめ 
な が ら 、 リ ヴァ イア ギル ディ は 全て の 憂 つ れい を 払い 飛ば すか の よう に 
股間 の 槍 や り を いき けり 立た せ た 。 

「 姫 、 か .… ぼ ……… テ イル ブル ー め 。 し お らし く な っ た か と 思え ば すぐ に 立ち 
走っ て 戦い くさ 女 め 神 が み を 墜 と す と は .……… も は や その 得 勇 、 神 域 の も 
の 。 こ の 俺 も 、 貧 乳 を 認め ぬ わ け に は いか め ぬ な 」 

「 フ ッ .………。 そ の 知恵 の 回 りか ね る 総 肌 に も 、 よ う や く 貧 乳 の 素晴らし 
さ が 染 みた と 見 える な 、 リ ヴァ イア ギル ディ 」 

そう 吉 う クラ ー ケ ギル ディ も 、 遠 く 戦 う ラテ イル イエ ロー を 見 て 、 こ れ 
まで 巨乳 に 向け て いた 嫌悪 の 眼 ま な 差 ざ し が 優し く な っ て いる 。 

「 美 し い .……… 心 も ろ と も 乳 が 跳 ね 揺れ て いる 。 あ れ が 、 巨 乳 の 本 当 の 在 
あり 方 と いう も の か ,」 

「 ほほ う 。 お 前 こそ 、 痩 せっ ぽ ぱっち で 頭 に 栄養 が 届い て いな か っ た よう 
だ な 。 巨 乳 の 偉大 さ を 知る まで に 随分 と か か っ た で は な いか 、 ク ラー ケ 
ギル ディ より!!」 

巨乳 好き が 貧 乳 を 、 貧 乳 好 き が 巨乳 を 認め 合う 。 

頑固 な 閣 し よう が 雪解け を 見 せ た こ と で 、 巨 乳 部 隊 、 貧 乳 部 隊 の 戦士 
た ち も 笑 顔 に な る 。 

「 お お .… そ れ で は お 二 方 は 、 乳 な ら ば 大 きく とも. 四 
「 小 さく と も 、 等 し く 愛 され る と !!」 

バッ ファ ロー ギル ディ と ブル ギル ディ が 飛び 跳ね ん ば か り に 喜ぶ が 、 
「「 馬 ば 鹿 か 者 !」」 

返っ て きた の は 、 つ れ め ぬ 一 喝 だ っ た 。 


「 そ れ と これ と は 話 が 別 だ ! 」 

「 一 番 は 一 」 

二 人 の 性 は 互い を 見 や っ て 笑い 合う と 、 黒 き 怪 魔 へ と 診 を 並べ て 走り 
出し た 。 


「 巨乳 だ !!」 


「 貧 乳 だ !!」 


大 きい 胸 が 好き だ っ た 者 が いた 。 

小さ い 胸 が 好き だ っ た 者 が いた 。 

乳 の 御旗 に 集い 、 戦 っ た 戦士 た ちがい た 。 

この 地球 は 、 永 遠 に その 勇 姿 を 歴史 に 刻み 続け る だ ろう 。 

お っ ぱい こそ 正義 と 奮 ふ る い 立ち 、 勇 猛 に 戦っ た 漢 た ちがい た こと を 


oO 


の 


幅 み こと と 二手 に 別れ た 仮面 ツイ ン テ ー ル は 、 逃 げ 遅 れ た 人 々 の 誘導 
を 続け て いた 。 

粒子 の 範囲 か ら 離 脱 す れ ば いい だ け の 「 撤 死 舞 肝 マ キシ マム , と 違 

!、 属 性 カエ レ メ ー ラ を 狙 ね ら っ て 無 差別 に 人 間 を 衣 お そう ホロ ウエ レ 
メリ アン は 、 比 べ 物 に な ら な い ほ どの 旭 威 だ 。 

市 街 地 を 抜け て 雑木 林 に 入り 、 尊 と 通信 で 連絡 を 交わ す 。 そ し て 、 侵 
攻 状 況 を サー チ し た 。 

瞬間 移動 用 の 転送 ペン を 取り 出し 、 次 の ポイ ント へ 瞬間 移動 を し よう 
と 準備 する 。 

だ が その 時 、 ガ イア ギル ディ の 攻撃 の 余波 だ ろう か 、 激 し い 揺 れ に 柚 


われ て ペン を 沙 と し て し まう っ 。 

慌 あ わ て て 仮面 ツイ ン テ ー ル が 地面 に 手 を 伸ばす と 、 黒 い 足 が ペン を 
省 み 砕 いた 。 

導 

漆 し つ 黒 こく の 無 む 貌 ぼう 、 ホ ロウ エレ メリ アン が 、 目 の 前 に まで 
迫っ て き て いた 。 

後 あ と 退 ず さっ て 背 が 当たっ た 木 の 幹 、 そ こ に 身 を 隠 そ うと 回 り 込ん 
だ 、 さ ら に その 先 に も ホロ ウエ レ メ リ アン の 姿 が 。 

( ツイン テー ル 属 性 を 最 優先 で 春 お うと する 人 か い 介 ら いな の に 、 ど う 
し て 私 を 狙う ん で すか 一 !? ) 

疑問 に 思っ て いる 端 は し か ら 、 次 か ら 次 に 数 が 増え て いく 。 
周囲 を 胃 ま れ た トゥ アー ル は 、 幹 に 育 を 預け て へ た り けり 込ん だ 。 

喘 と つ 叶 さ に 仮面 を 外し 、 携 行状 態 に 変形 させ て ブーメラン の よう に 
投げ つけ る が 、 い と も あっ さり と 割り 落と され る 。 ホ ロウ エレ メリ アン 
の 闇 や み 色 の 腕 が 、 ゆ っ くり と 伸ばさ れ た 。 


ツイ ン テ ー ル 属性 は 、 も う 持 っ て いな い の だ か ら 。 

ある い は この 黒き 怪 魔 た ち は 、 生 命 す ら も 奪 お つう と いう の か 。 
こん な 自分 の 意志 も 持た ぬ 獣 け も の に さえ 、 今 の 自分 は 抗 あ ら が う 力 
を 持た な い 。 

恐怖 で は な く 、 無 力 感 で 涙 が 裕 こ ぼれ た 。 

0 っ .…… 総 そう 二 じ 様 ぁ っ .…… 四 

せめ て 最後 に 、 愛 する 者 の 名 を 呼ぶ 。 

徐 く つが えせ め ぬ 絶 望 も 悲 冊 も 、 自 分 は 知っ て いる か ら 。 

ツイ ン テ ー ル を 失っ た 自分 に .……… 奇 跡 を 起こ すこ と は で き な い の だ か 
ら 。 

トゥ アー ル は 、 運 命 を 受け 容 い れる 。 抗 い が た き 、 滅 び の 運命 を 。 


し か し 、 定 め ら れ し 運 命 を 呑 の ん 気 き に 無視 する 、 身 勝手 な 墓 が た ま 
に いる の だ 。 

神 も 呆 あ きれ る で あろ う 。 空気 を 読め な い 奴 だ 、 と 。 

トゥ アー ル に 伸ばさ れ た 漆黒 の 腕 が 、 突 と つ 如 じ よ と し て 爆 は ぜ 飛 
ぶ 。 よろ めき 後退 る ホロ ウエ レ メ リ アン の 頭頂 か ら 足 先 ま で が 、 一 王 線 
に 潰れ て 裂 さ けた 。 

その 爆撃 めい た 攻撃 が 剣 けん 関 せ ん だ な ど と 、 誰 だ れ が 信じ る で あろ 
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うっ すら と 開か れ た トゥ アー ル の 視界 に 、 鮮 や か な モノ クロ ー ム の 輝 
き が 飛び 込ん で くる 。 

凛 り ん と た な びく 黒い マン ト 。 

それ に 重なり 舞い 踊る 、 真 白き ツイ ン テ ー ル 。 

忘れ も し な い 、 か つて も っ と も ツイ ン テ イ ルズ を 苦し め た 強敵 の 背 
が 、 そこ 伝 あ っ た 。 


「 ようやく 見 つけ た ぞ 、 百 ゆ 合 り コ スモ の 女 よ 」 

呆 あ つ 気 け に 取ら れる トゥ アー ル の 前 で 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ は 聖 剣 の 
切っ 先 を 静か に 持ち 上 げた 。 

一 斉 に 飛び か か っ て いく ホロ ウエ レ メ リ アン た ち 。 

「 ぬん っ つっ 『!」 

剛 剣 一 いつ 関 せん 。 

強 さ だ け な ら オリ ジ ナ ル の エレ メリ アン と 同等 の は ず の ホロ ウエ レ メ 
リア ン た ち を 、 ま る で 枝 か ら 落 ち た 木の葉 も 同然 に 空 へ 舞い 上 げ て い 
Ss 
「 誰 だ れ の 断り を 得 て 俺 の 部 下 た ちと 同じ 貌 か た ち を し て お る 、 悪 鬼 ど 
も が !!」 

圧倒 的 な まで の 強 さ を 見 せつ け 、 信 ご う 然 ぜん と 倍 た た ず お ティ ラノ 


ギル ディ 。 

か と 思え ば 、 へ た けり 込む トゥ アー ル に 、 何 か 吉 い た そう な 目 で チラ ッ 
チラ ッ と 見 て くる 。 

童貞 くさ い モ ーション に 痺 し びれ を 切ら し た トゥ アー ル が 、 声 を 張り 
万 大 

「 何で すか も う ! そう いう 仕草 が 可 か 愛 わ いい の は 総 そ う 二 じ 様 だ け 
で す ! 喜 り た いこ と が ある の な ら と っ と と 吉 っ て くだ さい !!」 

ティ ラノ ギル ディ は 人 差し 指 を 突き 合わ せな が ら も じ も じ し て いた 
が 、 や が て 意 を 決し た よう に その 大 き な 頭 を 下げ た 。 


に 0 の Jeossoi 死 の 二 其 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス の 最終 決戦 た た か いで 
| RG 泣か せ て し まっ て すま な か っ た !!」 
2 ッ ー ハ ア !? 何 い き な り 謝っ て る ん で す !? まさ か そん 


な こと を 吉 い に 、 私 を 捜し て いた ん で すか が !?」 

「 だ 、 黙 れ ! よい か 、 俺 が 最後 に 奪う の は 属性 カエ レ メ ー ラ で は な 
い .…… 今 その 類 ほ お を 落ち る 涙 よ ! それ が ..…… か つて 貴様 を 涙 さ せ た 
俺 の 、 俺 た ちの 、 せ め て も の 償い だ !!」 

夏 つ れい が 晴れ て 満足 げ な ティ ラノ ギル ディ と は 裏腹 。 

エレ メリ アン と いう 憎む べき 存在 に 助け られ た こと が 、 ト ゥ アー ル の 
心 の 古傷 を 所 えぐ っ た 。 

「 何 か っ こつ け て る ん で すか .…『…… 償 い だ な ん て 、 冗 談 じ ゃ な いで す !!」 
塞 せ き 止 め ら れ な い 激 情 を 、 止 と め 処 ど な く 吐 き 出 し て いく トゥ アー 
ル 。 

「 あ な た た ち は 毎 日 、 仲 間 同士 で 楽し く 語 り 合っ て いた ん で し ょ う .…… 
何 が 好き だ 、 何 が 可愛 いっ て ! 私 の 世界 で は 、 そ ん な こと は も う 二 度 
と で き な い ん で す よ ! あな た た ち ア ル テ ィ メ ギル に 滅ぼさ れ た 、 私 の 
世界 で は !!」 

無理 に 立ち 上 が ろう と し た トゥ アー ル は 、 足 の 痛み に 顔 を 鶴 め て 再び 


尻 し り 餅 も ち を つい た 。 

それ で も な お 、 涙 を 振り 散ら し な が ら 自 分 の 前 に 立つ 背中 を 賠 に ら み 
付け る 。 

「 あ な た が 誇 ら し そ うに た な び か せ て いる その ツイ ン テ ー ル も 、 私 に は 
も う 二 度 と 結べ な い ! 落ち 込ん で 泣い て いる 友達 に 、 結 ん で あげ る こ 
と も で き な い !!」 


「 


」 

「 今 ここ で 奪わ れ な く た っ て ! 私 の 笑顔 は と っ くに あな た た ち に 奪わ 
れ て る ! あな た に 助け られ る ぐら いな ら 、 人 RG 

ティ ラノ ギル ディ は 怒 気 に 眼 め を 光ら せ て 振り返 トウ ゥ アー ル 目 掛 
け て 斬 き りつ けた 。 

中 と つ 叶 さ に 死 を 覚悟 し 、 固 く 瞳 ひと み を 閉じ る トゥ アー ル 。 し か 
し 、 痛 み は 訪れ な か っ た 。 

代わ り に 、 彼 女 の 育 に 立つ 巨木 に 横 一 文字 の 光 奈 が 走る 。 

一 思 両 断 に され た 幹 が 、 枝 葉 を 起き し ませ な が ら 倒 れ て いく 。 そ の 後 
ろ で 、 ホ ロウ エレ メリ アン が 一 体 崩れ 落ち て いっ た 。 

0 嘘 つ うそ を つく な 。 笑顔 は 取り 戻し て くれ た の で あろ う 、 あ の 少 
0 ソウ ジ が な ,」 

ラー 

より に も よっ て 、 エ レ メ リ アン に 諭 さ と され る な ん て 。 

や る せな さと 悔し さ - 一 そし て 少し の 嬉 つ うれし さ が 絢 な い 交 まぜ に な 
り 、 再 び 溢 あ ふれ る 肖 。 

「 安 請け 合い を し て し まっ た わ ! 引 様 の 涙 消 える まで 戦う と 装っ た が 
故 ゆえ .……… 今 また そう し て 泣か れれ ば 、 い つま で も ここ で 剣 を 振る わ ね 
ば な ら ぬ で は な いか !!」 

増え 続け る ホロ ウエ レ メ リ アン に 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ は 徐々 に 攻撃 を 

受け 始め る 。 


自分 を 研 か ば っ て さえ いな けれ ば 、 も っ と 楽に 蹴 け 散 ら せ る 相手 の は 
ず だ 。 

肉 の 盾 た て と な っ て 泥 く さく 戦う 帝王 に 因 悪 感 を 覚え ん 、 ト ゥ アー ル は 
突き 放す よう に 吉 っ た 。 

「 も し か し て まだ 和 勘違い し て る ん で すか 、 私 は 百 ゆ 合 り じゃ あり ませ 
ん ! あな た が 助け る 価値 な ん て な いで し ょ う !!」 

の 帝王 を 見 く て びる で な いわ ! 」 

無用 な 気遣い も ろ と も 、 ま た 一 体 ホ ロウ エレ メリ アン を 斬り 滅ぼす 。 

その 一 喝 は トゥ アー ル に も 、 目 の 前 の 邪悪 ども に も 向け られ た も の に 
思え た 。 

「 男 に 惚 ほ ばれ た か ら と いっ て 、 百 合 で な いと は いえ ぬ ! 」 

さら に 一 体 、 そ し て また 一 体 。 吉 葉 の 史 た か ぶり と と も に 、 合 けん 閲 
せん の 熱量 も 増し て いく 。 

「 どれ だ け 脇 わき 目 め を 振る ろう と 、 寄 り 道 を し よう と .…… いや 、 上 百人 台 そ 
の も の が 寄り 道 で あろ うと ! その 百合 が 輝 いて お れ ば 、 そ れ で いい の 
だ !!」 


誇り 高き 百合 の 在 あ り よ う を 熱弁 され 、 ト ゥ アー ル は 毒気 を 抜か れ 


an レッ ド ち ゃ ん が ドラ グ ギ ルディ に ぞっこん だ か ら 、 私 を ナン パ で 
すか ?」 

「 わ は は は は 、 冗 談 で は な い ! 痩せ て も 枯れ て も 百合 の 伝道 師 、 自 ら 
女 を 日 説く な ど ご 免 被る わ ! それ で 貴様 、 名 前 は !!」 

否定 し た 側 そ ば か ら ナ ン パ じみ た 真 ま 仏 ね を する 、 こ の 天然 。 

トゥ アー ル は 、 昔 いら 立 だ ち 交じり の 声 こ わ 音 ね で 名 乗り 捨て た 。 

本 ウー リル と で す 」 

「 ト ゥ アー ル よ ! お 前 の 百 ゆ 合 り は 輝い て お る 。 俺 が 大 た い 鼓 こ 剤 ば 
ん を 押し て や る !!」 


「 それ は 太鼓 鹿 じ ゃ な く て 閣 らく 印 U ん っ て いう ん で す よ ! 嬉 う れ し 
く な いん で すけ ど !?」 

僅 わ ず か な 会 話 の 暇 い と ま に も 、 ホ ロウ エレ メリ アン は 攻撃 を 続け 
る 。 

つい に 、 テ ィ ラ ノ ギ ル ディ の へ と 黒い 矢 が 突き 刺さ っ た 。 

思わ ず 顔 を 背け る トゥ アー ル 。 

だ が ティ ラノ ギル ディ は 、 苦 痛 に 顔 を 歪め が め る どこ ろか 、 晴 れ 晴 れ 
と 笑顔 を 浮か べ て いた 。 

「 心 失っ た 亡者 ども よ 、 存 分 に 来る が よい ! そし て 、 失 っ た 心 に し か 
と この 名 を 刻 め !!」 

恐る べし 、 百 合 の 加 剣 の 迷 さ え 。 

群がる 猛者 た ち を 、 猫 々 し き 合 けん 関 せ ん が 斬 き けり 散ら ちら し て いく 。 
「 俺 は ティ ラノ ギル ディ ! アル ティ メ ギ ル 四 し 頂 ち よう 軍 ぐ ん ・ 死 の 
二 凌 ダー・ イ ノ ・ ラ ン ヴ アス 隊長 に し て 、 偉 大 な る 百合 の 帝王 だ !!」 


の 


全身 か ら 炎 を 放ち 、 俺 は ガイ ア ギ ル ディ の 掌 し よう 撃 げ きか ら 脱出 す 
る 。 し か し 両 腕 が 空 あ いた こと で 、 ガ イア ギル ディ は 再び ホロ ウエ レ メ 
リア ン の 放出 を 再開 し だ し た 。 

巨大 な 上 半身 と 腕 、 そ し て 細 と いう 神 の 異様 か ら 、 黒 の 兵士 が 産み 落 
と され 続け る 。 

俺 は フォ オー ラー チ ェ イ ン の 高速 飛 ひ 翔 し よう の 衝撃 波 で ホロ ウエ レ メ 
リア ン た ち を 爆散 させ な が ら 、 ガ イア ギル ディ の 巨大 な 脳天 に 、 炎 の 斬 
語 を 振り 下ろ し た 。 
ググ ク グチ レイ ボー モーーー ニ ーー ニニ ーー ニニ NAM 

ガイ ア ギ ル ディ の 周囲 は バリ ア の よう な 強力 な 力 場 が 張り 巡ら され て 


お り 、 斬 り 抜 ける こと が で き な い 。 力 の 限り 剣 を 振り 下ろ し 続け 、 バ リ 
ア も ろ と も ガイ ア ギ ル ディ を 強引 に 空 か ら 地 面 へ と 叩 た た きつ ける 。 
落下 の 衝撃 な ども の と も せ ず 、 砂 す な ば ぱこ り を 突風 の よう に 巻き 上 
げ て ガイ ア ギ ル ディ は 浮遊 し た 。 

俺 を 敵性 戦力 と し て 認め た こと で 、 ホ ロウ エレ メリ アン の 産出 が 停止 
する 。 

「 永 な が い 悪夢 だ っ た .……『… けど 、 そ れ は ここ で 終わ る ! 俺 が 終わ ら せ 
る !」 

ガイ ア ギ ル ディ が 石像 じみ た 瞳 ひ と み を 発光 させ 、 神 し ん 光 こ う を 撃 
ち 放 っ て くる 。 

それ は も は や 、 高 密度 の レー ザー 光線 。 神 し ん 檎 そう か ら 放 っ て いた 
時 より も 桁 け た 違い に 強力 と な っ た 神 光 が 触 れ た 地面 は 、 一 文字 に 深い 
溝 跡 を 残し て 蒸発 する 。 

問 合 い を 取り 、 剣 を 構え 走 し た 俺 の 眼前 に 、 ガ イア ギル ディ が 突 と つ 
如 じ よ と し て 瞬間 移動 し て きた 。 

「 何 ツ !?」 

ガイ ア ギ ル ディ は 右腕 を 振り 下ろ し 、 地 面 に 叩き つけ る 。 間 一 髪 飛び 
退 の いた 俺 が 見 た の は 、 大 型 の 重機 で 何 十 回 も 掘削 し た か の よう に 深々 
と 所 えぐ られ た 地面 だ っ た 。 

その 巨体 か ら は 想像 も で き な い ほど の 高速 、 そ し て 、 高 機動 。 

変 紀 自 在 の 動き に 神 し ん 光 こ うと 両 腕 で の 攻撃 を 織り 交ぜ られ 、 俺 は 
防戦 を 強し いら れる 。 

その 人 剛 腕 の 射程 園 に 囚われ 、 つ い に 剣 で 受け 止め る 覚悟 を 決め た 瞬間 
一 快 音 が 響い た 。 

「 一 不 ふ 甲 が 慕い な い .… せ … お 前 は 相手 が ツイ ン テ ー ル で な けれ ば 、 の び 
の びと 戦え ぬ の か ! 」 

横 共 な ぎ に 振る われ た 巨 腕 が 、 俺 の 防御 に 先んじ て 大 剣 で 弾 は じき 上 


げ ら れ た の だ 。 

光 の ツイ ン テ ー ル を た な び か せ た 戦 士 が 一 威風 堂々 と 俺 の 眼前 に 立 
(28 

ゴッド ドラ グ ギ ルディ が 、 こ の 最後 の 戦い の 場 へ と 現れ た 。 

1 ドラ グ ギ ルディ 。 俺 と 戦友 に は な れ な いん じゃ な か っ た の か ? 」 
「 無論 。 我 われ は 最後 に 、 戦 いく さ 女 め 神 が み の 魂 た まし い を 解放 する 
た め に 戦う だ け だ ..……。 も っ と も 、 た また まお 前 が 同じ 相手 に 剣 を 振っ 
て いる の で 、 し め た も の だ と 思っ て いた と ころ だ が な 」 

「 じゃあ 俺 も 、 得 し た だ けっ て 思う こと に する ぜ 、 こ の 場 に ツイ ン テ ー 
ル が 増え て な !!」 

俺 た ちの ツイ ン テ ー ル が .…… 握 手 を 交わ す よ うに 、 風 に 舞っ た 。 

「 い く ぜ !」 

「 応 お うつ ! り !」 

ガイ ア ギ ル ディ に 向かっ て 並 走 する 、 俺 と ゴッド ドラ グ ギ ルディ 。 振 
り 下 ろ さ れ た 腕 を 回 避 し 、 俺 は 右腕 に 、 ゴ ッ ド ドラ グ ギ ルディ は 左腕 
に 、 そ れ ぞ れ の 剣 を 叩 た た き 込 む 。 

呼吸 を 合わ せ て 転回 し .……… も う 一 いち 斬 ざ ん 。 

「「 は ああ ああ ああ ああ ああ ああ っ !!」」 

互い に その まま 足 を 振り 上 げ 一 同時 に 蹴 けり 飛ば す !! 

火花 が 噴き 上 が り 、 後 退 す る ガイ ア ギ ル ディ 。 

斬 き り 、 回 避 し 、 互 い の 動き に 重なり 合う 。 

まる で 人 幾 多 の 死線 を 乗り 越え た 相棒 バ デ イ の よう に 、 俺 た ち は 呼吸 を 
合わ せ て 語 を 振る っ た 。 

剣 を 撃ち 合わ せる し か な か っ た 二 人 が つい に 、 診 を 並べ て 戦っ て いる 
の だ 。 

し か し 、 ガ イア ギル ディ は ダメ ー ジ を 受け て も 瞬時 に 回 復 し 、 反 撃 し 
3 


「 こ や つ を 倒す に は 、 再 生 力 を 上 回 る ほど の パワ ー で 一 気 に 吹き 飛ば す 
し か な い ぞ !!」 

「 こ ん だ け の 巨体 に それ は 、 な か な か 骨 が 折れ そう だ な .……!」 

俺 た ち が 二 手 に 別れ て 攻撃 を し 始め る と 、 ガ イア ギル ディ も 攻撃 を 広 
範囲 に 変化 させ た 。 

瞳 ひ と みか ら 放 射 さ れ た 一 奈 の 神 光 が 空 中 で 無数 に 分 像 し 、 隊 し ゆう 
雨 う の ご と く 降 り 注ぐ 。 

プレ イザ ー ブ レ イド で 切り 散ら ちら し て いく も 間に合わ ず 、 そ の うち の 一 
発 が を の フォ ー ス リヴ ォ ン に 下 撃 する 。 絶望 的 な ほど に 鮮やか に 直 を 舞 
う 、 装 そう 甲 こう の 破片 。 

「 フ ォ ー ス リヴ ォ ン が 、 砕 か れ た .………!」 

ツイ ン テ ー ル が 解 ほ どけ れ ば 、 俺 の 変身 は 強制 解除 され る 。 

俺 は と つ 叶 さ に 房 の 根 を 掴 つ か み 、 指 の 輪 で 束ね て 辛うじて ツイ ン 
テー ル を 維持 し た 。 

だ が これ で は 、 左 腕 を 封 級 さ れ た も 同然 だ 。 

体勢 を 立て 衣 し た 時 に は 、 す で に 致命 的 な まで の 眼前 に 神 し ん 光 こ う 
が 迫撃 し て いる 。 
まつ 」 

横 合い か ら 突 っ 込ん で きた 黒い 影 が 、 俺 の 計 を 突き 飛ば し た 。 

バラ ンス を 崩し て 倒れ 込み な が ら 、 俺 を 底 か ば っ た ゴッド ドラ グ ギ ル 
ディ が 神 光 に 胸 を 貫 か れる 様 が 、 ス ロー モー ショ ン の よう に 視界 に 飛び 
込ん で きた 。 

「 ド ラグ ギル ディ ーーー ッ !!」 

思 か れ た 胸 か ら 激しく 属性 力 エ レ メ ー ラ を 放電 させ な が ら 、 ツ イン 
テー ル の 童 細 陣 は ば た き へ と 戻っ た ドラ グ ギ ルディ 。 力 無く 崩れ 落ち 、 
地 に 片 膝 ひ ざ を つい た 。 
> 1 」 


ドラ グ ギ ルディ が 、 リ ボン 無き 髪 の 房 を 掴 つ か ん で いる 俺 の 左腕 に 自 
分 の 手 を 添え た 。 

邊 接 属 性 カエ レ メ ー ラ が 注ぎ 込ま れる よう な 感覚 。 自 分 の 属性 カエ レ 
メー ラ を 使っ て 、 俺 の 左 の ツイ ン テ ー ル を 結 ぼ うと し て くれ て いる の 


93 ま 7 じ UL けど も う 無 票 する な 、 本 当 に 消え ちまう ぞ !!」 

「 身体 か ら だ を 労い た わろ う が 、 無 茶 を し よう が 、 我 われ ら が 消滅 する 
運命 は 変わ ら ぬ .………。 だから 今 を 生き る お 前 が .……… 我 ら の 心 を .……. 我 の 
ツイ ン テ ー ル を .………. 代 わり に 振る っ て くれ !!」 

左 の ツイ ン テ ー ル は 解 ほ どけ か けた まま だ 。 こ の まま 固まっ て いて 
は 、 狙 ね らい 撃ち に され る 。 

俺 は 、 ガ イア ギル ディ の 注意 を 引き つけ る よう に 駆け 出し た 。 

プロ グレ スバ レッ ター を 装着 し て ツイ ン テ ー ル を 維持 で き な い か 試み 
よう と し た が 、 そ の プロ グレ スバ レッ ター 自体 が 具現 化 で き な く な っ て 
し まっ て いる こと に 気づく 。 

プ ブレイザー ブレ イド を 見 る と 、 急 こぼれ の 加 積 で 月 れ 折 れ て し まっ て 
いた 。 

体力 が 尽き て 形態 変化 チエ イン カス タム は で き な い 、 武 装 も テイ ル ギ 
ア も 限界 .……… 後 で きる こと と いえ ば 、 属 性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ ヨ ン 
ぐら い だ が .……… ガ イア ギル ディ に 通用 する と は 思え な い 。 

神 光 が 集 束 し 、 巨 大 な 光 球 と な っ て 俺 の 眼前 に 着弾 。 衝 撃 波 で 吹き 飛 
ば され る 。 


空 高く 舞い 上 げ ら れ た 俺 は 、 変 わり 果て た 戦い くさ 女 め 神 が み を 意識 
お ぼろ に 見 つめ て いた 。 

執念 一 首領 の た め に 容 極 の ツイ ン テ ー ル を 手 に する と いう 思い は 、 こ 
こま で 強い の か 。 


二 本 の 足 で 大 地 を 踏み し め 、 ガ イア ギル ディ へ と 不屈 の 眼 ま な 差 ざ し 
を 放つ 。 

「 ツ イン テー ル を 結べ な いっ て 、 率 し ん で いる 女の子 が いた .… LM 
イン テー ル を 奪わ れ た く な いっ て 、 農 ふる えて いる 女の子 が いた ! も 
う 二 度 と 、 そ ん な 思い を させ は し な い !!」 

抱き し め た 細い 身体 の 温 ぬ くも り が 、 ツ イン テー ル が 、 俺 を 何 度 だ ろ 
うと 起ち 上 が ら せ る !! 

「 お 前 が 全て を 捨て て で も 首領 を 守 ろ うと する よう に .……… 俺 に も 、 全 て 
を 上 暑 け て 守る べき ツイ ン テ ー ル が ある ん だ !!」 

ガイ ア ギ ル ディ が 、 自 ら の 属性 力 エ レ メ ー ラ を 最大 に ま と わ せ た 両 腕 
を 、 静 か に 振り 上 げ る 。 

万 物 を 揺 す り 潰す 終 し ゆう 滅 め つの 両 り よう 掌 し よう が 、 俺 の 頭上 に 
振り 下ろ され た - 一 その 瞬間 。 

(属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ 一 百合 属性 ガー ルズ ラブ 〉 

俺 の 左腕 か ら 激 し い 光 が 放 た れ 、 ガ イア ギル ディ を 腕 も ろ と も 弾 は じ 
き 飛 ば し た 。 

ガイ ア ギ ル ディ が 地面 に 沈む 激震 で 五体 を 揺らし な が ら 、 俺 は 関 せ ん 
光 こ う の 正 体 を 悟る 。 

「 百合 属性 ガー ルズ ラブ ..…… テ ィ ラ ノ ギ ル ディ の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー 
プ が .…. 独 り で に 発動 し た !?」 

そう だ 、 さ っ き ド ラグ ギル ディ は 、 属 性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ ヨ ン 
が ある 俺 の 左腕 に 触れ て いた !! 

「 ド ラグ ギル ディ の 属性 カエ レ メ ー ラ が 、 属 性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ と 呼 
応 し た の か が か!?」 

発動 し た は ず の 百合 属性 ガー ルズ ラブ の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ ブ が 、 
左腕 の 属性 玉 変 換 機構 エレ メリ ー シ ヨ ン か ら 飛 び 出 す 。 


凌 ひ し 形 が た の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ が 、 虹 に じ 色 の 光 を 放ち - 一 
徐々 に 、 そ の 形 を 変え て いく 。 

や が て 束ね た 髪 を 咳 か み 挟ん で まとめ る 、 へ アク リッ プ の よう お な 形 に 
集束 し た 。 

黄金 に 縁取 られ た 、 属 性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ プ ブ と 同じ 空色 の 輝き を 放つ 
それ は 一 。 

1 旨 進化 装備 エ ヴ オ ルプ アー ムズ だ .…… ! エレ メリ アン が 、 俺 の テ 
イル ギア に 力 を !!」 

ティ ラノ ギル ディ の 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー ブ を 、 ド ラグ ギル ディ が 発 
動 し た .………… それ だ け で は な い 、 無 数 の エレ メリ アン の 属性 カエ レ メ ー ラ 
が 、 こ の 髪 田 の め バ イン ダー か ら 枯 ほ と ば し る の を 感じ る 。 

本 来 な ら 許 され ざる 、 二 つの 同種 を 撃つ な ぐ 力 。 

異種 族 た る エレ メリ アン と 、 俺 の 心 を 繋ぐ 進化 装備 エ ヴ オ ルプ ブ アー ム 
ズ ! 

「 エ レ メ リ アル バイ ンダ ー!!」 

小 き ば と 中 を 噛 か み 合 わせ る よう に 、 フ ォ ー ス リヴ ォ ン の 砕け た を の 
房 へ と 装着 する 。 

解 ほ どけ か けた ツイ ン テ ー ル が 新た な 結び に 脈動 し 、 全 身 に 力 が 洒 み 
な ぎっ て いく 。 

テイ ルギア が 虹 色 の 輝き に 包ま れ 、 装 そう 甲 こう が 変化 。 ア ル テ ィ 
メッ トチ ェ イ ン を 基本 ベー ス に 、 右 腕 、 左 足 に 特に 重点 的 に 追加 生成 さ 
れ た 鋭い 装甲 。 左 右 非 対称 の シル エッ ト が 、 異 端 の ツイ ン テ ー ル を 銀 徴 
し て いる 。 

日 輸 を 描き 広がっ て いた 背中 の 六 本 の は 折り 畳 た た まれ 、 過 剰 放射 
され た 属性 力 エ レ メ ー ラ に 包ま れ た こと で 、 虹 色 の 光 細 へ と 彩 い ろ ど ら 
れ た 。 

まる で 奴 お 々 お し き 竜 の 戦士 が その 背 に た な び か せ て いた 、 マ ン 


ト の よう に 。 
今 ま で の どん な 進化 と も 違う 一 無数 の ツイ ン テ ー ル を 一 つ に 束ね た か 
の よう な 重厚 感 ! 


「 これ は 心 を 繋い だ た ツインテール ーー 一 エレ メリ アチェ イン だ !!」 


消え ゆく エレ メリ アン た ちの 心 を 束ね た 、 た だ 一 度 だ け の 変身 。 
奇跡 の ツイ ン テ ー ル が 、 こ こ に 誕生 し た 。 
PS 
瞳 ひ と みか ら の 神 し ん 光 こ う も また 、 砂 す な 秦 つが て に も 似 た 高 
で 放 た れ て きた 。 

花粉 の よう な 紅 あ か い 粒 子 の 防御 膜 バリ アフ イー ルド が 俺 の 周囲 に 展 
開 さ れ 、 神 光 を 弾き 散ら す 。 

『 レ ッ ド ちゃ ー ん 、 頑 張っ て - 

有 ユグドラ シル ギル ディ の 声 !? 遠く 離れ て 戦っ て いる は ず の エレ 
メリ アン の 声 が 、 脳 裏 に .……. い や 、 ツ イン テー ル に 直接 聞こ える !! 
俺 は 試し と ば か り 、 左 の 手の平 に 、 鋭 利 な 妨 や い ば を 想念 する 。 

光 が 凝 縮 し た 後 、 ア ラク ネギ ルディ の 魂 た まし い ・ 男 の 娘 の 棒 ア マ ノ 
ムラ クモ が 具現 化し て いた 。 

『 お お 、 テ イル レッ ド が 男 の 娘 の 棒 を その 手 に 握っ た ! 感触 で わか る 
で ご ざる !!』 

今度 は 、 ア ラク ネギ ルディ の 歓喜 が 聞こ える 。 

5 ちゃ ん と アマ ノム ラク モ っ て 吉 っ た は ず な の に 何だ 、 こ の 秘密 裏 
に ルビ が 消し 飛ば され て いる よう な 不安 は 。 

『 ぬ うう つう 、 ず る い ぞ ! テイ ルレ ッ ド ! 我 わ が 聖 合 、 輪 廻 の 百合 受 攻 
アロ ンダ イト も 遠 え ん 慮 り よ な く 使 えー い !!』 

や は り と いう か 、 対 抗 意 識 を 燃やす よう に ティ ラノ ギル ディ の 上 声 が 聞 


こえ て くる 。 
「 す まな い 、 俺 に は ちょ っ と 巡 渡 けり が 長 す ぎる と 思う .… 四 


「 わ か っ た よ 使 う よ !!」 

相変わらず 、 す ぐい じ け る 奴 や つ だ な あ ! 

右手 に 輪廻 の 百合 受 攻 ア ロン ダイ ト 、 左 手 に 男 の 娘 の 棒 ア マ ノ ム ラク 
提 8 

神秘 的 な 二刀流 を 装備 し 、 ガ イア ギル ディ に 反撃 を 開始 する 。 

流れ る よう な 左右 の 斬 ざん 撃 げ き は 、 誰 だ れ か に 手 を 引か れ て いる よ 
うな 不思議 な 疾走 感 。 

プ テ ラ ギ ルディ の 高速 移動 。 トリ ケラ トッ プ ギ ルディ の 瞬間 転移 一 。 
ガイ ア ギ ル ディ か ら 放 た れる 攻撃 を 、 こ の 身 に 宿っ た 力 を 次 々 と 発動 
させ て 回 避 し て いく 。 

伸び る 触手 の よう に 俺 の 周囲 を 飛 旋 し た オー ラ .…… リヴ ァ イ ア クラ ー 
ケ ギ ルディ の 技 だ 。 

ヘラ クレ スギ ルディ の 超 背 り よ 力 り よく 。 ケ ル ベ ロ スギ ルディ の 三 分 
身 を 駆使 し た 斬 撃 。 

間断 無く 発動 する 力 の 前 に 、 ガ イア ギル ディ の 再生 力 が 後 こ う 塵 じん 
を 拝 し 始め る 。 

あれ を 使え 、 こ れ を 出せ 。 

仕舞 い に は 、 こ ん な 時 に 自分 の 好き な 属性 談 議 な ど 。 

愛す べき 変質 者 た ちの 声 が 、 優 し く ツ イン テー ル に 響く 。 

「 これ まで に 戦っ た 全て の エレ メリ アン の 魂 が 、 俺 に 力 を 貸し て くれ て 
いる !!」 

ヴァ ルキ リア ギル ディ 。 心 を 捨て て まで 、 首 領 を 守 ろ うと 戦う 女神 。 
最後 に 俺 が 助け られ た の は - お 前 が エレ メリ アン に 再び 提 え た 、 心 の 
力 だ っ た 。 


輪廻 の 百合 受 攻 ア ロン ダイ ト 、 男 の 娘 の 棒 ア マ ノ ム ラク モ を ガイ ア ギ 
ルディ の 左右 それ ぞ れ の 腕 を 縫 ぬ い 止 め る よう に 投 と う 抑 て き し 、 虹 に 
じ 色 の 光 細 を 最終 噴射 フ ア イ ナル ブー スト させ て 特攻 する 。 

「 完全 解放 ブ プレ イク レリーズ !!」 

俺 の ツイ ン テ ー ル か ら 飛 び 出 し た 無数 の エレ メリ アン た ちの オー ラ 
が 、 ガ イア ギル ディ を 取り 囲む お 。 彼 ら そ の も の が 、 オ ー ラ ピラ ー と な っ 
て 拘束 バイ ンド する か の よう に 。 

すでに 一 本 の ブレ イザ ー プ レイ ド を 破壊 され た 俺 だ が 一 
『ー テ イル レッ ド よ ! 我 わ れ と の 戦い を 思い 出せ !!』 

ドラ グ ギ ルディ の 声 が 、 右 に 残さ れ た フォ ー ス リヴ ォ ン へ と 手 を 導 
電 
「 ああ .……… 伊 だ 達 て に ツイ ン テ ー ル じゃ ね え ! っ て な !!」 

か つて の ドラ グ ギ ルディ と の 戦い で 逆転 を 果たし た 、 残 され し 二 本 目 
の 炎 え ん 刀 じ ん 。 

背中 の 細 が 分 離し 、 意 の 片 か た よ く を 思わ せる 段 並び の 乱 み だ れ 急 
ば で 、 そ の 切り 札 の ブレイ ザー プレ イド へ と 合体 し た 。 

まる で それ は 、 ド ラグ ギル ディ が 振る う 乱 れ 妃 の 大 剣 の よう に 一 。 

傍 か た わら に ドラ グ ギ ルディ の 心 を 感じ る 。 俺 が 大 上 段 に 剣 を 構え る 


と 同時 。 

夢 師 の 光 に 包ま れ た 竜 の 剣士 の 魂 た まし いも また 、 大 剣 を 掲げ て い 
夫 3s 

今 一 二 対 の 魂 ツ イン テー ル が 、 思 い を 一 つ に 結ぶ 。 

還 ラダ タル ジレ イサ ー テ ーー デー りーー ビ ャ ミ ェ で ゾ に で Ua 
放 た れ た 極大 の 炎 と 光 が 、 大 だ い 地 ち 母 ば 神 し ん を 包み 込ん で いっ 
だ 。 


最後 の 一 瞬 、 気 け 高 だ か き 自 我 を 取り 戻し 一 ガイ ア ギ ル ディ が 、 光 の 
中 へ 崩れ 落ち て いく 。 

戦い くさ 女 め 神 が み は 今 、 完 全 消 滅 し た 。 死 者 の 魂 を 繋 つ な ぐも の は 
も う 、 何 も な い 。 

悪夢 の 終 し ゆう 臣 え ん と 、 時 を 同じ くし て .………… 小 さ な 夢 の 終わ り が 、 
始ま っ た 。 
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エピ ロー グ 新た な る 約束 。 


トゥ アー ル は 、 壮 絶 な 光景 の 中 に いた 。 

天 は 紫 し 電 で ん を 送 ほ と ば し ら せ 、 和 炎 を 喰う な ら せ 、 空 の 体 を 為 し 
て いな い 。 

地 は こと ご と く が ひび 割れ 砕け 、 大 地 で ある こと を 忘れ て し まっ た 。 
あれ だ け 樹 立 し て いた 木々 は 、 も は や た だ の 一 本 も 残っ て いな い 。 
ティ ラノ ギル ディ の 背後 、 ト ゥ アー ル の 立つ 場所 だ けが 、 為 状 に 地面 
の 原型 を 罰 と ど め て いる の み だ っ た 。 

「 ツ イン テー ル を 信じ よ 、 ト ウゥ アー ル 」 

トゥ アー ル に 背 を 向け た まま 、 穏 や か に 諭 さ と す テ ィ ラ ノ ギ ル ディ 。 
「 お 前 の 惚 ほ れ た 男 は 、 全 て を 失っ て な お ツイ ン テ ー ル を 輝 か せ た の 
だ 。 お 前 も あと 一 度 だ け 、 ツ イン テー ル を 信じ て みる の も よ か ろ う ?」 
反論 し よう と し て 、 ト ゥ アー ル は 止め た 。 

助け られ た こと は 紛 ま ぎれ も な い 事 実 。 意地 に な ら ず 、 素 走 に 礼 を 述 
べ よ うと する 。 

「 さ っ き あ な た に 吉 っ た こと 、 謝 り ま す 。 助 け て くれ て 、 あ り が - 一 」 
その 吉 葉 は 、 周 囲 へ 響く 轟 ご う 音 お ん に 止め られ た 。 

聖 合 輪廻 の 百合 受 攻 ア ロン ダイ ト , が ティ ラノ ギル ディ の 手 か ら 滑 
り 落 ち 、 刀 身 が 地面 に 突き 刺さ っ た の だ 。 

人 ティ ラノ ギル ディ ? 」 

恐る 恐る 背中 に 声 を か ける も 、 返 事 は な い 。 

そし て ティ ラノ ギル ディ の ツイ ン テ ー ル は 一 粒子 と な っ て 糧 き ら め き 
な が ら 消 えて いく 。 


「 


」 

程なく 全て を 悟り 、 こ み 上 げ る 鳴 咽 お えつ を 噛 か み 毅 す ト ゥ アー ル 。 
また 涙 を 流し た ら .…… この 不器用 な 百 ゆ 合 り 好 き は 、 い つま で も 旅 立 
て な い 。 


数 白 の ホロ ウエ レ メ リ アン た ち を 相手 取り 、 つ い に ト ゥ アー ル を 守り 
抜い た 。 

その 雄大 な 背 だ け を 最後 まで 晒さ らし 、 決 し て 地 に 膝 ひ ざ を つく こと 
は な か っ た 。 

己 の 信じ る 百合 も の の た め 、 輝 く 加 剣 を 振る うつ 。 

彼 は 今度 こそ 、 気 け 高 だ か き 和 帝王 の 生き 様 を 完 か ん 遂 す いし た の だ っ 
た 。 


の 


俺 た ちの 、 た っ た 一 度 の 共闘 。 

俺 た ちの 、 た っ た 一 度 の 奇跡 が .…… 終 わり を 告げ る 。 

ある 者 は 手 を 振り な が ら 。 あ る 者 は そっ ぽ を 向き な が ら 。 

また ある 者 は すでに 、 気 け 高 だ か く 炎 の 中 へ と 。 

ガイ ア ギ ル ディ と ホロ ウエ レ メ リ アン が 完全 消滅 し た こと を 皮切り 
に 、 最 後 の 力 を 振り 絞っ て 現 界 し て いた 再生 エレ メリ アン .…… ~ 無 毛 で 
勇 ま し き 者 エイ ン ヘ リア ル , た ち も 消 えて いく 。 

俺 の 仲間 た ち は ど ん な 思い で 、 そ れ を 見 送っ て いる だ ろう か 。 
不思議 な も ん だ .……… 恐 ろ し く て た ま ら な か っ た の に 。 

毎日 毎日 戦い を 強し いら れ て 、 厄 介 極 まり な か っ た の に 。 

あい つら が 再び 消え て いく 今 .………… 俺 は 、 少 し 寂し さ を 感じ て し まっ て 
いる 。 


また 愛 あ い 香 か に ど や され る だ ろう な .…………。 エレ メリ アン と 仲良 く な 
ろ つ と すん な 、 っ て 。 


エレ メリ アル バイ ンダ ー が 属性 玉 エ レ メ ー ラ オー プ に 還 か えり 、 俺 も 
基本 中 結 形 態 ノ ー マ ル チエ イン へ と 戻っ た 。 

「 さ す が に も う 吉 っ て いい よ な .… 疲 れ た ぁ あこ ーー ニーーー……. 四 

「 存 分 に 誇る が よい 。 お 前 た ち は 、 神 の 裁き を も 食い 止め た の だ か ら 
な 」 

俺 と ドラ グ ギ ルディ は 、 精 根 尽き 果て て 背中 合わ せ で 座り 込ん で い 
た 。 

好み の ツイ ン テ ー ル に 背中 を 流し て 欲し いな ん て 、 変 わっ た 願い を 
持っ て いた こい つと 、 背 中 を 合わ せ て 語り 合う と は .…… 奇 跡 っ て の は 、 
粋 だ よ な 。 

「 お 前 た ちの 力 を 借り ちまっ た な 、 ド ラグ ギル ディ 」 

「……… 貸 し た の で は な い 。 共 に 並び 立っ て 戦う と は 、 そ ん な 他人 行儀 な 
も の で は ある まい 。 そ れ が - 一 」 

『 ツイ シン デー ル だ 。、。。 か ?」 

俺 の 背中 で 、 ド ラグ ギル ディ は 首 し ゆ 育 こう し て いる だ ろう か 。 そ れ 
と も 、 苦 笑 し て いる だ ろう か 。 

ー つ だ け わ か っ た 。 生き 方 が 違っ て も 、 戦 友 に は な れ な く て も .……… 同 
じ も の を 愛す る 者 同士 な ら ば 、 心 を 結ぶ こと は で きる と いう こと だ 。 

「 あ れ か ら 色 ん な こと が あっ た ん だ .……… 。 俺 、 昔 は この 装 そ う 甲 こ 
os テイ ルギア に 頼り っ ぱな し だ っ た ん だ けど さ 。 今 な ら 自 分 で 、 
けっ こう 上 う 手 まく ツイ ン テ ー ル を 結べ る ん だ ぜ ? 」 

「 ふ お 。 や り けり 方 を 見 せ て も らい た いも の だ な 」 

「 全部 解 ほ どい て か ら じ っ くり 結ぶ と 、 こ の 装甲 が 消え ちまう ん だ 。 そ 
れ は ちょ っ と 俺 的 に まず いっ て いう か .…………」 


「 それ は 残念 だ .…… 四 

0 の うそ が と 

後 か ら 後 か ら 、 吉 葉 が 溢 あ ふれ て くる 。 

ご めん 、 ト ゥ アー ル 。 

ドラ グ ギ ルディ は 、 お 前 や イー スナ の 世界 の 仙 か た き で も ある けど 。 
今 、 こ の 時 だ け は .……… 少 し だ け 、 他 た 愛 あ い の 無 い 世間 話 を させ て く 
れ な いか 。 

ツイ ン テ ー ル を 語り 合う こと を 、 許 し て くれ な いか .………。 

「 よい か テイ ルレ ッ ド .………. 今 は その 時 で は な い 」 

奪 た し な め る よう な 語調 に 、 俺 は は っ と する 。 

「 お 前 が 涙 す べ き 時 は た だ 一 度 。 最 後 の 最後 .… ぼ ……… ぼ 必ず 属し よう と し て 涙 
せ し 時 が や っ て 来る で あろ う 。 別離 わ か れ の 寂し さ で は な い .……… ツ イン 
テー ル へ の 喜び で こそ 涙 せ よ 」 

「 あ あ 、 吉 われ な く た っ て .…………… 今 は 深 な ん か 出 ね えよ 」 

だ っ て 、 俺 た ち は す で に 一 度 、 果 た され る は ず の な い 約 束 を 果たし た 
ん だ ぜ 。 

随分 、 次 の ハー ドル が 下がっ ちまっ て る じゃ な いか 。 

「 俺 の ツイ ン テ ー ル は 、 縁 えにし だ 。 だ か ら - 一 」 

だ か らき っ と 。 

ツイ ン テ ー ル が .…) ま た いつ か 、 俺 た ち を 繋 つ な いで くれ る 。 


「 ド ラグ ギル ディ 。 来世 また .……… 逢 あお う ぜ 」 


「 テ イル レッ ド よ 。 お 前 が ツイ ン テ ー ル を 愛す る 限り .…… その よう な こ 
と も あろ つう な, 


眉 た くま し い 背 中 の 温 ぬ くも り が 消え た 。 


穏やか に 吹き ゆく 風 に 任せ て 、 俺 の ツイ ン テ ー ル が 揺れ る 。 
旅立つ 強 と 敵 も た ち を 、 手 を 振っ て 見 送る よう に 。 


侵略 者 た ち へ の 甘い と いつ お か し な 詩 葉 を .……. 天 昇 る 光 に 託し た 。 
「 一 俺 、 戦 い 続 ける よ 。 この 世界 の ツイ ン テ ー ル を 守り 抜く 、 そ の 日 ま 
で 」 
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武器 : ブ レイ ザー ブレ イド ブレ イカ ー 
エレ メリ アセ イ バ パー 
必殺 技 : ド ラ ゴ ニ ッ ク ブ レイ ザー 
ガー ルズ ラブ エレ メー ラオ ー ブ エヴォ ル ブ ア ー ム ズ 

百合 属性 の 属性 玉 を 想定 外 の 方 法 で 発動 し た こと で 生ま れ た 進化 装備 ・ エ レ メ リ 
アル バイ ンダ ー に より 、 テ イル レッ ド が 未知 の 進化 を 遂げ た 姿 。 現 在 存在 する エレ 
メリ アン の 全 武 装 ・ 全 能力 を その まま 発動 する こと が 可能 。 た だ し 全 エ レ メ リ アン 
の 精神 が 同時 に 接続 され て し まう た め 、 仮 に 総 二 以外 が この 形態 を 発動 すれ ば 瞬 
時 に 精神 崩壊 し て し まう 危険 な 力 で も ある 。 エ レ メ リ アン と すら 絆 を 繋ぎ 続け て き 
た 総 二 だ か ら こ そ 使 いこ な せる 力 で あり 、 な お か つ 消 え ゆ く エ レ メ リ アン た ちか が 意 
思 を 託し た か ら こ そ 現 実 の も の と な っ た 、 奇 跡 の 形態 で ある 。 宿 敵 の 大 剣 を 象 っ た 
乱れ 刃 の ブレ イザ ー ブ レ イド ・ ブ レイ ザー ブレ イド ブレ イカ ー が 最大 の 武器 。 


テイ ルギア の フォ ー ス リヴ ォ ン を 要 状 に 変化 させ る こと で 、 使 用 者 に 飛行 能力 を 
与え る 。 翼 の 形状 は レッ ド 、 ブ ルー、 イ エロ ー そ れ ぞ れ 違 う 。 レ ッ ド は 髪型 属性 以外 
の 属性 玉 の 使用 が 苦手 な た め 、 イ エロ ー は 重 装 甲 な こと か ら こ の 属性 玉 の 使用 
は 苦手 な た め 、 ブ ルー の 使用 率 が 圧倒 的 。 移 動 ・ 戦 闘 に と 使い 勝手 が よく 、 ブ ルー 
が も っ と も 多く 使う 属性 玉 の 一 つ で ある 。 


0: 参 - 兎 耳 属性 ' ラ E>b) 


ラビ ピット ギル ディ 


跳 武力 を 強化 で きる 属性 玉 。 単 純 に 垂直 飛び の 距離 が 伸び る だ け で は な く 、 動 き 
の 和 柔軟 性 や 連続 性 な ど 、 跳 曜 と いう 動き その も の が 強化 され る の が 特徴 。 体 操 服 


属性 の よう に 対象 の 広い も の に 千 渉 する 能力 や 、 全 身 を 強化 する よう な 能力 に 
比べ て 、 こ の 兎 耳 属性 の よう に 強化 箇所 や 強化 事項 が 限定 され る 能力 は 使い ど 
ころ も 難し い が 、 そ の 分 一 点 特 化 で の 力 の 恩恵 は 大 きい 。 


地面 を 水中 の よう に 泳ぐ こと が で きる よう に な る 。 た だ し コン クリ ー ト 、 鉄 な ど 、 密 


度 が 高く な る に つれ 移動 速度 は 極端 に 遅く な る 。 現 実 的 な 使用 箇所 は や は り 砂 
地 な ど 。 奇 襲 や 離脱 に 使用 され る こと が 多い 。 ち な み に 触 れ た 相手 に も 透過 効力 
が 及 ん で し まう た め 、 ト ゥ アー ル を 頭 だ け 出し て 全身 垂直 に 砂地 に 埋め る と いう 
悪 虚 を ブル ー が し た こと も 。 


あと ツイ ン デ テー ル が き 


お 久しぶり で す 、 水 みず 沢 さ わ 夢 ゆめ で す 。 

この あと が き を 書い て いる 時 、 日 曜日 朝 の 特撮 番組 の 放送 時 間 移 動 が 
発表 され まし た 。 

何だ その で らい 、 と 思わ れる か も し れ ま せん が 、 脳 の 機能 の 九 五 パ ー 
セン ト を 特撮 と ツイ ン テ ー ル に 割り 振っ て いる 私 か ら す る と 、 こ れ は 本 
当 に 大 事件 で す 。 

常識 だ っ た 放映 時 間 が 変わ っ て し まう 一 常識 だ と 思っ て いた こと が 時 

流れ に よっ て 移り 変わ っ て いく の は 、 ま まあ る こと で す 。 

子供 の 頃 こ ろか ら 親 し ん で きた 冥 め い 王 お う 星 せい が 勝手 に 惑星 か ら 
降格 させ られ た り 、 テ ィ ラ ノ ギ .………… サ ウル ス に は 毛 が 生 えて いた よ と 新 
説 が 出さ れ 、 そ の 後 い や 、 や っ ぱり 毛 は な か っ た か も し れん 、 と 流 る 転 
て ん し た り 。 テ ィ ラ ノ サ ウル ス に 毛 を つけ て 放映 し た 戦隊 は どう すれ ば 
いい ん だ 。 

その よう に 時 の 移り 変わ り を 噛 か み し め な が ら 、 今 回 の 俺 ツイ で す 。 

デビ ュー 作 で ある 1 巻 で は 怪人 に さら われ る 側 だ っ た 直 え 理 り 那 な 
が 、 今 で は その 怪人 を 自分 で 倒し 、 人 々 を 守れ る よう に な っ た 。 時 の 流 
れ に よる 成長 は 、 ヒ ー ロ ー も の の 醒 だ い 醐 ご 味 み で すね ! 

し ん みり し た ラス ト だ っ た の で 、 照れ隠し の よう な あと が き で し た 。 

今回 も 、 イ ラス ト の 春日 か す が 様 や 担当 の 漬 は ま 田 だ 様 、 完 成 と 出版 
に 携 た ず さ わ る 全て の 方 、 そ し て 読者 の 皆様 に 、 感 謝 と ツイ ン テ ー ル 
を ! 


水沢 夢 


Yume Mizusawa 


北国 在住 の ツイ ン テ ー ル 作家 。 こ の 巻 の 影 の 主役 は エレ メリ アン た ち で 
す 。 こ れ ま で の 戦い で 総 二 た ち が ど れ だ け 成 長 し た か 。 そ し て 敵 と は い 
え 単 純 な 善悪 に 別れ て 彼ら と 戦っ て きた わけ で は な い エ レ メ リ アン た ち 
の 信念 と は 。 どうぞ お 楽し みく だ さい | ! 
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※ ご 注意 

本 作品 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 改 軒 、 公 則 送 信 す る こ 
と 、 お よび 有償 無償 に か か わら ず 、 本 デー タ を 第 三 者 に 譲渡 する こと を 
禁じ ます 。 

個人 利用 の 目的 以外 で の 複製 な ど 違法 行為 、 も し く は 第 三 者 へ の 譲渡 を 
し ます と 著作 権 法 、 そ の 他 関 連 法 に よっ て 処罰 され ます 。 
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今回 は 再生 怪人 と の 戦い ! 

今 だ か ら こ そ で きる ドリ ー 

司法 ム マ ッ チ な ど 盛 り 沢山 な 
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夏 で すね 。 本 作 の 主人 公 
た ち も 、 ま さ に 夏休み を 満 
笑 し て いる 真っ 最 中 で す 。 
夏バテ 対策 (?) に 、 ガ ガ ガ 
文庫 を 旦 非 どう ぞ ! 


俺 の 名 は 小林 友 郎 本物 の 主人 公 ツ 3 条 衣 中 の 親友 だ 
第 二 部 終了 後 、 唐 突 に 持ち 上 が っ た 青 ヶ 崎 さ 尺 の 紹 談 。 
龍 牙 の 専属 ヒロ イン を 狙う た あい いい 度胸 だ ! 計 隊 2 


傘 た ち は 阻止 に 動き 出す の だ が ーー。 吉 強 助演 ラブ コメ 第 と 


上 胃 | で や すし 
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初め まし て 。 ト キメ キ を 追 
求 し た 結果 、 死 体 と が 死 
体 と が 死体 と か が 出 て き 
ます が 、 試 し に 一 口 お 召し 
上 が りく だ さい ませ 。 


攻 る の 妊 つ ( 
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レー | る の か も し れ ま せん 。 今 回 置 
や っ は そん な 学園 モノ で す 。 


浩介 た ち は 聖 徒 会 

を 果 ち 硬く べく 、 
気づく と 彼ら の 眼 の 前 に は 、 

どこ か 懐か し い 母 校 の 校舎 が 

「 そびえ て いた 。 異 世界 で 日 本 を 想う 
修学 旅行 生 た ちの 旅 、 第 六 弾 ! 


[中 選 界 修学 旅行 6| 


1 生 周 本 タク ヤ - ィ ラ ス : し ら び 。。 ょ 。 


※ イ ラス ト は 制作 中 の も の で す 。 


aa 
世界 カト イア に 遂 い 込 ん だ 、 
九条 尽 は 己 の 意地 を 通す た め 

抽 作 の な か に 一 つ で も 愛 流離 い 剣士 より 死に 際 に 託さ れ た 

せる 箇所 を 見 つけ て いた 還 97 寺 周り ルオ らち 胡 

だ けた ら 幸 いで す 。 命 を 陸 け た ネス ト 探 索 へ 挑む ! 


[| 真 * 異 界 残 僕 伝 sb | 


甘 鈴 木 参 イラ メド : み く 郎 


] 
] | " 
10th Anniversary 


Play Back 
だ ヨ ! 


2007 年 5 月 に ガ 報 は ガガガ 文庫 と 一 緒 に スタ ー ト 
し た ヨ ! 黒 と 赤 の ロゴ が と っ て も イン パク ト が ある 
ヨ | 「 人 類 が 誤 退 し まし た 」 が スタ ー ト し た の も この 時 ! 


人 @ 記念 すべ き 第 1 
回 小学 館 ラ イト ノ ベ 
ル 大 濃 受賞 作 も 創 
刊 時 に 2 タイ トル 。 


ぼく は ガガガ くん 。 
いつ も ガ カ カ 文 庫 
を 読ん で くれ て あ 
り が と う 。 


祝 ! ガガガ 文庫 5 
周年 ! これ も ひと 
え に 、 ガ ガ ガ 文 庫 
を 肝 し て くれ る 書 
店 員 さ ん と ボク の 
お か げ だ ネ ! 

正 系 。 と て も マジ メ 


な 感じ で す 。 書 店 見 さん と の 
座談 会 企画 で デビ ュー。 


ガ 報 は 毎年 マイ ナー チェ 


が あっ て 素敵 だ よ ネ ! 


梅雨 で 外 に 出 られ 
な イ ? じゃ あ 、 お 家 
で ガ ガ カ 文庫 を 読 
め ば い い ヨ ! 


か ら 徐 々 に 厚 人 @ と に が かく 語 必 は カタ カナ 。 
方 向 性 が 決ま 2015 年 の ガガガ くん は 気候 の 
話 を する こと が 多かっ た で す 。 


実は 微 幼 に し ゃ べ 
り 方 が 変わ っ て る 
ん だ ヨ ! で も 、 ボ ク 
に 中 の 人 は いな い 
ヨ ! イメ チェ ン っ て 


@ 馬 必 「 ヨ : カ ナ ・ ネ * ナ 」 の 


を くり 返し て いる ん 


その 時 々 に 味 


ガ 報 を 担当 し て くだ さっ て いる デザ イナ ー 
さん に 、 今 日 は ぶっ ちゃ け て も ら う ヨ ! ガ 報 
を や っ て いて 一 番 区 いた こと は な に カナ ?. 


リ ギ リ で キ 

特集 記事 が どん な 内 容 が 来る の か 楽し み 
し て いま す ! あと 、 僕 が 装丁 を 担当 し て いる 
[や が て 恋する ヴィ ヴィ ・ レ イン | 、 昌 茶 苦 茶 面 
白い ん で 、 皆 さん ぜひ 読ん で みて MI 


あま り の ぷっ ちゃ け 具 合 に ボク も ヒヤ ヒ 。 
担当 者 は し っ か り し て 欲し いよ ネ | これ か ら も デザ 
イナ ー さ ん と た くさ ん 両 白い 記事 を 作っ て いく ん ダ カ ラ ! 


⑤⑧⑯⑤⑧ の の の ⑨④ 


インテ ー ル モー の 匿名 希望 モー。 


ド 。「 俺 ソイ] アニメ 在 情 報 を タレ こむ と ろ そ ろ お 牟 染 み に な 


: 化 に 影響 され た 姿 。 き の ス タイ ル 。 


いろ ん な と ころ か ら ガ 報 

を 振り 返っ て みた けど 、 ど 
うだ っ た カナ ? これ を 機会 に 
も っ と ガ 報 を 読ん で くれ る と 
ボク も 嬉し い ヨ ! お も し ろ い 
企画 や 最新 情報 を バシ バシ 
お 届け する か ら 覚 悟 し て ネ ! 


@10 周 年 モー ド 。 そ 
つて きた で し ょ うか ? 


「 包 =_ ガガガ 文庫 作品 は [本 | を 飛び 出し 
7/ 7/ 7/ MealN6 eee 
コー ナー は ガガガ の メデ ィ ア ミッ クス ニュ ー ス を 毎月 ご 紹介 ! 


『 り 周 3 か 「 ペ ント ガガガ 文人 和 10 有 年 記 念 イベ ント 


目 加 情報: 


(「 さ れ ど 罪人 は 竜 と 踊る 」) 
@ コ ミッ ク と ら の あな 秋葉 原 店 (「 弱 キャ ラ 友 崎 く ん 」) 
(「 や は り 俺 の 青春 ラブ コメ は まち が っ て いる 。])  @ 書 泉 ブ ッ ク タ ワー 
@ ア ニ メ イ ト AKIBA ガ ー ル ズ ス テー ショ ン (映画 「 二 度 め の 夏 、 
([ 俺 、 ツ イン テー ル に な り ま す 。」) 二度と 会 えな い 君 」 ヒ ロイ ン ) 


@AKIHABARA ゲー マー ズ 本 店 @ 書 泉 ブ ッ ク タ ワー 


キャ ン パ ス ア ー ト OCT 12,000 円 キャ ン パ ス ア ー ト た CFG" で DC て 12,000 円 


フリ アフ ァイル 
フリ アフ ァイル 


トー トバ ッ グ 


クリ アフ ァイル 
クリ アフ ァイル 
トー トバ パッ グ ※ 価 格 ・ 商 品 の 詳細 は すべ て 現状 の も の で す 。 


ーー em < 9/16・1 7 開催 の 「 京 都 国際 マン ガ ・ 
ィ ベ ント 京 ま ふ 出 展 決定 ジー メラ フェ ア 201 フ 」 に 、 ガ ガ ガ 文 上 
の 参戦 が 決定 ! グッ ズ の 販売 や メデ ィ ア ミッ クス タイ トル の 配布 物 な ど 盛り 
だ くさ ん ! 詳細 は GAGAGA WIRE を 要 チ ェ ッ ク ! 
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ーー | ペ カ イス 応 前 邊 
性 / り / M 光 誠 決 EU 


紀和 博 償 花井 和 キャ ラフ ター デザ イン 北上 人 9 8 
ツリ ー メ 村人 神 記 OPipSIde ED キラ フ ター 。 7 


アニ メ 制 作 セ ブ ソ アー クス ・ ビ ピク チャ ー ズ 


匠 : 平 坂 読 イラ スト : カ ント ク 
著 浅 井 ラ ボ イラ スト : ざ いん 
寺田 イラ スト : ぷ ー た 
甘 ま す も と た く や ィ イラスト: 人 米 
| 


いわ さき み な こ 


著 : 犬 村 小 六 イラ スト : 岩 崎 美奈 子 


= 衣 同 ImSmo 記 馬 の 


著 : 渡 航 イラ スト : ぽ ん か ん ③ 


た に 
レコ 


か み けい 本 だ くわ しま れ 
著 : 上 谷 圭 イラ スト : 栗 島 舟 音 


三 ュ 


中 貼る 損 き 記名 


ー 甘 助 供 珠 樹 イラ スト : い つい 

ーー 著 : 天 津 向 イラ スト : う か み 

あか ぎ ひろ た か た る う 

ー 一 著 : 赤 城 大 空 イラ スト : 魔 太郎 
さか い だ か ん た ろう 


一 著 洒 井田 四 太 郎 イラ スト : 白 身 魚 
一 著 : 長 谷 敏 司 イラ スト : 策 波 マサ ヒロ 
一 著 閑 田 季節 イラ スト :Mika Pikazo 


て し ろ ぎし ょ うた ろう 


一 著 : 手 代 木 正太 郎 イラ スト : ニ リツ 


ー 甘 : 三 島 千 謀 イラ スト : ク レダ 


|/ 属 ココ コン ココ 
2 、 = うつ ニ ーー プル リ 7 0Z 抽 
人 99/ 肌 ン ラ 用 
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市 
Ez カカ 12 た モッ 


喧嘩 を し て 変 に 意地 を 張っ て し まっ て 、 謝 れず に その まま 別れ て し まう 。 結 局 、 そ の ま 
まな ん と な く 謝 れ な く て 、 と いう 経験 を し た 方 も 少な く な い の で は な いで し ょ うか が 。 
そん な わけ で 今回 の 質問 は こち ら 。 


(宮城 県 ・ 凄 技 ニ ッ パ ー・27 歳 ) 


原稿 の 進捗 状況 報告 に リア ル と * 
ファ ンタ ジー を 混在 させ て ご めん な さい 。 
相方 が エロ 詩吟 で 大 ブレ イク し た 時 、 あ まり に も 和 み の 気持 ち が 強 
すぎ て 「 ブ ー ム 終わ っ た ら 覚 えと け よ 」 と 言っ た こと で す 。 
作 中 に 登場 する 悪役 の モデ ル に 、 身 近 な 人 を 使っ て し まい ご めん な さい ! 
「 ご めん な さい 」 より も 「 あ り が と う 」 が 言え な く て 後悔 し が ちな 
人 生 を 送っ て いま す 。 
色々 思い 出し て いた ら 暗 黒 面 落 ちか けた の で 、 こ こ は 「 特 に な し 」 で どう か …。 
数 日 前 、 道 を 尋ね られ た 時 、 焦 っ て 間違っ た 場所 を 教え て し まっ た 事 が 
それ で す 。 正 解 を 知っ て いた の に ……! 
実家 に 住ん で いた 頃 、 風 呂 場 の 天井 に 一 匹 の アシ ナガ グモ が いま し た 。 
毎日 な ん と な くそ の 様子 を 見 て いた ん で す が 、 た また ま 床 に 降り て 来 て いた と き に 
シャ ワー を か け て し まい 、 排 水 溝 に 絡ま っ て 死な なせ て し まい まし た 。 虫 に は ご めん な 
さい が 伝わら な いか ら 辛 いで すね 。 
「 売 れ な く て 、 ご めん な さい 」 ガガガ 編集 部 様 へ 。 


質問 郵便 八 ガ キ 、Twitter で 先生 方 に いて みた いこ と を 書い て 送っ て 下さ い 。 
募集 ! あな た の 質問 を 特捜 部 が 徹底 調査 致し ます 。 


その 他 の 先生 方 か ら の 回 答 は 、 編 集 部 ログ (GAGAGAWIRE) で 見 られ ます 。 
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・ 人 生 で 100 回 目 ぐ らい の ダイ エッ ト 中 。 

今回 の テー マ は 「 リ バウ ンド 対策 を 切ら な い 」 で す 。( 野 ) 

・ 今 年 まだ 冷や し 中 華 食べ て な い ! 食べ な きゃ 夏 が 終わ っ ちゃ う !( 広 ) 

・ い ろ い ろ あ っ て ネッ ト 動 画 配信 サー ビス に 加入 。 海 外 テ レビ ドラ マ お も し ろ い !( 演 ) 
* 岡 崎 体育 と 編集 ( 小 ) が めっちゃ 似 て る 説 。 主 に ビジ ュ ア ル 。 ( 岩 ) 

・ ら 0 年 来 の 友人 の 結婚 式 で 涙腺 崩壊 。 年 を と っ た も の で す 。 ( 飯 ) 

・ 人 生 を 彩る 、 新 し い 何 か を 見 つけ た い 。 

アイ デン ティ ティ クラ イシ ス の 夏 。( 小 ) 

* 最 近 ひ と 月 に 一 回 体調 を 月 し て いる マン な の で 強く な り た い 。 ( 田 ) 
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